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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　パルプピロシ

口絵・本文デザイン　越阪部ワタル
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プロローグ



01　昨日の敵は今日の友。それってちょっと……素敵やん？　だから昨日のゲルだって、今日になったら少しは好きに……あ、無理だコレ

02　最初はイマイチと思ってたあだ名も、続いてたら何となく馴染んでくる。イヤよイヤよも好きの内ってバカに出来ないですよね

03　機械に心があるのなら、彼女は電気羊の夢を見るのだろうか

04　限界を超えて戦う彼を、人知れず支えてきた存在があった。その秘密は、そう、いつも──とある小瓶の中に、隠されていたのだ

05　バイバイ、ヒーロー





エピローグ




　あとがき


　特別付録　文庫未収録短編　ストレンジャーズ！　それは、人ならざる力を持つ異能者のこと。この物語は、異能を持った少年少女たちの、命を賭けた宿命の戦いを描……いたり、描……かなかったり──!?　と、とにかくっ、読まないと、ビリビリなんだからねっ!!


















　プロローグ







　隆たか良らの憧あこがれたヒーロー、『絶対正義ジヤガー・ノート』が──世界に、牙きばを剝むいた。

　今までずっと追いかけ続けてきたヒーローの消失──けれど、今の隆良に悲ひ嘆たんの色は無い。今の隆良は、もはや、ただ『ヒーローに憧れるだけの少年』ではなく、己おのれの中に確固とした『ヒーローの形』を見み出いだした『一人のヒーロー』なのだ。

（待ってろよ、『絶対正義』さん……今、俺達がアンタを、止めにいくからな……！）

　隆良は今、静かな闘とう志しを内に秘め、腕うでを組んで目を閉じている。そんな彼を『ヒーロー』にしてくれた仲間達も、同じく真ま面じ目めな顔で集中を深めているらしい。

　隆良の隣となりに座る、金色の長ちよう髪はつを靡なびかせる少女、雷らい轟ごう魅み神かんもまた、恐おそらくコンセントレーションを高めているのだろう、何やらブツブツと呟つぶやいて──

「大だい丈じよう夫ぶ……アリアを信じて、仲間を信じて……皆みんなを信じる私を信じて……墜おちない、絶対墜ちない。大丈夫だから……大丈夫だから」

　……何だかちょっぴり、様子がおかしかった。

　いや、よく見れば魅神だけではない。夜よ侘わびと氷莉こおりも微び妙みように表情が青ざめているし、両手を顔の前で組んで祈いのるようなポーズを取り続けている。沙さ凪なぎだけは平静を保っているが、何しろ妙みような感性を持つことに定評のある沙凪なので、全く当てにならない。

　妙な緊きん迫ぱく感かんに包まれている、隆良達の居る──というより『押し込められている』その場所へと、不意にアリアからスピーカー越ごしに声が届いてきた。

『アー、アー、お待たせしたかな、皆みなの衆。準備はいいかい？　出発の時間だぞう？』

「「「……………」」」

『んん？　元気が無いなぁ。これからあの《絶対正義》との決戦だというのに……よし、ここは一発、景気づけとして派手に──』

「……あ、あの、アリア！」

　アリアの言葉を遮さえぎるように、魅神が彼女の名を呼び──少し考えてから、続けた。

「…………あ、安全運転でおねが」

『ふふっ、ＯＫ……分かってるさ、魅神。では、ご期待通り──フルブーストで、楽しいフライトに出発だぁぁぁっ！』

「いやちょっ聞ききなさ──い、い、い……い～や～～あ～～～っ!?」

　威い勢せいの良いアリアの掛かけ声と、魅神の悲鳴の直後──ずぐんっ、と鈍にぶい音を立て、強い揺ゆれが隆良達を襲おそう。

　そう、隆良達は今、アリアの操縦する戦せん闘とう機の増設したポッドに押し込められている状態なのだ。『絶対正義』が居るという、『[image: α]アルフア』が所有する電子タワーへ向かうため、これが最速手段ではあるが──中に居る面々の焦しよう燥そうぶりは、尋じん常じようではない。

「ふえ……ふえええ!?　隆良、隆良こわいぃぃぃ！　やだやだ無理、絶対無理！　墜ちるっ……ううん、むしろ堕おちる！　堕だ天てんするぅぅぅ！　助け、たすっ……にゃあああ!?」

「かえりたいかえりたいかえりたいかえりたいかえりたい」

　取り乱す夜侘と半泣きの氷莉にしがみつかれた隆良は、がたん、がたたん、と縦に揺らされながらも、真顔で心しん頭とう滅めつ却きやく中ちゆうだ。

　ちなみに沙凪は、というと──

「ヒャッホォォォウ！　クリスマス以来の素す敵てきアトラクション、キタですのぉー！　にゅふふ、テンション上がりますのォ～……アリア、もっとスピード出しますのー！」

『おっ、沙凪ちゃん、ご機き嫌げんだなー。ではリクエストにお応こたえして……ふん、ふん、ふーん♪　ダブルブースト～、ポチッとな～♪』

「待って沙凪ちゃん煽あおらないで。アリアもノらないで──ぐえっ。だ、駄だ目め……んふ……ダメ、だって……んふ、だめ、んふ……んふ、んふふふふふ」

　速度が上じよう昇しようして強いＧが掛かった瞬しゆん間かん、どうも恐きよう怖ふ心が臨界点を突とつ破ぱしたのか、魅神が震ふるえる口から妙な笑い声を漏もらし始める。

　がたん、がたん……ばきん、揺れに紛まぎれ、時々不ふ穏おんな金属質な音が聞こえてくるのが、なおさら不安を煽る。そのたびに沙凪以外の女子陣じんは、びくっ、と体を震わせていた。

　決戦の場へ辿たどり着く前から既すでに、心臓に悪いこの状じよう況きようで──しかし隆良は、ふっ、と不敵な笑えみを浮うかべ、

（……待ってろよ、『絶対正義』さん……今、俺達がアンタを、止めにいくからな……）

　けれど微妙に遠い目をした瞳ひとみからは、ちょっぴり生気が薄うすれ気味で、

（───そこ着くまでに、命があれば！）

　……割と切実に、そんなことを考えていた。







　01　昨日の敵は今日の友。それってちょっと……素敵やん？　だから昨日のゲルだって、今日になったら少しは好きに……あ、無理だコレ







　遮る物は何も無い空の道、超ちよう高こう速そくで飛ひ翔しようする漆しつ黒こくの戦闘機は、隆たか良ら達をあっという間に目的地の目前へと運んだ。螺ら旋せんを描えがいて天を衝つくようにそびえ立つ、円柱状に形作られた異常な高さの塔。その巨きよ大だいさは、個人の所有物としては明らかに常じよう軌きを逸いつしていた。

『……ふむ、屋上の様子が、何やらおかしいな。《絶対正義ジヤガー・ノート》とルーネちゃんは、あそこにいるのだろうか……どう思う？　隆良くん』

「……いや、俺ら、ココに押し込められてて外の様子とか見えねーんだけど……いやまあ、そのせいで尚なお更さら、めっちゃ怖こわい思いしてんだけどね？」

　隆良達が居るのは、本来ならミサイルの設置個所となっている戦闘機の底部。そこを増設して、ミサイルの代わりに強化ポッドを提さげ替かえていたのだ。少なくとも、外の様子を窺うかがえるような環かん境きようではない。

　アリアはそれを失念していたのか、操縦席から軽い調子で謝罪の言葉を送ってくる。

『おおっ、すまない、そうだったな。私としたコトが、ついつい大事なコトを忘れてしまっていた……すぐそこからも見えるようにするから、少し待っていてくれ』

「？　見えるように、って……モニタでも出してくれんのか？」

『ふふっ、それはやってみてからのお楽しみさ。えーと、ここのプログラムを、こうして……そうそう、ここだったな、うんうん……』

「……いや、お前がそんなコト言う時って、大体ロクなコトじゃねーから、ちゃんと教えといて欲しいんだけど……おーい、おーいアリアー？　聞いてるかー？」

　だが聞かぬ。集中しているのか、もはや返事の無いアリアは諦あきらめるしかないとして、軽くため息を吐ついた隆良がポッドの内部を見回す。

「はあ……にしても、お前ら……さっきに比べりゃ、大分マシになったっぽいな？」

　隆良の言葉を受けて真っ先に反応したのは、夜よ侘わび──発進当初の取り乱しぶりはどこへやら、落ち着いた余よ裕ゆうの笑みを浮かべていた。

「ふふんっ、当然だよっ。よくよく考えたらアタシ達、『浮ふ遊ゆう研究施し設せつ』に隆良を助けに行く時、一回体験してるんだもん。危あやうく堕天しかけちゃってたけど……もう平気なんだからっ。『宿星の片割れスター・パートナー』はブレないよっ」

「ああ、うん……じゃあ、俺の腕に抱だき着くの止やめて、ちょっと離はなれ──」

「隆良はアタシに死ねという。もはや鬼き畜ちくの所業なりや」

「夜侘、キャラおかしくなってね？　いや、ある意味ブレてねーんだけどさ？」

　拒きよ否ひした瞬間の夜侘は、目から光が消え失うせていた。引き離した途と端たんに気を失うくらいは、冗じよう談だん抜ぬきでしてしまうかもしれない。ちなみに氷莉こおりは現実逃とう避ひのためか、隆良にしがみついた状態で、『スヤァ……』と安らかな眠ねむりについていた。

　と、そこで魅み神かんが呆あきれたように首を振ふりながら声を上げる。

「全く、夜侘ちゃんも困ったモノね……これくらいのコトで怯おびえてるようじゃ、『絶対正義』との戦いまでとても保もたないわよ？　少しは気を強く持ちなさいよねっ」

「……お、おう、魅神。いやまあ、お前の言うコトは尤もつともだけど……だけどな？」

「？　何よ、バカ隆良……言いたいコトがあるんなら、ハッキリしなさいよねっ」

　なぜか背後から声を掛けてくる魅神は、いつもの気の強い口調に戻もどっているが──隆良は少し視線を下にずらし、彼女の手元を見つめながら口を開いた。

「……あのよ、お前も何で、俺のシャツの裾すそを摑つかんでんの？　ホントは怖いんじゃ──」

「!?　こ、これはっ、ちっ、ちがっ……違ちがうわよっ！　だから、そう、その……揺れる！　そう、揺れるからっ！　揺れないように押さえてあげてるんじゃないっ！　もうっ、それくらい分かりなさいよね、バカっ！」

「いや分かんねーよ。そしてお前がいくら裾を押さえてくれたところで、揺れるのは変わんねーよ。むしろ引っ張られて首が苦しいっつーの」

「そっ……そんなコトないわよっ！　さっきより揺れてないもん！　私が裾、摑んでるからなんだからっ！　だから絶対、離さないんだからあっ！」

「な、なぜそんな強ごう情じように。……前々から思ってたけど、時々お前のコト良く分からんわ」

　割と長い付き合いではあるが、もっと理解を深める努力が必要らしい。

　とはいえ、これでも発進直後に比べれば、魅神達も精神的には落ち着いている。それも隆良のおかげかもしれない、と──隆良は心の中で自画自賛していた。

（ふっ……まあ、これもチームのリーダーとしての……そしてこいつらの『ヒーロー』としての、俺の器うつわってヤツよ。やれやれ、仕方ないヤツらだぜ……）

『──おーい、皆、聞こえているかー？　外の様子が見れるよう、こちらで手配したからなー。今から映すぞー』

「……ん？　お、おお、アリア？　何だよ、モニタの準備でも出来たのか？　……つっても、それらしきモンは、出てきてねーけども……？」

『おっ、返事ありがとう、隆良くん。何か皆、上の空みたいでな……ちょっと寂さびしかったよ。まあ、それはそれとして、いくぞー。あんまり驚おどろくなよー？』

　微妙に言葉足らずなアリアの発言から、隆良に抱き着いていた夜侘が不安そうな表情をしつつ、おずおずと口を開いた──その時。

「そ、外が見えちゃうのも怖いかもだよね……アタシ、下向いてようか───にゃっ？」

　夜侘が軽く目を伏ふせるのと同時に、信じられないことが起こる──何と、隆良達の周囲の壁かべや床ゆかが、すっかりと消えてなくなってしまったのだ。

「「「──────」」」

　これには隆良達も、思わず絶句。下はちぎれちぎれの雲、更さらにその奥に地面や海が見える。落ちる、と思わず錯さつ覚かくして足が竦すくむも、本当に落下していかないことから、実際に床が消えたのではなく『透すけている』ようなものだと判断できた。

　が、ギリギリで理性を保てた隆良はともかく──魅神はというと。

「や、や、やっ……やぁぁぁんっ!?　やだぁ！　もうやだぁ！　ばか、ばかばかアリアのばかーっ!?　なんで!?　なんでこんなイジワルするの!?　ふええええんっ！」

「おおお落ち着け魅神！　首に抱き着くな！　お前コレ、我に返ったらまた電でん撃げきパターンだろ!?　決戦前に、そうそう喰くらってられるかっつーの！」

「いい！　もう恥はじとか外聞とかどうでもいい！　おねがい、たすけてバカ隆良！　無理ぃ……自分で飛ぶのと全然違う！　こんなの無理なのー！　怖すぎるのー!?」

「あ、あの理り不ふ尽じん電でん撃げき魔まがここまで素す直なおに!?　どんだけ怖いんだ！　いや俺もすげぇ怖いのは同意なんだけど！」

　何しろ視覚的には、足元に何も無い状態なのだ。恐きよう怖ふ感かんに我を失ってしまうのも仕方ない。こんな状況を喜べる者が居るとすれば、よほど妙みような感性を持っていると──

「ヒャッフゥゥゥ！　アリア、やりますの！　なかなかスリリングなサプライズですのよ！　さあ、隆良様もせっかくですし、楽しみますのー！」

「お前の肝きもっ玉たま、いくら何でも太過ぎじゃね？　お前、怖いモノとかあんの？」

　隆良のゲルにさえ愛を注げる少女だ。妙な感性を持っていないはずがなかった。

　スリリングすぎるサプライズという名の悪ふざけに、ポッド内はてんやわんやの大おお騒さわぎだ。こうなると、早々に眠りについた氷莉の行動は、正解だった気さえしてくる。

　それにしても、心配なのは夜侘──先ほどまで、少し突つつけば爆ばく発はつしてしまいそうだった彼女は、この恐怖に直面して何を思うのか。

「お、おい夜侘、大だい丈じよう夫ぶか？　さすがにビビっちまったんじゃ──お、おろっ？」

　隆良が恐おそる恐る、自分の腕うでにしがみつき続ける少女に声を掛かけるも──意外な様子を目まの当たりにし、思わず目を丸めてしまう。夜侘は、なぜか薄うっすらと微笑ほほえんでいた。震えも無く、虚きよ勢せいを張っているようにも見えない。

　恐怖も大きすぎると、感じなくなってしまうのだろうか──そんなことを考えていた隆良へ向けて、夜侘は厳おごそかに語りかける。

「我、冥めい界かいへと招かれし混こん沌とんの使者──恐怖こそ我が力の源なり」

「よっ……夜侘がついに堕だ天てんしたァァァ!?　うおおお戻ってこーいっ!?」

「『宿星』は地に堕おちて輝かがやきを増すべし……さあ、片割れよ、一いつ緒しよに堕ちよぉ……？」

「目の色が闇やみに染まっとる！　ヤバい雰ふん囲い気きムンムンに醸かもしまくってんぢゃねーよ！」

　しなだれかかってくる夜侘と、今もなお首元に抱き着いてくる魅神に囲まれ、気が気でない隆良の耳に──この状況を生み出した元げん凶きようの声が届いてくる。

『ふー、どうだ、皆みんなー？　外の様子、見えるようになったか？』

「はっ……あ、アリアこんにゃろう！　お前のせいでぇ……お前のせいでエラいコトになっちまってんだぞ!?　何だコレ、マジックミラーみてーなアレなのか!?」

『ふっ、まさかそんな……マジックミラーだと強度に不安が残るからな。私が皆を危険に晒さらすはずが無いだろう？　ポッド内部に耐たい久きゆう力を強化したモニタを敷しき詰つめ、外部カメラの映像と随ずい時じ連動させることで、あたかも空を飛んでいるかのような素敵な体感を可能とする……ふふっ、これ結構、難しいコトをやってのけてるんだぞう？　アリアおねえさん、皆のためを思って、無む駄だに頑がん張ばっちゃったっ☆』

「無駄だと分かってたなら、やらんで欲しかった！　お前の軽はずみな行動のせいでこちとらカオスの真まっ只ただ中なかだよチクショウ！」

『えっ……でも、あんまり驚くなよ、って前置きしたし……こ、心の準備はバッチリだったのではないのか？』

「そんなんで覚かく悟ご完かん了りようできるほど人は強くねーんだよ！　沙さ凪なぎぐれーだよ、この悪ふざけを心から楽しんでんの！」

『そ、そんな……この私が、まさか皆を怖がらせてしまうコトになるとは……これっぽっちも、予想だにしていなかった……』

「お前こんな難しいコトは出来んのに、何でそこは予想できねーワケ!?　天才の無駄遣づかいもほどほどにしろよ、ホントもう！」

『うう……は、反省してます。あ、そ、それで、屋上の様子なんだけども……』

「む。そういや、そういう話だったな……まだまだ言い足りねーけど、さて……おお!?」

　アリアを責めるのは一いつ旦たん中断し、隆良が身を乗り出して塔とうの上部へ視線を向けると──屋上部に、黒雲のような黒いモヤが渦うず巻まいているのが見える。アリアの言う通り、様子がおかしいのは明らかだ。『絶対正義ジヤガー・ノート』やルーネが居る可能性は、決して低くない。

　黒いモヤに遮さえぎられて、屋上部の様子はハッキリと分からない──ならば、まずはそこへ向かうべきだ、と隆良がアリアへ声を送る。

「確かに異常だな……おし、まずはあそこを目指そうぜ。アリア、いけるか？」

『うむ、やってみよ……──ッ！　皆、少し暴れるぞ──何かに摑まってろっ！』

「へ？　な……う、うおおおっ!?」

　アリアが早口で声を送ってきた直後──ぐん、と戦せん闘とう機が傾かたむき、同時にポッド内部が縦へ横へと揺ゆさぶられる。

　一体、何が起こったのか、外の様子を確かく認にんできるようになった隆良達は、すぐさま理解できた。接近していた電子タワーが、この戦闘機へ向けて機き銃じゆうを掃そう射しやしてきたのだ。

　恐らく、自動迎げい撃げきシステムだろう。規則的に乱射してくる銃撃に、思わず隆良の背も冷え……そして、彼にしがみついている魅神と夜侘は。

「やっ……やん、やぁぁぁんっ!?　もぉヤダ、私、降りるーっ！　バカ！　敵のバカー！　……ていうか私、飛べるのに何で乗っちゃったの！　私もバカーっ！」

「ふ、ふふ、この恐きよう怖ふも、堕天せしアタシの、か、糧かて、に……むむむ無理ぃーっ！　もぉおなかいっぱいにゃのー！　おかわり、いらにゃいのーっ！」

「おお、落ち着けっつの、お前ら！　いやもう、何度も言ってるけど！　苦しい……色んなトコが苦しい！　つか、俺じゃなく、もっと別のモンに摑ま……るぇっ!?」

　魅神と夜侘に拘こう束そくされ、ついにバランスを失ってしまった隆良が転がると──

「……む、むぐっ!?　ぶふぉっ!?　ん、んぐぐーっ!?」

　それに引っ張られた少女二人に、下した敷じきにされる形となってしまう。正直、隆良にとっては電子タワーの迎撃より、こちらのほうが心臓に悪かった。

（や、やべぇ……！　さっきの魅神の時は助かったけど、今はその比じゃねぇ……！　故意じゃなくともコイツら人の話聞かねーし、今度こそ痺しびれさせられて焼かれる……！）

　色気より生存本能と言うべきか、鈍どん感かんで疎うといだけか、圧のし掛かられている密着状態でそんなことを考えていた隆良が、慌あわてて二人を宥なだめようと取り繕つくろう。

「あ、あのな……いいか、頼たのむから暴れんなよ？　ほれ、今から決戦だし……つか、今回は俺、ホント何も悪くねーだろ？　そこんトコ冷静に考えてだな……」

「だからもう、そういうのどうでもイイから……ねえ、バカ隆良……今だけ、摑んで離はなさないで……じゃないと、おかしくなっちゃう……」

「アタシも、ちゃんと摑まえてて……変になっちゃわないように……おねがい……」

「ホント今日のお前らどうした!?　摑むってこの体勢だと尻しりとかしかないッスよ!?　もう充じゆう分ぶんにおかしいし変だろ、正気に戻れ！」

　いっそ、暴れてくれたほうがまだスッキリしたかもしれない。魅神も夜侘も涙なみだ目めで頰ほおを上気させ、この時ばかりは無駄以外の何物でもない色気を滲にじませすぎている。

　隆良が摑んで支えているのは、果たして臀でん部ぶなのか何なのか、もはや当人達ですら分からなくなった頃ころ──隆良が何とか体を逸そらし、外の様子を窺うかがおうとする。
















「っ……ふ、ふんぬおっ！　くそっ、さっきから揺れ激しすぎだろ、どうなってんだ……って、うお!?　……す、すげぇ……」

　思わず感かん嘆たんの声を漏もらしてしまう、隆良──それもそのはず、電子タワーに取り付けられた機銃は、近寄るごとに数を増しているというのに、アリアの操あやつる戦闘機は全てを搔かい潜くぐって回かい避ひし続けているのだ。更にはミサイルまで弧こを描えがいて追つい尾びして来ているというのに、歯し牙がにもかけないアリアの技術に、隆良も舌を巻くしかない。

「ま、マジかよ……今さらだけどハイスペックすぎんだろ、アリア……ただ無茶苦茶に操縦してるってワケじゃなかったんだな……」

『ふふっ、当然さ。そもそも光速に等しいレーザーを放って来る《Ⅰワン》などならいざ知らず、この程度の攻こう撃げき、リーザとの戦いを経へてパワーアップした私と──修しゆう繕ぜんと改造を施ほどこした、この《すぴぃどすたぁ☆　くろぐろ・ぶらっくん三号機・零ゼロ式・Upgrade Edition》を捉とらえられるはずもないさ。ふふーんっ♪』

「三なのか零なのか！　その微び妙みようなネーミングセンス、どうにかならんかったんかい！　……いや、つーかお前がスゴいのは分かったけども！　早く屋上へ……無理なら別のトコに着陸して、突とつ入にゆうしようぜ!?　こっちはもう色々限界なんだよハリアァァァップ！」

『はは、隆良くんともあろう者が、ナニを御ご冗じよう談だん……確かに、上へ行くほど作動する機銃は必然的に増えるし、屋上へ直接、というのは難しいがな。しかしあんな無駄に高い塔、一階からバカ正直に付き合ってやる義理は無いさ。時間も無いワケだし……な？』

「へ？　……おい、アリア……アリアさん？　『な？』って、いや、まさか」

『ふふっ、そのまさかさ。さあ、皆……ここは一つ──派手に行くぞっ──！』

「や、ちょ、待っ……んいぃぃぃぃっ!?」

　旋せん回かいを続けていた戦闘機が、銃撃とミサイルの僅わずかな間かん隙げきを搔い潜り、電子タワーへと機銃を発射し返しながら猛もうスピードで突とつ撃げきしていく。まさか、そんな真似まねするはずが、と考える隆良の思考が空むなしく感じるほど、その出来事は一いつ瞬しゆんだった。

『いっ……けぇぇぇぇぇぇ！』

　アリアが雄お叫たけびを上げるのと、ほぼ同時に──隆良達の乗る漆しつ黒こくの戦闘機は、大音を立てて電子タワーの横っ腹にぶっ刺ささった──！

「「───きゅう───」」

　この無む謀ぼうとも取れる突撃に、魅神と夜侘、ついに完全沈ちん黙もく。ぷしゅ、と音を立ててポッドの開閉口が開放され、完全にがんじがらめ状態となっていた隆良と、そして意外にも沙凪が文句の声を上げ始めた。

「うっ……うおおおいっ、アリア！　いくら何でも無茶すぎるだろ！　死ぬかと思ったっつーの！　やるならやるで、事前に説明くらいなぁ！」

「全く……許せませんの！　ホントにっ……ホントにもうっ……！」

「おっ、沙凪……さすがのお前も文句タラタラか！　おし、言ったれ言ったれ──」

「わたくしが素す敵てきアトラクションに夢中になってる内に、魅神と夜侘とナニいちゃついてんですの!?　隆良様、わたくしにも少しは構えっつーんですの！」

「そればかりは解せぬわ。俺が責められる謂いわれは全く無いわコレ」

　沙凪の文句は、まさかの隆良あてだった。途と方ほうに暮れてしまう隆良の耳に、ポッドの開閉口から身を乗り出してきたアリアの声が響ひびいてくる。

「ふう……おーい、皆、無事かい？　怪け我がなんてしてないか？」

「！　おおおっ、こんの諸悪の根源っ！　怪我の心配するくれーなら、こんな無茶するんじゃねーよ！　恐怖のあまり三さん途ずの川が見えかけたわ！」

「ははっ、心配するな。こういった状じよう況きようを想定して、この程度の無茶には耐たえられるよう我が愛機を改良したのさ。現に、見ろ、私達は全員、無事ではないか。この通り大おお幅はばなショートカットに成功し隆良くんズルい！」

「唐とう突とつな非難の到とう来らい!?　い、いきなり何なんだ！」

「わ、私をのけ者にして、魅神と夜侘ちゃんとハレンチ決めこみおってっ……何だ何だ！　年上に用は無いってか!?　たった二、三の差だぞ！　ちゃんと私もまさぐれぇ!?」

「いやこれお前のせいだかんね!?　つーかまさぐるとか人聞きの悪い言い方すんなっつの！　事故だ、事故！　ぐ、ぐぬぬっ……ふ、ふんぬうっ！」

「──あ、んっ」「ふにゃっ──」

　身をよじって隆良が脱だつ出しゆつすると、魅神と夜侘が同時に短い声を上げる。すると、はっ、と我に返った二人が互たがいに顔を見合わせて、

「……わ、私、さっき……バカ隆良に……あんな、あんな……～～～っ!?」

「あ、アタシ……あ、あた、あたたた……～～～っ!?」

「はあ、はあ……ったく、文句は言い足りねーけど、まあ無事だったし、良しと……ん？　おい、魅神、夜侘……ど、どーした？　顔真っ赤にして……ん、んん？」

　隆良に声を掛かけられるも、ゆらり、立ち上がった魅神と夜侘に、すぐ返事はなく──代わりに[image: 迸]ほとばしる電撃と、真しん紅くに輝かがやく右眼を向けられた。

「ちょっ……時間差でキタァァァ!?　いや、待てお前ら……落ち着け！　め、珍めずらしく助かったと思ったのに、や、やめっ……ぐあああ！」

　隆良の悲鳴が響くと──夢の世界へ逃とう避ひしていた氷莉が目をさまし、寝ねぼけ眼まなこを擦こすりながら辺りを見回した。

「んっ、ふあぁ～……ふう、なんだか、わるいユメをみてたキがしたよー……でも、もうだいじょーぶ……うん、ユメはさめたし──」

「すっ──数分前の記き憶おくを飛ばせぇぇぇ！　ららら『雷らい塵じん』～～～っ!?」

「あの恥はずかしい思い出を燃やし尽つくしてぇ～！　『忘却の焰わすれろにや～』！」

「そ、そうそう喰くらってられるか！　『全てを包みし英雄の粘液ゲル・ＤＥ・パニツク』ぅぅぅ！　……あっれおかしいな突入したてで既すでに消しよう耗もう戦を強しいられてるぅー!?」

「なにこれアクムのつづき？　もーすこしねてたほうがイイ？」

　隆良を中心として、ゲルと電撃と炎ほのおが飛び交かう地じ獄ごく絵え図ず。思わず氷莉も再び眠ねむりにつこうとするが、残念ながらそれは通信機越ごしの声によって遮られた。

『み、皆みなさん、報告ですっ……《絶対正義》がっ……《絶対正義》がっ！』

「とうっ！　見よ、これこそが確固たる支えを得た『真のヒーロー』の実力よ！　もはやＡランク級のお前らにさえ捉えられまい……あっつ、あっつ」

「やるわね夜侘ちゃんっ……私も負けてられないわ！　でやぁぁぁ！」

「ふふっ、まあねっ……何で隆良と戦ってるんだろうとか、そんな場合じゃないはずなんだけどなとか、ちょっと思い始めてるトコだけど……まあいっか、にゃー！」

『いやあの聞いてくださいー!?　大変なんですってば、ちょっとー!?』

「……お、おおっ、ヱリコ!?　どした？　何かあったのか!?」

「むっ。……おあずけかしら」「アタシはちょっと燃やせたし、まあいいかなぁ……」

　通信機越しの呼びかけにより、ようやく戦闘（？）を中断した隆良達へと──こほん、軽く咳せき払ばらいしたヱリコが、改めて緊きん張ちようした声を送ってくる。

『そ、そのっ……い、今、全国に回線ジャックで、声明が流れててっ……《絶対正義ジヤガー・ノート》が《隕いん石せき落とし》を決行しようとしてるっていう情報が、広まっちゃってるんです！』

「「「…………は、はあっ!?」」」

　声を揃そろえて驚おどろく面々──『絶対正義』が『隕石落とし』を決行しようとしているというのは、リーザから聞き出した事実だ。隆良達はそれを阻そ止しするため、ここへ乗り込み、決戦を覚かく悟ごして臨んでいるのだから。

　だが、それを大々的に世界へ流る布ふするのは、何のためなのか。全国の回線ジャックを一瞬で成し得るなど、『[image: α]アルフア』の力によるものだろうが、その真意が摑つかめない。

『《隕石落とし》を決行する、っていう事実どころか……皆さんで阻止しようとしている《超ちよう大型隕石》の接近と、それによる被ひ害がいの多た寡かまで、現在進行形で繰くり返し放送されてて……それが全すべて《絶対正義》の意図である、と付け加えられちゃってるんです。実害が出てない今でも、既にパニックを起こしている民衆も少なからず報告されてて……』

「……な……何だと？　一体、何が目的で、そんな真似を……」

　まず疑問の声を上げたのは、アリア──口元に手を当て、ぶつぶつと呟つぶやき始める。

「なぜだ……なぜ、わざわざそんな真似を……『[image: α]』の独断か？　それとも『絶対正義』自身が、望んだコトなのか？　だとすれば、パニックを起こすのが目的なのか……いや、犯行声明を広める張本人の心理を犯罪心理学にあてはめれば、己おのれの主張や不満を世に知らしめるコトこそが目的か……？　だが、『ヒーロー』に拘こだわる者なら、矛む盾じゆんして──」

「──おーう、また難しく考えすぎだぜ、アリア？」

「！　……た、隆良くん？」

　軽い調子で声を掛けられて目を丸めるアリアに、隆良はそのまま続けた。

「今のあの人は……『絶対正義』は、目的とか動機とか、そんなややっこしいコト考えてねーんだって。今のあの人は、ただ──」

「……た、ただ？」

「──目立ちたいとか、そんなトコじゃねーの？」

「！　…………」

　あっさりと言い放った隆良に、沈黙するアリアだが──彼女の代わりにと言わんばかりに、魅神が異論を口にしてきた。

「あ、あのねぇ……バカ隆良じゃあるまいし、目立ちたいからとか、それだけでこんな大事なんて起こすワケないでしょっ!?　もっと真ま面じ目めに考え──」

「……いや、魅神。隆良くんの言う通りかもしれん」

「……へっ!?　あ、アリア？」

　思いがけない言葉に戸と惑まどう魅神だが、アリアは構わず自身の至った考えを口にする。

「もう『絶対正義』は、理り屈くつや論理では動いていない……ここへ来る前、リーザに言われていたのにな。だからこそ私のように細こま々ごまと思考を巡めぐらせるより、『絶対正義』を良く知る隆良くんが直観的に導いた答えこそ……最も正解に近いのではないか、と私は思う」

「……ま、俺だって、ハッキリ言い切れるワケじゃねーけど……でも、まあ」

　言いながら、すっ、と隆良がおもむろに顔を上げ、

「……何となく、分かる気がするんだよ……多分だけど、な」

　ぽつりと呟き、『絶対正義』が待ち構えているであろう上層部へと視線を向けた。







　隆良達の乗る戦せん闘とう機が、電子タワーの横っ腹に突撃したのと同時刻──電子タワー上層部のコンピュータールームと思おぼしき手広い部屋に、『絶対正義』と『[image: α]』は居た。

（タカくん……やっぱり、来たんだね……）

　監かん視しのためのモニタを通し、『[image: α]』は隆良達の侵しん入にゆうを察知する。だが『絶対正義』は別のモニタを見つめ、言葉にもならない声を発していた。

「ああ……ああ……」

『絶対正義』がフルフェイスのマスク越しに見つめているモニタには、混乱している民衆達の様子が映し出されており──これから己おのれの為なそうとしていることを世界へ向けて報知した結果を、『[image: α]』の口から聞かされる。

「『絶対正義』……アナタが世界に大きな傷きず痕あとをつけようとしている事実に、誰だれもがアナタへの絶望を口にしているよ。……聞こえているよね？　その昔、アナタが護まもろうとしていた、力無き人々の……嘆なげきの声が」

　モニタを介かいして届いてくる音声は、『絶対正義』への憤ふん怒ぬや悲ひ嘆たん──『ふざけるな』『何がヒーローだ』『失望した』『誰か《絶対正義》を止めてくれ』『助けて』──

　この『隕石落とし』を声明として『[image: α]』に流布させ、人々の反応を集めさせたのは、『絶対正義』自身の希望だ。己の行こう為いが齎もたらした民衆達の非難を一身に浴びた『絶対正義』は、わなわなと震ふるえながら声を漏もらす。

「ああ、ああ……何て、ことだ……何という、ことだ……」

　マスクで覆おおわれた顔面に両手を当て、より一層、身を震わせる──その姿を見れば、きっと後こう悔かいしているのだ、と誰もが思ってしまうのが自然だろう。

　けれど──そうではないのだと、彼の言葉が証明する。

「皆みなが、皆が……私を、呼んでくれている……知って、くれている……！」

　それは、歓かん喜きの声だった。震えているのは、喜びのためだ。フルフェイスのマスクに刻まれた黒い模様が、蛇へびのように蠢うごめき、涙なみだと笑え顔がおのような禍まが々まがしい表情を作り出す。

　彼の中に、罪の意識は無い──当然だ。己の行為に、悪意など微み塵じんも無いのだから。

『絶対正義』は、ただ自分のことを覚えていて欲しいだけだ。もう二度と忘れられたくなくて、ただそれさえ達することが出来れば、他ほかは全てどうでも良いのだ。

　彼はどこで、道を踏ふみ外はずしてしまったのか。その原因の一いつ端たんを、幼かったとはいえ政府に担になわされてしまった少女『[image: α]』は──ぽつり、口の端はしから弱々しい声を漏らした。

「……ごめん、なさい……」

　漏れ出たのは、謝罪の言葉──それを口にしてしまえば、もう止まらないのか、『[image: α]』は堰せきを切ったように呟き続ける。

「十年前のあの日、ボクが政府に言われるがまま、情報操作に加担して……アナタを、傷つけてしまったせいで……アナタを、そんな風に追い詰つめてしまって。ボクなんかが謝ったって、アナタの気は晴れないのだろうけど……それでも……ごめん、なさい」

「………………」

「だけど……だけど、もう、イイんじゃないのかな……？　アナタを虐しいたげ、否定した政府の多数や……『眺める者イデイン』だって、あのアリアさんが追い落としてくれたから、もう居なくなった。世界は今、少しずつ変わろうとしてるんだ」

「………………」

「それでも、まだ許せなければ……ほんの少しでも、アナタが満足するのなら……ボクの命だって、差し出してもいい……だから、だから」

　本来の彼ならば、護るべき人々の絶望など、望んでないはずだ。それを思えばこそ『[image: α]』は、苦しそうに表情を歪ゆがめながらも、胸むな元もとを片手で強く握にぎり締しめつつ言葉を紡つむぐ。

「こんなことは、もう───っ」

　彼を傷つけた一端を担った負い目ゆえに、『止やめにしよう』とまでは言い切れず、『[image: α]』の言葉はそこで止まる。

　暫しばらく重苦しい沈ちん黙もくが流れてから、『[image: α]』は恐おそる恐る、『絶対正義』を見上げた。

　すると、彼は──きょとん、と首を傾かしげながら、答えを返してくる。

「『[image: α]アルフア』くん……何を、言っている？　私に怒いかりはない……怒おこってなど、いないよ」

「…………えっ？」

「知っている……分かっている。幼いキミが政府の命令で、言われるがまま協力したコトを。幼いゆえに判断がつかず、悪意など無かった、そんなキミに……怒りなど、あろうはずもない。許せというなら、とっくに許している。……私に、憎にくしみなど、ない」

『絶対正義』の言葉に、噓うそも偽いつわりも感じられない──それは、真実の言葉だ。他者を思いやり、その意を汲くむのは、彼にとっては当然のこと。

「なぜならば──私は『ヒーロー』なのだから」

　それが、彼の根本を支える──たった一つの、真理なのだ。

「………………」

『絶対正義』の言葉を受けて、『[image: α]』の胸が、ぎゅう、と締め付けられる。

　彼は、自分を憎んではいない。結果的に傷つけてしまうことになったのに、その原因の一端を担うことになってしまった『[image: α]』を、許すというのだ。

　それは、彼の『ヒーロー』としての、真実の言葉。

　けれど『[image: α]』は、だからこそ──締め付けられる胸の苦しさは、許されたことへの喜びではなく、むしろ大きな不安なのだと分かっていた。

「──だからこそ──」

『絶対正義』がおもむろにマントを翻ひるがえし、最上階へと続く階段へ向かい始める。

「最後の仕上げだ──この世界に、決して忘れ得ぬ傷と共に──私の名を刻み付けよう」

「………あっ………」

　彼の言動に、脈みやく絡らくは無い。『私は《ヒーロー》なのだから』『だからこそ』『忘れ得ぬ傷を刻み付けよう』──許す、許さないは、そもそも関係ないのだ。

　止めようとしても無む駄だなのは、『[image: α]』にも本当は分かっていた。だから今、《終わり》へ向けて歩んでいる『絶対正義』の背中を、呼び止めることさえ出来ないでいる。

　もう『絶対正義』は、何を言っても、どうしても、止まらないのだ──

「……っ……ああっ……」

　うなだれる『[image: α]』は、『絶対正義』が間ま違ちがっていると分かっていながら、それでも彼をこれ以上は裏切ることが出来ないでいた。たとえ『許している』と告げられようと、自分が彼を壊こわしてしまった一因であるという事実が、『[image: α]』を縛しばり付けていた。

　もう、どうすることも出来ない。『絶対正義』は止められず、世界は大きな傷をつけられ、終しゆう焉えんを迎むかえるしかない──そのはずなのに。

「……ねえ、どうすればイイのかな……ねえ……」
















　今、『[image: α]』の脳のう裏りに浮うかぶのは、『絶対正義ジヤガー・ノート』という大きな絶望ではなく──

「……タカくんっ……！」

　たった一人の、少年の姿だった。







　電子タワーの長大な階段を駆かけ上がる隆良達──そんな中から、氷莉が息切れしつつ、アリアへの不満を口にする。

「は、はひっ、はふっ……も、もーっ……な、なんでもっと、ウエのほうでトツゲキしなかったのー……？　これ、きっついよー……うええ……」

「ん、それは尤もつともなんだけどな……上へ行こうとするほど、自動迎げい撃げきの砲ほう台だいは必然的に増えていくし、なかなか難しかったのだよ。それに、最悪……『絶対正義』本人が迎撃に乗り出してきたら、奴やつの一撃で真っ二つにされかねないしな……」

「うっ。……ま、まあ、それはこまるけど……うう、でもきついー……」

『絶対正義』の一撃──あの巨きよ大だいな『浮ふ遊ゆう研究施し設せつ』さえ一刀両断にしてみせた破は壊かい力を思い出し、氷莉も反論できなくなる。

　それでも普ふ段だんからだらけっぱなしで体力の無い氷莉には辛つらいのか、「たおれそう～……」「むーりー……」と戦う前から弱音を吐はき続け、呆あきれ気味の魅神に声を掛かけられる。

「もうっ……氷莉ちゃんってば、だらしないんだから……普段、怠なまけてるから、いざっていう時に体力が出せないのよ。ホントもう……いつも言ってるでしょっ！」

「う、うう……みかんママ、あいかわらずキビしいよ～……ひい、ひい……」

「はあ……全く、仕方ないわね。ここでホントに体力が尽つきて戦えなくなっても困るし、おぶってあげるわよ。……バカ隆良が」

「…………ファッ!?　なぜ俺!?」

　思いがけず話を振ふられた隆良が、慌あわてながらも反論する。

「いやいきなり無茶ぶりすんなっつの！　お前が言い出したんだから、お前がおぶってやれよ！　なんかこう……『雷らい迅じん』とかで運んでやったりよ!?」

「『雷迅』使うほうが疲つかれそうでしょーが。ていうか女の子に運ばせるとか、そんなんだからバカ隆良はダメなのよっ。それに、その……アンタ、ぱ、パパなんだから、それくらいしてあげればイイでしょってのっ！」

「それ今さらだけど、氷莉が言い出しただけで完全に意味不明だからな!?　いい加減にしろっつう……ん？　……あれ、氷莉は──」

「ありがとうたからパパ……わたし、たからパパをしんじてました」

「も、もう既すでに乗っとるー!?　だらける時だけはビックリするほどアグレッシブだな！　つか、俺だって疲れるから勘かん弁べんしろっつーの！」

　文句の絶えない隆良に、しかし氷莉は「はふぅ」と完全に落ち着いてしまっている。もはや微び動どうだにする気配も無い──が、そこで夜侘がいきなり挙手して声を上げた。

「じゃ、じゃあっ……アタシが代わりにおんぶしたげるよ！　ま、ママ役として──」

「無理だろ（体格的に）」「ムリだよね（たいかくてきに～）」

「な、何で口揃そろえて無理とか言うの！　隆良も氷莉ちゃんもひどっ……ちょっ、魅神……ナニその勝ち誇ほこった顔。ちょっ、なんなの。その顔やめて、ちょっ」

「え～べっつにぃ～？　そんな顔してるつもりないけどぉ～？　でも二人とも、夜侘ちゃんがママ役はイヤなんだってぇ～。それはもう、諦あきらめるしかないんじゃな～い？」

「イヤとか言ってないから！　きっと二人は『おんぶが無理』って言ってるだけだから！　アタシを心配してるだけなんだから、勝手に『イヤ』扱あつかいしないでよう！」

「さあ～、どうかしらねぇ～？　こればっかりは、当人達次し第だいだしね～？」

　当人達次第というなら、どちらかといえば夜侘の言う通りなのだが、藪やぶを突つつくと更さらにややこしくなりそうなので、それ以上の言げん及きゆうは避さけることに決めた。

　その代わり、とでも言わんばかりに──隆良が別の話題を夜侘に持ちかける。

「うーむ……でもまあ、このままじゃキツイのも、確かだしな……おし、夜侘」

「うう、魅神のばか……ふぇっ？　え、なになに？　隆良」

「ああ、ちょっとよ……預かって欲しいモンがあるんだ」

「……えっ？　預かって欲しいモノ、って……今？」

　突とつ然ぜんの申し出に首を傾げる夜侘だが、隆良は氷莉を担かつぎ直してから、上着を脱ぬいで夜侘へと手て渡わたす。

「この（氷莉を運ぶという）戦いが終わるまで……コイツを、持っててほしいんだ」

「……えっ、ちょっ、それ……」

「迷めい惑わくかもしれねぇが……まあ、そこを何とか頼たのむよ。イイだろ？　別に」

　迷惑、と夜侘が考えているワケではない。ワケではない、が──この時、隆良の上着を突き付けられて、夜侘の脳裏によぎるのは一いち抹まつの不安だった。

（決戦の前に、唐とう突とつにモノを預けようとするって……それ、それ……死亡フラグじゃない!?　縁えん起ぎ悪い、縁起悪いよ、それ！　隆良、気付いてないの!?）

「何だよ、どーした？　別にずっと持っててくれってワケじゃねーって……なーに、この戦いが終わったら、ちゃんと返してくれりゃイイからよ。へへっ！」

（『この戦いが終わったら』は終わるまでに何か良くないコトが起こっちゃうフラグでしょ!?　どうしたの隆良、いつもは率先して気付くはずなのにー!?）

「何だよ、そんなにイヤか？　ったく、じゃあ別のヤツに頼むよ。おーい、沙凪──」

「ま──待ってぇぇぇ！　アタシが持つ、アタシが持つから！　落ち着いたら即そく座ざに返すからね!?　もういっそ着付けるから！　早く貸してっ！」

「え、お、おお……いや、そんな気合入れてもらわんでもイイんだけど。……あ、あとスマホと定期入れとかも持っててもらうか……おーい、沙凪──」

「それもアタシが持つ！　ていうか定期入れ、隆良の写真入ってるじゃない！　自画撮どりっていうのもツッコみたいトコだけど、止めてよねこういうの！　深まるでしょ!?」

「深まるってナニが？　つーかやる気満々だな……そんじゃまあ、頼むわ」

「分かってる、任せて……！　隆良は絶対、アタシが護まもるから！　くんくん」

「何から護ってくれんのか知らんけども、なぜさりげなく上着のニオイ嗅かいだ？　ルーネの影えい響きようでも受けちまってんの？」

　隆良の所有物を預かり、見えない何かを警けい戒かいしているらしい夜侘に、他の面々も首を傾げるばかりだ。

　敵の本ほん拠きよ地ちに乗り込んでいるとは思えないほど、いつも通りの賑にぎやかさだが──アリアは階段を駆け上がりながら真しん剣けんな声こわ色いろで、ヱリコと通信機を通して連れん絡らくを取り合う。

「ヱリコちゃん……状じよう況きようは今、どうなっている？　何か動きはあったか？」

『はいっ、アリア師し匠しようの予測通り……《絶対正義》の声明を受けて《超ちよう大型隕いん石せき》の接近を確かく認にんした政府が、隕石が大たい気き圏けん内ないに突とつ入にゆうする前に、早急に航宇宙ミサイルでの破壊を決定したそうですっ。既にもう、発射は完かん了りようしているとか……』

「そうだな、その対応を取るのが、当然だろう……が、しかし……」

『？　アリア師匠……ど、どうかしましたか？　何か不安なコトでも……』

「……いや、取り越こし苦労ならば、それで良いのだが……」

　言いながらも、アリアの表情は浮かない。あのような声明を大々的に広めれば、政府が対応を取るのは必然だった。だが、それだけに──全すべてを投げ出してでも目的を達しようとしている『絶対正義』が、何も対策を取らないことなどあり得るだろうか。

　考えたとて、分かるはずもないが──その答えは、今にも出ようとしていた。

「！　皆みんな、少し待ってくれ。こちら側から、ミサイルの軌き道どうが確認できた」

　アリアが足を止めた電子タワーの窓側から、数個のミサイルが上空へと飛ひ翔しようしていくのが見える。『超大型隕石』が大気圏内に入る前に破壊が成功すれば、一ひと先まずの危機は去るはずだ。民衆のパニックも鎮しずまるだろうし、少しは余よ裕ゆうが出来るかもしれない。

　誰だれもが固かた唾ずを飲み、上じよう昇しようしていくミサイルを見ていた──が、そんな中で沙凪だけが、不意に怪け訝げんそうな声を漏もらした。

「んい？　……あ、あれ……？　ですの……」

「？　沙凪ちゃん……どうしたの？」

　夜侘が問いかけるも、沙凪は窓まど越ごしに上空を見上げたまま、沈ちん黙もくを続けている。その視線は、ミサイルの進行方向。沙凪に釣つられ、仲間達もそちらに目を向けると、

「────えっ」

　隆良達は、信じられない光景を目まの当たりにする──空から降り注いできた小型の隕石の数々が、狙ねらい定めたかのようにミサイルと衝しよう突とつしたのだ。

　そんなバカな、と絶句する面々へと、ヱリコが焦あせった声を送ってくる。

『み、皆みなさん……今しがた発射したミサイルは、その……目標の《超大型隕石》に達することなく、全て小型の隕石群に衝突してしまったと……観測局から、報告が……』

「……全て、か？　既き存そんの人工衛星や国際宇宙ステーションなどからは、小隕石の接近は……確認できなかったのか？」

『は、はい、アリア師匠、それが……小隕石が接近していたと予測される時刻に、本当にあり得ないような確率の話なんですが……磁場の乱れや映像の不具合のせいで、《運悪く》小隕石の接近を確認することは叶かなわなかった、と……』

「……『運悪く』……か」

　その言葉に、アリアが一人の少女の姿を思い浮かべ──隆良が代弁するように言った。

「『不運』っつーと──ルーネの『異能』が、ちらついてくるな」

「！　……うむ、隆良くん。私もちょうど、そう思っていたのだ」

　リーザから聞き出した話によれば、今のルーネはこの世界に『悪意と不幸』を撒まき散らす『絶対正義』の最終兵器──とはいえ隆良達にしてみれば、ルーネが進んでこのような行こう為いに加担するとは信じられない。

　リーザと『[image: α]』によって力を解放させられたというルーネの現状は、どうなっているのだろうか。ルーネを心配する一行の耳に、続けてヱリコの報告が届く。

『あっ……た、大変です！　さっきの小隕石……ミサイルとの衝突でバラバラに砕くだけて、街へ破は片へんが降り注ごうとしているそうですっ！』

「！　…………」

　小隕石の破片──『超大型隕石』と比べるまでも無いとはいえ、上空から豪ごう速そくで降り注いでくる『それ』は、尋じん常じようならざる破壊力を宿している。電子タワーの周辺にはほとんど街が無いものの、たった一つ最も寄よりの街──つまり隆良達の住む街には、大きな被ひ害がいが出るだろうと予測できた。

　しかも、先ほどの出来事が皮切りとなったように、次々と新たな小隕石が到とう来らいしてくる──のっぴきならないこの事態に、隆良とアリアは。

「……そりゃあ、確かに大変だな」

「うむ……全く、大変だ」

　なぜか、不自然なほどに冷静さを保っていた。いや、二人だけではない。この尋常でない事態を前にして、魅神達も焦りはしているが、そこまでの狼ろう狽ばいは見られない。

　一体、なぜなのか──その理由を示すかのように、アリアがゆっくり口を開き、

「まあ、こうなってくると……念のため私と隆良くんの残した策が、活いきてくるな」

　にやり、まるでこの事態を予測していたかのように、小さく笑えみを浮うかべた。







　隆良達の街の住民達は、『絶対正義ジヤガー・ノート』の犯行声明が大々的に広まっていた当初、他ほかの街などと比べればそれほどのパニックは起こっていなかった。何しろ事件の多い街だ、多くの人間が騒さわぎに慣れ、少しばかり感覚が麻ま痺ひしていたのかもしれない。

　けれど、それは──実害を被こうむる前までの話だ。

「うっ……うわあぁぁぁっ!?　に、逃にげろぉぉぉ！」

　ミサイルと激げき突とつして粉ふん砕さいされた小隕石の破片が、ビルに、居住区に、牙きばを剝むいて降り注ぐ。力無き住民達はこの時になって、ようやく危機の到来を肌はだで感じ取った。

　実害を被っている当事者達は知る由よしも無いが、この光景は『絶対正義』の声明と同様、『[image: α]アルフア』の『異能』によって世界へ向けて発信されていた。まだ現実味を感じていなかった者達も、実際に出ている被害を目の当たりにして、リアルを感じるようになるだろう。

　これも全て『絶対正義』の狙い──もちろん、災害とさえ呼べるこの事件の実行犯である『絶対正義』への怨えん嗟さの声は、更に大きくなっていた。

「くそっ……ふざけんなよ、『絶対正義』！」

「何が『ヒーロー』だっつの……！　何がしたいんだよ、クソっ！」

「に、逃げろ！」「助けてぇ！」「この騒ぎに乗じてパンツを！」「邪じや魔まだっ！」

　ついにパニックを起こした民衆が、押し合いへし合い、我先にと逃げ始める。こういった突とつ発ぱつ的な『異能災害』を想定し、政府によって避ひ難なん所じよが街の各所に造られてはいるが、そこへ逃げ込む過程の段階で多くの怪け我が人が出てしまいそうだ。

『政府公認ストレンジャー』──電子タワーに乗り込んでいる隆良達は言うまでもなく、他の公認ストレンジャーも、少し前に侵しん攻こうしてきていた『ヒーロー軍団』によって、ほとんどが倒たおされて動けなくなっている。

『異能』を持たない警官隊だけで、この突発的な非常事態には、とても対応しきれない。守護者を失い逃げ惑まどう民衆達の中、一人の少女が蹴け躓つまずいて転んでしまう。

「ぁ……きゃっ！　ぁ、ぁぅ……ふぇぇ……」

　膝ひざを擦すりむいて泣き始める少女を、しかし誰もが自分の事で手て一いつ杯ぱいの現状では、なかなか気付いてくれない。ようやく一人の女性が少女に気付くも──時すでに遅おそし。

「あ、誰か、そこの女の子を……──っ!?」

　女性が見上げた先には、一ひと塊かたまりの岩──砕かれた小隕石の破片が、少女の頭上へと降り注ごうとしている。

「う、あっ……き、キミ！　逃げっ──」

「ふえぇん……いたいよぉ……」

　少女は痛みに気を取られ、自身へと迫せまる危機に気付いていない。いや、気付いたとて、逃げられるだろうか。破片は既すでに、すぐそこまで迫ってきているのだ。

　誰もが、数秒先の惨さん事じを想像する。届かぬ手を伸のばす者や、目を逸そらす者もいる中、ついにその瞬しゆん間かんは訪れる……と、思いきや。

「───『連鎖チエイン』───」

　響ひびいてきた柔やわらかな声と同時に、破片が音を立てて地面へと着ちやく弾だんする。けれど、その下した敷じきとなったはずの少女の姿は、そこには無い。

　少女は着弾地点から遥はるか遠くで──唇くちびるがやたらとセクシーな女性に抱かかえられていた。

「『瞬しゆん速そく連れん鎖さ』──なんて、ね」

　既すんでの所で少女を助けたのは、『瞬またたき』──今もまだアウトローという悪名が貼はり付けられている彼女に、民衆の中から訝いぶかしげな声が上がってきた。

「な、なあ……あの人、アウトローじゃね？　確か、指名手配されてる……」

「あ、ああ、見たコトあるけど……でも、女の子、助けてるぞ……？」

「いや、でもアウトローなんだろ？　ナニ企たくらんでんのか、分かったもんじゃ──」

　遠巻きに眺ながめ、ヒソヒソと囁ささやき合う顔ぶれの中から──先ほど少女に声を掛かけていた女性が、不意に『瞬』へと走り寄ってくる。

「あっ……あの、ありがとうございます！　ほら、キミもお礼してっ」

「う、うん！　おねいちゃん、ありがとぉ！」

「……た、ただの気まぐれよ。ほら、早く避ひ難なんなさいよ……今度は転ぶんじゃないわよ」

　照れ臭くさそうにそっぽを向いた『瞬』が、少女を気き遣づかいながらゆっくりと降ろす。その光景を目の当たりにした人々は、少しばかりの戸と惑まどいを見せていた。

「……あ、あの人、やっぱイイ人なんじゃ……」

「け、けどよ、アウトローなんだろ？　本ほん性しようなんて分かったモンじゃないぜ……」

「でも、なんか……悪い人には、見えないっていうか……」

　ひそひそ話は変わらないが、『瞬』への反応を改めつつある──が、足を止めていたのが災わざわいし、避難中の民衆の真上にも小隕石の破片が降り注ぐ。

「え、あっ……や、やべぇ！　だ、だれかっ──」

「う、うわぁぁぁっ!?　……は、はへっ？」

　しかし今度は、隕石は地上に達することさえない。代わりに人々が感じたのは、まだ二月の中なか頃ごろだというのに、あり得ないような熱量。

　そして、彼らは見た──頭上に両手をかざして天をも焦こがさんばかりの熱を発する、ボディラインを強調するようなスーツを着込んだ一人の女性を。

「『熱連鎖』──『トリプルフレイム』、ってトコかしらぁ？」

「あっ……あの人か!?　あの人が助けてくれたのか!?」

「で、でも、あの人も確か、指名手配されてるアウトローだったような……」

「それ言ったら、さっきの人もだろ？　理由は分かんねーけど……やっぱ、助けにきてくれたんじゃ……！」

『異能』を駆く使しして自分達を助けてくれたストレンジャーの登場で、俄にわかに期待が高まる中、『ロンダム』は微かすかな笑みを浮かべながら呟つぶやき始めた。

「救いを求める少女のある所、私あり……少女への煮にえ滾たぎる想おもいを熱に変え、全すべてを燃やし尽つくしてみせる──出来ることなら年がら年中ロリを愛めで尽くしたい、『【燃え】ロリコン【モエ】トリプルフレイム【萌もえ】』──ここに参上！」

「ひっ……ひいいい！　ロリコンだぁぁぁ！」

「ふええ……こわいよぉ……」

「小さい子を優先的に逃がしてあげて！　お願い！」

「ロリをトラウマから守れ！」「上から来るぞ、気を付けろ！」「ノータッチ・プリーズ」

「くそうロリコンへの風当たりが分相応にキツイ！　辛つらいわぁコレ！」

　完全に自業自得な気もするが、しかし突とつ然ぜんのロリコン登場によって、結果的に避難活動が円えん滑かつに進んでいるような気もする。小さい子供を優先的に逃がそうと働きかける人々の群れを、健康的な小麦色の肌を持った少女が眺めていた。

「皆みんな、上手うまくやってくれてますねっ……うん、うんっ♪」

　現れたのは『元・再世リ・バースデイ』のリーダーであり、現在更こう生せい中を公言している玲れ愛あ──発育過か剰じような胸を張って頷うなずく彼女だが、気付いているのかいないのか、その頭上にも小隕いん石せきの欠片かけらが迫っていた。

　あわや直撃という場面で、風を纏まとう少女と、宝石を手の上で弄もてあそぶ少女が声を上げる。

「玲愛さまっ、私達に──」「『連鎖チエイン』をっ！」

「……ええ、二人とも、お願いしますねっ──『連鎖チエイン』！」

　玲愛がその手から、光の鎖くさりを発し──その『連鎖異能』を受けて風を増ぞう幅ふくさせた幼い少女『風の子・ファン』が、膨ぼう大だいな風を操あやつって小隕石の欠片達へ向けて解き放つ。

　吹ふき付ける暴風が、岩石と化した欠片の間を搔かい潜くぐり、『風の道』を作る。膨大な風量に晒さらされた欠片達は強制的に進行方向を誘ゆう導どうされ、誰だれもいない場所へと墜つい落らくした。

「……ふんっ、玲愛さまに傷なんて、つけさせないしっ。ナメないでよっ」

　更さらに、目がクリクリとした少女『タマちゃん』も、手に乗せた宝石達を尋常ならざる勢いで射出していく。

「よーしっ、いっくよーっ……喰くらえぇぇぇっ！」

『風の子・ファン』の手が届かなかった、避難中の人々を襲おそおうとする小隕石の欠片達を──凄すさまじい勢いで射出された宝石が、音を立てて粉々に打ち砕く。

「ふふんっ、これぞ『怪かい盗とうバレット・ガール』の真の力っ……もう誰にも『タマちゃん』とか呼ばせない！」

「おおっ……あの子、『タマちゃん』とか言うらしいぞ！」

「ありがとう『タマちゃん』……サンキューフォーエバー『タマちゃん』！」

「いいぞー！　金返せー！」

「なぜ『タマちゃん』を拾うのか！　『怪盗バレット・ガール』って名乗ってんでしょ!?」

　とはいえ『怪盗』というのも印象が悪い。結果オーライだと胸を撫なで下ろしている玲愛が、胸むな元もとから通信機を取り出し、とある少女へと報告を送る。

「……ヱリコっち、アリアっちの言った通り、救助活動を始めましたよっ。隆良っち達に、安心してね、って伝えてあげてくださいっ！」

『──はいっ、壬み玄くろさんっ。了りよう解かいですっ！』

　ヱリコの元気な返事を聞き、玲愛が改めて一いつ般ぱん人達の救助活動に専念する。

　そう、隆良とアリアが『念のため残してきた策』とは、他ならぬ玲愛達のこと──もしかすると『絶対正義』は、己おのれの目的を遂とげる過程で、街に被ひ害がいを及およぼすかもしれない。その仮定を軽視できぬと見て、隆良達は玲愛に街の防衛を頼たのんだ。

　隆良に頼たよられると断れない玲愛は、しかし実のところ少しばかり不安を覚えていた。何せ自分達は『アウトロー』──ほとんどが已やむに已まれずなってしまい、今はもう悪事を行っていないとはいえ、それを知らない民衆達はどんな顔をするのか。

　だが、それが杞き憂ゆうに終わりそうなどころか、自分達が『アウトロー』であることも忘れて声せい援えんを送ってくれる一部の人々を見て、玲愛は少しだけ考え込む。

（もしかして、隆良っちとアリアっちは……こうなるのも見み越こしてたんでしょうか？）

　特にアリアは、『已むに已まれずアウトローとなっているストレンジャー』を救おうと、動き回ってくれていると聞く。であれば、こういった救助活動を大々的に見せることで、民衆達の意識を正そうとしているのかもしれない。

　隆良にも、アリアにも、世話になりっぱなしだ──頼れる人が居ることを嬉しく思いながらも、それに報むくいようと玲愛は気合を入れる。

　誰かを助けたい気持ちは同じ、それを示すように、玲愛は仲間達へ指示を出した。

「さあ、皆さんっ……救出活動を行いながら、隕石の欠片を撃うち落としていきますよー！　出来る限り、被害を最小限に食い止められるよう努めましょうっ！」

「はいっ、玲愛さまっ！」「『怪盗バレット・ガール』にお任せですよっ！」

　玲愛の指示を受け、『風の子・ファン』と『タマちゃん』は小隕石の欠片を撃ち落とし、『ロンダム』と『瞬』は住民を誘導して避難活動を促そく進しんさせる。

「さあ、こっちよぉ！　子供を優先的に避難させて……特にちっちゃい女の子は、おねえさんに摑つかまってイイのよぉ？　むしろ是ぜが非ひでも」

「また怖こわがるでしょーが。いいから黙だまって避難させてあげなさいっつの」

「俺らもいるウホよー」「ゲコー」

　さて、玲愛達のおかげで何とかパニックを鎮しずめ、順番に避難を始めた民衆達だが──それでも、圧あつ倒とう的てきに数は足りない。今もなお街の各所へと降り注いでいる隕石片は、『風の子・ファン』や『タマちゃん』の増幅された力でも届き得ない。

「あっ……あっちのほうにも、人がっ……み、皆みなさん、助けにっ──！」

「む、無理ですよ、玲愛さまっ！　ビルが崩くずれっ……あ、危ないですってば！」

「で、でも……でもでも、ですよぉ……」

『風の子・ファン』によって無む謀ぼうな行動は制止されたが、隆良にこの場を任された玲愛としては、焦しよう燥そうを禁じ得ない。が、不意にそんな彼女へと、しわがれた声が届く。

「よう嬢じようちゃん、ちょっとそこどいてくれっかね──ちょうどイイ岩があるんでの」

「うう……わふっ？　え……えっ、アナタは『ヒーロー軍団』の──」

　戸惑う玲愛が一歩後ずさると、彼女の足元や周囲に散らばっていた小隕石の破は片へんが、何と独りでに動き始め──それらが集束し、巨きよ大だいな岩の巨人が形作られた。

　音を立てて歩んだ岩の巨人が、小隕石の激げき突とつによって倒とう壊かいしかけたビルを支え、既のところで崩ほう壊かいを食い止める。

「『石せき神しん方ほう円えんの陣じん』……うむ、うむ」

「あっ……おじーちゃん、おじーちゃんも来たんだっ！」

　喜ぶ『風の子・ファン』の前に現れたのは、『老ろう匠しよう』──先だっては隆良や玲愛達と交戦した『ヒーロー軍団』の一員だが、どうやら敵意は無いらしく、軽く返事をした。

「おうおう、元気かい、心配したぞ……風ふう子こよ」

「風子ってまさか私のこと？　意味は分かるけど、安直すぎない？　ね？　ね？」

「ま、来たのはワシだけじゃないぞ……ほれ、見てみ」

『風の子・ファン』の問いかけはスルーした『老匠』が指差す先には、同じく『ヒーロー軍団』の一員だった『占星天使アストレア』の姿が。

「さーあ、弱きをいたぶるワル～イ隕石ちゃんは、この『占星天使』が退治しちゃうぞ☆　アナタ達のタロットは……『星ザ・スター』！　うん……そのまんまね……☆」

　ステッキを振ふり翳かざして『異能』を発動した『占星天使』が、何も無いはずの空間から天へ昇のぼる流星を具象化し、小隕石の欠片を見事に迎げい撃げきする。『きゃはっ☆』とポーズを取った彼女は、相変わらずの様子で──

「うふふっ……あの方のために、この街は必ず護まもり通すわっ♪　見ていてね……あたしの『恋人ラヴアーズ』……運命の粘ねばり気け様っ♥」

　少しばかりヤバイ世界に足を踏ふみ入れつつある。沙凪現象（？）のニオイがした。

　ややアブノーマルに片足を突つっ込んでいる彼女は置いておくとして、『老匠』や『占星天使』以外の『ヒーロー軍団』も姿を見せてきた。彼らが少し前にこの街へと攻せめ込もうとしていた事実を、まだ知らない住人達は、『ヒーロー』の到とう来らいに歓かん声せいを上げる。

「あ、あれ……『ヒーロー軍団』だ！　『ヒーロー軍団』も来てくれたぞぉぉぉ！」

「ほ、ホントだわ！　これで助かるかもっ……！」

　俄かに目を輝かがやかせる人々は、彼らがどことなく疲つかれたような顔をしていることに気付いていない。そして、『ヒーロー軍団』の前に立つ玲愛は、一度は交戦したこともある相手の登場に若じやつ干かんの緊きん張ちよう感かんを高めるが──そんな彼女へと、『老匠』が声を掛かける。

「よ、嬢ちゃん。まあ、そんなに警けい戒かいせんでくれ……今はもう、アンタらとも、『政府公こう認にんストレンジャー』とも、戦う気はねぇ。むしろ、逆じゃよ……ワシらはアンタらと協力して、この街を守りに来たんじゃ」

「え……えっ!?　そ、それ、ホントですか？　でも……何で、急に？」

「急、っつーかのう……ま、無理もないじゃろ。アンタらに完かん璧ぺきに負けて……その上、『絶対正義ジヤガー・ノート』のあんな声明まで、大々的に見せつけられちまったんじゃ、のう」

「！　あっ……」

　思わず口元を押さえた玲愛が見たのは、憔しよう悴すいしきっている『ヒーロー軍団』の表情──ある者は失意に沈しずみ、ある者は怒いかりのためか眉まゆ根ねを寄せている。

　彼らの立場にしてみれば、『絶対正義』の背中を追ってきた結果があの声明なのだから、当然かもしれない。しかし『老匠』は軽く首を横に振り、はっきりと述べた。

「コイツらもな……この街へ侵しん攻こうしようとしてた時から、薄うす々うすとは思ってたんじゃねぇかな。自分達のやってるコトはホントに正しいのか、ってよ。でも『絶対正義』のコトやら色々考えちまうと、どうしようもなかったんだろうな……仕方ねぇヤツらじゃわ」

　ぼりぼりと頭を搔かきながら達観した発言をする『老匠』に──『風の子・ファン』が、くりっ、と首を傾かしげながら横よこ槍やりを入れてくる。

「……？　あれ、おじーちゃんもあの時、割と張り切って戦ってたよーな……」

「ばあさんや……飯はまだかのう……？」

「おじーちゃん、誤ご魔ま化かしてる？　ねえねえちょいちょい、ねーえ？」

　都合の良い時にボケはじめる『老匠』に遺い憾かんの意を覚える。が、彼は口笛を吹いてごまかしつつ、改めて玲愛へと言葉を投げかけた。

「ま、救助活動に協力するっつーのは、『絶対正義』の声明もあるんだけどよ……決め手は、アイツじゃな。……あの、ゲルの坊ぼう主ずが、な」

「へ？　ゲルの、って……隆良っちのコト、ですか？」

「んむ。なんつーか、不思議なモンでな……『ヒーロー軍団』の者共も、あの坊主に負けてから、どーも思うところがあったようでの……ただエグいだけの力しか持っとらんように見えるのに、あの坊主には、人に考えさせるような何かがあるようじゃわ」

「！　ええっ……そうですよ、隆良っちはスゴいんですっ！」

「へっ、スゴいかどうかは知らんけど……そうじゃな、何かがあるんじゃろうな。……あのぼーやまで、ここに立たせてるんだからよ」

「？　え、っと……あのぼーや？　って──」

　玲愛が尋たずねようとした、その直後──通信機から、唐とう突とつにヱリコの声が飛んでくる。

『っ……み、壬玄さん、緊きん急きゆう事態です！　あの、さっきミサイルで砕くだけた小隕いん石せきとはまた別の……破は壊かいされてない小隕石が、そのまま街へ接近しているそうですっ！』

「えっ。……え、えええっ!?　そ、そんな、ホントですかっ!?」

『は、はいっ……な、何とかできませんか!?　む、無茶を言ってごめんなさいですけどっ……でも、このままじゃ甚じん大だいな被害が！』

「そ、そんなコト言われてもっ……わ、わふっ!?　あ、あれはさすがにっ……！」

　俄にわかに慌あわてる玲愛が、空を見上げると──そこには確かに、先ほどの欠片かけらとは比べ物にならない質量を持った隕石が、目視できるほどに迫せまっていた。『タマちゃん』の力を増ぞう幅ふくさせても落とせるかは怪あやしいし、『風の子・ファン』の風で誘ゆう導どうするにしても、地表に到とう達たつする限りは大きな被害は出るだろう。

　成す術すべがない──背筋を冷やす玲愛が、しかしその目に見たモノは、

「……──!?　あ、あれはっ──」

　上空へとロケットのように飛ひ翔しようしていく、強い光を放つ一本の矢──いや、ダーツだ。それを確認した瞬しゆん間かん、玲愛はほとんど反射のように『異能』を発動していた。

「っ──『大玉連鎖チエイン・フイーバー』！」

　隕石とダーツが衝しよう突とつするのとほぼ同時に、いつもより明らかに巨大な光の鎖くさりが到達すると──空気を揺ゆらすような爆ばく音おんが響ひびき渡わたり、上空で爆煙を巻き起こす。『連鎖チエイン』によって増幅された、その無む慈じ悲ひな一撃は、小隕石を粉々に破壊してしまったようだ。

「……今のは……まさか！」

　ダーツが飛んできたと思おぼしき場所に目を向けると、そこにいたのは紛まぎれも無く、王おう真ま燈とう矢や──『ヒーロー軍団』を率いていた、あのトーヤだった。

「アナタは隆良っちに、えっと……お、お仕置き？　されてた……あ、あの！　アナタも手伝ってくれるんですか？」

「……………」

　玲愛の問いかけに、トーヤはすぐには答えなかった。隆良との交戦によって憔悴しきっているようで、うなだれていたが──やがてトーヤは、ゆっくりと呟つぶやき始める。

「僕は……あの声明を受けても、『絶対正義』がこんな事態を引き起こしたなどと、まだ信じきれない。そして……状じよう況きようがどうあれ、アウトローと協力する気も、無い」

「！　っ……そーですか、ふんっ。イイですよ、別にっ。勝手にすれば──」

「だが──目の前に居る力無き者達を見捨てることなんて、出来るはずもない」

「…………えっ？」

　一度はそっぽを向きかけた玲愛が目を丸めると、トーヤはどことなく生気に欠けた口調で、それでもハッキリと言った。

「僕は、僕の意志で──僕なりの『ヒーロー』としての矜きよう持じを以もつて、人々を護る。……今の僕に出来ることは、ただ……それだけだ」

「……そう、ですか」

「……それが、『ヒーロー』なんだろう……？　……下しも野の根ね、隆良……」

「！　……王真っち……」

　ぼそりと呟いたトーヤの声を、玲愛は聞き逃のがさなかった。トーヤもまた、隆良の影えい響きようで、少し──ほんの少しだけ、変わっているのかもしれない。

　隆良の灯ともした『ヒーロー』の燈とう火かを、トーヤの中に垣かい間ま見みた玲愛へと──ヱリコから、再び通信が送られてくる。

『壬玄さん、報告ですっ──さっきと同規模の小隕石が、群を成して接近中です！　数分後には、第二波が来るって……避ひ難なんは既すでに、五〇％近くまで完かん了りようしてますっ！　何とか、乗り切ってっ……お願いですっ！』

「っ、了りよう解かいですよ、ヱリコっち──ウチらが、何とかしますからっ！」

　報告を受けた玲愛が歯を食いしばり、トーヤを見ると──既にトーヤは、自身の周囲に無数の『爆ばく破は異能光体』を展開していた。トーヤにしてはそれぞれ形が不ふ揃ぞろいではあるが、最大の力を籠こめているのは、その強い輝きから見て取れる。

　この危地を乗り切るには、『爆破異能光体』に『連れん鎖さ異能』を作用させるしかない。しかし、その数えきれない光の全すべてへ、『連鎖異能』を的確に作用させられるだろうか──不安に駆かられる玲愛の耳に、その時、因いん縁ねん浅からぬ人物の声が聞こえてきた。

「───壬玄玲愛」

「！　……ルリっち……？」

　ヴァーミリオンのポニーテールを揺らしながら現れたのは、葛くず代しろ瑠る璃り花か──ルリだ。トーヤに付き従って、ここへ来たのだろう。玲愛とルリは暫しばし、複雑な表情で見つめ合っていたが──ルリは強い意志を秘めた眼まな差ざしを玲愛に向け、ゆっくりと呟き始めた。

「……壬玄玲愛、ルリはまだ、アナタに対して……わだかまりが、あると思う。けど、ルリ……取り繕つくろったりするの、ホントは好きじゃないから。……本当に『分かり合いたい人』に対して、それは出来ないから……ルリ、素す直なおに、言うね？」

「…………えっ？」

　意外そうな顔をする玲愛に、ルリは自身の胸に手を当てながら──わだかまりも、複雑な感情もかなぐり捨てて、素直に言葉を吐はき出す。

「お願いっ……今だけで、構わないから……トーヤのコト、手伝ってあげてっ……！」

　ルリは初めて心からの言葉を、玲愛へとさらけ出した。

「────！」

　瞬間、玲愛の胸が、強く高鳴る。ルリに対して、許されないことをしてしまった。たとえそれが故意ではなく、玲愛のせいだと言えなかったとしても、それでも今まで大きな責任を感じ、罪悪感に苛さいなまれることもあったのだ。

　けれど、今──玲愛の心を締しめ付けていた鎖が、ついに解ほどかれた気がして、

「────はいっ！」

　玲愛は強く、ルリの言葉を受け入れた。

　元々、協力するつもりだった──むしろ玲愛のほうから頼たのもうとしていたくらいだ。

　けれど今、ルリが歩み寄ってくれたことで、玲愛の心中は誇こ張ちよう抜ぬきで澄すみ渡っていた。

（……ルリっち……ありがとう……！）

　今なら、何でも出来る気がした。玲愛が緩ゆるやかな動作で、悠ゆう然ぜんと構えを取り、集中している最中──トーヤが、ルリへと語りかける。

「……ルリ、キミは……」

「！　あ……と、トーヤ、ごめんね!?　余計なお世話だったっていうか……勝手なコトしちゃったけど、でも、必要なコトだったかな、って」

「……本当に、余計なお世話だよ。アウトローの手を借りるコトになるなんて、僕にとっては屈くつ辱じよくだ。僕だけなら、決して頼みはしない……キミの独断でもない限り」

「……あ、あう……そ、その、ホントにごめんね──」

「……けど、だからこそ……」

「……？　と、トーヤ？」

　トーヤは少しだけ俯うつむき、言いにくそうにしながらも──ようやく口を開いた。

「強ごう情じようで、不器用な僕では、出来ないコトを……キミが、してくれるコト……それに、感謝している。……一度だけしか言わないけれど、ありがとう」

「……ふ、えっ!?　と、トーヤ、今っ……る、ルリに、初めてっ……お、お礼!?」

「……聞き違ちがいじゃないかな。さあ、下がってなよ──邪じや魔まにならないように、さ」

「！　っ……う、うん！　分かったよ、トーヤぁ！」

　トーヤの言葉で、嬉うれしそうな笑えみを浮うかべるルリを──玲愛が横目で見る。

（ルリっち、良かったですねっ……それじゃ、ウチも景気づけに……いきますっ！）

　ばっ、と両手を広げた玲愛が『異能』を発動しながら、ぽつぽつと呟く。

「さあ、見せてあげますよ……ウチの、最大の『連鎖チエイン』……限界を超こえて、理ことわりも道理も飛び超えた、全力の『連鎖チエイン』をっ……！」

　自身の周囲に小さな光の鎖を形成し、それが一つ──二つ、四つ、八つ──次から次へと、数えきれないほど増ぞう殖しよくしていく。

　迫り来る小隕石群への恐おそれも無く、繫つなぎ合わせた光の鎖の中心で、




「──『無限連鎖インフイニテイ・チエイン』──」




　玲愛は真っ向から立ち向かう意志と共に、声を放った。

　迎げい撃げき態勢は、万全だ。砕いた破片は『風の子・ファン』達が、そして『ヒーロー軍団』が対処してくれるだろう。

　恐れるモノは、何も無い──あとは、やるだけだ。一つ頷うなずいた玲愛が、心中に大切な者の姿を思い浮かべ、彼へと語りかける。

（……こっちは任せてください、隆良っち……皆みんなの帰る場所は、ウチらが必ず、守りきってみせますからっ……！）

　すう、と一つ深呼吸した玲愛が、隆良達が居るであろう電子タワーの方角へと、ゆっくり視線を向け、

（だから、隆良っちは……気き兼がねせず、思いっきり、ぶつかって……バーンっ！　と世界を、救っちゃってください！）

　にこり、陽ひだまりのような笑顔を浮かべ、

（ウチは、隆良っちのコト……全部、ぜーんぶっ……信じてますからねっ！）

　戦う場所は違えども──心は隆良と共にあるのだと、少しだけ頰ほおを赤らめるのだった。
















　02　最初はイマイチと思ってたあだ名も、続いてたら何となく馴染んでくる。イヤよイヤよも好きの内ってバカに出来ないですよね







『[image: α]アルフア』が所有する電子タワーの長い階段を上っていた隆たか良ら達が、ヱリコからの通信を受け、アリアは幾許いくばくか安あん堵どの表情を見せていた。

「そうか──玲れ愛あちゃんは、上手うまくやってくれているか」

『はいっ！　小型隕石群の第二波も、壬み玄くろさんと王おう真まさんと葛くず代しろさんの《異能》を中心に、何とか凌しのいでくれてますし……今は《ヒーロー軍団》の人達も協力してくれて、被ひ害がい地域周辺の住民は七五％の避難を終え、滞とどこおりなく進行してますっ』

「うむ、順調だな。……しかし、すまないな、ヱリコちゃん。街は危険だというのに、キミを残してしまって」

『……いいえ、アリア師し匠しよう。わたしなら、全然平気ですっ。もうシェルターには避難してますし、情報の伝達役は必要ですからっ。《異能》も持たないわたしは、一いつ緒しよに戦えないから……でも、出来る限りのコト、したいんですっ。ここで皆みなさんを信じて、皆さんの帰る場所を護まもる……これがわたしの、戦いですっ！』

「……そうか、ヱリコちゃん……ありがとう、な」

『お、お礼は必要ないですっ。わたしが好きでやってるコトですからっ。……それに、壬玄さん、すっごく頼たよりになるんですよっ。街も当初の想定ほど被害は出てませんし、こっちのほうが安全なくらいですから……皆さんは気にせず、頑がん張ばってくださいっ』

　ヱリコからの激げき励れいを受け、アリアは軽く苦く笑しようして応こたえる。

　現状、玲愛達の活かつ躍やくにより、事態の悪化は最小限に食い止められているようだ。魅み神かんと夜よ侘わびが頷き合い、沙さ凪なぎは得意顔で胸を張ってみせた。

「にゅふんっ、まあ当然ですの……何せ玲愛はもう、わたくし達のれっきとした仲間。仲間を信じて策を託たくしたわたくしの目に、狂くるいはありませんのよ！　にょーっほっほ！」

『はい！　……？　あれ……壬玄さんに街の防衛をお願いする時、沙凪ちゃん、首を傾かしげてただけのような……』

「ヱリコ、そんなコトより他ほかに何か報告はありませんの？　ちゃんと仕事しないとダメですのよ。細かいコト言ってる場合じゃないですの！」

『!?　そ、そうですよねっ……あ、でででも、他にはこれといって報告は、あうあう……ごご、ごめんなさいですー!?』

「……ヱリコ、沙凪ちゃんの戯たわ言ごと、真に受けなくてイイのよ？　勢いに圧おされて久々に謝り癖ぐせが出ちゃってるし……」

　魅神が呆あきれ交じりにため息を吐つくと、その横を走っていた夜侘が苦笑しつつ、アリアに向けて口を開く。

「あ、あはは……それにしても、隆良とアリアおねーさまの読み、大当たりでしたよねっ。『絶対正義ジヤガー・ノート』が街に危害を及およぼす万が一を考えてたなんて……何も対策してなかったら、アタシ達が戻もどらないといけなかったかもですしっ」

「ん、まあ……そうだな。とはいえ私は正直、玲愛ちゃん達だけで事足りるかと、不安を覚えていた。だからこそ……『ヒーロー軍団』も協力してくれるかもしれない、と可能性を提示した隆良くんこそが、本当の意味で読みを当てたと言えるだろうな」

「！　は、はいっ。隆良がああ言った時は、アタシ達と戦った『ヒーロー軍団』が協力してくれるなんて、実は半信半疑だったんですけど……結局、その通りになっちゃいましたもんねっ。隆良は……隆良は本当にスゴ──」

　夜侘が瞳ひとみを輝かがやかせながら、隆良の方を見る──と。

「まっ……んぐっ、っひゅ……まあ、な？　アイツら『ヒーロー軍団』にも……はあ、はあ……一度は『ヒーロー』となひゅっ……名乗った、矜きよう持じがだな……んんっ、だから、目の前に困ってる人、いたらっ……放ほっとけるはずが、なっ……ごほ、ごほ……」

「すやすや……たからパパのセナカ、あったかいなりぃ……」

「へへっ、げふっ……っ、ま、まあ全すべて、『真のヒーロー』たるこの俺の、計算通りっつう、げひゅんっ……げっほ、ぐえっほ、ぐおぉぉっふぅぅぅ」

「「…………」」

　寝ね言ごとを漏もらす氷莉こおりを背負ったまま、長大な階段を駆け上がり続けてきた隆良が、疲ひ弊へいのせいで荒あらい息を吐き出す。

　それでも挫くじけぬ彼の不ふ屈くつっぷりに、夜侘とアリアは神しん妙みような表情で呟つぶやいた。

「隆良は……本当に、スゴイよね……（別の意味で）」

「ああ……本当に、スゴイな……（別の意味で）」

「と、当然だぜ……何せ俺は、『ヒーロー』なんだから、な……ごふっ」

　言外の意図には気付いていないのか、青ざめたドヤ顔を浮かべる隆良だが、このままでは本当に戦う前に力ちから尽つきそうで、夜侘は心配そうにしつつ物思いに耽ふける。

（やはり死亡フラグの効果たるや……こんな短時間で、既すでに力尽きちゃいそうだよ……！　隆良を死神の魔まの手から、アタシが護らないと──って、あれ？）

　一体何と戦っているのか定かでない夜侘だが、そこでふと考えた。

（ていうか、良く考えたら、アリアおねーさまがおぶってあげれば一番楽なんじゃ……この中だと、間ま違ちがいなく一番力持ちなんだし……）

「……夜侘ちゃん、キミは賢かしこい子だから分かっているだろうが……余計なコトは言わない方が身のためだぞう？　……なっ？」

「!?　え、えええ何のコトですかぁ!?　あ、アタシ良く分かんないにゃ～って！（みみみみ見み透すかされてるー!?　怖こわい！　アリアおねーさまの笑え顔がおが怖い！）」

　微笑ほほえみを浮かべながら見つめてくるアリアに、夜侘は恐きよう々きようとするしかない。

　さて、そんな二人の珍ちん妙みようなやり取りを背景に、沙凪が不意に疑問を呟く。

「にゅーむ……それにしても、何だか変ですの。戦せん闘とう機の時はあんなに激しく迎撃されましたのに、ココに侵しん入にゆうしてからは抵てい抗こうの一つもありませんの。まるで無人みたいに……ホントに『絶対正義』と『[image: α]』は、ココにいるんですの？」

「……ええ。私もちょっと、おかしいと思ってたわ」

　沙凪に同調した魅神は、電子タワーへ侵入してからずっと、敵からの攻こう撃げきを警けい戒かいし続けていた。いつでも反撃に転じられるようにと気を張っていたのだが、少なくともここまでは無む駄だに終わっており、少しばかり不満そうですらある。

　訝いぶかしく思っていたのはアリアも同じだったのか、考えるように口元へ指を当てた後、自身の推測を打ち明けた。

「もしかすると……今の私達には多少の抵抗など足止めにすらならない、と割り切っているのかもな。事ここに至っては『絶対正義』に味方する者もいなくなっているはずだし、自動防衛システム程度なら魅神一人で全て破は壊かいできるだろう。情報力に長たけた『[image: α]』なら、魅神の優ゆう秀しゆうさは知っていて当然だし……この状じよう況きようも不思議ではないのかもな」

「！　そ、そうね……まあ、確かに私なら楽勝っていうか……やっぱりアリア、分かってるわね？　うん、うん」

　さりげなく持ち上げられて機き嫌げんを良くする魅神を見て、アリアが生暖かく慈いつくしむような微び笑しようを浮かべつつ、口調だけは真しん剣けんなまま続けた。

「まあその答えは、もうすぐ出そうではあるがな。……さあ、気を引き締しめようか」

　そう言ったアリアの視線の先には、長い階段の終わりと──一ひと際きわ巨きよ大だいな扉とびら。

　機械的で重厚な扉の奥には、構造的に考えれば広い部屋があるだろう、とアリアは予測する。更さらに予測を深めれば、『絶対正義』か『[image: α]』が何らかの抵抗を考えているとしたら、それはここに配置するはずだ、とも。

「……よし、皆みんな、呼吸を落ち着かせよう。ただでさえ長い階段だったのだ、ほんの少しでもコンディションを整えるぞ。……特に隆良くんは」

「げひゅんっ……だ、大だい丈じよう夫ぶ、はふっ……だっての……おごっふ」

　アリアの言う通り、隆良の疲弊は特に根深かったが、そこはさすが不屈のゲル男。震ふるえる親指を立ててつつ、背負っていた氷莉へと声を掛かける。

「ふう、ふう……おい、氷莉。いい加減、降りろよ……っつーか、起きろよ。ったく、結局ずっと運ばせやがって……甘えてられんのも、ここまでだぞ！」

「ｚｚｚ……ん、にゅう……もぉついたの……？　ざんねんー……チョーきもちよかったのにぃ……はあ、もうずっとつかなかったらよかったのになー」

「おおお、恐ろしいコト言うんじゃねえぇぇぇ！　そんな地じ獄ごくごめんだっつの！　お前の満足のためだけに、俺にどんな苦行を強しいるワケ!?　冗じよう談だんも程ほどほどにしろよ！」

　取り急ぎ氷莉を降ろして後ずさった隆良だが、氷莉は割と本気だった──いつか彼の背中に跨またがったまま、慰い安あん旅行の一つにでも連れていってもらおうと考えている。

　その内、本当にやらされそうな隆良の未来に不安は残るが、しかし今は呼吸を整えるのが先決だ。ゆっくりと深呼吸した隆良が、ぼんやりと心情を述べる。

「ふう、はあーっ……ま、まあ、さすがに少しは休まねーと、かもな……つーか『ヒーロー軍団』の時からずっと戦いっぱなしだったし……そういや、飯とか食う暇ひまもなかったよな。……はあ、育ち盛ざかりの身にはキツイぜ……」

「！　……ナニよ、バカ隆良……お腹なかでも減ってるの？」

「ん？　おお、魅神か……そりゃまあな。つーか、お前らだってそうじゃね？」

「別に私は、そうでもないけど……ふ、ふーん、お腹減ってるなら、その……この戦いが終わったら……お、お料理でも作ってあげるわよ！　ま、まあ、ご褒ほう美びっていうかさ」

（───!?　ちょっ魅神、ナニ言ってるの!?）

　魅神の発言に驚おどろいたのは、なぜか夜侘──いつものように嫉しつ妬としている訳ではなく、『この戦いが終わったら』という発言に、妙みような危機感を煽あおられてしまっているのだ。ちょっと変な部分に神経を使いすぎな気もするが、思春期なので仕方ないかもしれない。

　とはいえ、魅神の申し出を受けた隆良の返事は、というと。

「いやそれ決してご褒美とは言い難がたいわ。前みたいにダークマター食わされたら今度こそ死ぬっつの。全力で遠えん慮りよするっつーか」

（！　ナイス回かい避ひだよ、隆良！　ふう、良かった……これでフラグ建築は避さけ──）

「し、失礼ね！　あれから私、練習してちゃんと作れるようになったんだから！　バカにしないでよねっ……この戦いが終わったら、サラダでも作って──」

「──だだダメー!?　それはやっちゃダメなヤツだよ魅神!?　サラダはダメ、絶対ダメなんだからぁっ！」

「!?　な、ナニよ夜侘ちゃん……サラダは料理じゃないとでも言いたいワケ!?　そんなコトないわよっ……お野菜だけじゃなくて、果くだ物ものも入れるし！　そうね、パインとか──」

「それはもっとダメだってばぁっ!?　ワザとなの!?　隆良を殺したいの!?　にゃーっ！」

「だ、だから練習して、ちょっとは上手うまくなってるってば。死ぬとか大げさね……」

　互たがいの意思は絶ぜつ妙みようにすれ違っている、が──そこで寂さみしがり屋おねーさんも口を出す。

「お、何だ何だ、戦いが終わった後の食事の相談かい？　よーし、じゃあ皆で料理合戦と洒落しやれ込こむかー。隆良くんが審しん査さ員で、サラダ対決っていうのも斬ざん新しんだな、はは──」

「やめてアリアおねーさまぁー!?　これ以上、隆良の運命さだめを追いつめないで!?　隆良の全身、もはやフラグでハリネズミみたいになってるかもですよ!?」

「ふ、フラグ？　良く分からんが、心配しなくても料理は得意だぞ？　ドイツに留学中、勲くん章しようを貰もらったほどだし……私の料理、いつか隆良くんに食べさせるのが夢でな……」

「もうやめて……もうやめて！　こ、こうなったら、せめて……ご飯なら、アタシが作るから！　この戦いが終わったら、必ず！　サラダは抜ぬきでね!?」

　サラダを避けても『この戦いが終わったら』を避けられていない辺り本ほん末まつ転てん倒とうな気もするが、夜侘の謎なぞの焦しよう燥そうぶりを見た隆良当人は、全く分かっていない。

「……良く分からんが、俺に飯を食わせてくれるって話なのか？」

「隆良さまは微び妙みように吞のん気きですの……わたくしにも良く分からんですケド。というか、もう充じゆう分ぶんに休きゆう憩けいしたんだし、そろそろ行きませんの？」

「ん、おお、それもそうだな……おーい、お前ら、そろそろ出発すんぞー」

「！　う、うん……気を付けようね、隆良……すっごい気を付けようね!?」

　夜侘がなぜか執しつ拗ように注意を促うながしてくるが、隆良は良く分からず首を傾かしげ──何はともあれ、と改めて深呼吸し、仲間達と横に並んで足並みを揃そろえた。

「……おし、お前ら……行くぜ！」

　息を整えた面々がそれぞれ頷うなずき合うと、一歩を踏ふみ出して扉へと向かう。

　扉は自動式だったのか、それとも誰だれかの遠えん隔かく操作か、呆あつ気けなく開き──その向こう側にあった手広い部屋への道を明け渡わたす。

「……ここは……」

　隆良を始めとし、全員が室内を見回す。四方の壁かべには埋うめ込まれたモニタが、その袂たもとには見るからに複雑な電子機器とコントロールパネルが、目に付く至る場所に敷しき詰つめられている。電子的な音おん響きようが響ひびく中、アリアがぽつりと呟き始めた。

「この部屋は、コントロール・ルームだな。恐おそらく、この電子タワー全体の制せい御ぎよを司つかさどっているのだろう。……あのモニタを見てごらん。私達の乗ってきた戦闘機が映っている。これが示す事実は……私達の侵入は、間違いなく相手に知られている、というコトだ。まあ、あれだけ派手に乗り込んだのだから、当然とも言えるが」

　つまり、『絶対正義ジヤガー・ノート』や『[image: α]アルフア』に抵抗の意志があるなら、何らかの対策が施ほどこされているのが当然。しかしここまで何もなかったことを考えると、理り屈くつの通じない『絶対正義』はともかくとして、『[image: α]』は隆良達に肩かた入いれしてくれるのではないだろうか。

　そんなことを考えていたのも束つかの間、ふと氷莉が口を開く。

「……？　あれ、ナニ？　ヒト……じゃない、よね？」

「ん？　何だよ、氷莉。一体、何のコト……をっ？」

　氷莉の言葉に釣つられて、隆良が視線を動かすと、そこには──生命の息吹いぶきを感じない、人型を模した鋼鉄の塊かたまりが、ひっそりと佇たたずんでいた。ともすればオブジェにしか見えない『それ』に、隆良達がすぐに気付けなかったのも仕方ないかもしれない。

　が、しかし、気付いてしまった隆良は、何やら焦燥しているようだった。

「!?　な、あっ……そ、そんな、バカな……まさかっ……!?」

「!?　ど、どうした隆良くんっ……キミはアレが何なのか、知っているのか？　あんなモノ、私でも心当たりすら無いぞ……!?」

「あ、ああ……アレは、アレ、はっ……！」

　アリアの問いには答えず、隆良は片手で口を覆おおって戦せん慄りつする。彼がそこまで怖おじるなど、一体アレは何なのか、と緊きん張ちようが奔はしる中──隆良が声こわ高だかに叫さけぶ。

「アレはっ……男の子の永遠の夢と憧あこがれ、二足歩行型ロボットだぁぁぁ！　やべぇよ、やべぇよ……昂たかぶるハートが止められねぇ！　テンション上がるぜぇぇぇ！」

「はい、さっさと先へ進むぞー。キリキリ歩けー」

「アリア対応が冷たい！　俺の滾たぎるハートに冷や水ぶっかけないでくんね!?」

「女の子的には知らんもん。ふんだ、訳の分からんトコで夢中になりおって。大体、今はそんな場合じゃないだろうに、全く……帰ったらロボットくらい造ってプレゼントしてあげるから、さっさと行くぞ」

「んなっ……あのなぁ！　お前なぁ、そんな物で釣るようなっ……おい、聞いてんのかよアリア様！　ホントだろうな!?　言げん質ちとったぞ！　愛してる！」

「私もだ。帰ったら結けつ婚こんしよう」

「「「!?」」」

（あ、アリアおねーさま、またそんなフラグを隆良にー!?）

　盛せい大だいに物で釣られた隆良の聞き捨てならない発言と、同じく聞き捨てならないアリアの対応で、女子陣じんに衝しよう撃げきが奔る──！　……夜侘だけは、ちょっと違う意味らしいが。

　……と、そんな少女達の中で、なぜか氷莉だけはロボットから目を離はなせなかった。

（なんだろ、なんか……ヤなカンジ。……なんなの、アレ……）

『…………』

　沈ちん黙もくを保つ鋼鉄の塊──隆良曰いわくロボットは、広い部屋の奥、進行方向の脇わきに佇んでいる。上に続いているであろう扉へ向かうには、ロボットを横切らなければならない。

　不気味ではあるが、どちらにせよ進むしかないのだ。動いていない今の内に、と隆良達が一歩踏み込んだ──その瞬しゆん間かん。

『────侵しん入にゆう者、感知。デリート、シマス』

「……──！　皆、離れろ──！」

　突とつ然ぜんに機械的な音声を放って動き始めたロボットに、アリアが警戒を呼び掛けつつも、不安を覚える。

（今、あのロボット……一体、どうやって起動した？　起動音の一つすらしないなど、あり得るか……？　内部電源を使用しているにしても、自動感知にしても、あまりに動作が円えん滑かつすぎる……あれではまるで、人間と相そう違いない……）

　実のところアリアは、ロボットが起動しようとするまいと、念のため破は壊かいして後こう顧この憂うれいを絶っておくつもりだった。だが、一瞬の間さえなく動き始めた鉄てつ塊かいを前に、用心して一時後退の選せん択たくを選びながら考える。

　こんな真似まねが出来るのは、と──アリアが瞬時に導き出した答えは『[image: α]』の『電子操作異能』。彼女の『異能』は電子そのものにプログラムを与あたえ、それによって電子機器を自律稼か働どうさせることも出来る。二足歩行型ロボットのような複雑な機械でも可能とまでは知らなかったが、政府に不信感を持つ『[image: α]』のことだから、今まで隠かくしていたのだろう。

（……だが、今さらロボットが一体だけ出てきたところで、何だという？　…………）

『デリート』と発しながらも動きは無く、見た限り武装もしていないロボットに、アリアは──なぜだろう、むしろ更に不安感を募つのらせていた。この局面において『絶対正義』や『[image: α]』が、無意味なことをするだろうか、と。

　アリアの思考は、時間にして瞬まばたきするほどの一瞬。そのほんのひと時を経へて、彼女の不安が現実のモノとして目の前に展開されることになる。

『───《Over freeze》』

「……！　みかんママ──さがってっ」

「えっ……氷莉ちゃん!?」

　ロボットが機械音声を発した瞬間、構えていた魅神の前方に、氷莉が躍おどり出る。それとほぼ同時に──ロボットが周囲に輝かがやく粒りゆう子しを展開したと思いきや、何と自身の周囲を猛もう然ぜんとした勢いで凍こおらせ始めた──！

「うっ……く、ううっ……んんんっ」

　床ゆかに両手を突ついた氷莉が、対たい抗こうするように地面を凍らせていくと──氷莉とロボットのほぼ中間点で、凍とう結けつの勢いがぶつかり、押し合いを始めた。

　その光景を前にして、夜侘が戸と惑まどいの声を上げる。

「え、あっ……あれ、『異能』……？　えっ、でも、機械が『異能』なんて使えるはず……た、ただ凍らせてるだけ？　でも普ふ通つう、あんな風に凍らせられるの……？」

「……似ている……」

「えっ？　あ……アリアおねーさま？」

　不ふ明めい瞭りような呟つぶやきを漏もらしたアリアに夜侘が語りかけるも、返事はない。その代わりとでもいうべきか、氷莉がその小さな口から弱気な言葉を漏らした。

「う、ううっ～……ホント、ナニ、これ……おし、きれっ……ないっ……」

「！　あっ、氷莉ちゃん──」

「──にゅおおおおっ！」

「!?　ちょっ、さ……沙凪ちゃん!?」

　夜侘の脇をすり抜けた沙凪が、四色の蝶ちようを体の周囲で羽ばたかせながら、雄お叫たけびを上げて翠すい緑りよく色の蝶を操あやつる。

「いきますの、『風来神使ルフ・シルフ』──あんのおパクリさんを、ぶっ飛ばしますのー！」
















『……！　エスケープ、エスケープ。回避、シマス』

「にゅおっ……待ちやがりますの！　こんのおパクリ！　にゅおーっ！」

　鎌かま鼬いたちの如ごとく鋭するどい風の刃やいばを放ち、謎のロボットを後退させて氷莉をサポートした沙凪だが、何やら絶えず文句を吐はき出し続ける。

　様子のおかしい沙凪を心配し、夜侘が慌あわてて声を掛かける、が。

「さ、沙凪ちゃん、どうしたの!?　おパクリって……た、確かに氷莉ちゃんの『異能』には似てたけど、何で沙凪ちゃんが怒おこって……ね、ねえっ？」

「いや、夜侘ちゃん……アレは確かに氷莉ちゃんというより、沙凪ちゃんの『生体異能蝶』と酷こく似じしているのだ」

「えっ、あ……アリアおねーさま、それ、どういう意味ですか？」

　不意に横から口を出された夜侘が問い返すと、アリアはロボットを睨にらみながら答えた。

「沙凪ちゃんの『生体異能蝶』は私が開発したモノだが……確かに私も氷莉ちゃんの『異能』を参考にしているものの、その発動要因は若じやつ干かん異なる。『氷結精霊フラウ・スノウ』が鱗りん粉ぷんを媒ばい体たいに凍らせるのに対し……氷莉ちゃんは触ふれたモノを全すべて凍らせたり、氷ひよう塊かいを創つくり出して応用を利きかせたりと、な」

「……あ！　じゃあ、さっきあのロボットがばら撒まいてた、あのキラキラした粉みたいなの……アレが、沙凪ちゃんの蝶ちよう々ちようと同じで……!?」

「うむ……推測ではあるがな。あの『[image: α]』のコトだ……私の研究データくらい、手に入れるのは容易だろう。とはいえ、アレを生体以外に……ましてや機械に流用するコトなど、不可能だと思っていた。『生体異能蝶』は沙凪ちゃんの『異能』と反応しているからこそ、『異能』と類似した現象が起こせるのだが……」

　一体『[image: α]』はどうやって、とアリアが口にしようとした瞬間、その場に新たな少女の、少しだけ掠かすれているような声が上から響いてくる。

「……それは、水すい仙せん花か沙凪さんの『虫を操作する異能』の代だい替たいに……ボクの『電子操作異能』で電子に『異能的プログラム』を持たせたから、だよ」

「！　……『[image: α]』、キミは……」

　アリアが見上げた先から、円形の平べったい台座がゆっくりと降りてくる。その上にへたり込んでいた『[image: α]』は、相変わらずぶかぶかのシャツを着て、ボサボサの髪かみを隠さなかったが──その表情は、どことなく憔しよう悴すいしていた。

　そんな少女の様子に、アリアも敵とはいえど思わず心配してしまうが、当の『[image: α]』本人は構うことなく言葉を続ける。

「とはいえ……ボクに出来たのは、アリアさんの研究データをそっくりそのまま真似て、電子に相応のプログラムを持たせるコトだけだった。ボクの能力下でなければ動かないのは、水仙花沙凪さんと同じだけど……でも、本当にスゴイね、アナタは。データを得るコトは出来ても、ボクなんかじゃ、全く理解できなかったよ」

「……いいや、私の研究データを機械に応用できたというだけでも、とんでもないコトさ。私などでは及およびも付かない……出来るコトならキミと深く語り合いたいと、心から思うよ。どうだい？　まずは我々の味方となる、というのは」

「……ふふっ、その申し出は嬉うれしいけど……受けられないね。ボクは、もうこれ以上……『絶対正義』を裏切るコトなんて、できないんだ」

「っ……だが、『[image: α]』。キミとて、もう分かっているのだろう？　『絶対正義』のやり方は間ま違ちがっていると……本当に彼のためを思うなら、キミのやるべきコトは──」

「待て──それ以上、言うな。アリア」

「！　……隆良くん」

　何とか説得しようとするアリアを、隆良が軽く手をかざしながら制し、今度はうなだれている『[image: α]』を真正面から見み据すえつつ語りかける。

「よう、『[image: α]』……この前は、世話になっちまったな。お前のおかげであの人の過去を知れて、俺は俺なりに考えるコトが出来た。……感謝してるぜ」

「……タカくん、キミは……選ぶコトが、出来たんだね。王真燈とう矢やさんや『ヒーロー軍団』と、そしてボクとは、別の道を……そう、そっか……」

「おう、おかげさまでな。けど、お前は……まだ、そういうワケにゃいかねーか」

「うん……ごめん、ごめんね……タカくん……」

「いーって、別に。お前の気持ちも、俺には分かるしな。……だからな、『[image: α]アルフア』」

「？　タカくん……？」

　小さく俯うつむいたまま呟く『[image: α]』に、隆良は軽く歯を見せて笑いながら言った。

「今は、ややっこしいコト抜ぬきで──あの人の味方として、全力でかかってこい。お前の気が済むまで、付き合ってやるからよ」

「───！」

　はっ、と勢いよく顔を上げた『[image: α]』の瞳ひとみが、隆良の視線と交こう錯さくする。敵意も、怒いかりも、彼には無く、ただ真しん剣けんな眼まな差ざしで『[image: α]』を見据えている。

『気が済むまで付き合ってやる』と──受け止めてくれると、隆良は言った。どれほど多くの言葉を尽つくすより、それこそが自分に必要なのだと、『[image: α]』自身も初めて気付く。

（『絶対正義ジヤガー・ノート』が間違っていると分かっていても、ボクは彼を裏切るコトは出来ない……どっちにしろ戦わないといけないのなら、下を向いてちゃ、ダメなんだ……でないと、結果はどうあれ、ボクはきっと後こう悔かいしてしまう……）

　隆良は、それに気付いていたのか。まさか、もしかすると──彼は『絶対正義』を止めるだけでなく、『[image: α]』を救おうとさえもしているのだろうか。

　強大な『絶対正義』に比べれば、よほど小さく見える彼が──下しも野の根ね隆良が、『[image: α]』の眼には『ヒーロー』に映り、微かすかに震ふるえる唇くちびるから声を漏らす。

「……タカくん……」

『ありがとう』と、そう言う代わりに、台座の上にへたり込んでいた『[image: α]』が小さく身を起こし、隆良達へ向けて告げる。

「『絶対正義』と、ルーネ・ゼーンズフト・ヴァイゼさんは──奥の扉とびらの階段を上がった先の、屋上に居る。どうしても、そこへ行きたいというのなら──」

　ばっ、と『[image: α]』が両手を広げると、コントロール・ルームの壁へき面めんが扉のように開き、そこから更さらに三体の二足歩行型ロボットが現れる。

「このボクを……ボク達を──倒たおしてからにするんだねっ！」

　円形の台座の上で座ったまま構えを取る『[image: α]』と、彼女を守護するように立ちはだかる、これで計四体のロボット──手て強ごわいであろうことは見て取れる、そんな光景を目の前にして、隆良の隣となりで魅神が軽くため息を吐ついた。

「はあ……敵を激げき励れいしてどうすんのよ、バカ隆良。あの人、やる気満々になっちゃったじゃない……ほんっと、女の子には甘いんだかエグいんだか、もうっ」

「ンだよ、別にそんっ──いやエグくない。決してエグくはないから。人聞き悪いコト言うなよホントもう。とにかく俺は『ヒーロー』としてアイツをだな──」

「──救ってあげたいだけ、かしら？　全く……相変わらず、仕方ないわね」

「！　……何だよ、魅神……案外、分かってるじゃねーか？　へへっ！」

「ふんっ。いい加減、腐くされ縁えんも長いんだから……これくらい、分かって当然よっ」

　照れ隠しだろうか、軽く頰ほおを朱しゆに染めてそっぽを向く魅神に、良く分かっていない隆良は首を傾かしげる。他ほかは分かっても、この辺りが通じ合うのはまだまだ先らしい。

　微び妙みように吞気な二人だが、『[image: α]』と四体のロボットを前にして、アリアが何となく不満げな声で警けい戒かいを呼び掛けてくる。

「おい二人とも、イチャついてる場合じゃないだろう、ふんっ……目の前に強敵がいるんだぞ、気を引き締しめろ、ふんっ、ふんっ……隆良くんの、お・か・げ、でやる気満々の『[image: α]』を前に、油断してたらあっさりやられるんだからな……ふん、私だって隆良くんの意図くらい分かってるっつーのだ。ふんふんふんっ」

「いや、ふんふんうるせーしイチャついてねーっつの！　ったく、言われなくても分かってんよ。何せロボットだからな……ロボットだからな！　強敵なのくらい──」

「いーや、キミは完全に理解していない。良く考えてみろ、『氷結精霊フラウ・スノウ』に酷似した力を持つ一体に伴ともない、更にプラス三体……それがどういう意味なのか」

「へ？　……あ……ま、まさか」

　アリアに言われてようやく気付いた隆良が、『[image: α]』のほうを見ると──鉄の塊かたまりが硬こう質しつな音を立てる背後で、『[image: α]』がぼそりと呟いた。

「この子達の呼こ称しようは、『乙おつ・戦術級・特とく殊しゆ異能装そう甲こう機兵』──ボクの『電子操作異能』の下、与あたえたプログラムを基準にほぼ自律行動を取ることが出来る。ボクを倒したところで、この子達は、もう止まらないよ──さあ」

　四体のロボット──『特殊異能装甲機兵』と呼称された一体が動き出し、

「おいき──『風ふう神じん』！　あの子達を翻ほん弄ろうするんだよっ！」

『──ターゲット・ロック──任務ヲ、開始シマス』

　瞬しゆん間かん、目も開けられないような暴風を巻き上げ──信じられないことに、重量感のある鋼鉄の体を浮うかし始めた。

「ほぇ、あ、飛びっ……にゅ、にゅおお!?　マジですの!?　なんつー出力ですの……」

「──沙凪ちゃん、気を付けろ！　迎げい撃げきの用意を──！」

「へっ。……はっ!?　いっ──いきますの、『風来神使ルフ・シルフ』！」

　慌てて沙凪が翠緑色の蝶を操あやつると、タイミングを同じくして、『風神』と呼ばれた『特殊異能装甲機兵』が、空中から風の刃を放ってくる。

「ふおっ……な、ナメんじゃないですの、おパクリさんっ！　『風来神使ルフ・シルフ』──風を巻いてアレを散らすでーすのっ！」

　沙凪の操る『風来神使ルフ・シルフ』が、旋せん回かいするような複雑な動きを取ると──隆良達を護まもるように展開された旋風が、沙凪の狙ねらい通りに風の刃を遮さえぎった。

「にゅっ、ふふっ……ど、どーですの！　これこそお嬢じよう様さまたるわたくしの熟練の技わざっ……おパクリさんなんかでは到とう底てい、達しえない領域ですの！　にょーっほっほ──」

「さすがだね、水仙花沙凪さん──キミの蝶のフットワークには、ボクの自じ慢まんの子達でも敵かなわないみたいだ。けれど……油断していて、イイのかな？」

「ふぇ？　……え、あ……にゅ、にゅおおっ!?」

　沙凪が見上げた先には、『風神』──『特殊異能装甲機兵』という名に相応ふさわしい鋼鉄のボディが飛来してくるではないか。

　沙凪の『風来神使ルフ・シルフ』は小回りが利きくものの、その出力は『風神』にとても及ばない。重厚な『特殊異能装甲機兵』を飛ばすことは難しい。

「あ、あ……きゃ、きゃあああっ！　ですの」

　目まぐるしく窮きゆう地ちに立たされても『ですの』は外さない沙凪だが、そんな彼女を横から救おうとする仲間が一人。

「下がりなさい、沙凪ちゃんっ──！」

「ほあっ……アリア!?　危ないですの──」

「うっ──らあぁぁぁぁっ！」

「Ｏｈ……ですの……」

　咆ほう哮こう一いつ閃せん、繰くり出したのは上段蹴げり──あの重量級の『特殊異能装甲機兵』が、アリアに文字通り一いつ蹴しゆうされ、横回転しながら床ゆかに打ち付けられる。

「さ、さすがアリアですのね……というか、なんつー脚きやく力りよくですの……で、でもまあ、これでいきなり一体は倒せて──」

「……いや、さすが『装甲機兵』というだけはあるな。そう簡単にはいかないようだ」

「……ほ、ほへっ？」

　沙凪が素すっ頓とん狂きような声を上げ、今しがた吹ふき飛ばされた『風神』を見ると──重量級の鉄てつ塊かいは、まるで何事も無かったかのように起き上がってきた。

『……損傷、軽けい微び。任務続行ニ、支障ナシ──』

「……にゅ、にゅおお……た、タフですのね、さすがに……」

「ああ。しかも『風の異能』は氷莉ちゃんの氷ひよう壁へきを搔かい潜くぐれるだろうし、彼女にとっては天敵と言えるな。氷莉ちゃんの高い防ぼう御ぎよ力を活いかせないのは、痛いところだ」

「にゅ、にゅにゅうっ……アリア、冷静に分ぶん析せきするのはイイですケド……どうするんですのっ!?　あんな硬かたい装甲、厄やつ介かいにも程ほどがありますのよっ……！」

「はは、まあな。確かに厄介だが……心配する必要は、ないさ」

　焦あせる沙凪とは対照的に、アリアは左手の平に右拳こぶしを軽く打ち付け、さも当然のように言い放った。

「一発で壊こわれないなら……壊れるまで、叩たたき込めば良い。それだけだろう？」

「アリアが男前すぎてヤバイですの……頼たよりになるにも程がありますの」

「ふふふ、そう褒ほめるなよう、照れちゃうだろ？」

　軽く舌を出しながら頰を搔くアリアだが、そんな彼女へと隆良が語りかけた。

「な、なるほどな……さっきアリアが俺に『理解してない』っつってたのは、これか。沙凪の『生体異能蝶ちよう』を真似まねたなら、『氷』以外にも居るってコトだな……」

「うむ。加えて、あの耐たい久きゆう性せいだ……正直、厄介極きわまりない。……だが……」

　単純にそれだけだろうか、と慮おもんぱかるアリアの思考を遮るように、『[image: α]』は続けて別の『特殊異能装甲機兵』を動かしてくる。

「まだまだ、これからだよ。『炎えん神しん』──燃え上がってっ」

『イエス・アイ・マム──ブースト・アップ！』

『炎神』と呼ばれた『特殊異能装甲機兵』が、脚きやく部ぶの踵かかとからブースターを噴ふかせ、両手を突つき出した姿勢で夜侘へと猛もう進しんする。

「！　こ、こっちなの!?　っ……やぁっ！」

　踊おどるようにステップを踏ふんだ夜侘が、高速で突っ込んでくる鉄塊をかわす。余よ裕ゆうを持った回かい避ひに見えたが、『炎神』は両りよう腕うでを夜侘へと突き出し、

『ロック・オン──ファイアッ！』

「にゃっ!?　あっ……んんっ！」

　何と両手の平に当たる部位から、火か炎えん放射を噴ふん出しゆつした。身を翻ひるがえしてバックステップした夜侘に炎は届かなかったが、その熱とは裏腹の冷ひや汗あせが背筋に流れる。

「あ、危ないっ……でもこれ、アタシの『異能』っていうより、あの『ロンダム』さんの炎ほのおバージョンってカンジ……？　沙凪ちゃんの『火炎巫女レタ・イフリータ』もそうだけど……」

「──そうだよ。キミの『異能』を真似るのは、アリアさんでも難しかったみたいだね」

「！　……『[image: α]』、さん……」

「焰ほむら熾おこし夜侘さん……タカくんとボクが初めて会った時、キミもあの場所に居たよね。……久しぶり、かな？」

「………………」

　再会の言葉を述べられながらも、夜侘は警戒を崩くずさず身構えるが、対する『[image: α]アルフア』はそのまま続けた。

「キミの『異能』……『目視した場所へ自在に火を灯ともす』能力は、正直、規格外だ。現時点でこの世に二つと無い能力……常識の埒らち外がいにある『異能』でしか、実現し得ない。ノータイムでの攻こう撃げきを可能とするキミは、あるいは『絶対正義ジヤガー・ノート』が防御に移る前の攻撃さえ可能とするかもしれないね」

「！　え、にゃ、あ……そ、そんなに？　……え、えへ──」

「だからこそ──大きな脅きよう威いであるキミには、全力で当たらせてもらうよ。決して油断はしないから……覚かく悟ごしてね」

（あっ、これダメなヤツだ。アタシ危ないパターンだ）

　持ち上げられて思わず表情が綻ほころびかけた夜侘だが、次の瞬間には絶望する。再び『炎神』に追い回される夜侘を見て、隆良が加勢に走った。

「っとぉ！　好きにさせると思うんじゃねーぞっ……相手が火なら、俺様のゲルで鎮ちん火かしてやんぜ！　うらっ、喰くらえっ──」

「『氷ひよう神しん』──タカくんを止めてっ！」

「へ？　あ……お、おおっ!?」

　先ほど氷莉と『氷の異能』で押し合った『特殊異能装甲機兵』が、隆良の放ったゲルを中空で凍こおらせてしまう。思おも惑わくが外れて立ち止まる隆良へと、『[image: α]』が厳然とした雰ふん囲い気きを作って声を掛かけた。

「タカくんの『不導体の性質を持つ』ゲルは、炎や電気……分子運動の激しい現象には、有利に働くだろう。けど、『凍らせる』という事象に対しては欠点となる。キミが藍らん玉ぎよく氷莉さんと戦った時も、その性質に苦戦を強しいられたコトは、情報として得ているよ」

「……くっ……」

「……悪いけど、タカくんの言う通り、ボクは全力で戦う。だから、甘さなんて──」

「くっ、くくっ……くっくっく、思った通りだぜ……へへっ」

「…………えっ？」

　甘さなんて、と言いつつ今にも甘い顔をしそうだった『[image: α]』が、隆良の反応に目を丸める。『[image: α]』に生まれた僅わずかな隙すきを見み逃のがさなかったのは──

「!?　キミは、藍玉氷莉さんっ……まさか、姿を消して──!?」

「イマ、だよ──こおっちゃえっ、てやっ」

　意図的に気温差を調整して蜃しん気き楼ろうを創つくり上げ、身を隠かくしていた氷莉が、背後から『[image: α]』へ『異能』を揮ふるおうとする──が、そこで夜侘を追っていた『炎神』が踵きびすを返した。

『！　マム──エマージェンシー、援えん護ご、シマス！』

「わわっ、おしいっ……ばいばいっ」

　炎を向けられて退たい避ひした氷莉を『炎神』は追おうとするが、姿を隠されて見つけられないでいるようだった。生体反応を感知するためだろうか、装甲の側面でセンサーのようなものが光っているが、どうも意味を成していないらしい。

　それもまた、気温差によって体感センサーなどを狂くるわせているのだろうか。そこまで考えた『[image: α]』が、ゆっくりと呟つぶやく。

「さすが、だね……ボクの『氷神』では出来ない戦い方だ。応用力には目を見張るものがあるね……」

　いくら探しても見つからない氷莉に、『[image: α]』が視線を切り──何はともあれ窮地から解放された夜侘が、ほっ、と一息吐つく。

「はっ、はあっ……うう、アタシの炎、ロボットには効きにくいよう……も、もっと強い炎で対たい抗こうしなきゃ──」

「夜侘──お前は下がって、皆みんなのフォローに回れ！　無理したって仕方ねーぞ！」

「！　あ……そ、そっか、そうだよねっ。分かった、隆良！」

「おう、直接的に攻撃できなくても、『氷神』ってヤツの氷を融とかしたりは出来るだろ？　頼りにしてるぜ、夜侘！」

「あっ……う、うんっ！　『宿星の片割れスター・パートナー』に、まっかせてっ♪」

　上手うまく夜侘を制し、かつ気勢を盛り上げた隆良に、黙だまって観察していた『[image: α]』は感かん嘆たんと共に小さな声を漏もらす。

「やっぱり一ひと筋すじ縄なわではいかない、か……個々のスペックだけじゃなく、それをまとめるタカくんの統率力……政府唯ゆい一いつのストレンジャー・チームは、伊達だてじゃないね」

　遠巻きから観察を続ける『[image: α]』を──逆に観察し返す者が一人。ここまで動きの無い、魅神だ。彼女の視線は『[image: α]』の傍かたわらに佇たたずむ装そう甲こう機兵の、最後の一体に注がれている。

（……『特とく殊しゆ異能装甲機兵』が沙凪ちゃんの『生体異能蝶』を模しているなら……炎・風・氷と来て、残った一体は『電気』のはず……でも、なぜ動かないの？　未完成？　それとも、何か企たくらんで……分からないけど、アレは……何かが、違ちがう気がする）

　動かざる機兵は、他ほかの重厚な三体と比べて毛色が異なっていた。外観はまるで小こ柄がらな女性を思わせるようにスマートで、明らかに軽量級であることが見て取れる。黄色のボディカラーを基調とした最後の一体はロボットと呼ぶより、女性型アンドロイド──いわゆるガイノイドと呼ぶほうが適切かもしれない。

　不気味な沈ちん黙もくを保つ機兵に、そこでようやく『[image: α]』が目を向けた。

「……さて、それじゃあ、キミもそろそろ動こうか……んっ──」

（！　動くっ……？）

『[image: α]』が傍らに侍はべる最後の『特殊異能装甲機兵』へと手をかざし、『異能』を使って電子を送り込む。ぶん、と音を立てて起動した機兵が、機械音声を漏らし──

『……状じよう況きようを認にん識しきしました。脅威の排はい除じよに移ります。──《Rapid》──』

（……えっ……───!?）

　他の三体より流りゆう暢ちような音声が響ひびくと同時に、何と機兵の姿が消えてなくなる──いや、ハイ・スピードに慣れている魅神は、何とか目で追えた。機兵は脚部に電でん撃げきを[image: 迸]ほとばしらせたと思いきや、一いつ瞬しゆんの内に隆良の背後へと迫せまっていたのだ。

　隆良は己おのれに迫る危機に気付いていない。そんな彼に、機兵は両りよう腕わん部ぶに電撃を[image: 迸]らせ、

『最大危険因子、排除いたします。──《Resent》──』

「おし、お前ら気を付け……ん？」

「ッ、バカ隆良っ──『雷らい迅じん』！」

　ようやく気付いた隆良が振ふり返り、機兵の両腕が振り下ろされ──バチッ、と一ひと際きわ大きな破は裂れつ音が響くと、機兵が状況をぽつりと呟く。

『……ターゲット、取り逃にがしてしまいました。トゥー・バッド……です』

「っ……はあっ、はあっ……！」

「う、うおおっ、あぶねぇ……助かったぜ、魅神……」

　魅神が高速移動で横からそのまま飛びつき、既すんでのところで隆良は救出された。魅神は荒あらい息を吐きながらも、彼の無事を確認して安あん堵どのため息を吐く。

「はあっ……ば、バカ隆良、アンタねぇ、気を付けなさいよ！　油断してるから危険な目に遭あうのよっ！　危機意識までゲルのせいで鈍どん感かんになってんじゃないの!?」

「……な、ナヌィッ!?　ゲルは関係ねーだろ、ゲルは！　つーかアレくらい、『ヒーロー』たる俺様なら、咄とつ嗟さの機転でかわせたっつーかだなぁ……」

「そんなワケないでしょ！　妄もう想そうも大たい概がいにしなさいっつーの！　アンタがやられたら、私……わわ私の電撃、誰だれに喰らわせればイイのよ!?　まま全く、もうっ！」

「おおお、俺はお前の電撃の生いけ贄にえじゃねぇっつのぉぉぉ！　どもりながら恐おそろしいコト言ってんじゃねーよ！　何でどもってんのか知らんけども！」

「ど、どーでもイイでしょ、そんなの……じ、自分で考えなさいっ！　ふんっ！」

　魅神の素す直なおでない発言のせいで、鈍感な隆良と口くち喧げん嘩かに発展してしまう。今しがた危険に晒さらされたとは思えない二人だが、その代わりとでも言わんばかりにアリアが危機感を言葉にして発した。

「……今のは、魅神の『雷らい迅じん』と『雷らい塵じん』？　バカな……アレほどの再現率は、沙凪ちゃんの『雷電童子ミルト・ヴオルト』でも不可能だった……『電撃』と『電子』……まさか、いや、『[image: α]アルフア』……キミの『異能』は──」

「……さすがだね、アリアさん。たったアレだけのやり取りで、そこまで考えるコトができるなんて……少し、怖こわいくらいだよ」

「っ！　やはりキミの『電子操作』と『雷電童子ミルト・ヴオルト』の性質は──！」

　アリアは何やら戦せん慄りつしているが、仲間達は何が何だか分からない。首を傾かしげる面々の疑問を解消するように、アリアが神しん妙みような表情で語り始める。

「アレは恐らく……いや、間違いなく、他の『特殊異能装甲機兵』とは、一線を画している。私の『生体異能蝶』の研究より、遥はるかに大きな出力を実現している……その要因は私が考えるに、『[image: α]』の『電子操作異能』と『雷電童子ミルト・ヴオルト』の性質が、『[image: α]』本人にも想定外なほど相あい性しようが良かったのだろう。いや……こんなコト、想定できる者などいまい」

「……本当に、アナタは怖いね。うん、正解だよ、アリアさん。この子を製作した時、ボク自身も驚おどろいた。アリアさんの『生体異能蝶ちよう』の……特に電撃に関する研究が、『電子操作異能』とここまで親和性が高いなんて、思いもしなかったから。ん……そう考えると、ボクと雷らい轟ごう魅神さんも相性が良いのかな？　イイ友達になれたりして……ね」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない『[image: α]』の発言に、戦せん闘とう真っ最中の魅神は少し複雑そうな顔をする。ふっ、と『[image: α]』は軽く苦く笑しようしてから言葉を紡つむぐ。

「そしてお察しの通り、その子がさっき見せた二つの技わざは、雷轟魅神さんの『雷迅』を模した高速移動『Rapid』と、『雷塵』を模した高火力の一撃『Resent』さ──オリジナルの雷轟魅神さんにも引けは取らないと思うんだけど、どうかな？」

「……さあね。まあ、負けるつもりは無いけど──でも、他の『特殊異能装甲機兵』が『風ふう神じん』とか『炎えん神しん』とか言うのなら……それは『雷らい神じん』とでも言うつもりかしら？　こんな可愛かわいくも無い異名に、思い入れなんて別に無いけど……勝手にパクろうっていうのなら、さすがに癪しやくね。沙凪ちゃんじゃないけど」

「まさか。そんな失礼はしないよ。それに、その子の名前も、ちゃんと別にあるから」

　すう、と一つ息を吸い込んだ『[image: α]』が、先ほどとは異なる厳おごそかな口調で述べ始める。

「四体の『特殊異能装甲機兵』──その内の三体『乙おつ・戦術級』の一歩先を行く、進化した存在──その名も」

　悠ゆう然ぜんと立ち尽つくす細身の機兵へ、『[image: α]』は右手を掲かかげつつ──言い放った。




「『甲こう・戦術級・特殊異能装甲機兵』──『Model・RYDEEN』──その子は、強いよ」




　製作者たる『[image: α]』に、そこまで自信を持って『強い』と言わせる機兵──『RYDEEN』は、誇こ張ちようなど無く相応の実力を持っているのだろう。

　思いがけない強敵を目の前にし、隆良達が揃そろって緊きん張ちようを高めていると──『RYDEEN』が機械的な音を立てながら『[image: α]』のほうを向き、機械音声で一言。

『……マム……褒ほめられると照れる、です。……Hmm……』

「……ただ、親和性が高すぎたからなのか、何なのか……不思議と人間臭くささが強くなっちゃったんだけどね。『異能』っていうのは、本当に未知数だよ……」

『？　？』

　機械とは思えない性格が出てしまっているのは、『[image: α]』の反応を見る限り、本当に予想外だったのだろう。

　微び妙みような空気が流れるも、しかし戦闘が終わった訳ではない。今しがた、きょとん、としていた『RYDEEN』が、おもむろに戦闘態勢に入る。

『……ターゲットに隙が生まれています。チャンス──狙ねらわせて頂きます』

　瞬しゆん間かん、『RYDEEN』の脚きやく部ぶに電撃が奔はしり、再び猛もうスピードで駆く動どうする。次に狙われたのは──沙凪だった。

「……にゅあっ!?　ちょ、いきなり何なんですの！　ひ、卑ひ怯きようですのー！」

『？　戦闘中と認識しています。卑怯という言葉は適切ではありません。油断なさるほうに問題があるのでは？』

「にゅお……も、尤もつともですケド、ケド……そういうコト言ってんじゃないですの！　融ゆう通ずうが利ききませんのっ、やっぱり機械は機械ですのーっ！」

『はい、機械です。……では、水仙花氏、お覚かく悟ごを願います』

「にゅ、にゅおおーっ!?　問答無用すぎますのーっ!?」

　取りつく島はなく、淡たん々たんと仕事をこなそうとする『RYDEEN』を相手に、沙凪は成す術すべもない──が、『RYDEEN』の動きを読んでいた金色の少女が割り込んでくる。

「アナタの言う通りね、『RYDEEN』──油断するほうに問題があるわ」

『！　《雷神》氏──いつの間にっ』

「……言っとくけど、『雷神』は名前じゃないから。まあ、油断したコトを後こう悔かいして──喰くらいなさいっ、『雷らい仭じん』ッ！」

『ッ──！　!!』

　右足を電気化した魅神が、連続蹴げりを叩たたき込む要領で『RYDEEN』を攻こう撃げきする。鋼鉄のボディを襲おそう鋭するどい雷いかずちの連撃に、『RYDEEN』は抗あらがうことも出来ない。

「はあぁぁぁっ……！　ていっ……やあぁぁぁっ！」

　何発ほど叩き込んでからか、最後に大おお振ぶりの一蹴りを放つと、『RYDEEN』は後方へと吹ふき飛ばされる。それを見届けた魅神が、勝利を確信して呟つぶやいた。

「──いくら『電撃』の特性を持ってても、機械は機械、過か剰じような電圧なんかには耐たえられないでしょ？　可哀かわい想そうだけど全身に、ほぼ隙すき間まなく叩き込ませてもらったわ……これで、おしまいね」

『………………』

　沈黙する『RYDEEN』──だが、なぜだろうか。『[image: α]』はまるで焦あせることもなく、落ち着き払はらって声を上げた。

「言い忘れていたけど、『RYDEEN』に関して思いも寄らなかったのは、性能だけじゃない……その子には、とある特性も開花してるんだ。そう、それは──」

「？　何よ……特性だか何だか知らないけど、もう関係ない──」

「──『雷神キラー』──とでも、言うべきかな」

「……──!?」

『[image: α]』の不ふ穏おんな物言いに、魅神が警けい戒かいを強めた──その時、倒たおしたはずの『RYDEEN』が、まるで何事も無かったかのように起き上がってくる。

　いや、何事も無かった、とは言えない。その体の周囲には、明らかに不自然なほどの電撃が、バチバチと弾はじけているのだから。

「な、何よ、コレ……全力で叩き込んだのにっ……」

『……《R》……《R》──』

「！　な、なにっ──」

　魅神が身構えた、次の瞬間──『RYDEEN』から、カッ、と閃せん光こうが[image: 迸]る。

『──《Reflection》──！』

「!?　な、あっ……らっ、『雷らい陣じん』──！」

　魅神が咄嗟に電撃のビットを展開すると、『RYDEEN』が放出したのであろう電撃と衝しよう突とつしたのか、バチッ、バチチッ、と破裂音が随ずい所しよで響き渡わたる。目も開けていられないような閃光がようやく鎮しずまると、膝ひざに両手を突ついて息切れする魅神と、機械ゆえか何でもないように立ち尽くす『RYDEEN』の姿が現れた。

「はっ……はあっ、はあっ……こ、こいつっ……まさか、私の電撃を溜ためこんで……『反射』したっていうの……!?」

『──イエス。《RYDEEN》に電でん撃げきは通じません』

「っ……ふんっ、だからナニ？　それなら私だって、電撃なんて効かないんだからっ」

　強がろうとする魅神の言葉ではあるが、噓うそではない。自身が『四し肢しを電気化できる』という体質のためか、魅神は電気への耐たい性せいが異様に高いのだ。

　だが、そんな彼女の強がりは、『[image: α]』によって否定される。

「雷轟魅神さん──キミがさっき言ったコト、そっくりそのまま返すことになるよ。いくら『電撃』の特性を持ってても、人間は人間、過剰な電圧には耐えられないはずだ。キミはとても強い……けれど、キミ自身の並外れた力をそのままぶつけられたコトなんて、無いよね？　……甘く見ないほうがイイと、忠告だけはさせてもらうよ」

「……ふんっ、お優やさしいコトね……でも、そっちこそ甘く見るんじゃないわよっ！」

　退くことなく構える魅神だが、そんな彼女へと唐とう突とつに、『RYDEEN』が流りゆう暢ちような機械音声で語りかける。

『《雷神》氏……アナタは政府ストレンジャーにおいて《最強》とも評される、Ａランク・ストレンジャー……この情報に、相そう違いはありませんね？』

「……それが、何だっていうのよ」

『……《RYDEEN》は、マムから《RYDEEN》の名を頂きました……《RYDEEN》は、《雷神》氏を……《雷神》を倒し、この名を完成させます。アナタと《RYDEEN》──どちらのほうが上か──勝負！　……です』

「！　……へえ、電撃勝負、って言いたいワケ……ほんっと、ロボットだとは思えないっていうか……人間みたいなコト言うのよね、ふんっ……」

　一つ鼻を鳴らして腕うで組ぐみした魅神が、『RYDEEN』を見み据すえて言葉を投げかける。

「さっきも言ったけど……私は別に、『雷神』なんて可愛げも無い異名に、思い入れなんて無いわ。勝手に呼ばれて、迷めい惑わくしてるくらいよ」

『…………』

「だけど、まあ……このチームには絶対に欠かせない私が、土つけられる訳にもいかないのよね。ホントに……ほんっ、と～～～にっ、大して思い入れなんて無いけどさぁ──」

　ぱりっ、と体の周囲に電撃を[image: 迸]ほとばしらせた魅神が──声こわ高だかに言い放つ。




「そう簡単に譲ゆずってあげるほど──『雷神』の名は、安くもないのよっ！」




　気合一声、電撃を弾けさせながら、魅神は構えを取る。

　文字通り、一いつ触しよく即そく発はつの魅神と『RYDEEN』だが──そこで隆良が口を挟はさんできた。

「おい魅神！　盛り上がってるトコ悪いけどよ、こいつぁ試合じゃねぇ──チームで臨む戦いなんだからな！　勝手にサポートさせてもらうし、お前もちゃんと周りに目ぇ向けて、仲間をフォローしろよ!?」

「言われなくても分かってるわよ、バカ隆良っ！　ふんっ……このチームに『雷神』ありってところ、見せてあげようじゃないっ！」

（……アイツ、めちゃくちゃ『雷神』って名前に思い入れあるんじゃね？　何か素す直なおじゃねーコト言ってるけども……）

　やや微妙な表情を隠かくせない隆良だが、『[image: α]』と、そして『RYDEEN』を始めとする四体の『特とく殊しゆ異能装そう甲こう機兵』を前にして、油断はできない。

　改めて気を引き締しめる隆良達を見据え、今は全力で『絶対正義ジヤガー・ノート』のために戦うと決めた『[image: α]』が、『特殊異能装甲機兵』達へと指示を出す。

「各機──『RYDEEN』を軸じくに遊ゆう撃げきを主として戦闘態勢。互たがいを巻き込まないように広く散開し、そして──」

　戦せん闘とうを前に否いや応おうなく昂たかぶる気勢を、『[image: α]』は敢あえてさらけ出すかのように──彼女にしては珍めずらしく、大声で言い放った。




「──あとは好きにやりなさいっ！」

『『『『──イエス・アイ・マム！』』』』




　機械音声を揃えた『特殊異能装甲機兵』が、指示通りに散開すると──隆良達もそれに対応して動き始める。




　重厚な鋼鉄の足音が響ひびく中、『絶対正義』への道を開くために──『特殊異能装甲機兵』との前代未聞の戦いの火ひ蓋ぶたが、ついに切って落とされた──







　03　機械に心があるのなら、彼女は電気羊の夢を見るのだろうか







　隆たか良ら達が、『[image: α]アルフア』と四体の『特殊異能装甲機兵』と戦闘を開始して、数分ほど経たつ──時間にすればそれほどでもないが、しかしその内容は常じよう軌きを逸いつしていた。

『《Freeze》──凍こおッテクダサイ』

「にゅおおおっ!?　そ、そうはいくかってんですの！　ふんぬっ──」

「沙さ凪なぎちゃん、下がってっ──『無秒着火ゼロ・フレイム！』」

　沙凪を『氷ひよう神しん』が凍らせようとするも、夜よ侘わびが即そく座ざに炎ほのおを発して氷を融とかす。と、その隙すきを突いて『風ふう神じん』が攻撃を加えようとしてくるも、それにはアリアが対処した。

「仲間は、やらせんぞ──っ、らあぁぁぁっ！」

『ッ──リミット・オーバー！　一時退たい避ひシマス！』

　鋼鉄のボディであろうと構わず、異能者ならざる身で常識はずれの連撃を繰くり出すアリアに、『風神』は堪たまらず後退していく。

　戦闘開始から、たったの数分で──戦場となっている室内は、元の姿など見る影かげもなく荒あれ果てていた。室内の所々は凍りつき、かと思えば熱に融かされてしまった部分もあり、電子機器などは負荷に耐えかねて時間差で爆ばく発はつさえしている。

　爆音と機械の駆く動どう音が響く中、苦戦を強しいられているのは隆良と氷莉こおりも同じだ。

「氷莉、『炎えん神しん』の動きを封ふうじるぞ！　ついてこーいっ！」

「うぃっ、りょーかいだよ、たからパパ──そぉれぇっ」

　隆良の放った白はく濁だくたる粘ねん液えきを浴びた『炎神』を、氷莉が間かん髪はつ入れずに凍らせようとする──が、『炎神』は自身の炎でそれを融かしながら機械音声を発する。

『！　エマージェンシー、エマージェンシー、援えん護ごヲ要よう請せいシマス』

『了りよう解かい──《Air edge》！』

　要請に応じながら『風神』が鎌かま鼬いたちのような疾しつ風ぷうの刃やいばを放ち、『炎神』の凍りついた部分を削けずり取っていく。機械だからこその荒あらっぽい方法で『炎神』封じを防がれ──しかし隆良は落ち込んだ様子もなく氷莉に語りかける。

「ん、今のは惜おしかったな──この調子だぜ、氷莉」

「んい、まっかせてー。つぎはこおらせちゃうよー」

「おう……へへっ、何か意外とやる気満々だな？」

「んいんい、もうネガティブはあきあきだよー。……それに、めずらしくたからパパとイッショだしねー……ふふー、たまには、イイトコみせるよー？」

「おうおう、そっかそっか……へへっ、頼たのもしいな？」

　隆良に褒ほめられて、ふふん、と嬉うれしそうにドヤ顔して胸を張る氷莉──だが、一進一退の攻こう防ぼうを体感している隆良は、状じよう況きようを見ながら思考を奔はしらせる。

（『[image: α]』とストレンジャー・ロボ軍団の奴やつら……思った以上に連れん携けいが取れてやがる。元が『[image: α]』の電子プログラムから成り立ってるせいか？　想像よりずっと厄やつ介かいだぜ……）

　隆良達が一体を狙ねらえば他ほかの一体がサポートに入り、逆に攻こう撃げきへ転じる際は他の機兵をサポートに入る。対する隆良達も同様の戦法を取っているため、戦局は目まぐるしく変化しながらも、変わらず拮きつ抗こうを保ち続けていた。

（この拮抗を打ち破るには、どこでもいい、どこか一つ『特殊異能装甲機兵』を切り崩くずさなきゃなんねぇ──だがそりゃ、逆に言えば、こっちも一人たりとて負けるワケにゃいかねぇってコトだ。この均きん衡こうを打ち破れそうなのは……）

　室内で、もう一組──激戦を繰り広げる一人と一体に目を向ける。尋じん常じようならざる電撃を[image: 迸]らせる金色の影が二つ、雷らい速そくの勢いで周囲を駆かけ回っていた。

「『雷らい迅じん』──ッ！　夜侘ちゃん、沙凪ちゃん、サポートするわよっ！」

『させません──《Rapid》！　アナタの相手は《RYDEEN》です！』

「っち、邪じや魔ますんじゃないわよ！　すうっ──『雷らい儿じん』！」

『無む駄だです──《Reflection》！』

　仲間の援護に入るのを邪魔され、魅み神かんが両りよう腕うでを電撃の鞭むちのようにして牽けん制せいするも、『RYDEEN』の電撃反射によってほとんどが徒労に終わる。

　魅神のほうでは、戦力以上に相あい性しようの難がある。それでも現状で『RYDEEN』を抑おさえられるのは魅神だけだし、拮抗を崩すには魅神以外が何とかするべきかもしれない。

　とはいえ、あと少し、という局面に持ち込んでも、絶ぜつ妙みようなタイミングで邪魔が入る。

「！　そこっ、喰くらえッ──」

「甘いよ、アリアさん──させないからっ」

「っ！　『[image: α]』かっ……一ひと筋すじ縄なわではいかないな、キミもっ……！」

　アリアが『特殊異能装甲機兵』の隙を突つこうとした瞬しゆん間かん、『[image: α]』が妨ぼう害がいのために機械仕じ掛かけの鳥をけしかけてくる。完全に遊撃に集中している『[image: α]』には、さすが『元・政府最高位ストレンジャー』とでも言うべきか、一度のミスも無かった。

　どこか一つ、切り崩さなければならない──けれどその一つが、あまりにも困難だ。時間の猶ゆう予よがそれほどある訳ではない現状、隆良の焦しよう燥そうも募つのる。

（やべーな……こうしてる間にも、巨きよ大だい隕いん石せきとやらは迫せまってる……悠ゆう長ちように戦ってる場合じゃねーけど、本気の『[image: α]』は簡単には超こえられねぇ……）

　先ほど『[image: α]』に『全力でかかってこい』などとのたまってしまったのは、失敗だったかもしれない。今いま更さら後こう悔かいしてしまう──かと思いきや。

（それでも──『[image: α]』は絶対、救ってやる！　それが俺の『ヒーロー』の形で、絶対に変えちゃいけねえトコで……『絶対正義ジヤガー・ノート』に、見せなきゃいけねーコトなんだ！）

　己おのれの信念に、今更後悔など、あろうはずもなかった。ぐっ、と拳こぶしを握にぎり締め、勝つための方策を練る隆良──だが、そんな彼の耳にアリアの声が聞こえてくる。

「──み、魅神！　隆良くん、受け止めっ──」

「……へ？　魅神……って、お、おおおっ!?」

　アリアの言葉が全すべて終わる前に、飛び込んできたのは魅神の体──どうやら吹ふっ飛ばされたらしい彼女を、隆良が全身を使って慌あわてて受け止める。

「魅神っ……う、ぐえっ!?　つ、っつつ……大だい丈じよう夫ぶか!?」

「……はあ、はあっ……」

　激しく息切れしている魅神は、思った以上に消しよう耗もうしている。隆良の心配も深まってしまうが、魅神は受け止められたのも気付かぬかのように、ぼそぼそと声を漏もらした。

「……これじゃ、まだ足りない……このままじゃ……」

「！　……魅神、お前……」

「私が……私が、やらなくちゃ……『RYDEEN』を、上回らなくちゃっ……チームのために……私が、後れを取るワケにはっ──」

「───落ち着けぇーい、うらっ」

「いかな──あふんっ。……え……えっ？」

　隆良にいきなり後頭部をチョップされ、魅神は目を白黒させる。魅神がチョップされたことを怒おこるよりも先に、隆良は彼女の鼻先に人差し指を突き付けて喋しやべり始めた。

「お前な、毎度のコトだけどよ……そうやって変に気負いすぎるなっつの！　ったくよ、チームのためとか言いながら、周りが見えてないんじゃ、本ほん末まつ転てん倒とうだぜ？」

「え？　あ……はっ!?　ちょっ、誰だれにチョップしてくれてっ……あ、う。えっと、周りが、って……あっ！　ゆ、悠長に喋ってる暇ひまなんて──」

「お前の周りには──仲間がいる。お前ひとりで、全部やろうとすんなっての」

「！　……あっ……」

　隆良に諭さとされた魅神が、『RYDEEN』のほうへ目を向けると──電でん撃げきを[image: 迸]ほとばしらせる機兵を相手取り、果か敢かんに応戦する仲間達の姿が目に映った。他の『特殊異能装甲機兵』をけん制しながら、アリアが拳を揮ふるい、氷莉が攻防に努め、沙凪がサポートしている。

「すうっ──らあぁぁぁっ！　ふうっ……良し、一いつ旦たん下がるぞ、氷莉ちゃん！」

「ういういっ、『だらだら・シークレット・カーテン』～。このうしろにかくれて～」

「二人とも、油断するんじゃないですの──『雷電童子ミルト・ヴオルト』、キミに決めたですの！　そうい、そういっ！　今の内に退きますのよ、にょーっほっほっほ！」

『っ。……《雷らい神じん》氏との勝負、邪魔をしないでください』

　息の合ったコンビネーションで進行を妨さまたげてくるアリア達に、『RYDEEN』が不ふ機き嫌げんそうな機械音声を漏らす。彼女達は、魅神を守ってくれているのだ──時間にしてみれば束つかの間の休息だが、その合間に隆良が、呆ぼう然ぜんとする魅神へと語りかける。

「なあ、魅神さんよ──確かに『RYDEEN』は強敵だ。油断してたら一瞬でやられちまうかもしれねぇ。アイツとマトモに戦えるのは、まあ崇すう高こうなる不導体の性質をこの身に宿す俺様を除けば……ビリビリの申し子みてーな、お前くらいだろ。でもな……見ろよ、アイツらにだって戦う術すべはある。お前ひとりで全部、背負い込まなくてイイんだっての」

「……あ、わ、私……」

「一人で気負い過ぎて、動きが単調になっちまってんの、気付いてなかっただろ？　いいか、魅神──お前はもうちょい、仲間を信じろ。俺が……あー、いや……」

　何か言いかけた隆良だが、少し口ごもって──照れ隠かくしのように言い直す。

「俺達が──お前のコト、信じてるみたいにな！」

「──！　……バカ隆良……アンタ」

「はー、ったく、小こっ恥ぱずかしいコト言わせやがって……つーか、仮にお前が負けても、この俺様が何とかしてやっから安心しろっつの。気負わず、パーッと戦って──」

「なーにまたバカ言ってんのよ、バカ隆良は相変わらずバカなんだから、ふんっ」

「……ん、んがっ!?　何だとこんにゃろっ、人がせっかく励はげまし──てひっ？」

　言い返そうとする隆良だが、鼻先に人差し指を突き返されて、つい口ごもってしまう。そんな彼へと、魅神はいつもの強気な表情で言い放った。

「バカ隆良があの『RYDEEN』を、どうやって捕つかまえるのよ。電撃が効きにくいのは分かってるけど、あんな超ちようスピードで動く防ぼう御ぎよ力の高い装そう甲こう機兵に、今のアンタじゃ攻撃手段なんて無いでしょ？　全く……少しは考えて喋りなさいよね、バカなんだからっ」

「んはぁぁあん!?　ンなコトねーよ！　この俺の類たぐい稀まれなる知略を駆く使しして、ヌルッヌルのドゥルンドゥルンにして動けなくしてやるっつの！　つーかバカバカ言うなって──」

「それに……皆みんなを信じろなんて今さらだってのよっ。アンタが……み、皆が私を信じてくれてるってのも、ね。……い、今さらなんだからっ、ふんっ！」

「！　んお……おお、おう？　そか？　ん、んーむ……」

「……でも、だからこそ……だからこそ、私はアイツに……『RYDEEN』に、勝たなくちゃいけないの。このチームの『雷神』として……負けられないのよ。……だから」

　小さな呟つぶやきを漏らしてから、魅神は決意を秘めた表情で『RYDEEN』と向き合う。

「私が『勝つ』ところ──黙だまって見てなさい！　何度倒たおれても、何度ぶっ飛ばされても、信じて見守ってなさいっ！　それだけで、私は……誰にでも、勝てるんだからっ！」

「……魅神……へっ、分かってるっつーの。んじゃ、気張って──行ってこいやっ！」

「ん……ひゃんっ!?　ちょっ、いきなり背中に触さわらないでよ！　ででデリカシーないわねバカ隆良はっ！　そんなんだからゲルなのよ、ふんっ！」

「いやちょっと背中押してやっただけだろーが！　そしてどんなんだからゲルなワケ!?　ゲルを悪口みてーに言うんじゃねーよ！　ホントもう！」

「ふんっ。……ふうっ……──」

　隆良からそっぽを向いた魅神が、静かに目を閉じる。つい先ほどとは打って変わって、集中力が高まっているのが確信できた──己の周囲で弾はじける電撃を、肌はだで感じる。自身の四し肢しから、今にも力が滲にじみ出てくるようだった。

　そして、隆良に押された背中が一ひと際きわ熱くなったのと同時に──魅神が開眼する。

「私は、もっと……強く、なれる。もっと、速くなれる。もっと……もっとっ……！」

「……み、魅神？　おい、大丈夫か？　また変に気負ってんじゃ──うおっ!?」

「──はあああっ！　ここからよっ……私の戦いはッ！」

　隆良の問いかけには答えず、魅神は『RYDEEN』と交戦する。『RYDEEN』をけん制していたアリア達が、そこで再び他の『特とく殊しゆ異能装甲機兵』に対応し始めた。

「！　よし、頼んだぞ、魅神っ……サポートは任せろっ！」

「ええ、アリアっ……『RYDEEN』は私に任せてっ……『雷らい迅じん』っ！」

『！　《雷神》氏……今度こそ、決着をつけます。──《Rapid》！』

　魅神と『RYDEEN』、目にも留まらぬ二つの雷速が、ばち、ばち、と音を立ててぶつかり合う──そんな中、隆良は魅神の動きに小さな違い和わ感かんを覚えた。

（おお、魅神のヤツ、吹っ切れたらいつもの調子に──あれ？　……いや、何か、いつもより速くなってるっつか……電撃、大きくなってね？）

　それは、再三にわたって彼女の電撃を受けてきた隆良だからこそ気付けた、ほんの僅わずかな変化──戦局を大きく左右するほどのモノではないが、どうしてだろう、隆良はその小さな変化が気になって仕方なかった。

　違和感の正体が摑つかめず首を傾かしげる隆良だが、その間にも戦局は動き続ける。桃もも色いろの髪かみを靡なびかせる少女の動きが、そこで誰の目にも明らかな変化を見せていた。

「──やっと、入れた、よ──今のアタシは、誰にも止められないから──」

　それは『ヒーロー軍団』との戦いでも見せた、半トランス状態の夜侘──極限まで力を引き出す彼女の炎ほのおに、『特殊異能装甲機兵』の警けい戒かいが集中する。

『……──!?　異常事態、発生──耐たい火か機能、大おお幅はばオーバー！』

『緊きん急きゆう対処──ターゲット、焰ほむら熾おこし夜侘ニ、集中シマス──！』

　魅神と対たい峙じしている『RYDEEN』を除く、三体の『特殊異能装甲機兵』が、ステップを踏ふむ夜侘へと迫る。アリアの打撃も、氷莉の氷結も、沙凪の『生体異能蝶ちよう』も、鋼鉄のボディに頼たよって強引に切り抜ぬけ──編隊を組んだコンビネーション攻こう撃げきを仕掛ける。

　炎・氷・風の猛もう威いに晒さらされ、夜侘に逃にげ場は無い……と思いきや。

『『『───!?』』』

　何と夜侘は、敢あえて前方へ跳ちよう躍やくし──三体の『特殊異能装甲機兵』の中心へと飛び込んだ。予想外の行動で三体の動作が固まると、夜侘はその場でくるりと一回転し、

「世界を焦こがせ──『解き放たれし焰蛇フリーダム・ウロボロス』！」

『！　退たい避ひ……不可……ッ！』

　夜侘を中心として広がる爆ばく炎えんに巻かれ、『特殊異能装甲機兵』が退くこともままならずにいると──『[image: α]アルフア』が機械仕じ掛かけの鳥達を操あやつり、夜侘へと向かわせる。

「その子達は、やらせないっ──皆、助けてあげてっ！」

「！　……ッ……」

　夜侘の視界を塞ふさぐように、機械仕掛けの鳥達は彼女を埋うめ尽つくしていった。以前、隆良にもしたように『電子操作』によって電子の自転運動を操作し、磁石の性質を与あたえている──本来なら身動きなど取れるはずも無いが、しかし。

「鉄をも融とかす紅ぐ蓮れんの焰ほのお──『終焉舞踏エスカトス・ダンスイング』は──止められないんだからぁぁぁ！」

「！　……とんでもないね、本当にっ……」

　天てん井じようへ向けて湧わき上がる大炎が、機械仕掛けの鳥達をあっさりと蹴け散ちらす。体をのけ反ぞらせた体勢で天を仰あおぐ夜侘へと、『[image: α]』はゆっくり語りかけた。

「本当にさすがだね、焰熾夜侘さん……今のキミを見れば、初めはＥランクを与えられていただなんて、誰も信じられないだろう。それが、ここまで強くなるなんて……アリアさん以外は、想像も出来なかったんじゃないかな？」

「…………」

「しかも半トランスを可能とし、『ゾーンの世界』にさえ足を踏み入れて、暴走に近い状態を制せい御ぎよ下かに置く……今のキミは、チームの最大戦力とさえ言えるかもしれない……そう、もはやあの『雷神』さんも超こえて──」

「──褒ほめてくれるのは、悪い気しないですけど」

　唐とう突とつに『[image: α]』の言葉を遮さえぎった夜侘が、冷静な声で続ける。

「このチームの最大戦力が誰かなんて決めつけるの、早計すぎる、よ。アタシは、確かに『ある人』のために、強くなった──けど、安心なんて、してないもん。だって、その『ある人』のために強くなれるのは……皆だって、同じだから」

「！　…………」

「それに、甘く見ちゃいけない人、忘れてるよ──相手がどれだけ相あい性しよう悪くても、苦手だとしても……あんなモノじゃないから。そう……だって、だってっ……！」

　半トランスの状態で、熱に浮うかされたかのような夜侘が──それでも、その言葉だけは強く、確信と共に言い放つ。




「『雷神』はっ──この、『宿星の片割れスター・パートナー』の──最大のライバルなんだからっ！」




　その言葉が響ひびくと──パリッ、と室内を一筋の電流が駆かけ抜けた。それと同時に、今しがた夜侘が示した名を持つ少女を、『[image: α]』が捜さがす。

　しかし、おかしい──『雷神』の異名を持つ金色の少女は、どこにも見当たらない。ようやく見つけたのは『RYDEEN』の姿だが、その傍そばにもいないようだった。

「『RYDEEN』……雷らい轟ごう魅神さんは、どうしたの？　一体どこに──」

『……そん、な……ありえ、ません。《RYDEEN》が……追いつけない、なんて……こうも簡単に、振ふり切られる……なんて』

「？　『RYDEEN』……どうしたの？　ねえ──」

　全く以もつて人間臭くさい『RYDEEN』が強いショックを受けているのを見て、『[image: α]』が訝いぶかしむが──刹せつ那な、背筋を奔はしる悪お寒かんと共に、室内の空気が変わったのを肌で感じる。

「──！　ナニ、これ……どうなってるの……？」

　電でん撃げきが、室内を所せましと駆け廻めぐっていた。一つ、また一つ、電撃が弾けるたびに、どうっ、とコンピューターが音を立てて爆ばく発はつしていく。その原因である、金色の少女──雷轟魅神は、『RYDEEN』との対角線上で黙もくして立ち尽くしていた。

「……ふうっ……」

　魅神本人は落ち着き払はらっているが、その雰ふん囲い気きとは対照的に、空気は痺しびれるかのように振しん動どうし、周囲へと伝っていく。

（今の私なら……できる。『アレ』が……できる）

　初めて隆良に負け、暴走してしまった日から始まった予感は、その時はまだ小さなモノだった。けれど半年以上の訓練を経へて、そしてついこの間──『再世リ・バースデイ』との戦いで魅神の弱点を突つかれた時、その予感は確信に変わりつつあった。

『できるのではないか』と──魅神は自らの『力のシンカ』を、感じ取っていた。

（『RYDEEN』……私の『雷らい塵じん』と『雷らい迅じん』に近しい技わざを使う、まるで私の映し鏡。けれど、だからこそ……『できないはずのコト』が、鮮せん明めいに見えてくる）

　それはずっと、魅神にとって弱点だった『できないはずのコト』。だけど今、魅神は己おのれを縛しばっていた固定観念を、ぶち壊こわすことが出来ると確信する。

　隆良に背中を押された、あの瞬しゆん間かん──魅神の中で、己を縛っていた鎖くさりが弾け飛んだ。

（バカ隆良……認めるわ。常識なんかに囚とらわれない、大バカのアンタって、ホントはスゴイやつなんだって……そんなバカ隆良が、信じてくれるっていうなら……私は！）

　ぐっ、と両の拳こぶしを握にぎり、両足に力を籠こめる。ぱりっ、と電気が周囲に[image: 迸]ほとばしる中、魅神は真まっ直すぐ言葉を放つ。

「格好つける気は無いけれど──ここは夜侘ちゃんと、そしてバカ隆良を見み倣ならって、あえて言わせてもらうわ」

　すう、と魅神は深呼吸し、己を『最大のライバル』と称しようした彼女を、そしていつも格好つけてばかりの珍ちん妙みような──『自分のヒーロー』の姿を心に描えがき、口上を述べ始めた。

「覚かく悟ごしなさい、『RYDEEN』──見せてあげるわ、『本物』の力を──教えてあげるわ、誰だれにも屈くつするコトの無い、何者をも圧あつ倒とうする、この名の意味を──！」

　バチン、バチン、と何かが弾けて割れるような音が、断続的に響く。モニタが過負荷に耐たえ切れず爆発し、周囲に散らばる残ざん骸がいがカタカタと音を立てる中、

「括かつ目もくなさい──これこそ『政府公こう認にんストレンジャー・チーム』雷轟魅神が最終奥おう義ぎ──」

　カッ、と閃せん光こうが辺りを包み──魅神は声こわ高だかに言い放った。




「───『雷らい神じん』───！」




　閃光の中に立ち尽くしていた魅神の姿に、『[image: α]』や、『RYDEEN』を含ふくむ『特殊異能装そう甲こう機兵』達は言葉を失う。魅神は本来、両りよう腕うでか両足、どちらかしか『電気化』できないはずだ。なのに、そのはずなのに──今、魅神は全すべての四肢を電気化している。

「……なっ……それ、なんで……出来ないって、情報には……っ」

『[image: α]』が辛かろうじて呟くも、現実に目の前で起こっているのだから仕方がない。いや、目の前で起こっているのは、『四肢が電気化している』という認識を超える事態だった。両手両足の電気化を足したとしても、魅神本来の出力を遥はるかに凌りよう駕がしている。

　大気が、呼吸を止めていた。電子機器は過負荷でほぼ全てがダウンしており、振動して音を立てていた瓦が礫れきも今は沈ちん黙もくしている。ただ一人、四し肢しに電撃を[image: 迸]らせている魅神だけが、全てを支配しているかのようで──そんな彼女が、不意に深呼吸した。

「すうっ……ふうっ──」

「……──!?　あっ……皆みんな、警戒を──！」

「───遅おそいわよ」

『[image: α]』が指示を出そうとするも、魅神の行動は既すでに終わっていた。いや、この場の誰も、彼女の行動を把は握あくできた訳ではない。ただ、行動が終わってから結果が認識できたというだけの話だ──それは、攻撃を受けた当事者でさえも。

『……エッ……ア、動作不良……緊急、シャット……アウト……』

『!?　《炎えん神しん》──ッ、ターゲット、《雷神》！　デリート、シマスッ！』

　重苦しい音を立てて『炎神』が倒たおれるのと、魅神がいつの間にやら背後に立っていたのを認識したのは、ほぼ同時。『氷神』が周囲を凍こおらせ、『風ふう神じん』が暴風を巻き上げるも──それさえもスローであると言わんばかりに、魅神は二体へと『置き土産みやげ』を残して一瞬で消えていた。

『──ビッ!?　ア、グ……生体センサー、デモ……捉とらエ、ラレッ……』

『ソン、ナ……風ヨリ、モ、疾はやイ、ナンテ……アリエ、ナ──ッ！』

　装甲の周囲にパチパチと電撃の残のこり香がを纏まとわせ、がしゃん、と倒れ込む『氷神』と『風神』。その光景を目まの当たりにした『[image: α]』は、今の魅神の脅きよう威いを的確に把握していた。

（あれは……四肢を電気化することで、ただ単に出力が上がっただけ──じゃない。雷轟魅神さん最大の弱点だった、技と技の切り替かえに生じるタイムラグを排はい除じよできるようになった──以上の意味を持つ。アレは……彼女の力は……！）

　ごくり、生なま唾つばを吞のみこむ『[image: α]』と、あっという間に三体の『特とく殊しゆ異能装甲機兵』を倒した魅神に驚おどろく面々が注目する中──魅神だけは、冷静に呟つぶやく。

「……超ちよう高こう火力の『雷塵』と、準雷速の高機動『雷迅』……これこそが、最終奥義『雷神』──その、一の技」

　漲みなぎり[image: 迸]る電撃の四肢を携たずさえ、眩まばゆい閃光を放ち続ける金色の乙女おとめは、今──『進化』を超えて、その通り名を冠かんするに相応ふさわしい『神化』を遂とげ、高らかに叫さけぶ。




「───『雷塵×雷迅』───！」




　その姿は、もはや誰が見ても──一いつ騎き当とう千せんの『雷神』としか呼べぬ存在だった。

　稲いな光びかりが瞬またたくような一瞬で戦せん況きようを覆くつがえし、凜りんとして戦場に立つ魅神に、沙凪と氷莉が思わず歓かん声せいを上げる。
















「にゅおおっ……やりますの、魅神ー！　ここへ来てすんごいパゥワァーアップですの！　……あれ……わたくし、もしかして……反比例して影かげ薄うすくなってませんの？」

「みかんママ、すごいよーっ。……あれ、でもこれ……わたし、だらだらしてたら、いままでイジョウにヤバイ……？　だらだらジンセイの、ピンチ……？」

　……果たしてこれが歓声だったのかは危あやういところだが、魅神の勇姿を目にしたアリアは、妹を慈いつくしむ姉のような微笑ほほえみを浮かべていた。

（両腕と両りよう脚あしの、同時電気化……絶大な集中力を要するはずなのに、見事にコントロールしている……魅神、やはりキミは、上のぼり詰つめるコトが出来たのだな……）

　ずっと魅神を見ていたからこそ、その困難さを知っているアリアは、感かん慨がい深ぶかそうに何度も頷うなずく。そして──彼女の『最大のライバル』を称する少女、夜侘は。

「これだから、魅神は油断ならないよねっ……でも、そうこないと、張り合いないんだからっ。……えへへっ♪」

　今では随ずい分ぶんと長くなったピンクの髪かみを弾はずませ、軽かろやかな笑みを浮かべるのだった。

　と、事ここに至ってとんでもない力の昇しよう華かを見せつけてきた幼おさな馴な染じみに、本人は気付いておらずとも立役者となった隆良はというと。

「……おぅふ……夜侘の時も思ったけど、魅神といい、とんでもなくド派手に進化しやがって……べ、別にイイし……アレだし、俺だってきっとスンゲーパワーアップあるし……ワンチャンあるし……主役は遅おくれて登場するモンだし……」

　ほんの少しイジけ気味に、両手の人差し指を擦こすり合わせて小声で呟くのだった。

　さて、『特殊異能装甲機兵』四体の内、三体が一瞬で倒され、残った『RYDEEN』だけでは勝ち目が薄うすいのは明らかだ。けれど、他ほかの誰でもない『RYDEEN』自身が、本当に機械とは思えない頑かたくなな意志を見せつけてくる。

『まだですっ……まだ《RYDEEN》は、負けていません！　いくら電撃の出力が上がろうと……《RYDEEN》の《Reflection》なら、全て跳はね返せます！』

「！　『RYDEEN』……ダメっ。今の雷轟魅神さんの力は、ただそれだけじゃ──」

『《RYDEEN》は、負けないっ……マムの優ゆう秀しゆうさを証明するために、《RYDEEN》は……《RYDEEN》はっ──はあぁぁぁっ！』

「『RYDEEN』、ボクはそんなのに拘こだわってなんかっ──きゃうっ！」

　魅神の圧あつ倒とう的てきな力を目の当たりにしても、怖おじることなく突とつ撃げきしてくる『RYDEEN』に──対する魅神は焦あせることもなく、脚きやく部ぶの電撃を弾はじけさせて対応した。

「遅いわよ、『RYDEEN』──『雷塵×雷迅』──はあ！」

『っ！　っ、ッ……効きません！　《Reflection》──！』

「ふっ──ふうっ。……どうやら、そのようね。けど、それならっ……簡単なコト！」

　技と技の合間に生じるタイムラグが無くなった魅神は、反射された電撃さえもあっさりと躱かわす、が──空いていた距きよ離りを一瞬で詰め、四肢の電撃を更さらに[image: 迸]らせた。

「『RYDEEN』──アナタが耐え切れないほどの電撃を、叩たたき込めばイイだけよっ！」

『なっ……それが不可能なのは、身に染みているはずでは？　そんな、まるで猪いのししのような……猪ちよ突とつ猛もう進しんである、と《RYDEEN》は批ひ難なんいたしますっ！』

「ふん、悪いけど、真っ直ぐ突き進むのが性しように合ってるのよ、私は──それに、『今の私』に不可能かどうかっ……試ためしてから言いなさいよねっ！」

　魅神の電気化した両腕と、『RYDEEN』の電撃を放つ両腕がぶつかり、ばちりと大きな電撃音が弾ける合間──ぽつり、ぽつりと魅神が呟く。

「全てを屠ほふる雷いかずちの拳と……全てを斬きり裂さく雷の刃やいば……！　覚悟しなさい、って言ったわよね、『RYDEEN』……喰くらいなさい、これが──！」

『……!?　なっ……この出力、一体……っ、《Reflection》──』

「！　だめ、『RYDEEN』──今の雷轟魅神さんはっ……それを受けちゃ！」

『[image: α]アルフア』の声が響ひびく間もなく、四肢に最大限の電撃を[image: 迸]らせた魅神が、




「雷速の超ちよう乱らん撃げき───『雷らい尋じん×雷らい仭じん』───！」

『──！　!!　!?』




　嵐テンペストの真まっ只ただ中なかに放はなり込むような電でん撃げきの強打と連続蹴げりを、『RYDEEN』へと間断なく叩き込む──！

『ッ……あッ……《Reflection》ッ──う、ああっ!?』

「無む駄だよ──そんな暇ひま、与あたえてなんてあげないっ──このまま、落ちなさいッ！」

『う、あ、くぅっ……ッ……～～～ッ!?』

　次から次へと蓄ちく積せきしていく、目に見えて過か剰じような電撃の乱撃が、累るい乗じようしていくかのように膨ふくれ上がり──成す術すべもない『RYDEEN』は、ついに。

『う、ああ、あ……リミット・オーバー……もう、もう、これ以上、はッ……』

「これで──終わりっ！　──やああああっ!!」

『も、ぉっ……ダメぇ──！』

　最後に魅神の電撃の回し蹴りを喰らい──『RYDEEN』は音を立てて吹ふき飛ばされ、壁かべへと叩きつけられたまま、動かなくなってしまう。

『……戦せん闘とう、継けい続ぞく……不能……マム……──』

「っ……『RYDEEN』……ごめんね、ボクのワガママに、付き合わせて……もう、これ以上は、イイから……ゆっくりと、おやすみ……」

　悲痛な表情を浮うかべる『[image: α]』の周囲には、もう『特殊異能装甲機兵』はいない。隆良達を相手に、これ以上の戦闘は不可能──と思われたが、しかし。

「……さあ、最後はボクだけだよ。ボクを倒して……『絶対正義ジヤガー・ノート』の下もとへ、行くといい。それで、ボクの全力の抵てい抗こうは……終わりだ」

「……なっ、『[image: α]』、ナニを!?」

　まだ戦おうとする『[image: α]』に対し、異議を唱えたのはアリアだった。

「馬ば鹿かなコトを……キミには、もう戦う術すべは無いだろう!?　もう、止よしなさい……もう、充じゆう分ぶんのはずだ。これ以上は、明らかにやり過ぎ──」

「ダメだよ、アリアさん──ボクのワガママにこの子達を付き合わせて、その上、犠ぎ牲せいにまでして……ボクだけ無事でいるなんて、耐えられない」

「！　……『[image: α]』……」

「アリアさんなら、分かってくれるよね……アナタがボクの立場でも、きっとそうするでしょう？　せめて、犠牲にしてしまったこの子達と同じように、ボクを──！」

「──いや、犠牲犠牲って、ナニ言ってんのよ。私を人でなしみたいに言わないでよ」

「…………ふ、えっ？」

　唐とう突とつに割り込んできた魅神の言葉に、『[image: α]』が真意を摑つかめないでいると──不意に、先ほど倒したはずの『特殊異能装そう甲こう機兵』の一体が機械音声を漏もらした。

『ウ、ウ……マム……？　ヤ、止メテクダサイ……モウ、コレ以上……キュ～……』

「!?　え……ひょ、『氷ひよう神しん』!?　え、でも……壊こわされたはずじゃ……!?」

　驚く『[image: α]』だが、無事なのは『氷神』だけでなく、『炎神』と『風神』も同じだと気付く。ロクに動けないまでも完全故障でないらしいが、しかしどうして、と訝いぶかしむ『[image: α]』に、魅神が人差し指で頰ほおを搔かきながら語りかけた。

「そりゃ、だって……何かその、ロボット？　ん～……機械だとは、思えないっていうか……だから、壊しちゃうと可哀かわい想そうかな、って……まあ、多少は手加減したっていうか」

「……え、ええ……？　あれだけの力をコントロールして……その上、この子達を壊さないために、手心を加えたって……言うの？」

「……ん、まあ……あっ、か、勘かん違ちがいしないでよ!?　何かほら、『RYDEEN』は別格としても、他のロボットだって、まるで人間みたいだし……そんなロボット壊しちゃったら、こっちとしては寝ね覚ざめが悪いっていうか……それだけ、そう、自分のためなんだからっ！　それ以上でもそれ以下でもないわっ！」

「……この子達と、ボクのためにって……そんな、そんなの……」

「アンタ人の話聞いてる!?　……ちょ、ちょっと、ねえ？」

　詰きつ問もんする魅神だが、『[image: α]アルフア』はぼんやりと呆ほうけており──かと思いきや唐突に、口の端はしから微かすかな笑い声を漏らし始めた。

「ふふ、あははっ……そう、なんだ。……すごいな、キミは……ううん、キミ達は。タカくんだけじゃない……そっか、『ヒーロー』なのは……キミ達、全員が……そっか」

「？　な、ナニ？　ナニよ……ちょっと、『[image: α]』？　……あ、あの～？」

「………ふふっ」

　戸と惑まどう魅神に、『[image: α]』は穏おだやかな微び笑しようを浮かべ、ぽつり、呟いた。




「ボクの──完敗だ。……参りました」




　その表情は、ずっとずっと思い詰めていた時とは、打って変わり──曇くもり空が過ぎ去った青天のように、晴れやかだった。

「……ちぇっ……ボクなんて、足元にも及およばなかったなぁ……ふふっ」

　悔くやしそうな言葉とは裏腹の笑え顔がおで呟つぶやく『[image: α]』──だが、その場にいた全すべての者にとって、思いがけない声が響いてくる。

『いいえ──認めません。……認められません』

「……──!?　え……『RYDEEN』!?」

　それは、倒たおれていたはずの『RYDEEN』──他の『特とく殊しゆ異能装甲機兵』と同じく、もう動けないかと思いきや、よろめきながらも必死で地に足を踏ふみしめていた。

　そんな『RYDEEN』へと、『[image: α]』は戸惑いながらも制止の声を上げる。

「『RYDEEN』……もう、イイんだよ。これ以上は、戦う必要なんて無い。ボク達は、全てを出し尽つくした……その上で、負けたんだから」

『…………』

「だから……これは、命令だよ。戦闘は、終しゆう了りようだ──これ以上は、もう」

『──イヤ、です』

「……えっ？　ちょ……『RYDEEN』？　あの……な、何だって？」

『イヤです……イヤです、イヤです──イヤ、イヤ、イヤっ──ヤっ、ですっ──！』

「!?　えっ……えっ、えええっ!?」

　マスターである『[image: α]』の命令を、『RYDEEN』は拒きよ否ひする──その場にいる者の中でアリアと『[image: α]』以外は良く分かっていないが、それは機械としての常識を覆くつがえす現象だった。まるで人間、いや、駄だ々だっ子のように『RYDEEN』は身み振ぶりする。

『ヤですっ……だってマムは、誰だれよりも優秀で……《RYDEEN》の……《RYDEEN》のマムなんですっ！　マムの優秀さを、《RYDEEN》が証明するんですっ！』

「な、あ……こ、こらっ、『RYDEEN』！　ワガママ言わず、聞き分けなさいっ！　ボク達は、負けたんだから──」

『やっ……ヤですっ！　負けてないっ……《RYDEEN》、負けてないもんっ！』

「な、う……～～～っ、『RYDEEN』！　いい加減にしなさいっ！」

『!?　あ、う……マムが……ぅ、えぇ……マムが、怒ど鳴なったぁ……うえぇん……』

　機械音声とは思えないような泣き声を上げる『RYDEEN』と、こういった事態に明らかに慣れていない『[image: α]』──それを見て、アリアが自身の推測を声に出す。

「……そう、か……いや、俄にわかには信じられんが……そういう、コトなのか……？」

「……？　あ、あの、アリアおねーさま……えと、どういうコトなんですか？」

「う、うむ、夜侘ちゃん……何というかだな、その──あの『RYDEEN』は、人間でいうところ……生まれたての子供と、相そう違いないんだよ……恐おそらく、な」

「……えっ？　ろ、ロボット……なのに、ですか？」

　理解が及ばぬとばかりに問い返す夜侘に、アリアも戸惑い交じりに返事する。

「うむ……いや、『[image: α]』の『電子操作異能』によってプログラムを与えられている機兵達は、それぞれ少なからず人に近い意志を与えられていたが……『RYDEEN』は別格だ。『[image: α]』の異能と『雷電童子ミルト・ヴオルト』の性質の迎げい合ごう性が高かった、というレベルではない。もはやアレは『[image: α]の子供』と呼んで遜そん色しよくない……完全に自立した一つの意志を得ている」

「……えっと、何て言うか……アタシ、科学的なコトは分かんないんですけど、その」

「ああ、普ふ通つうならあり得ないよ。本当に『異能』というのは、我々の想像を遥はるかに超こえてくれる……とはいえ、マムと呼ばれてはいても、引きこもりで実際はコミュニケーション能力に乏とぼしい乙女おとめな『[image: α]』と──生まれたての赤子も同然の、あの『RYDEEN』だ。目の前の光景は、当然の流れなのかもな……」

　アリアといえど、すぐには理解が追いつかず、ふう、と疲つかれた溜ため息いきを洩もらし──いまだに困こん惑わくする『[image: α]』の眼前で泣き続けていた『RYDEEN』が、不ふ穏おんな動きを見せる。

『ひぐっ……もう、イイです……《RYDEEN》が《雷神》を倒せば、マムだって、認めてくれるはずです……だから、だからっ……』

「……えっ？　『RYDEEN』……ナニを──」

『──《Rapid》──！』

「……なっ!?　『RYDEEN』、待ちなさっ──ら、雷轟魅神さんっ！」

「────えっ？」

　子供は時として、誰にも予測のつかない行動を起こす──戦いが終わったと判断し、既すでに『雷神』を解いてしまっている魅神は今、完全に無防備だ。

　そんな彼女へと、雷速の勢いで迫せまる『RYDEEN』──誰にも反応は、できない。こんな形で引き起こされる悲劇など、予測できようはずもない──

『《雷神》──覚かく悟ご、ですっ！　はああ』

「ちょっと通りますよ……」

『あ──あふーんっ!?　あふ……え、え……？』

　──と思いきや、のそり、間に割って入ってきた隆良の介かい入にゆうによって、勇んで突とつ進しんしてきた『RYDEEN』は盛せい大だいにずっこけてしまう。機械とは思えぬ動作であたふたとする『RYDEEN』に、介入者・下しも野の根ね隆良は無ぶ遠えん慮りよに言葉を投げかけた。

「おうおう、『RYDEEN』さんよぅ──今のはいただけねーな。勝負が終わった後に、その上で奇き襲しゆうをかけるなんざ、そんなんじゃ『[image: α]アルフア』の優ゆう秀しゆうさなんて証明できねぇ……むしろ、逆に『[image: α]』を貶おとしめちまうぜ？」

『え……そ、そんなコトないです！　油断するほうが悪いですし、倒したほうが勝ちなんです！　下野根氏なんかには……ゲル男児なんかには、分かりませんっ！』

「……ほっ、ほほっほぉ～う？　言ったな……生まれたての子供だか何だか知らねーけど、このヒィ～ロォ～様にそんな口利きくとォ～……」

『……な、なんですかっ。《RYDEEN》は何と言われようと、自分を曲げな──』

　あくまでも頑かたくなな『RYDEEN』へと、ニタリ、ちょっぴりエグめの暗黒微笑を浮かべた隆良が──両手をおもむろに前方へと突つき出し、

「──そのわがままロボティクス・ハーツにお仕置きして、後こう悔かいさせんぞぉぉぉ!?」

『え、な、え……なんです、これ……う……ほやぁっ!?　ち、知覚センサーが、センサーが……あ、あわわ!?　き、きもちわる……ふやややや!?』

　猛もう烈れつな勢いでゲルを噴ふき出し──『RYDEEN』を白い濁だく流りゆうで押し流す──！

　感覚すらも機械離ばなれした『RYDEEN』が、そのエグい触しよつ感かんに身み悶もだえていると、見かねた『[image: α]』が慌あわてて救助へ向かう……が、しかし。

「ら、『RYDEEN』っ……もう、ワガママなんて言うから、そんなコトになるだよっ。ほら、早くコッチへ──」

『う、うう～っ……マム、マムぅ……ふええ、助けてください～！』

「ちょっ待って『RYDEEN』なんで引っ張るの──待って、ホント待ってダメ……タカくんストップ！　ボクこれ、二回目……う、うやや……やーんっ!?　ら、『RYDEEN』、ほら！　ちゃんと謝りなさい──」

『そ、それは、やぁ……ヤ、ですっ……《RYDEEN》、間ま違ちがってないもん……ぬ、ヌメヌメ気持ち悪いけど、関係ないんですからぁっ……う、ううっぷ……ごぼごぼ』

「何でそこで意地張っちゃうかなー!?　ボク、そんな子に育てた覚えはないよ!?　もうもう、いい加減にっ……あ、んぐっ!?　……う、うええ、えええ……？」

　もはや問答無用である。ゲルの申し子・下野根隆良氏が本日未明、全身からゲルを噴きだし、白はく濁だくとした粘ねん液えきを操あやつって少女とロボットを襲おそう事案が発生しました。

　もはやグロッキー状態の一人と一体──いや、二人に、隆良はそれでも容よう赦しやなくゲル責めを敢かん行こうしつつ、けれど不思議と慈じ愛あいに満ちた瞳ひとみで語りかける。

「なるほど、我が子の責任は自分も一いつ緒しよに背負うと……美しき親子愛だな。わかる」

「いやボクそんなコト言ってな……ふゅっ！　た、タカくん、堪かん忍にんしてぇ──」

「よかろう『[image: α]』、そして『RYDEEN』……俺様の崇すう高こうなるゲルニティーによって、お前達の罪を洗い流してくれるわー！　そぉいそぉーい！」

「お願いだから話を聞いてー!?　ちょ、入ってきてる、また入ってきて──ごっ、ごぽごぽ……んんっ、んーっ、んーっ!?　んんんー！」

『あう、あう……マム、マム～……《RYDEEN》、もぉ、もぉ……ぷしゅ～～～』

　完全に巻き込まれてしまった『[image: α]』も、煙けむりを噴き出す勢いの『RYDEEN』も、全て、全てを洗い流す──その光景に、真顔で遠い目をしていた魅神達の想おもいは一つ。

　生まれたてだろうと関係なくゲル責めするリーダー、パネェっす──それだけだった。




　そこに残されていたモノは、ともすると幻げん想そう的な光景と呼べるのかもしれない。戦いを終え、静かに佇たたずむ細身の機兵。歴戦の跡あとを思わせるかのように、体の節々には白濁とした液体がこびり付いて──無理だった。悲しいくらいに卑ひ猥わいだった。

『うう……もう《RYDEEN》は、お嫁よめにいけません……ひっく、ひっく』

（機械の行くお嫁とは一体……）

　あるいは哲てつ学がく的かもしれないことを、ぼんやりと考えるアリアだが、それはともかくとして──『RYDEEN』と同じくゲル塗まみれの『[image: α]』が、何とか半身を起こしながら、隆良へと語りかける。

「……ボク、言いたいコトは色々とあるけど……ホント、色々と、あるけど。……けど、完全に負けちゃった……ね」

「……おう、まあ、全力でやった結果、ってヤツだな──気分はどうだ？」

「……うん、ふふっ……スッキリしたよ。……体と服以外は」

　それは『[image: α]』の心情を素す直なおに表現した言葉だったが、隆良は「へへっ」と照れ臭くさそうに鼻を搔かいているので、多分よく分かっていない。

　そんな彼を見て、『[image: α]』は呆あきれたようにため息を漏もらしながら──今しがた酷ひどい仕打ちを受けたばかりだと言うのに、軽く微笑ほほえみを浮うかべて見せた。

「もう……ホント、タカくんと話してると……ふふっ、細かいコトなんて、どうでも良くなっちゃうね。……けど、今はそうも言ってられない、かな」

「？　何だよ、『[image: α]』……なんか言ったか──」

「タカくん──そして、『政府公認ストレンジャー・チーム』の皆みんな。ボクは今、ここでキミ達に……『絶対正義ジヤガー・ノート』がルーネ・ゼーンズフト・ヴァイゼさんを……ルーネさんを利用して、ナニを為なそうとしているのか……その詳しよう細さいを、話そうと思う」

「……───!?」

　笑顔から一転、唐とう突とつに真しん剣けんな表情で述べた『[image: α]』に、隆良達が思わず緊きん張ちようするが──当の『[image: α]』は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「いきなりこんなコトを言われても、信じてもらえないかもしれない……けれど、キミ達は知っておかなければならないはずだ。恐らくアリアさん辺りは、既に察しているだろうけど……『超ちよう大型隕いん石せき』を呼び寄せているのは、他ほかならぬルーネさんだ。けれど、その詳細までは予想していないはず……だよね、アリアさん？」

「……ああ、その通りだ。とはいえ予想にすぎないし……『不幸を周囲に拡散する』はずが、なぜ巨きよ大だいな不幸を『呼び寄せている』のか……リーザの言葉を引用すれば、キミとリーザが楔くさびを解放した、というコトだが……」

「うん……そうだね、それは言葉の通りさ。ボクの操作する電子を、リーザさんの『拒きよ絶ぜつ異能』を加えて、ルーネさんへ送り込んで彼女の能力に『逆転の作用』を引き起こす。今現在、『超大型隕石』が呼び寄せられているのは、大まかにはそれが原因さ」

「！　……そんなコトが……いや、可能なのか……」

　疑ったところで、現実に起こっているのだから仕方がない。眉まゆをひそめるアリアへと、『[image: α]』は話を続ける。

「今のルーネさんは、リーザさんの『異能』で意識を半分飛ばされて、そして半分の意識には『超大型隕石』という大きな『不幸』の存在のみを刷り込まれている。ルーネさん自身は、ほとんど無意識の状態で……『異能』のみが独り歩きしていると言ってもいい」

「ふむ……ん？　ちょっと待ちますの、じゃあ、つまり……」

　そこで口を挟はさんできた沙凪が、前向きな意見を提示し始めた。

「極きよく端たんな話、『絶対正義』をどうこうしなくても……ルーネの意識を元に戻もどしてあげれば、事態は解決するんじゃないですの？　そうすれば、最悪の事態は防げ──！」

「……いや、残念だけど……それだけでは、事態は解決しないんだ」

「!?　ぬなっ、何でですの！　ルーネなら意識を取り戻せば、わたくし達の味方に──」

　反論しようとする沙凪だが、それを止めたのは、アリアの神しん妙みような呟つぶやきだった。

「恐おそらく──『絶対正義』が、何か良からぬコトをしているのだろう？」

「！　……そう、だね……アリアさんの、言う通りだよ」

『絶対正義』の名が出て表情の曇くもる『[image: α]』へと、アリアは自身の推測を続けて述べる。

「最初から、妙みようだとは思っていた……『超大型隕石』がそのまま地表に激げき突とつすれば、確かに多大な被ひ害がいは出るだろう。だが、そう簡単な話ではない。大たい気き圏けんがあるからな──どんな性質の隕石であれ、圧縮された空気によって発生する『断熱圧縮』で、確実に質量は縮小するはずだ。世界に大きな傷を残すほどになるか、と問われると、疑問は残る……が、そこに『絶対正義』の『異能』が関かかわってくるのなら、話は別だ」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情をするアリアだが、それでも結論は最後まで示した。

「『絶対正義』の『異能』──『大気操作異能』で、大気圏に『隕石の通り道』を作る。信じられない話だが……恐らく『絶対正義』は、それを行っているのだろう」

「……そう、その通り。先の小型隕石の襲しゆう来らいも、彼の『異能』で手助けした結果だよ」

　アリアの推測を事実だと証明するように『[image: α]』が付け足すと、つまり、それが示す最悪の事実を、夜侘がぽつりと漏らした。

「じゃあ、結局のところ……この事態を解決するには、ルーネさんを助けて……『絶対正義』も倒たおす。……両方を、絶対に達成しなきゃいけない……ってコト、ですよね」

「「「…………」」」

　その道のりが困難なのは、火を見るより明らかだ。誰だれもが思わず沈ちん黙もくし、表情を顰ひそめずにいられない……かと思いきや。

「……なーに言ってんだ、最初っからそのつもりだっただろ？　今さら、改めて神妙になるほどのコトじゃないぜ……ふわ～あ」

「！　た、隆良……」

　夜侘の言葉に対し、のん気にあくびをする隆良が──『絶対正義』の狙ねらい、その全すべてを明かして暗い表情をする『[image: α]』の前に立ち、軽い調子で語りかける。

「おう、『[image: α]』──良く教えてくれたな。……ありがとよ」

「タカくん……ふふ、ボクは、ダメだね……結局、『絶対正義』を裏切る形になって……あんなに大見得切って、それでこの有様だもん……あの頃ころから、何も変わってない……政府に良いように利用されて、『絶対正義』を傷つけた……あの頃から、ボクは──」

「──それ、もう止やめろ。もう、ンなコト言ってんじゃねぇ」

「……えっ……た、タカくん？」

　急に放たれた真剣な声にたじろぐ『[image: α]アルフア』だが、対する隆良は止まらない。

「お前は、あの頃とは違うだろ。あの人が間違ってるってコトには気付いてても、それでも『絶対正義』を裏切らず、俺達と全力で戦ったんだ。その上で俺達に道を示したんだから……今のお前は、ただ利用されるだけだった子供じゃねえ。あの人への義理立ては、充じゆう分ぶんに果たしたって……お前は心の底で、分かってんだよ」

「……あ……」

「だから……お前はもう、これ以上、傷つく必要はねぇ。後は、俺に…………」

　一度、言葉を止めた隆良が、仲間達を見回して──改めて言い切った。

「後は、俺達に──任せとけ！　……いいな、『[image: α]』！」

「！　…………っ」

　くしゃ、と隆良に頭を撫なでられた『[image: α]』は──仲間を引き連れ、屋上へ続く階段へと歩いていく彼へと言葉を投げかけた。

「タカくん……屋上へ続く扉とびらのロックは、全て外してある。だから、皆を邪じや魔まする障害は、もう……ナニも無い、よ」

「そっか。ん……分かった、サンキュ」

「ううん……ねえ、タカくん。ボクに……『絶対正義』を止めるコトは出来なかったボクに、こんなコトを言う資格は無いけど……けど、けどっ……」

　ぎゅっ、と胸むな元もとを握にぎり締しめた『[image: α]』が、最後にもう一度だけ涙なみだ声ごえを送る。

「おねがい、タカくんっ……あの人をっ……『絶対正義』を──止めてっ……！」

「……おうっ──任せとけっ！」

　振ふり向かぬまま、親指を立てて応じる隆良に、『[image: α]』はそこで初めて安あん堵どの表情を浮かべ──更さらに魅神が、唇くちびるを尖とがらせながら声を送る。

「ていうか、私達のコトも忘れてんじゃないわよ。別にアナタのためじゃないけどさ……『絶対正義』なら、私達で止めてみせるから。……ま、見てなさいよ」

「！　雷轟魅神さん……雷轟……ううん」

　魅神だけでなく、沙凪と氷莉、アリア、そして夜侘も、親指を立てるのを見て──『[image: α]』はその背中へ、エールを送った。

「ミカちゃん……サナちゃん、コーちゃん……アリアさん……ヨワちゃん。どうかっ……どうか、お願いしますっ！」

「──任せなさいっ！」「ですのっ！」「りょーかい～っ」

　快く応じる魅神と、沙凪と氷莉──だが、アリアと夜侘だけは。

（……なぜ私だけ『さん』付けなんだろう……年上だからだろうか……）

（ヨワちゃんってアタシ、すっごい弱そう……ヨワちゃんって……）

　ちょっと心に引っかかるモノがありそうだが、それはもう仕方ない。

　さて、そんな隆良達へ──というか隆良へ、もう一つだけ流りゆう暢ちような機械音声が届く。

『──隆良氏！　……あの……』

「……おおっ!?　『RYDEEN』か……ん？　お前、さっきは俺のコト、名字で──」

『……た、隆良氏っ！　ら、《RYDEEN》は、アナタに酷く卑猥なゲルで恥ち辱じよくを受けました……だから、責任を……責任を、取ってもらいます、から』

　本当に機械とは思えない、しどろもどろな様子で──『RYDEEN』は言い放った。

『《RYDEEN》が大きくなったら……隆良氏に、《RYDEEN》を……も、もらって頂きますのでっ。く、クーリングオフは認めませんので、そのおつもりでっ！』

「「「───!?」」」

「へっ？　お、おお……お、おう？　??」

（機械の経へる年ねん齢れいとは一体……）

　聞き捨てならない女子陣じんと、良く分かっていない鈍どん感かんゲル妖よう怪かいと──またちょっと哲学的かもしれないことを考えているアリアが、慌あわただしく部屋を出ていく。

　機械にまでなぜか気に入られている卑ひ猥わいゲル男に魅神達の鋭するどい視線が突つき刺ささるも、当の隆良は屋上へ続く長い吹ふき抜ぬけの階段の袂たもとで、握り拳こぶしを作って喜んでいた。

「……つまり、二足歩行自律型ロボットの所有権が、いずれ俺に……？　マジか……え、マジか!?　ひゃっふぅぅぅ！　男の子の夢だぜぇぇぇ！」

「む。……おい、隆良くん……すうっ──そぉいっ」

「ふへへ……ん？　なんだよアリ──アはぁんっ!?」

　一人で恍こう惚こつとしていた隆良に、突とつ然ぜんの襲しゆう撃げき──体を逸そらしたアリアの体当たりを喰くらった隆良が、かくも双そう丘きゆうの弾だん力りよくたるや恐るべきものか、と戦せん慄りつしつつ声を上げる。

「ちょ、お、おいっ！　いきなり何で乳アタック……おほんごふん。いや、タックルかましてきやがった!?　何か文句あんのか!?」

「大アリも大アリだ、アリクイもビックリだ。ふん……『[image: α]』と戦う前、私はキミに、ロボットくらい造ってやると言ったのに、『RYDEEN』に鼻の下を伸のばしまくりおって……早さつ速そくか？　早速、浮うわ気きというわけか？　そんなに『[image: α]』の造ったのがイイのか？」

「へ？　い、いや、そういうワケじゃ……な、ナニをそんな怒おこってんだ？」

　ぷんすかと擬ぎ音おんが聞こえてきそうなアリア、だが──そこで不意に口元へ片手を当てながら、何やら艶なまめかしく身み動じろぎし始める。

「ふん、怒って当然だ。当然だ、が……よし、イイだろう。なら、ロボットやアンドロイドより、更に人間に近い存在を作ろう……私と隆良くんとの共同作業で、な」

「へ……え、お、俺も!?　いや、確かに興味はあるけどよ、そんな科学的なコトとか分かんねーぞ!?　そ、そりゃまあ、そーいうのに携たずさわるっつーロマンはあるけども……」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ……科学っていうか、ジャンル的には生物だし、うん。私も初めてだけど、でも私、天才だし……天才だし。きっと上手うまくやれる。うん。やれる」

「へ？　初めて、って……ああ、ロボット造るのが？　科学じゃなく生物、っつーのは良く分からんけど……アレか？　『RYDEEN』みたいに意志を宿す的な？」

「宿すっていうのは間ま違ちがってないな、うん……大丈夫、隆良くんゲルだし、そういうの得意そうだし。うん、運が良ければハネムーンでいける、かも。うん、うん……」

「？　ゲルって……『[image: α]』の『電子操作異能』みてーに、俺の異能を利用してロボット造んの？　理り屈くつは分からんけど……アリアの言うコトだし、間違いねーんだろうな……」

「うん、とりあえず目下はそういう解かい釈しやくでいいや。……ふ、ふふっ、何だな、思わぬ形で話が纏まとまりそうだな、うん……名前、何にしようかなぁ……ふふっ、ふふふふ」

　作るのは人型っていうか、人っていうか。意外と純情なのかアリアは顔を真っ赤にしつつ、妙な笑い声を漏もらし続けるも、隆良はその意図が良く分かっていないようだ。

　いや、分かっていないのは他ほかの面々も同じだが──魅神は何やら不ふ穏おんな空気を感じ取ったのか、慌てて隆良の手を摑つかもうとする。……が、しかし。

「ちょ、アリア……バカ隆良も、悠ゆう長ちように喋しやべってる暇ひまなんて無いでしょ！　ほら、行くわよ！　はいはい、そんなバカ話、良く分かんないし無効っ。さっさ、と……っ？」

「お？　おお、引っ張るな……って、急に押すなよ。……おい……み、魅神っ!?」

　手を摑まれたのも束つかの間、いきなり倒れ込んできた魅神を、隆良が慌てて受け止める。そこで隆良もようやく気付いたが──魅神の体は少しばかり汗あせばみ、吐はく息も荒あらくなっている。疲ひ弊へいの色が濃こいことを察し、隆良はその原因を推測した。

「魅神、お前……あの『雷らい神じん』とかいう技わざ、そんなに消しよう耗もうが激しいのか？」

「！　…………」

　隆良に尋たずねられ、一いつ瞬しゆんだけ沈黙した魅神だが、やがて観念したように頷うなずく。

「……まあ、ね。元々、両りよう腕うでか両脚、片方だけの電気化でも、高い集中力は必要だったから……当然のコトよ。まあ、ちょっと……ほんのちょ～っと、疲つかれちゃう程度だけど」

「強がりは相変わらずだな……ま、あんだけトンデモねー技なら、ノーリスクってワケにゃいかねーか。仕方ねーな……ちょっとの間、肩かたくらい貸してやんよ。摑まっとけ」

「うん。……は、へっ!?　い、いやあの、べべ別にイイわよ!?　……ていうか近くない!?　……や、近い近い！　だ、大丈夫だからぁ……あ、うっ」

「うお、っとと……言ってる傍そばからふらついてんじゃねーか。無理すんなって、さっきも言っただろ。ほれ、遠えん慮りよすんなよ」

「あ、あふっ……遠慮っていうか……こっちのほうがヤバイって！　……も、もおっ！」

　口では拒きよ否ひする魅神だが、隆良を押す手には力が籠こもっておらず──ともすればイチャついているように見える二人に、やきもち焼きの『宿星の片割れスター・パートナー』が割って入る。

「ちょ……二人ともナニやってるの！　近いよ！　そういうの良くないよ！　アタシだってさっきの半トランスで疲れてるんだから、そういうの欲ほしい──あっ、きゃっ!?」

　が、そこで唐とう突とつに地面が──いや、電子タワー全体が揺ゆれる。小隕いん石せきが付近に墜おちたのだろうか、大きな揺れが突然もたらされたかと思いきや、

「え──きゃ、きゃ──んぐっ!?」「へ？　お──おぐらっ!?」

「!?　……え……え？　今の……え？」

　目の前の光景に、呆ぼう然ぜんとする夜侘──隆良を両手で押す体勢で倒れ込んだ魅神は、勢い余って彼に馬乗りの形になっている。その際、どうやら『どこか』をぶつけたらしい魅神が半身を起こすと、口元に右手を当て、くに、と首を傾かしげながら声を漏らす。

「あれ……ぶつけ、ちゃった。……あれ、今の……あれ、痛いの……あれ？」

「おー、いてて……ん？　魅神、ぶつかっちまったか？　ワリーワリー、大丈夫か？」

「ん、ん？　……私、痛いの、唇。……くち、びる？　えっ……じゃ、バカ隆良は……？」

「あ、あん？　俺が今、痛いトコか？　……いや、そりゃ、お前──」

　言われるがまま、すっ、と隆良が右手を動かし、その手が顔のどこかを差し示そうとする──その直前。

「たっ……たたた隆良ぁーっ!?　ウソ……ウソだよね!?　やっ、やってないよね……やっちゃってないよね!?　ねえー!?」

「お──おああ!?　よ、夜侘!?　いや、やったって、ナニを？　??」

「あ、あああ……ウソ、どうしよ、アタシ、アタシっ……」

　取り乱す夜侘の煩はん悶もんは、実のところ思った以上に複雑だ。

（フラグ……死亡フラグ立っちゃった。どうしよ。でも羨うらやましい。隆良死んじゃう。アタシもしたい。したらフラグ立っちゃう。でも、でも──）

　ここまで変な気を遣つかい続けてきた夜侘が、更にやきもちまで加わって、混乱の真まっ只ただ中なかに叩たたき込まれ──そんな困こん惑わく系中二少女・焰熾夜侘の取った行動は。

「───んーっ！　んーっ！」

「お──おわあぁぁぁ!?　何だ夜侘、何で急に唇を突き出して……俺に頭ず突つきをかまそうと!?　その唇の意味は、果たしてなんぞ!?」

「上書きするの……上書きするのー！　そしたら消えるから……きっと消えるから！　理屈は良くわかんにゃいけど、アタシがするのー！　んー！　んー！」

「頭突きでナニを!?　上書きしてでも消したい恥はずかしい記き憶おくとかあんのか!?　いや、ありそうだけども！　でもそういうの、一人でその辺の壁かべにでもやってくんね!?」

　取り乱すのは隆良も同じ、呆ほうける魅神を腹の上から下ろしながら、夜侘にまで迫せまられる隆良だが──更に両サイドから、超ちよう絶ぜつマイペースお嬢じよう様さまと、だらだら女子まで迫り来る。

「ちょっと、隆良様ぁ～……？　イイ加減、わたくしへの放置プレイが許せんトコまで来てますのよ～？　そんなワル～いおゲル主様には、一つ……」

「たからパパは、パパのくせに、ムスメにかまってくれない……こーなったら、『しょーらいはパパのおよめさん♥』ってイミもふまえて、ひとつ……」

「!?　な、何だ、お前ら……これ以上、俺に何の苦行を強しいようと……!?」

「──んっ、ちゅ～♥」

「……は!?　な、何だ……え、なんスかコルェェェ!?」

　両サイドから唇を突き出した沙凪と氷莉が、隆良のほっぺをターゲッティング──そこでようやく、『ぺろっ、これは……キス!?』と事態を把は握あくした鈍感男が青ざめる。

（な、何でだ……一体ナニがきっかけで、こいつらはこんな真似まねを……ん？　……いや、ちょっと待てよ……あれ？　決戦の前に、キス？　……それって……）

　魅神と夜侘、沙凪と氷莉、既すでに四し面めん楚そ歌かの現状で考え込む隆良だが──実は今までずっと謎なぞの恍惚状態に浸ひたっていたアリアが、不意に声を掛かけてくる。

「ふふ、帰ったら誰だれも有う無むを言えない内に話を進めよう。隆良くん、ハネムーンはどこにズルイ！　みんなズルイ！　私もそういうのしたいのに、何なのだ……何なのだ、もう！　いい加減にしろ隆良くん！　私のコトも甘やかせと常々言ってるだろ、もぉーっ！」

「……ファッ!?　あ、アリア!?　ちょ、いきなり後ろから抱だき着くなっ……うおお背中に乳を押しつけるなぁぁぁ!?　つーか何で急に駄だ々だこね始めてんの!?　いくら何でも年甲が斐いないだろ!?　『RYDEEN』に影えい響きようされてんの!?」

「十八！　私、十八だもん！　うう、そうやって私を傷つけおってぇっ……もう、許さん……奪うばってやる！　それでも許せんけどな！　んっ……むぅ～っ……！」

「ちょ、待てぇぇぇ!?　それはマジでヤバい！　ふっ……ふおおおっ!?」

　身をよじって沙凪と氷莉、夜侘とアリアを振ふりほどく。そんな隆良の耳に、通信機から更さらなる声が送られてきた。

『……あ、あの、下野根くん、えっと……えっと、ですね……』

「!?　お、おお、ヱリコか……ど、どーした？　何かあったのか──」

『──ちゅっ！　ちゅー、ちゅー……ちゅー！　……ちゅ、ちゅう……です……』

「？　ヱリコ、お前、まさか……ネズミの真似か？　急にどうしたんだ？」

『…………』

　良く分かっていない隆良に、暫しばし沈ちん黙もくしたヱリコが──改めて声を発してきた。

『……下野根くんなんて、知りませんっ！　ふんっ、ふーんだっ！　ですっ！』

「え……ヱリコ!?　な、何だ!?　一体なんだったんだぁー!?」

　一方的に通信を切ったヱリコの行動は、謎に包まれたままだが──とにかく現状を把握した隆良が、のっぴきならない現状に冷や汗を流す。

（ヱリコの行動は、全然、全く、これっぽっちも、寸分たりとて、分からんかったが──しかし今、なぜか俺に無理やりキスしようとしてくるコイツらの行動……何がキッカケだったのか、皆かい目もく見当もつかねーけど……だが、ヤベェ。これは……これは！）

　カッ、と目を見開いた隆良が、真実に気付いて声こわ高だかに叫さけぶ──！
















「決戦前のキスって、これっ……死亡フラグじゃねぇかぁぁぁ!?　しかも×３とか、どんだけ俺を殺してーんだ!?　死の包ほう囲い網もうかコレ!?」

（あ、隆良、気付いた……ていうかアタシと魅神とヱリコさん、カウントされてない？）

　これまで変に気を回し続けていた夜侘が、隆良の言葉の意味は把握しながらも、自分の行動が『頭突き』としか思われていなかった事実にちょっぴりヘコむ。

　さて、そこで『死亡フラグ』の存在を認にん識しきした隆良──更に思い至る。

「ちょっと待て……そういやココ来るまで、この戦いが終わったらとか、サラダとか、色々と積み重ねてきたよーな……まさか……いや、まさか……」

「ぉぉ……隆良、そうだよっ。アタシがどれだけ苦労したか……分かってくれる？」

「！　よ、夜侘……やっぱりか！　ふう、危ねートコだっつう──」

「だから、アタシと……しよ？　上書きしてあげるから……ね？　ね？」

「いやその理屈はおかしい。おかしいだろ……おかしいだろ!?　ヤベェ、何か確実に変な力が働いてる……死ぬ……死が迫ってくるゥ!?　どうなってんだこの状じよう況きよう!?」

　先ほどの揺れで生じたアクシデントといい、微び妙みようにルーネの『不幸』が影響しているのではないか、と思わず勘かんぐってしまう──が、隆良の言葉の意味が分かっていない、アリアと沙凪と氷莉は。

「ナニを言っているのカナ、隆良く～ん……？　そんな言い逃のがれで、この乙女おとめおねーさんの唇くちびるから逃れられると……本気で思っているのかい？」

「覚かく悟ごしてキス喰くらって……慰い謝しや料りようにゲルを請せい求きゆうさせてもらいますの。天てん空くう海かい闊かつなるお嬢様たるもの、当たり屋のスキルくらい当然……ねーわ、さすがに。ですの」

「さあ、たからパパ……ちゃちゃっとやって、ラクになっちゃいなよ～……ほらほらぁ」

（……殺やられる）

　迫り来る肉食なんちゃって乙女達から、ずさっ、と後ずさった隆良は──猛もう烈れつな勢いで、階段を駆かけ上がり始めた。

「こ、こんな所にいられるか！　俺は一人で決戦に赴おもむくううう！」

「た、隆良ー!?　それも死亡フラグだよ、危ないよ隆良ぁー!?」

「死亡フラグなんて迷信に決まってるさァ！　それを俺が証明してやんよぉぉぉ！」

「隆良、落ち着いてぇー!?　それもダメな奴やつだってば、隆良ぁー!?」

　叫びながら階段を駆け上がる隆良と、心配しつつ追いすがる夜侘──もちろん、アリアと沙凪、そして氷莉も。

「追え……逃にがすなぁー！　彼の唇を奪うまで、猛もう追ついするぞー！　敵は……敵は我々の本能にアリ！（乙女心）」

「「おーっ」ですのぉぉぉ！」

　どどど、と地じ響ひびきを立てて駆けていく面々は、将の首を狙ねらう軍勢の如ごとし──……そして、いまだに唇を押さえてぼんやりとしていた魅神が、

「……ふっ……」

　小さく笑えみを浮うかべ──しかしまだ困惑気味なのか、軽く目を回しつつ、それでも自身の内に生じた素す直なおな感想を呟つぶやく。

「……死亡フラグ、って……何だろ。……なに？」

　ずっと変わらず純な魅神、そのままで居て欲しい彼女の漏もらした問いに──答える者は、幸いにもいないのであった。







　04　限界を超えて戦う彼を、人知れず支えてきた存在があった。その秘密は、そう、いつも──とある小瓶の中に、隠されていたのだ







　目に見えないフラグという名の何かに追われ、瞬またたく間に階段を駆け上ってきた隆たか良らと、彼を追う仲間達が──ついに、屋上へと続く重厚な扉とびらへと辿たどり着いた。

「ぜっ、ぜっ……きょ、今日は、何かもう、上に上に上りっ放しで疲つかれたぜ……げほっ」

「はっ、はっ……む、無我夢中で隆良を追いかけて、一気にここまで来れた、ねっ……結果的に、けほっ……せ、正解、だったかも……」

　息切れする隆良と夜よ侘わび、沙さ凪なぎと氷莉こおりも喋しやべることさえ出来ず、疲れていないのはアリアだけ──と思いきや、いまだに頰ほおを紅あかくしている魅み神かんも、呼吸だけは落ち着いていた。

「……ふ、ふんっ、だらしないわね、皆みんな……そ、そんなんで戦えるのかしらっ？」

「……いや、お前は『雷らい迅じん』で空も飛べるから、そりゃ楽だろうけどよ。俺らは階段ダッシュを強いられてんだよ。そこんトコ、ちゃんと──」

「さ、さー、行くわよ。じ、時間の猶ゆう予よなんて無いんだからね。皆、準備はイイ!?」

「何であからさまに目を逸そらした？　いや、逸らそうとしてんのは話か？　おーい？」

　しかし隆良の問いかけには、顔を真っ赤にしたまま答えぬ魅神。鈍どん感かんゲル妖よう怪かいにはその辺りの機き微びは感じ取れないらしいが、今はそれどころでないのも確かだ。

　この先に、ルーネと──そして恐おそらく、『絶対正義ジヤガー・ノート』が居る。その機械的な分厚い扉の横脇わきには、緑色の光が灯ともっている。どうやら『[image: α]アルフア』が言った通り、ロックは外れているらしい。開けようと思えば、今すぐにでも開けられるのだ。

　扉に手を掛けようとした隆良が、仲間達の顔を見る。一人一人が順番に頷うなずいたのを確認し、隆良も一度だけ頷き返してから、改めて前を向いた。

「おしっ……開けるぞーっと──！」

　声を上げた直後に隆良が扉に触ふれると、ぷしゅっ、と空気が抜ぬけるような音がしてから、ごうん、と重い音を立てて扉が開かれる。それと同時に、室内外の気圧差によるものか、目も開けていられないような突とつ風ぷうに見み舞まわれ、思わず隆良が呻うめき声を漏らした。

「うおっ……っ、すげぇ風圧だな。浮ふ遊ゆう研究施し設せつを思い出すぜ……えっ？」

　呟く隆良の眼前に、けれど『浮遊研究施設』の時には有り得なかった光景が広がる。常識はずれに高いタワーの頂上は、緑鮮あざやかな屋上庭園になっていたのだ。手広い円形の屋上に足を踏ふみ出した隆良と沙凪が、思わず感かん嘆たんの声を上げる。

「お、おお……こんなバカ高いタワーの頂上に、こんな立派な庭園があるのかよ……木まで植えてるし、まさか『[image: α]』の趣しゆ味みか？　アイツ、意外なトコで女子力が高いな……」

「ふおお……野球できるくらい広いですの！　甲こう子し園えんだってできそうですのー！」

「こんな高いトコで甲子園とか、高校球児、総トラウマ確定だっつの。……つーか真っ先に野球って、お嬢様の発想じゃないっつか」

「……ダンスパーティーできそうですの。優ゆう雅がに紅茶を飲みながらくつろげますの」

「イヤ別に無理しなくてもイイんスよ!?　俺もいらんコト言って悪かったけど！」

　いまいち緊きん張ちよう感かんに欠ける二人だが、一方でアリアは鋭するどい視線で屋上庭園を観察していた。歩きやすく舗ほ装そうされたコンクリートの歩道、良く手入れされた芝生しばふ、色とりどりの花を植えた花か壇だん。それらを微かすかな闇やみに染め上げている、黒いモヤの発生源を見つけた。

「……隆良くん、気を引き締しめろ。私達の捜さがしていた子を、ようやく見つけたぞ」

「へ？　アリア、そりゃまさかルーネのコト……──！」

　アリアが指差す屋上庭園の奥には、屋上内でも一ひと際きわ小高い祭さい壇だんのような場所──色いろ濃こい黒色の嵐あらしが渦うず巻まく隙すき間まに、確かに一いつ瞬しゆんだけルーネの姿が遠目に窺うかがえた。けれど、彼女を見つけて安あん堵どする以上に、その状態に憤いきどおりと不安を覚える。

「っ……何ですの、あれっ……縛しばり付けるなんて、酷ひど過ぎますのっ！」

　沙凪の言葉が示す通り、ルーネは祭壇で十字の磔はりつけ柱に拘こう束そくされていた。鎖くさりで縛られていたが、そうでなかったとしても、動くことが出来るのかは怪あやしい。今のルーネはまるで『眠ねむり姫ひめ』のように目を閉じ、意識を失っているようだ。

　だが、縛り付けられているのまでは、まだ憤りの範はん疇ちゆうだった。それよりも問題である、ルーネの現状に覚える大きな不安を、夜侘がぽつりと零こぼす。

「この黒い、モヤみたいなの……ルーネさんに集まってる？　ど、どうなってるの？」

　それは磔られているという以上に、異常な光景だった。ルーネの『異能』は発動する際、本来なら白い薄はつ光こうを放つはず。しかし今は黒いモヤ、あるいは黒い霧きりがルーネの周囲で、まるで嵐のように吹ふき荒すさんでいる。さながらルーネは、台風の目というところか。

　少なくとも隆良達にとって、それは初めて見るルーネだった。だが、にも拘かかわらずアリアは、状況を分ぶん析せきして早々に推論を口にする。

「ふむ……今のルーネちゃんが『超ちよう大型隕いん石せき』や小隕石の接近と、数々の不幸の発生を促うながしているなら、あの黒いモヤは『引き寄せた不幸を周囲に撒まき散らしている』のかもしれん……アレが恐らく、『[image: α]』の『電子操作異能』で送り込まれ、リーザの『拒きよ絶ぜつ異能』によって反作用を起こすように引き出された、ルーネちゃんの力なのだろう……」

「！　んなっ……じゃあ、早く止めてやんねーとっ……！」

「まあ少し待て、隆良くん。ふむ……どうやら、時間を経へるごとに激しさは増しているようだ。少し慎しん重ちようになるべきだ、な……っと」

「おいおい、ンな悠ゆう長ちような──……アリア、それ……何だ？」

　隆良が尋たずねながら指差したのは、アリアがどこからともなく取り出した、一見すると硬こう質しつな鉄てつ塊かい──拳こぶし大の破は片へんを右手に摑つかみ、アリアは簡潔に返す。

「さっきの『[image: α]』との戦いで出た残ざん骸がいを、ちょっと拝借してきただけさ。まあ目的としては、様子見のためにな。こういう風に……すうっ──！」

「お、おお……ま、まさかそれ、アリア……あ、あんま無茶すんな──」

「なに、当たらないよう、ちゃんとズラす──さっ！」

　一声発しつつ、アリアがオーバースローで破片を投げつけた。砲ほう丸がんのように重そうな鉄塊が唸うなりを上げ、黒色の嵐の中へ入り込んでいく──が、しかし。

「────！」

　黒い霧が色濃くなる部分に鉄塊が触れた瞬間、何とルーネからは随ずい分ぶんと遠い歩道の敷しき石いしが、不意に歪ゆがんだかと思いきや──唐とう突とつに爆ばく発はつする。硬質な電子タワーの破片と敷石が激げき突とつすると、互たがいに弾はじけてあらぬ方向へ飛んで行った。

　その現象を目まの当たりにして、アリアは小さくため息を吐つきながら呟く。

「……まあ、さすがにここからルーネちゃんまでは届かんが、分析は出来たな。やはり『不幸を撒き散らしている』らしいが、ルーネちゃん自身に『不幸は近寄れない』性質も併へい発はつしているようだ。しかしあの不条理な爆発現象……『不幸を撒き散らしている』の一言で済ませるには、理り不ふ尽じんすぎる力だな。……容易に近づくコトは出来そうにもないぞ」

「お、おお……つーかアリア、無茶すんなっつの！　あんな重いもんオーバースローでぶん投げたら、肩かたぶっ壊こわれるぞ!?　大だい丈じよう夫ぶなのかよ!?」

「んっ。……うん、大丈夫、平気だ。……私のような、化け物に片足突つっ込んでるようなのを、そうやって心配してくれる……隆良くんのそういうトコ、私、超好き」

「へ？　……お、おお？　??」

　アリアの直球な表現に、しかし隆良は逆にストレートすぎて意味が分かっていない。直球でも回りくどくてもダメなら、この鈍感ゲル妖怪、一体どうすれば伝わるのか。

　さて、それはともかく──話を逸らしたい少女、夜侘がここで口を開く。

「と、とにかくっ……早くルーネさんを助けないと、ねっ!?　ほら隆良、考え込んでる暇ひまなんて無いよっ！　もう何も考えず、遮しや二に無む二にダッシュでいこっ──」

『気の毒だが──それは、させない……させるつもりは、ないよ』

「……──！　この声っ……！」

　突とつ然ぜん、上空の後方から降り注いできたのは──間ま違ちがいない、『絶対正義』の声だ。隆良達が出てきた、屋上への出入り口の真上から聞こえてきた。

「──『無秒着火ゼロ・フレイム』──！」

　刹せつ那な、夜侘は誰だれよりも早く振ふり返り、顔を上げた。少し前に『[image: α]』も言っていたが、『絶対正義』が防ぼう御ぎよを展開する前に攻こう撃げきできるとしたら、それは恐らく夜侘だけ──ノータイムで目視した場所に着火できる『異能』をおいて他ほかにない。

　それは、隆良達にとっても同意の事じ項こう。だからこそ、夜侘はいち早く動けたのだが──しかし攻撃の試みは、残念ながら不発に終わる。

「……えっ……？　……空間が、歪んで……？」

　それは明らかに『絶対正義』の『大気を操あやつる異能』が起こした現象──彼の周囲の空間には、無数の歪みが見受けられた。歪わい曲きよくした空間に夜侘の燈ともした炎ほのおが揺ゆらめくも、それは『絶対正義』に届くことは無い。

（っ──対策を打たれてた──！）

　瞬間、夜侘の背筋が冷たくなる。このような事態を引き起こした『絶対正義』は、少なからず心神を喪そう失しつしている部分があると思っていた。正常な判断など出来ないはずだと、だからこそ、そこに付け入る隙すきがあるはずだと。

　けれど、違った。彼は、冷静に狂っているのだ。あくまでも自身の目的を遂とげるため、狂った意志を貫つらぬくために全力を注いでいる。

　結局、再三にわたって発した炎は届くことなく──『絶対正義』はマントを翻ひるがえし、周囲の空間を歪ませたまま、悠ゆう々ゆうと円形の屋上に降り立った。

「…………っ！」

　ルーネとは対極の位置に立ち、隆良達を挟はさむように位置取る『絶対正義』を相手に身構える。しかし当の『絶対正義』はそれを気にも留めず、まるで親しい者に対してするように、『一人の少年』へと穏おだやかな語調で語りかけてきた。

「やあ、下しも野の根ね隆良くん……よく来た、よく来てくれたね」

「！　…………」

　その言葉を受けた隆良に、反応はない。が、『絶対正義』はフルフェイスのマスクの模様を流動させつつ、立て続けに言葉を紡つむぐ。

「キミは、私のファン……信しん奉ぽう者だ。誰もが私を忘れようとする中、キミとトーヤくんは、私を覚えていてくれた……そうだね、そうだろう？」

「……ああ、そうだ。俺はアンタに憧あこがれて、『ヒーロー』を目指した」

「ああ……分かってる、分かっているさ。それ以上に、嬉うれしいコトは無い……だからこそ、キミも私の目的を、理解してくれるはず──」

「だからこそ──俺はアンタを、止めに来たんだ。……『絶対正義』」

「…………？」

　隆良の言葉に、『絶対正義』は意味が分かっていないのだろうか、首を傾かしげて見せる。そして沈ちん黙もくの末、ぼんやりと尋ね始めた。

「つまり、下野根隆良くん、キミは……私の、敵なのか？」

「ああ、そういうコトになるな」

「『絶対正義』が『ヒーロー』として、世界に刻まれるのを……邪じや魔ま、するのか？」

「……そんなコトしたって、アンタを『ヒーロー』として認めてくれるヤツなんざ、一人もいねぇと思うけどよ……まあ、そういうこった」

「……そうか……そう、なのか……」

　小さな呟つぶやきを漏もらした『絶対正義』が、軽く俯うつむく。悲しんでいるのだろうか、それとも戸と惑まどっているのか、マスクの模様は風の強い曇くもり空のように目まぐるしく変化し──かと思いきや、『絶対正義』はおもむろに顔を上げ、

「ならば、キミは私の敵だ──敵は、排はい除じよだ。──斬きり裂さけ、『絶対断だん裂れつ』──」

　あまりにも素っ気なく、無造作に、『絶対正義』は腕うでを振り上げた。その軌き道どうに沿って、震しん撼かんした大気が全すべてを斬り裂こうとする。

「……──！　隆良くん、危ない──！」

「！　ッ……ぐ、おあっ!?」

　瞬間、ゾーンの世界を超こえたアリアの『人類の限界超ちよう越えつ』による動きで、隆良は難を逃のがれた。あとほんの少しでも遅おそければ、真っ二つにされていたかもしれない。的を絞しぼられないよう散開した沙凪も、思わず怒いかりの声を上げる。

「っ……あ、あっぶねーですのっ……あんの、マスク・ド・変態正義……いきなり無茶苦茶しやがりますのっ！」

　文句を口にしながらも、沙凪は四色の蝶ちようを体の周囲に漂ただよわせて臨戦態勢を取り、『絶対正義ジヤガー・ノート』の気を引くように身構えた。

「ふんっ……全く、情じよう緒ちよの欠片かけらも無いエセヒーローですの！　お嬢じよう様さまへの許しがたい無礼行こう為いは、今すぐ償つぐなわせますのよ！　さあ、神しん妙みようにしますの──」

「……大気が、揺らめく……揺らめいて、いる。……そこか」

「……ファッ!?　ちょ……に、逃にげますの、氷莉──！」

『絶対正義』が真横へと腕を振り、沙凪が手を伸のばした先は、虚こ空くう──一見すると誰もおらず、斬り裂かれたのは庭園内にあった一本の大木だけと思われたが、

「……っ……ふ、あわわっ。あ、あぶっ……ぎ、ギリギリすぎっ」

　景色がぼやけ、何も無かったはずの場所から氷莉が転がり出てくる。気温差によって蜃しん気き楼ろうを創り、身を隠かくして忍しのび寄っていたのだろう。それをあっさりと看破され、慌あわてて退たい避ひした氷莉に、『絶対正義』は視線さえ向けずぽつりと呟いた。

「姿を消しても、無む駄だだ……無意味だ。私の大気の届くところ、私に感じ取れないモノは、ありはしない。そうだ……私は『ヒーロー』なのだから、当然だ」

「……え、ええ～……『ヒーロー』だからとか、イミフメイだしー……このヒト、やっぱメンドイよ～……」

　整合性に欠ける『絶対正義』の発言に、氷莉もため息を吐くしかない。が、そんな整合性の無ささえも、彼への恐おそれに繫つながるのが厄やつ介かいだ。

　と、そんな『絶対正義』の意識は──既すでに氷莉から離はなれていた。姿の見える隆良とアリア、そして夜侘にさえ、彼の意識は注がれていない。

「……キミは、何だ？　一体……何者だ？　私の大気さえ震ふるわせる、異常な存在感……この『ヒーロー』の、敵となる者か？」

　そう、いつの間にか屋上の更さらに上、中空でバチバチと電でん撃げきを弾けさせている、金色の乙女おとめが──『絶対正義』と対立するように、己おのれの存在を主張していた。

「ええ、そうよ──アンタが『ヒーロー』だなんて認めないけど、アンタの相手は、この私がしてあげるわ。……最終奥おう義ぎ『雷らい神じん』──時間をかける気なんて、微み塵じんもないわ」

　魅神は既に四し肢しを電撃化させており、全開の出力で臨戦態勢に入っていた。そんな彼女へ向けて、『絶対正義』は相変わらず無造作に近い挙動で腕を振り上げようとするが、

「……敵ならば、倒たおすまで……倒すだけ、だ。──『絶対断裂』──」

「遅いっ──『雷らい塵じん×雷らい迅じん』──！」

「……!?　っ──『絶対防ぼう壁へき』！」

　振り上げようとした腕を途と中ちゆうで止め、『絶対正義』が手を突き出すと──彼の周囲を球状の防壁が覆おおい、魅神の繰くり出す電撃とぶつかり、ばちりと炸さく裂れつ音を立てる。

「……残念、惜おしかったわね……攻撃も防御も一いつ瞬しゆんっていうんだから、チートにも程ほどがあるってのよ。ふんっ」

「……それはお互い様、だな……お互い様、だ」

『絶対正義』の言葉が示す通り、魅神の攻撃も一瞬だ。どちらかが気を抜ぬけば、それこそ瞬またたく間に勝負が決まるかもしれない。そんな切せつ迫ぱくした状じよう況きようで、魅神が不意に声を上げる。

「……ほらっ、ナニぼさっとしてんのよ、バカ隆良……皆みんなもっ！　コイツとは私が戦うから、皆はルーネちゃんを助けてあげなさいっ！」

「……お、おおっ!?　おいおい、魅神……ナニ言ってんだ！　お前ひとりで『絶対正義』の相手なんて、いくら何でも無む謀ぼうだっつう……」

「いいから、素す直なおに従いなさいっつーの！　そんなコト言いながら、一刻も早くルーネちゃんを助けたくて仕方ないんでしょ、どーせ！　ふんっ！」

「！　……魅神、お前……」

　魅神の言葉は、実のところ図星を突いていた。この屋上へ来て、磔はりつけにされたルーネを見た時から、隆良は既にルーネを助けたい一心に囚とらわれている。先ほどの『絶対正義』の攻撃を、アリアが助けてくれなければ躱かわせなかったのも、それが原因かもしれない。

『絶対正義』の脅きよう威いは、確かに無視できるモノではない。しかし集中を欠いて戦えるほど、甘い相手でもない。それが分かっていたからこそ、魅神は強大な『絶対正義』の相手を、一手に引き受けようとしているのだ。

「……あ、勘かん違ちがいしないでよ。どっちにしろ、ルーネちゃんも助けないと隕いん石せきは止められないんだから……私は効率を考えて役割分担してるだけよ。一刻も早く事態を収めるコトを優先してるってだけなんだから……分かってるわね？」

「……お、おう……いや、何でそんな素す直なおじゃねーのか、そこはビックリするほど分からんけども……まあ、道理だよ。あ～、まあ、何つーか。………」

　人差し指で頰ほおを搔かいた隆良が、暫しばし無言で考え込み──改めて言葉を投げかける。

「んじゃ、ココは頼たのむぜ──魅神！　速そつ攻こうでルーネ助けて、戻もどってくるからよ……それまで、気合入れて待っとけよ！」

「ふん、分かってるってば──私を信じて、任せときなさいっ！」

　その言葉を皮切りに、隆良は魅神へと背を向け、ルーネの下もとへ向かおうと走り出す。更に最も足の速いアリアが隆良に続き、夜侘、そして氷莉と沙凪も追いかけていった辺りで、『絶対正義』が魅神へと声を掛かける。

「む……そうか、私の足止めをすると……しようというのか。『ヒーロー』の道を遮さえぎる敵としては、良く考えている……だが、それは無駄だ、無駄に終わ──」

「……はい？　アンタも何か、勘違いしてるんじゃない？」

「……なに？　どういうコトだ……何を言っている？」

「私は、足止めのつもりなんて無い──ここでアンタを、倒すつもりよ」

「！　…………」

　魅神の言葉に、『絶対正義』は沈黙する。表情の読めないフルフェイスのマスクは、相変わらず模様だけが不気味に蠢うごめいているが、魅神は気後れすることなく口を開いた。

「アンタの、その『絶対防壁』とやら……アリアの分ぶん析せきによると、大気を隙すき間まなく渦うずのように巻き続けて、外からの攻こう撃げきを常に拡散し続けてるのよね？　常時絶え間なく更こう新しんし続ける、絶対的な大気の防壁……理論上は地表から大たい気き圏けんまで覆い尽つくすような爆ばく発はつでも起こさない限り、真っ向から破るのは不可能って、アリアも感心してたわ」

「……ふむ、そうだ……その通り。間ま違ちがいではない……が、それを知ったところで──」

「けど、膨ぼう大だいな出力の攻撃で、一点を集中して貫つらぬいてみたら……どうかしら？」

「…………？」

　良く分かっていないように首を傾げる『絶対正義』だが──対する魅神は一つ深呼吸し、自身の周囲に電撃を[image: 迸]ほとばしらせる。

「ふうーっ……分からないなら、やって見せてあげるわ……一点集中で大気さえも貫く、極ごく細ぼその雷らい撃げきの矢──！」

　全身に[image: 迸]らせた電撃を束ね上げ、左手に弓を、右手に矢をつがえるような体勢で、魅神は射い貫ぬくような声を上げる。




「───『雷らい矧じん×雷らい針じん』───！」




　その極細の矢には、見た目には似つかわしくない、膨大な出力が秘められていることは明らかだった。細く束ねられた電撃に、魅神の両りよう腕うでと両りよう脚あしから、今もなお電撃が注がれている。放てば鋼鉄の壁かべでさえ、あっさりと貫いてしまいそうなほどだ。

　その尋じん常じようではない出力を秘めた電撃の矢を前にして、『絶対正義』は防壁を展開したまま、ゆっくりと声を紡いだ。

「ふむ……とんでもない出力だ……凄すさまじい、な」

「……落ち着いた感想、どうも。けど……すぐに冷静じゃ、いられなくなる──わっ！」

　言葉を終えると同時に、魅神は[image: 迸]る電撃の矢を『絶対正義』へ向けて放った。炸裂音を起こしながら飛ひ翔しようする雷撃の矢が、『絶対正義』の纏まとう防壁へと届く……が。

「っ……やっぱり、簡単には抜けないわねっ……！」

『絶対正義』は先ほどと変わらず、『絶対防壁』を展開したまま立ち尽くしている。一点突とつ破ぱの高出力な一撃でも、その完かん璧ぺきな防ぼう御ぎよは貫けなかったようだ。

　魅神と相対する『絶対正義』は、しかし目の前の敵よりも、ルーネを救いに走る隆良達のほうへ視線を向ける。

「……ふむ、ルーネくんを、止めるつもりか。今の彼女には私の『絶対断裂』でさえ、届かない。無駄だ……無意味だ、と忠告しておこう」

「……ふん、私の仲間達を、舐なめないでくれるかしら。アンタが出来なくたって、私の仲間には出来るのよ。お生あい憎にく様さまね」

「ふむ……それが真実か定かでないが、黙だまって見送る理由も無い。止めるとしよう──」

「あら、今ので終わりだと思うなら、随ずい分ぶんと甘いわね──よそ見してんじゃないわよ」

「──！　これは……」

『絶対正義』はその場を動けなくなる。彼が目を逸そらしている内に現れたのは、雷いかずちを[image: 迸]らせる人型の『何か』。魅神ではない──魅神は『絶対正義』の背後に居た。

「出し惜しみはしないわ──電撃の分身を創り出す『雷らい蜃じん』を発展させた、私の新しん技わざ、電撃の写し身を思い通りに動かす『雷らい人じん』と、そして……展開する電撃の結界っ！」

「！　……むう……」

　強大な力を持つはずの『絶対正義』さえ、思わず呻うめいてしまう光景──魅神の創りだした電撃の写し身が、一つや二つどころか、三つ、四つ、五つと、その数を増していく。




「───『雷らい人じん×雷らい陣じん』───！」




　防壁を張る『絶対正義』を、電撃の兵が取り囲むように展開する。魅神が構えるのと同時に、全すべての写し身も戦せん闘とう態勢に入ると、

「さあ、『絶対正義』──とことんまで、付き合ってもらうわよ──！」

　気勢を上げた魅神が、『絶対正義』へ向けて攻撃を開始する──！




　ルーネの下へと駆かける隆良達の背中越ごしに、カッ、と眩まばゆい閃せん光こうが放たれる。見ずとも魅神が戦っていることを理解しながら走る隆良に、アリアが早口で語りかけた。

「隆良くん──魅神と『絶対正義ジヤガー・ノート』の戦い以上に、我々には時間が無い。先ほど『絶対正義』は、上空から現れただろう？　恐らく奴やつは、『超ちよう大型隕石』の質量を崩くずさず地表へ到とう達たつさせるための、『通り道』を作ってきたのだと思う」

「！　『[image: α]アルフア』が言ってたヤツかっ……」

「うむ。だからこそ、分断して事に当たる道を選んだ魅神の選せん択たくは、結果として正しかったといえる。……つまり、我々の臨むべき『ルーネちゃん救出作戦』は」

「おお……分かってら！」

　ルーネが巻き起こす黒い嵐あらし、その直前で立ち止まった隆良が、声こわ高だかに叫さけぶ。

「狙ねらうのは、短期決戦！　速攻でルーネを救ってやって、『絶対正義』の間違いも正す！　詰つまる所、そういうこったな！」

「……うむ！　分かっていれば良い。皆も、心の準備は出来ているな!?」

「「──もちろんっ」ですのっ！」「おっけ～っ」

　振ふり返ったアリアの声に、夜侘と沙凪、そして氷莉が、それぞれ返事する。

　そして隆良は、磔にされているルーネを、吹ふき荒あれる黒い嵐の隙間に垣かい間ま見み、

（……ルーネ、遅おそくなって悪かったな……待ってろよ。今、俺らが行くからよ──そしたらもう、お前を独りぼっちになんか、絶対させねぇ！　お前を悲しませるようなコトから、いっくらでも守り通してやらぁ！）

　その意志を改めて心に描えがき、隆良が地を蹴けって駆け出す。ルーネを中心に巻き上がる黒い嵐に包まれると──それと同時に、先ほどと同じく歩道の敷しき石いしが破は裂れつを起こす。駆け出して早々、隆良の目の前に大量の石いし礫つぶてが襲おそいかかってくる、が。

「っ、うおおっ!?　危ねっ──」

「隆良くん、どいていろ！　すうっ──はああああっ！」

　隆良の前方へ躍おどり出たアリアが目にも留まらぬ拳けん撃げきを繰り出し、数えきれぬ石礫の全てを叩たたき落としていく。だが、絶大な身体能力を発揮するアリアの表情が、不意に歪ゆがむ。

「っ？　体が、重い……ちっ、疲つかれなど気にしてられるか！　皆、私に続いて……」

「──アリアおねーさまっ！　上からっ……隕石がっ！」

　その時、先行するアリアの頭上に脅威が迫せまっていることを、夜侘の声が知らせてきた。

「………なにっ!?」

　それは今もなお、ルーネが引き寄せてしまっている内の一ひと塊かたまり──一回り小さい小隕石ではあるが、それでも十分な破は壊かい力は秘めているだろう。

「っ、下にばかり気をっ……このままではっ──！」

「アリア、動くな！　ここは俺と……氷莉に任せろっ！」

「えっ……た、隆良くん!?　氷莉ちゃんと、って……一体、どうする気──」

　呼び止められたアリアが立ち止まると同時に、隆良が続けて氷莉へと指示を出す。

「氷莉！　俺らの上に、氷の壁を張れっ──家の屋根みてーな……分かるか!?」

「えっ……で、でもたからパパ、インセキなんて、さすがにとめられないよー……」

「いいから、時間がねぇっ……俺を信じて、早く！」

「！　わ、わかったっ……えいっ、『だらだら・スウィート・ルーム』っ」

　両手を広げた氷莉が、左右に氷柱つららを創り、その上に三角形の屋根を創る──氷の神しん殿でんとでも言うべきそれを見て、ほくそ笑えんだ隆良が、氷の屋根に向けてゲルを噴ふん出しゆつする。

「おしっ……邪じや魔まな石ころには、ご退場願うぜっ……うおらぁぁぁっ！」

「!?　た、隆良？　どうするつもり──にゃっ？」

　夜侘の疑問には、すぐに答えが出る。氷莉の創った氷の屋根と、その上に敷しき詰められたゲルに、小隕石が接せつ触しよくした瞬しゆん間かん──とぅるんっ、と小隕石が滑すべり台のようにスライドしていき、そのまま円形の屋上外へとリングアウトしてしまう。

「……おぉ……」

　夜侘から漏もれたのは感かん嘆たんの呻きか、それともドン引きか──だが、沙凪だけは違ちがった。

「なるほど、ウォーター・スライダー……いえ、ゲル・スライダー……そういうアトラクションもありますのね。にゅふふ、わたくしの野望が、また一つ増えましたの……！」

　その野望の内訳を聞く日が来ないことを願う。さて、かなり遅おくれて小隕石が地面に達する音が、ずうん、と響ひびく中──窮きゆう地ちを逃のがれたとはいえ、小隕石の襲しゆう来らいを目まの当たりにした隆良が、冷ひや汗あせと同時に疑問を呟つぶやく。

「っ、は～、危なかったぜ……改めて、デタラメにも程ほどがあんな……しっかし、いくら何でもやり過ぎだぜ。あんなのが直撃したら、ルーネ自身だって……」

「……いや、案外、ルーネちゃんだけは……大だい丈じよう夫ぶなのかもしれないな」

「！　アリア……そりゃ一体、どういう意味だ？」

　真しん剣けんな表情で説明を求める隆良へと、アリアが自身の推論を率直に伝えた。

「先ほども言ったが、ルーネちゃんの『異能』の性質は、本来『不幸を周囲に拡散する』コトだが……しかしその『副作用サイド・エフエクト』とでも言うべきか、彼女自身には一いつ切さいの不幸が近寄れない。今まで怪け我がをしたコトが無かったというほどだ。だからこそ、彼女が引き寄せた不幸の場合でも、彼女自身が傷つくコトは無いのだろう」

「……それが今回みたいな、トンデモねー被ひ害がいだったとしても……たとえこの塔とうが崩れ落ちたとしても、ルーネだけは何らかの要因が重なって助かるかも、ってコトか？」

「うむ……それがたとえ『超大型隕いん石せき』の襲来でも、世界が滅ほろんだとしても──彼女はただ一人、もし意識を取り戻もどせるなら、荒こう野やで目覚めるコトになるのかもしれん」

「！　…………」

　アリアの言葉で、独りぼっちで取り残されたルーネの姿を想像し──以前、彼女へとプレゼントしたウサギのキーホルダーの姿がだぶり、隆良は小さく歯を嚙かみ鳴らす。

『……この、ウサギ……アリス、いない、から……独り、ぼっち？』

（……！　そんなコト──）

　させてたまるか、と己おのれの意思を言葉にしようとした隆良だが、思いがけず後ろから上がってきた声に遮さえぎられることとなる。

「──そんなの、させないよっ！」

「！　お、おおっ……夜侘？」

「全てが終わって、何も無くなって、独りぼっちなんて……絶対、させないんだからっ。そんな寂さびしいの……絶対、ダメなんだからっ！」

　夜侘の言葉は、真に迫っていた。心の底からルーネを心配し、慮おもんぱかる彼女の言葉に、仲間達はそれぞれ頷うなずき、隆良も軽く笑みを浮うかべながら呟く。

「……そーだな、その通りだ。……すうっ──」

　と、不意に深呼吸したかと思いきや──隆良、吼ほえる。

「ルゥ───ネェ───ッ！　聞こえるか、うおぉぉぉおーいっ!?」

「……にゃ、にゃいっ!?　た、隆良……急にどうしたの!?」

　突とつ然ぜんの大だい音おん声じように驚おどろく夜侘だが、隆良は構わず叫び続ける。

「今から、そっちに行くからなぁーっ！　俺らがすぐ、そんなトコからお前を助け出してやっから──安心して待ってやがれ！　分かったなァァァ!?」

「！　隆良……」

　ここに居る全員の気持ちを代弁した隆良の名を、夜侘が小さく呟いたのと──ほぼ同時に、隆良の声がきっかけになったのかは定かでないが、思いがけない事態が起こる。

「……タカ、ラ……？」

「！　おう、お目覚めかよ、『眠ねむり姫ひめ』？　……なんつってな」

「……タカラ……ミンナ………」

　磔はりつけにされているルーネの目が薄うっすらと開き、隆良が声を掛かける。しかしルーネの目には明らかに生気が欠けていて、注意していなければ聞き取れないような声を漏らした。

「……来ナイ、デ……誰だれ、モ……近寄ル、イヤ……ッ」

「……にゅおっ!?　ナニ言ってんですの、ルーネわたくし達が分からないんですの──」

「ルーネ、ヒトリ、デ……イイッ……来ルッ……ナアァァァ！」

「！　にゅあっ……る、ルーネ、落ち着きますのっ……ふおおっ!?」

　沙凪の言葉にも問答無用で拒きよ否ひの意を示すルーネは、明らかに心神が安定していない。力の制せい御ぎよができないのか、黒い嵐を更さらに強く吹き荒れさせていた。

　いいや、そもそも心神が安定していたとしても、無む駄だかもしれない。無意識に発動する『異能』をコントロールできない限り、ルーネを拘こう束そくから解放したところで、『不幸を引き寄せる』今の状態の解除は、叶かなわない可能性もあるのだから。

　目も開けていられない、暴力的な『異能』の旋せん風ぷうを前に、隆良達は半ば強制的に足を止めるしかないのだった。




　ルーネの発する黒い嵐から、遠く離はなれた位置で戦う魅神と『絶対正義』だが──戦い続けていた魅神は、『絶対正義』の防ぼう壁へきを前に、苦戦を強しいられていた。

（っ……何なのよ、こいつの防ぼう御ぎよ力っ……私の全火力を注いでるのに、ビクともしない！　……いいえ、それ以上に、何でコイツは反はん撃げきしてこないの……!?）

『絶対正義』が攻こう撃げきの挙動を取った瞬間、特に『絶対断だん裂れつ』を使おうとする時にこそ、隙すきが生まれるはず。魅神はそう思っていたが、隆良達がルーネを助けに走っている今でさえ、『絶対正義』は焦あせりもせず『絶対防壁』を展開し続けている。

　そんな彼に、魅神は焦りと苛いら立だちを隠かくしながら、挑ちよう発はつを投げかけた。

「ふん……『ヒーロー』だとか言って、引きこもるコトしか出来ないのかしら？　その間に隆良達はルーネちゃんを助けて、アンタの計画はぶち壊こわしよ。ご愁しゆう傷しよう様さま──」

「──どうした、『雷らい神じん』くん。随ずい分ぶんと口が回るが……何か、焦っているのか？」

「！　………ッ」

『絶対正義』の返してきた言葉は、的を射ていた。四し肢しを電気化する『雷神』は消しよう耗もうが激しく、その状態を維い持じするだけでも疲労は蓄ちく積せきしていく。かといって『雷神』を解けば、『絶対正義』の足止めさえままならない。ほんの少しでも攻撃の手を緩ゆるめれば、全すべてを断つ一撃、『絶対断裂』が襲いかかってくる。

　だからこそ、隆良達がルーネを助けようとし、『絶対正義』がそれに気を取られる一瞬の隙を突つくのが理想だったのだが──なぜか『絶対正義』は、ルーネに執しゆう着ちやくしていないように見える。よほどルーネには手を出せない確信があるのか、それとも。

「それに、ルーネくんを今さら解放したところで……間に合うか、間に合うだろうか」

「！　……何ですって？」

「……いや、言ったところで、意味の無い……詮せん無なきことだ。……ふっ！」

「……はっ!?　っ……『雷らい迅じん』！」

『絶対正義ジヤガー・ノート』の発言に気を取られ、無造作に揮ふるわれた『絶対断裂』を危うく受けそうになった魅神だが、既すんでのところで回かい避ひする。彼の言葉の意味は分からず、魅神は心に鬱うつ屈くつとした感情を抱かかえたまま、戦せん闘とうを再開した。




　先ほどより勢いを増している黒い嵐を前に、誰もがその場で足あし踏ぶみする中、隆良は鋭するどい眼まな差ざしでルーネを観察していた。

「来ルナ……来ナイデ……タカラ、デモ……ヤダ」

　隆良でさえ近寄るのを嫌いやがるルーネは、まるで出会った頃ころに逆ぎやく戻もどりしたかのようだ。そんなルーネを見て、アリアが苦々しい表情で声を漏らす。

「やはり……今のルーネちゃんは、近寄るモノ全て、己にとっての『不幸』だと認にん識しきしているようだ。隆良くんでさえ、例外ではないらしい。……リーザめ、酷こくな真似まねをする」

「ああ……ルーネのヤツ、能力だけじゃなく性格まで、真逆になっちまったみてーだな。いつもなら、むしろアイツのほうから近寄ってくんのによ。……逆、逆か……」

　口元に指を当てて思案する隆良だが、その耳にルーネの言葉が続けて聞こえてくる。

「誰モ……イラナイ。ルーネ、ヒトリ、ガ……イイ。モウ……放ほうッテ、オイテ」

「！　……おい、ルーネ、あのなぁ──」

　隆良が不服そうな顔をし、人差し指を突き付けて物申そうとするが──それより先に、

「「「──お断りだっ！」」ですのい！」

「───!?」

　声を揃そろえてきたアリアと夜侘、そして沙凪に、意識が朦もう朧ろうとしているルーネでさえ驚く……とはいえ、朦朧としているのに加えて元から無表情なため、顔には出ないが。しかし少し反応を返してきたルーネを見て、隆良が目を丸くして考え込む。

「ルーネ、お前……本当は……そっか、おし……やるしか、ねーよな」

　何やら決意したかのように頷いた隆良が、仲間達へ声を掛ける。

「……皆みんな、頼たのみがある。ちょいと無茶なコト言っちまうが……お前らで、何とかルーネの所まで行って、アイツを捕つかまえてやってくれねーか？」

「！　…………」

「ルーネは今、俺達の言葉に少し反応した。この状じよう況きようを打破するには……何よりまず、普ふ段だんのアイツを取り戻さないと、始まらないと思うんだ。だから、頼む……ルーネまでの道は、俺が作る。あの『眠り姫』を起こすために……皆の、力を──！」

「そんなの、当然だろう？　言われるまでもない……さっ！」

「！　あ……アリア!?」

　隆良が言い切るよりも先に、アリアと、そしてチームメイト全員が、再び駆かけ出していた。先行して飛び出したアリアを、ルーネの虚うつろな目が捉とらえる。

「！　ウ……アリア、イヤ……寄ル、ナッ……～～～ッ！」

「ッ！　アリア……うおおおっ！」

　アリアの足元四方で、破は砕さいした歩道が破は片へんを巻き上げ──隆良は彼女を守るようにゲルを発するも、全ては防ぎ切れず、中心にいたアリアの全身を強したたかに打ち据すえる。

　ルーネに近寄るほど、発生する不幸の勢いも比例して大きくなっているようだ。岩がん塊かいとの激げき突とつに、アリアの体が揺ゆれた……かと思いきや。

「──これしきで、私を止められると思うなぁ──っ！」

　迫せまり来る破片を拳こぶしと脚あしで全て弾はじき返し、アリアは息切れしつつ口を開いた。

「はあ、はあっ……っ、ルーネちゃん！　私はずっと……一人だった。天才などと囁ささやかれ、この世を勝手に嘆なげいて人と距きよ離りを置いて、ずっと孤こ独どくに生きていた」

「!?　アリ、ア……ナニ……？　ルーネ、関係、ナイ──」

「けれど、私は魅神と……隆良くんと、夜侘ちゃんと、沙凪ちゃんと……氷莉ちゃんと、そしてヱリコちゃんにも出会って……一人では、なくなった」

「……ッ……」

「そして……キミも、一いつ緒しよだ。これから……キミも、一人では、なくなるんだ！」

　声こわ高だかに放たれるアリアの言葉に、ルーネが無言で耳を傾かたむけていると、立て続けに小隕石が飛来してくる。しかしその時、氷莉が一ひと際きわ強い冷気を放ちながら声を上げた。

「いくよっ──『だらだら・スウィート・ルーム』──『びふぉー・あふたぁ』！」

「おしっ、いいぜ、氷莉……俺も全開でッ……ぶちかましてやるぁぁぁ！」

　三角形の氷の屋根を、継つぎ足すように広げると、隆良もその上にゲルを敷しき詰つめていき──小隕石が屋上外へ滑すべり落ちる中、氷莉は止まらず駆け続ける。

「わたしもさー……たからパパとであうまでは、ヒトリでいいやー、そのほうがラクだー、っておもってたんだけどさー……イマはなんか、チガウんだよねー。めんどいコトいっぱいだけど、つかれるけどー……ヒトリのトキより、たのしーコト、いっぱいでさ」

「……コオリ……」

「だから……ルーネぴょんも、コッチにさそったげるよー。『だらだらスクール・コンビ』も、カイショーしたおぼえ、ないしねー。さー……いこっ、みんなーっ」

　氷の屋根の下、アリアが先導する道を、隆良達は走り抜ぬけるが──今度は引っこ抜かれた大木が、左右から押し潰つぶすように挟きよう撃げきしてきた。

　しかし、そこで『待ってました』とばかりに声を上げたのは──沙凪だった。

「今ですのっ！　『風来神使ルフ・シルフ』っ……わたくし達を、運びますのよーっ！」

　翠すい緑りよく色の蝶ちようが巻き上げた旋風で、隆良達は後押しされ、既のところで事なきを得る。沙凪は頰ほおを伝う汗あせを拭ぬぐいもせず、得意げな顔で言葉を紡つむぐ。

「にゅっふふーんっ……全く皆、わたくしがいないと危なっかしくて見てられませんの！　ホント、わたくしがいないと、ダメダメですのっ！」

「……サナギ……」

「……ダメダメなのは、あなたもですの、ルーネ。制御できないからって暴れまわちゃって……疲つかれさせてくれますの、全く。……仕方ないから、この才さい色しよく兼けん備びのミラクル・イマジネーション・セパレートタイムお嬢じよう様さまが、助けてあげますの！　にょーっほっほ！」

　もしかしたらこのお嬢様、知っている英単語を並べているだけの可能性が出てきたが──しかし彼女のおかげで、ルーネとの距離が大おお幅はばに縮まる。そのまま進もうとする面々だが、ルーネに近づくということは、襲おそい来る力も増大することを意味しており、

「っ……くっ！　はあっ……邪じや魔まをっ……するなぁっ！」

「ん、いいっ……っ、なにこれ、すっごいつかれるっ……けどっ……うう～っ」

　アリアと氷莉の力を以もつてしても、思うようには進めなくなっていた。この黒い嵐あらしの中で襲いかかってくる『不幸』によって、まるで力を奪うばわれていくようだ。

　それでも挫くじけず、ひたすら前へひた進んでいた彼女達は、ついにルーネの拘束されている祭さい壇だんの目前に辿たどり着く。瞬しゆん間かん、桃もも色いろの髪かみを持つ少女が、舞まうようにして飛び出した。

「！　……ヨワビっ」

　ここへ来てルーネに肉にく薄はくしたのは、夜侘──既すでに半トランスの状態でゾーンの世界に踏ふみ込んでおり、祭壇を駆け上がりながら、縦じゆう横おう無む尽じんに迫り来る障害を躱かわし続ける。

　あるいは夜侘が『異能』で攻撃すれば、そのショックでルーネの正気を取り戻もどせるかもしれない。その可能性は、少なからずあった──あったのだが。

「───う、にゃああっ!?」

「!?　ヨワビ……ナゼ、無む抵てい抗こう……意味、不明……」

　けれど夜侘は炎ほのおを発生させず、黒いモヤに包まれ、飛び交かう瓦が礫れきの数々をその身で受ける。なぜ、と目を見開いたルーネへと、夜侘は傷つきながらも微笑ほほえみを向けた。

「っ……えへ、へ……だって、アタシ達はルーネさんを、倒たおしに来たんじゃないもん……助けに来たのに、攻撃なんて……するワケ、ないでしょ？」

「エ……ルーネ、助ケ、ニ……？」

「魅神だって……同じだよ。ルーネさんを早く助けてあげたくて、そのために、『絶対正義』なんてトンデモないのを、一人で足止めしてるんだから」

　ここからは随分と離はなれた後方から、雷らい撃げきの[image: 迸]ほとばしる音と──魅神の意い気き軒けん昂こうな声が響ひびく。

『いかせてっ……たまるかぁっ！　《雷らい塵じん×雷らい仭じん》──！』

「ッ……ミカン……？」

　無表情でも声の震ふるえで感情が出ているルーネへと、夜侘は庭園の残ざん骸がいと隕いん石せき片へんの嵐を搔かい潜くぐり、時に傷つき、それでも前のめりに進み、言葉を紡ぐ。

「アタシもね……隆良や、皆と出会うまでは……ずっと、ぼっちだった。何て言うか、まあ、その、アタシ……ちょっと、ちょ～っとだけ、変なトコあったから……こ、こほんっ。……だから、アタシ達……同じだから」

「ヨワビ……ダメ、怪け我が、痛イ。ルーネ……ワタシ……ドウデモ、イイ、カラ」

「だから──えいっ！」

　向かい風のように吹ふき付ける瓦礫や、豪ごう雨うのように打ちつけてくる隕石片は、アリアと沙凪が叩たたき落とし、前へ進むための道を作る。

「『風来神使ルフ・シルフ』──邪魔モノは、全てぶっ飛ばしますのっ！」

「いけ、夜侘ちゃんっ……ルーネちゃんを、取り戻せえーっ！」

　立ち塞ふさがるものなど、何もかも、関係ない。地を蹴けって跳ちよう躍やくした夜侘は、ついに。




「つーかまーえ……たぁ！」




　その腕うでに、ルーネを抱だきしめることが──出来た。

「ッ……ア……アう……あ……」

　ぎゅっ、と強く抱きしめる、夜侘の小さな腕から、伝わってくる体温。それはとても、久しぶりで、何だか無む性しように、懐なつかしくて。

「……あった……かい」

　ぽつりと呟つぶやいたルーネの瞳ひとみに、光が宿り──更さらに三人分の体温が触ふれた。

「……ふうっ！　ようやくたどり着けた、な……長い道のりだった」

「このタワー、のぼってたトキより、タイヘンだったよー……ふぁ～……」

「ま、お嬢様にかかれば、このくらい大したコトなかったですの……にょふっ！」

「……アリア、コオリ、サナギ……」

　全力で、命がけでここまで来た四人は、既に傷だらけだった。そんなになってまで、自分を救いに来てくれたことが、ルーネには、嬉うれしくて、嬉しくて──

「……あっ……」

　ぽつり──無表情な顔を伝い、涙なみだが一つ、零こぼれ落ちる。それはルーネにとって、初めて零した涙だったのだろうか。くい、と首を傾かしげるルーネの頭を、夜侘が軽く撫なでた。

「ルーネさん……お待たせ。えへへっ」

「ん……ううん、待って、ない。来てくれて……うれしい」

　素す直なおに述べたルーネに、夜侘だけでなく、アリアと氷莉も思わず苦く笑しようする。ルーネの居る場所は、台風の目とでもいうべきか、不幸は襲いかかってこないらしい。ようやくルーネが意識を取り戻し、夜侘達は心底安あん堵どしながら、互たがいに顔を見合わせて頷うなずいた。

　……が、しかしそんな和なごやかなムードは、沙凪の一言がぶち壊こわすことになる。

「にゅお？　……あの、何か、様子が変っていうか……これ、ヤバくないですの？」

「「「…………えっ」」」

　沙凪の言葉に、夜侘、アリア、氷莉が、同時に声を漏もらす。ルーネまで辿り着いたは良いが、黒い嵐は一向に収まらないどころか、むしろ勢いを増していた。地割れのように屋上の床ゆかが裂さけていき、敷しき石いしは破は裂れつするように弾はじけ、庭園が無む惨ざんにも破は壊かいされていく。

　明らかに尋じん常じようでない事態を前に、アリアが恐おそる恐るルーネへと尋たずねる。
















「……あ、あのー、ルーネちゃん……この黒いヤツ、止めてもらえたら嬉しいんだけども……い、意識も完全に戻ったみたいだし、出来る……かな？」

「？　んっ。ん～……ふう。……無理。できない、っぽい」

「……そっか……うん、そっかー……えーと、ははは……どうしよ？」

「……のの、ノープランだぁ───っ!?」

　思わず叫さけんでしまった夜侘だが、その気持ちは全員同じ──磔はりつけにされたルーネを見て、早く助けないと、という気持ちばかりが先走り、その後のことは考えていなかった。ルーネの正気を取り戻した後はどうすれば良いのか、と夜侘が慌あわてふためく。

「わわ、祭壇が崩くずれて……っていうか、このままじゃ塔とう自体、危ないんじゃっ……どうしよ、どうしよっ!?　そ、そだ、氷莉ちゃん！　周りを凍こおらせて、補強とかっ……！」

「ううー……なんかチカラ、ぬけるぅ～……はあ、やすみたいよー……」

「こ、ここに来てまさかのだらだら発言ー!?　いや、そりゃここまで大変だったけど、そんな場合じゃないよ氷莉ちゃん！　お願いだから、力を入れ……てっ……？」

　氷莉のだらだら発言を窘たしなめようとした夜侘だが、そんな彼女自身、急激に力が抜けていくのを実感する。いや、体に力が入らなくなっているのは、全員が同じらしい。この異常な現象に戸と惑まどう少女達の中から、『まさか』とアリアが口を開く。

「これは……この黒い嵐っ……触れているだけで、力が奪われていく……!?　っ、疲れが出ている訳では無かったのか……しかし、これは、今まで以上に……!?」

「んなっ……じゃあ、一度ルーネから、離れるべきですの!?　う、ぐにゅっ……！」

「ダメだ、沙凪ちゃん！　ここはやはり台風の目だっ……ルーネちゃんから離れたら、周囲の破壊に巻き込まれて、一瞬で吹っ飛ばされかねないっ……だか、ら……う、ぐ」

　しかしあのアリアでさえ、思うように力が入らなくなっている。そんな彼女達を見て、ルーネが焦あせりながらも力を制せい御ぎよしようとするが。

「ミンナ……んっ、んっ。……んぅ！　……なん、で……なんで、ルーネ……できない？　うう、うっ……ルーネの、『異能』、なのに……どうして、どうすれ、ば……っ」

　無表情に見えても、ルーネは必死だ。けれど、どうしても、『異能』を制御できない。悔くやしくて、また涙を流しそうになったルーネが、

「たすけてっ……ミンナ、を……おねがいっ……だれかっ……だれかっ……！」

　自分を、皆みんなを助けてくれる『ヒーロー』──心に浮うかんだ『彼』の名を、叫んだ。

「たすけてっ……たっ……タカラ──！」

『その願い───この《ヒーロー》が、聞き入れた───！』

「え……タカラ!?　タカラ──ふあ。……え、コレ、ナニ？　……べとべと」

　聞こえてきた声と共にルーネの顔に降ってきたのは、何やら粘ねん度どの高いゲル。それは間ま違ちがいなく、ルーネの頭上からやってきた。

　そう、それこそが皆の『ゲルヒーロー』──粘度を大いに高めた白はく濁だくの鎧よろいによって、氷の天てん井じようにべったりと張り付いている、下野根隆良である──！

「……えと、こんにちは、白い人？　……違う。タカラ？　あう……妖よう怪かい化、ついに？」

『誰だれが妖怪だ。へっ、でもまあ、いつものお前に戻ったみてーだな……色んなトコに撒まき散らしたゲルを操作して集めんのに、時間かかって悪かったな。けど、もう大だい丈じよう夫ぶだぜ……このゲルでお前らを守ってやらぁ。だから……ちょいと眠ねむってもらうぜ、ルーネ？』

「え、あ、ウン。……あー、うー……でも、ワタシ、心の準備、ちょっと」

『よしじゃあ行くぜぇぇぇ!?　この俺様の崇すう高こうなる《異能》に包まれ──その力を収束させるが良いわ！　《あなたの毎日に、白濁ハグ・トウー・エブリデエイ》ィィィ！』

「ちょ、タカラ、聞く──ふ、あんっ。……あっ、あっ……生暖か……い、んっ──」

　このゲル妖怪、問答無用である。いや、問答したところで、結局かかってきそうではあるが──ゲルの鎧を身に纏まとって更にゲルを噴ふき出し、少女達へと覆おおいかぶさるように落ちてきた隆良に、ルーネは無表情のまま頰を上気させて艶つやっぽい声を漏らしてしまう。

「んっ、や、やあ……タカラ、ワタシ、こんな……あ、あうう」

『大丈夫、大丈夫……毒とかじゃねーから。まあアレだ……健康療りよう法ほうみたいなモンだと思えばイイんじゃね？　マッサージとか』

「む、無理。タカラ、これ、ダメ……だって、そこっ……入る、ダメぇ……──っ！」

　さて、ルーネと同様に逃にげることもままならない仲間達は、（一部を除いて）悲しみに打ちひしがれながらも、その感かん触しよくを受け入れることに慣れてきて──

「ふ、ふえ？　これ……んにゃーっ!?　げ、ゲル!?　ダメーっ……これ、何度浴びても耐たえられないーっ!?　ふ、ふええっ……隆良のバカ、ばかぁ……責任取ってぇ……」

「う、うあう……久しぶりだが、これはキツ──は、入ってきちゃ、ダメだってっ!?　こらっ、隆良くんっ!?　おねぇさんの言うコトを聞きなさっ……う、うああっ!?」

　慣れることなど出来はしない、変わらぬ感動（誇こ大だい広告）を、夜侘とアリアにお届けしている模様。体力を削そぎ落とされているにも拘かかわらず、悲鳴を上げる乙女おとめ達の中で、幼い部類に入るはずの沙凪と氷莉は、というと。

「ひゃっ……ふうううっ！　最近は巨ゲル兵といい、ツキが回ってきてますの……戦いは疲つかれますケド、これさえあれば……わたくし、あと百年は戦えますの、マジで」

「んあー……キモチよくはないけど、ながされてるカンカクは、ラクでいいかなー……うん、わるくないかも？　は～……ぷかぷか～……」

　このように、意外にもご愛あい顧こいただいている様子。そう、今や誰からも愛される最良のゲル妖怪──一家に一台あれば、病やみ付きになること請うけ合い、なのかもしれない──（効能・効果には個人差があります）




　ゲル責め……いや、ゲルマッサージ健康法を受け続けた女子達は、気持ち悪さ……いやいや、マッサージ疲づかれで気を失してしまっている。

　もはや庭園というより、廃はい墟きよのようになってしまった屋上で、死し屍し累るい々るいの様相を醸かもすも──隆良だけが、その場に立ち尽つくしていた。

「……ッ、はあっ──何とか、なったみてーだなっ……」

　ゲルで気絶したルーネは、今や黒い霧きりなど発していない。鎖くさりから解放されて横たわり、いつも通り……いや、以前より薄うすい気のする白い光を見て、隆良も安心する。

「……ま、ちょいと荒あら療りよう治じだったけどよ……無事で良かったぜ、へへっ」

　言いながら軽くルーネの頭を撫でると、びくん、ルーネの体が軽くはねる。荒療治すぎてトラウマになっていなければ良いが、果たして。

　と、そこで隆良は、ルーネと共に倒れ、気絶したまま動かない仲間達を眺ながめる。触れるだけで力が削ぎ落とされる黒い嵐あらしの中心で、ずっと耐え続けていたのだ。ここで無理やり彼女達を起こしたところで、もはや立つこともままならないだろう。

　とはいえ、あの黒い嵐によって傷つき、体力を奪うばわれているのは、隆良も同じだ。けれどまだ、戦える。戦わなくてはならない──『ヒーロー』として、彼は今もなお『絶対正義ジヤガー・ノート』と交戦する魅神を見て、そちらへと歩を進めた。

「っ……『雷らい塵じん×雷らい迅じん』！　はあっ、はあっ……」

「……随ずい分ぶんと、息が上がっている。限界か……限界、なのだろう。もうこれ以上、私の邪じや魔まは、するな──しないでくれ」

「……はっ……そういうワケにはっ……いかないのよっ！」

（……限界は、魅神だって同じだぜ……アイツが戦ってんのに、俺がボーっとしてるワケにゃ、いかねぇだろ。……さて、と）

　魅神の加勢に入る前、隆良は内ポケットに手を突つっ込み、一本のドリンク──言葉にすればえげつないが、マムシドリンクを取り出した。

　実のところ今日だけで、『ヒーロー軍団』との戦いの後、そして先ほどの『[image: α]アルフア』と戦ってから階段を上っている最中、こっそりと服用していた。

　鼻を摘つまみ、それを一息に飲み干しながら、隆良は小さく声を漏らす。

「……うおえー……はあ、こればっかりは、何度飲んでも慣れねーなー……でもま、これで……よっ、と！」

　不意に隆良が虚こ空くうへ向け、片手を突き出し、力を籠こめる──が。

「…………へっ？」

　隆良は素すっ頓とん狂きような声を漏らし、自身の手の平を見つめ、沈ちん黙もくする。その行こう為いの意味は、誰かが見ていたとしても、果たして分かっただろうか。暫しばし、そうして沈黙していた隆良だが──開いていた手を閉じ、ぐっ、と握にぎり拳こぶしを作ってから、ぽつりと呟つぶやく。

「……まあ……なるようにしか、ならねーか。……さーて、と」

　何やら覚かく悟ごを決めた隆良が、誰にも気付かれぬよう、ゆっくりと動き始めた。




　ルーネの起こしていた黒い嵐が治まったのを見て、魅神は軽く胸を撫で下ろす。目の前に立ちはだかる『絶対正義』に向けて、どんなもんだ、と誇ほこらしげに声を放った。

「ふふん……気分はどう？　ルーネちゃんは私の仲間が、きっちり助けちゃったわよ。皆を甘く見たのが、アダになったわね。アンタのイカれた計画も、これでご破算──」

「……いいや、そんなコトはない……そうではない。私の計画は、終わっていないさ」

「は？　ナニ言ってんだか……負け惜おしみなんて、見苦しいわ──」

　魅神が言葉を終える、その寸前──通信機越ごしに、ヱリコの声が割り込んでくる。

『──あ、あのっ！　えっと、報告ですっ……街の避ひ難なんは終しゆう了りようして、飛来し続けていた小隕いん石せき群も、今しがたピタリと止まりましたっ……』

「……！　ヱリコ、本当!?　やったわっ……これで、私達の勝ちっ──」

『けどっ……けどっ！』

　吉きつ報ぽうを口にしながらも、ヱリコの声は焦しよう燥そうに駆かられている。一体どうしたのか、と訝いぶかしむ魅神へと、ヱリコはついに悪い知らせを伝えてきた。

『《超ちよう大型隕石》だけはっ……その巨きよ大だいさのため、もう軌き道どうを変へん更こうされることなくっ……このまま、墜おちてくるって……もう、確定だ、って！』

「……えっ？　ちょ……ど、どういうコトよ!?　だって、そんなっ……」

『本来なら、大たい気き圏けんの《断熱圧縮》で大おお幅はばに質量が削けずられるはずなんですけどっ……なぜか今、大気の層がおかしくなってて……それを何とかしない限り、《超大型隕石》はこのまま落ちてきて……世界レベルの大規模災害が、起きてしまうかも、っ……下野根くん……どうしましょう、どうすればっ……』

「……ウソ……え？　だって、皆……ルーネちゃん、助けて……なのに……」

　ヱリコの告げてきた事実は、あまりにも絶望的だった。魅神でさえ膝ひざを突きそうになるも、それだけは既すんでのところで堪こらえたが、『絶対正義』に容よう赦しやはない。

「『雷神』くん……悪いが、これが真実だ。ルーネくんを止めたところで、無む駄だ……無意味だ。私を倒たおせないキミ達には、もう道は無い……術すべは、無い」

「っ……アンタ、こうなるって、最初から分かって……くっ……！」

「だが──このまま不確定要素を放置する理由も、無い。先に消そう……消しておこう」

「は？　……──なっ!?」

『絶対正義』が狙ねらうのは、今や無防備な状態の夜侘達と、ルーネ──打ちひしがれて反応が遅おくれた魅神の雷らい撃げきは、彼が右みぎ腕うでを振ふり下ろすのには、明らかに間に合わない。

　このままでは、仲間達が──最悪の未来を想像した魅神だが、しかし。

「待っ……『絶対正義』！　やめ──えっ？」

「……──！　むうっ……はっ！」

　瞬しゆん間かん、『絶対正義』が方向転てん換かんし、自身の左後方へ向けて右腕を振り下ろす。すると、死角から迫せまっていた見るからにエグいゲルが真っ二つに裂さかれ、地面に飛び散った。

　一体何が起こったのか、考えるまでも無い。『絶対正義』を挟はさんで魅神の反対側に、変に斜しやに構えたポーズを取った隆良が、ニヒルな笑えみを浮かべて立ち尽くしていた。

「よう、『絶対正義』さんよ──楽しそうなコトしてるじゃねーか、俺も混ぜてくれよ」

「……下野根隆良くん、キミも、やはり私の邪魔をするか……邪魔を、するのだな」

　マスクに覆われた顔を向けてくる『絶対正義』に、隆良が戦せん闘とう態勢を取ることで答えとする。が、しかし魅神は憔しよう悴すいしきった表情で、隆良へと声を掛かけた。

「バカ隆良……どうしよ、どうしたらイイの……？　このままじゃ……っ」

「……おいおい、魅神、らしくねーな。まだ道が残されてんのに、もう諦あきらめんのか？」

「……え？　道、って……だ、だって、えっ？」

　隆良は戸と惑まどう魅神へと、『絶対正義』への警けい戒かいは解かないまま告げる。

「ルーネを助けるため、意識を失わせた時よ……あれだけ暴れまくってた『異能』が、一気に落ち着いたんだ。他ほかにもよ、ずっと前に氷莉と戦った時も、覚えてるか？　あの時だって、氷莉が戦意を失ったら、氷こおり漬づけだった学校はすぐに融とけちまっただろ」

「……あ、ああっ!?　そ、それじゃ、『絶対正義』を倒せば……もしかしてっ!?」

「おう。……ま、それが一番、難しいんだろうけど……でもよ！」

　はっ、と顔を上げた魅神へと、軽く笑みを浮うかべた隆良が、力強く言葉を放つ。

「俺とお前で出来ないコトなんて、何もねぇ──なあ、そうだろ!?」

「！　…………」

「お互たがい、疲れたなんて言ってらんねーぞ。こっからが本番だぜ……さあ！」

　ぐっ、と拳を握り締しめ、声高らかに隆良が吼ほえる。




「俺達二人で、『絶対正義』を──ぶっ倒すぞ！」

「……ふんっ、分かってるってのよ……足引っ張るんじゃないわよ、バカ隆良っ！」




　返事と共に一ひと際きわ強く電でん撃げきを[image: 迸]ほとばしらせる魅神に、ニヤリと笑みを浮かべる隆良──息を合わせる二人に挟まれ、しかし『絶対正義』は焦あせる様子も見せず、ただぼんやりと呟いた。

「……下野根、隆良くん。私を忘れないでいてくれた、キミだとしても……いや、キミだからこそ。容赦はしない……容赦は、できない」

　仮面の左半分に走る傷のような模様が、禍まが々まがしく蛇へびのように蠢うごめいて──




「見せてやろう──本当の『ヒーロー』の、その力と──果てなき絶望を」




『絶対正義』がマントを翻ひるがえし、両腕を掲かかげた瞬間──彼らの、最後の戦いが始まった。







　05　バイバイ、ヒーロー







　常識はずれの高さを誇る塔とうの頂点で、激戦が繰くり広げられていた。

　片や、全すべてを切り裂く『絶対断だん裂れつ』と、全ての攻こう撃げきを無効化する『絶対防ぼう壁へき』を持った、最強の──けれど、狂くるってしまった『ヒーロー』。

「無に帰きすが良い──『絶対断裂』──」

　片や、己おのれの四し肢しを雷いかずちに変え、超ちよう高こう速そくと最強の攻撃力を両立する、金色の乙女おとめ。

「当たって、たまるかあっ……『雷らい迅じん×雷らい蜃じん』！」

　そして、そんな二人の戦闘に介かい入にゆうする、一人の少年の力は──

「こっちだぜ、『絶対正義ジヤガー・ノート』──喰くらいやがれッ！」

　──白はく濁だくとしたゲルを飛ばす、見るも微び妙みような『異能』だった。

　この場に居るのは明らかに不ふ釣つり合いに見える存在。しかしそんな彼が、究極の力を持つはずの『絶対正義』を乱している。

「む……！　むう……読めないな、キミの行動は……さすが、私に憧あこがれた少年だ……憧れてくれた、少年だ」

「……へっ、いい加減、アンタを卒業しなきゃいけねーんで……なっ！」

　地面の死角となる辺りから、隆たか良らは再三にわたってゲルを飛びかからせる。今も手の平から発射すると見せかけて、袖そでの下に隠かくしていたゲルを操あやつって虚きよを突こうとした。

　三人の中では、明らかに見み劣おとりする最弱の『異能』──けれど隆良は、己おのれの思考をフル稼か働どうし、思いつく全ての作戦を行動に移し、『絶対正義』と渡り合っている。

　屋上の端はしで倒れる夜よ侘わび達からは離はなれるように大立ち回りを繰り広げるのも、作戦の一いつ環かん。とはいえ『絶対正義』には彼女達はもはや眼中にないらしく、そこだけは幸いだった。

「おら、こっちだぜ、『絶対正義』さんよ！　捕つかまえられるモンなら捕まえてみやがれ！」

「ふむ、鬼おにごっこのつもりか……私の信しん奉ぽう者よ。逃にがさない、逃がしはしないぞ」

　隆良の意表を突く行動には、『絶対正義』といえど、即そく座ざに対応できない場面が多々あった。彼のサポートがあるおかげか、魅み神かんは先ほどよりずっと自由に動けている。

（！　チャンスっ……バカ隆良に、気を取られている内にっ！）

『絶対正義』が隆良に集中すると、魅神が即座に中空へと飛び上がる。両りよう脚あしを揃そろえて膝を突き出し、両腕を交差させて、雷撃を一いつ箇か所しよに集めると、




「斬きり裂け、爆ばく雷らいの豪ごう雨う───『雷らい尽じん×雷らい仭じん』───！」




　目も開けていられない閃せん光こうと共に、鋭するどく唸うなる無数の雷が降り注ぐ──！

「む、う……！　『絶対防壁』──！」

　咄とつ嗟さに張られた渦うず巻まく大気の盾たてを前に、繰り出した大おお技わざも無意味に地面へ沈しずんでしまう。攻撃は一いつ切さい届かず、『絶対正義』は無傷のままだが、

「……へへっ」「ふふっ……」

　なぜか隆良と魅神は、まるで悔くやしそうにしていない。二人の様子に、『絶対正義』は訝いぶかしそうに首を傾かしげながら防壁を解いた──その刹せつ那な。

「───今よっ、バカ隆良！」

「分かってるっ……っつーのぉっ！」

　ぼんっ、と音を立てて、見るもエグい白濁の塊かたまりが飛び上がり、




「喰らいなさいっ、沈めた電撃の地雷──『雷らい侵じん×雷らい沈じん』！」

「飛び上がれ、俺らの合わせ技──『昇り竜、雷神列伝ライジング・ライデイーン』！」

「ぬ、ぐっ……ぬううっ!?」




　破は裂れつしたゲルの内側から解き放たれた雷撃の爆ばく弾だんが、『絶対正義』を感電させながら上じよう昇しようし、中空に位置する魅神へと返っていく。さしもの『絶対正義』も、虚を突ついた時間差攻撃に『絶対防壁』で迎むかえ撃うつのは間に合わず、強力な一撃に思わずたたらを踏ふんだ。

　口に出さずとも互いの意図を汲くみ、実現した合体技──隆良と魅神の絶ぜつ妙みようなコンビネーションによって、『絶対正義』へと初めて攻撃が届いたのだ。さすがに一撃では倒すまでに至らなかったが、この意味は魅神にとって非常に大きかった。

（いけるっ……私とバカ隆良なら、『絶対正義』に通用するっ……勝てるっ！）

　気き焰えん万ばん丈じよう、己の内に燃え上がる闘とう志しを感じ、魅神が更さらに踏み出そうとした──が。

「……っ!?　っと……ふふっ、ちょっと浮き足立っちゃったみたい、ね」

　前のめりに転びそうになり、魅神は誤ご魔ま化かすように呟つぶやいた。

　しかし魅神は、理解していた。心に、体が付いていかない。限界を超こえて戦い続けたツケが、ここまで来て、ついに回ってきてしまったのか。

　心中では焦りながらも、『絶対正義』に己の疲ひ弊へいを悟さとられないよう振る舞まう。そんな魅神の通信機から、聞きなれた声が届いてきた。

『魅神……おい、聞こえるか、魅神』

『……バカ隆良!?　あ、っと……なによ、こんな時に、作戦でもあるの？』

　作戦を立てようとしているのに気付かれないよう、隆良も魅神も己の口元を『絶対正義』からは隠し、動き回りながら通信機を介かいして対話する。

『魅神……お前、もう相当、限界なんだろ？　ちょっと、休んでろ』

『……は、はあっ!?　バカ言ってんじゃないわよ、私はまだまだ戦えるって……！』

『アホ。アホ魅神。俺の目を誤魔化せると思うなっつの。バレバレなんだよ、アホ』

『んなっ……何よ、バカ、バカバカ隆良！　大体アンタだけじゃ、すぐやられて──』

『やられねーよ──魅神、いいから黙だまって、俺を信じてろ』

　言い返してくる魅神を力強い言葉で黙らせ、隆良は彼女へ、はっきりと言い放った。

『《その時》は、必ず来る──俺を信じて、待ってろ。だからお前は、何があっても必ず、《最後の一撃》の余力だけは残しとけ。……分かったな、魅神！』

『！　……ああ、う～っ……わ、分かったわよ、バカ隆良っ！　……もうっ』

　渋しぶ々しぶ魅神が受け入れると、対する隆良は、にやりと笑う。そのまま地を蹴けって『絶対正義』へ向かっていく彼を、魅神は祈いのるような心地ここちで見つめていた。

「おらおらっ……まだまだ行くぜっ！　勝負はここからだぁぁぁ！」

（……お願い、バカ隆良……どうか、無茶だけは、しないでよっ……）

　その場に留とどまった魅神は、一いつ瞬しゆんの隙すきを見み逃のがさないため、そして同時に隆良へのフォローも兼かねて、『絶対正義』へと鋭い視線を注ぎ続けていた。

（信じて、待ってるんだからっ……分かってるわよね、バカ隆良っ！）

　ぐっ、と握にぎった両拳こぶしから、ばちり、電撃が弾はじける。己の内に残る余力をくすぶらせるように、魅神は『その時』を待った。

『絶対正義』にしてみれば、隆良を相手にしながら魅神に注視され、一瞬でも気を抜ぬけば電撃に貫つらぬかれる、神経を糸にして針の穴に通すような現状──だが、それでも『絶対正義』の優位は、何があっても揺ゆるがない。

「……無む駄だだ、下しも野の根ね隆良くん……『雷らい神じん』くんでも破れなかった、私の『絶対防壁』だ……キミと彼女の二人でようやく届いたというのに、キミ一人で破れるはずがあるだろうか。破れるはずが、ないだろう」

「っ……へっ、そいつはどうかな。何事も、やってみねーと分かんねーぜ？」

　隆良の返す言葉は、明らかに強がりだ。いくら夢見がちな彼とはいえ、完全防ぼう御ぎよを誇ほこる『絶対防壁』を己のゲル一つで破れるとは、いくら何でも思えなかった。

　それを見み透すかしての余よ裕ゆうなのか、けれど『絶対正義』は、不思議そうな声を発する。

「それにしても、下野根隆良くん……一体、どうした？　なぜなのだ？」

「……は？　何がだよ、ったく……そういう不ふ明めい瞭りような質問、困るんだけどよ──」

「キミの『異能』は、ゲル状の液体を放出する能力、だったはず……そのはず、だ。なのに、なぜ先ほどから……それを、操るだけなのだ？」

「！　……………」

『絶対正義』の問いかけに、隆良は否定するでもなく、沈ちん黙もくしてしまう。代わりと言わんばかりに訝しげな声を発したのは、魅神だった。

「は？　……いや、ナニ言ってんのよ。バカ隆良は、さっきからゲル出してんじゃない。ナニよアンタ、考え方がおかしいだけじゃなく、目まで節穴なワケ──」

「いいや、違ちがう──間違っているぞ、『雷神』くん。彼は今も、いや、恐おそらく最初に我々の戦せん闘とうに介入してきた時も、既すでに放出していたゲルを操り、私へ向かわせていただけだ。その証しよう拠こに……彼はずっと、体から直接ゲルを放出していない」

「……だから、ナニ言ってんのよ。そんなワケ……な、い……」

　否定しようとした魅神の言葉が、途と中ちゆうで止まってしまう。思い返せば、隆良が『絶対正義』との交戦を始めてから、確かにゲルを直接的には噴ふん出しゆつしていないように思える。地を這はうゲルを操っていた時も、袖の下にゲルを隠していた時も、そうだ。

　だとしたら──隆良が故意に『ゲルを出していない』のではない、としたら。

「バカ隆良っ……アンタ、まさかっ……!?」

「……ちぇっ、バレちまっちゃ仕方ねーな。まあ……魅神、お前の考えてる通りだよ」

「！　……そっか……やっぱり、アンタも、もう……っ」

　そう、隆良は今、確かに『ゲルを出せなくなっている』。魅神が限界を迎えつつあるように、隆良もまた、限界だったのだ。むしろ誰だれよりも率先して戦っていた彼が、既に限界を迎えていたとしても不思議では無い、と魅神も改めて理解する。

　ゲルを出せなくなる──実のところ隆良は以前、魅神と初めて戦った直後、この状態に陥おちいったことがある。隆良以外でそのことを知るのはアリアだけだが、しかしそれは一時的に使えなかっただけで、すぐに『異能』を取り戻もどすことは出来た。

『ゲルを操る力』が失われていない事実も踏まえれば、今回も一時的に使えないだけという可能性は高い。けれど重大なのは、よりによって今この瞬間に使えないことだ。

　ただでさえ強大な『絶対正義』を前に、一つの武器を欠いた状態で立ち向かわなければならない。そんな隆良へと、けれど『絶対正義』は軽かろんじることなく語りかける。

「下野根隆良くん……キミは、私の信奉者だ。今の私にとって、私以上に大事なモノがあるとすれば、それは私の信奉者をおいて他ほかにない」

　ならば、見逃してくれるとでも言うつもりか──いいや、それは絶対にありえない、と隆良は確信を持って予測していた。

「だからこそ、私は言った──本当の『ヒーロー』の力と、絶望を見せる、と。それこそが、私に憧れてくれたキミへの、手た向むけだ──そうだろう、そのはずだ」

　今の『絶対正義ジヤガー・ノート』には、どこまでいっても正常な思考というのは望めない。彼のマスクの模様が雲のように、あるいは蛇へびのように蠢うごめくのを見て、隆良はそう思った。

　だが次の瞬間、思いがけないことが起こる。圧あつ倒とう的てき優位に立っているはずの『絶対正義』が、己おのれを守っていた『絶対防ぼう壁へき』を解いたのだ。

「「───!?」」

　その不可解な行動に、隆良と魅神は驚おどろく。が、魅神は反射的に『絶対正義』の背後へ回り、両手に電でん撃げきを[image: 迸]ほとばしらせていた。

（これは……チャンス!?　今なら、ヤツに攻こう撃げきを届かせ……ッ!?）

　しかし魅神の体は、なぜか硬こう直ちよくし、動けなくなってしまう。

　魅神の背筋に、凍こおりつくような威い圧あつ感かんが奔はしる。『絶対正義』の背中と、魅神の間。そこには、目に見えぬ『死線』が横たわっていた。隙など、微み塵じんもありはしない。

　今まで幾いく度どとなく激戦を潜くぐり抜けてきた魅神だからこそ、感じ取れた空気だ。今、攻撃を仕し掛かけても、絶対に当たらないという確信に、

（──だけど、それでもっ！）

　けれど魅神は、己の役割を見失わない。『絶対正義』を倒たおすため、一いち抹まつの気後れなど一瞬で吞のみ込み、雷いかずちの矢をつがえて『雷らい矧じん』の体勢を取る。

　魅神は、隆良を信じていた。たとえ限界を迎えていたとしても、ゲルを出せなくなっているとしても、彼を信じ、『絶対正義』に隙が出来る『その時』を待つ。

　魅神の選せん択たくは、間違っていない。あまりにも強大な『絶対正義』を倒すためには、闇やみ雲くもに攻撃したところで、無意味にしかならないはずなのだから。

　……けれど、果たしてそれは──正しかったと、言えるのだろうか。

「さあ……キミに見せよう、『ヒーロー』の最大の力を……そしてどうか、歓かん喜きしてくれ。キミの憧あこがれた『ヒーロー』は、確かに『ヒーロー』であったと──」

　熱に浮うかされたような言葉を紡つむぎながら、『絶対正義』が片手を振ふり上げた瞬間──大気が振しん動どうし、ごう、と唸うなりを上げ始める。それを見た隆良は、周囲に散らばるゲルを己の下もとへと集めた。今までの情報から鑑かんがみて、『絶対断だん裂れつ』が放たれると予測する。

『絶対断裂』が襲おそい来る速度は、尋じん常じようではなく速い──が、どこへ振り下ろしてくるのかが分かれば、回かい避ひのしようもある。魅神の放つ雷速に慣れている隆良ならば、際きわどい所なのは確かだが、躱かわせる可能性はあった。

『絶対正義』に最大の隙が出来るとしたら、それは腕うでを振り下ろして『絶対断裂』を放った瞬間のはずだ。

　──しかし隆良と、そして魅神の予測は、外れることになる。

「───えっ？」

　一向に腕を振り下ろさない『絶対正義』の頭上で渦うず巻まく大気は、その規模を徐じよ々じよに増大させていく。これは『絶対断裂』ではない──ようやくそれに気付くも、時すでに遅おそし。

「全すべて、全てを、無に帰せ──『絶対絶無』」

　刹せつ那な、渦巻く大気が解放されるのと同時に──不規則な軌き道どうの大気の刃やいばが、『絶対正義』の周囲へと無数に飛び交かっていく。

「なっ、うっ……──っ!?」

「!?　っ……『雷らい迅じん』──！」

　完全に虚きよを突つかれるも、魅神は一瞬の判断で『絶対正義』から距きよ離りを取る。倒れている仲間達へと咄とつ嗟さに目を向けるが、『絶対断裂』ほど遠くへは届かないのか、幸いにも彼女達は無事だった。思わず魅神も、ほっ、と胸を撫なで下ろす。

　とはいえ、間かん一いつ髪ぱつだった。魅神は背中に冷ひや汗あせを流し、隆良へと声を掛かける──が。

「っ……ここへ来て隠かくし玉を持ってたなんて、ふざけてるわね……ねえ、バカ隆良、アンタだってそう思う──え？」

　なぜ魅神は、その光景を想像しなかったのだろうか。魅神でさえ、『雷迅』を使ってようやく躱せた一撃。それを同程度の距離で受けた隆良が、雷速の回避術など持ち得ない彼が、どうして無事なはずがあるだろう。

　魅神は、見た。恐らく隆良は、直前、集めたゲルで儚はかない防御を試みたのだろう。けれど彼の体は、完全に二つに分かれてしまっている。右みぎ腕うでを伸のばし、うつ伏ぶせに倒れる隆良と──ゲルに包まれた彼の左ひだり肩かたから先が、別々の位置にあった。

「え……え？　……ウソ、よね……バカ、隆良？　……えっ……？」

　魅神のか細い声に、隆良は何の反応も示さない。粘ねん度どの高いゲルの下した敷じきにでもなっているのか、まだ血は滲にじみ出ていないが──それも、時間の問題だろう。

「なによ、コレ……なんなのよ……っ！」

　その光景を目まの当たりにしても、魅神は信じられない。そう、隆良は無事のはずだ。だからこそ、急いで手当てする必要がある。

「バカ隆良っ……待ってなさい！　今すぐ、そこの大バカを……『絶対正義』を倒して、助けてあげるからっ！　すうっ……はあああっ！」

　ばちり、一際強い電流が、魅神の周囲に[image: 迸]る。対する『絶対正義』は、もはや隆良には背を向け、魅神へと追い討うちをかけるために腕を振り上げた。

「──隙だらけだ、『雷神』くん……先ほどまでのキミとは、別人のようだ。それでは、私に届かない……指一本、触ふれられない」

「知らないわよっ……どけっ……どきなさい！　私は、バカ隆良を──！」

「……哀あわれだな、『雷神』くん……それは、無駄だ……無意味な怒いかりだ」

　ついに、『絶対正義』が魅神へ向けて、腕を振り下ろそうとした──その直前。

「──やっと、捕つかまえたぜっ……『絶対正義』ォォォ！」

「……え……ば、バカ隆良!?　あ、ああっ……！」

『絶対正義』の背後に、拳こぶしを振り上げて迫せまっていたのは、紛まぎれもなく隆良──彼の左半身の肌はだが露ろ出しゆつしているのを見て、魅神はようやく理解する。真っ二つにされたと思っていた彼の左肩側は、裂さかれてできた左袖そでと集めたゲルで作ったダミーだったのだと。

　あの一いつ瞬しゆんで抜け目なく、そんなダミーを作り、策を講じていたなんて──いつもなら呆あきれるところだが、今は隆良が無事だったことで、魅神には嬉うれし涙なみだが滲んでいた。

「ぅ、バカ隆良っ……し、心配かけんじゃないわよ！　バカ──」

「ああ──そうだと、思っていた。分かっていた、よ──」

「───え───」

　ぽつり、『絶対正義』は呟つぶやきながら、既に隆良のほうを向いていた。隆良の拳が届くより先に、銃じゆうを向けるような形で彼の体に指を突き出す。

　魅神は咄嗟に手を伸ばした──伸ばした、けれど。

「───やめっ」

「これで終わりだ、下野根隆良くん──さようなら、だ」

　あまりにも素っ気なく、無む慈じ悲ひに、『絶対正義』は大気の弾だん丸がんを発射した。

「……が、はっ」

「───バカ隆良ぁぁぁ！」

　片手で胸を押さえ、隆良はそのまま突っ伏ぷした。屋上に響ひびく魅神の声は、あまりにも空しく木霊こだまする。今度こそ演技ではなく──隆良の体の下に、血が流れ出ていた。

　その紅あかさを目の当たりにした魅神の中で、ぷつり、何かがキレる音がした。それを自覚する理性など持たぬまま、魅神は雷速で弾はじけるように飛び出す。

「『絶対正義』……『絶対正義』ォォォ！　ナニを……ナニしてんのよぉぉぉ！」

「……………」

　憤ふん怒ぬのままに魅神が繰くり出す乱らん撃げきは、今までで一番激しい。しかし一瞬で『絶対防壁』を張った『絶対正義』は、

「う、う、うっ……ああああっ！　ふざけんなっ……ふざけないでよぉっ！」

「……もう一度だけ、言おう。哀れだな……あまりにも、哀れだ……」

「あああっ……うああああっ！」

　無敵の盾たての内側で、彼女の悲痛な叫さけびを聞きながら、マスクの模様が涙を流すような形に蠢く中──




「それは、無む駄だだ──無意味な怒りでしか、ないのだ」




　ぽつり、ただ無情な一言を漏もらした。







　魅神が『絶対防壁』へ雷らい撃げきを叩たたきつけ続け、どれほど経たっただろう。時間にしてみれば、一分も経っていないかもしれない。

「……う、あ……あ、うっ」

　けれど、ついに魅神は腕を揮ふるう力を失い、ふらふらと後ずさる。

　もう、全ての力を使い果たしてしまったはずだ──それなのに、彼女の眼からは戦意が、いや、殺意とも呼べる意志が萎なえず、『絶対正義』を睨にらみ続ける。

「バカ隆良にっ……なにすんの、よっ……アンタなんて、きらい……だいっきらい……」

　その声は、怒りで震ふるえている。けれど体には、もはや力は宿っていない。意地だけで立ち続ける魅神は、今も倒れ続ける夜侘達と同様、戦う力は残っていないように見える。

　つまり、『絶対正義』を邪じや魔まできる者は、もういないということだ。彼は『超ちよう大型隕いん石せき』が迫っているであろう空を見上げ、声を漏らし始めた。

「もうすぐ……もうすぐだ。後は、終わりを待つ……それだけだ。それでようやく、私の願いは成じよう就じゆされる……ようやく、ようやく……」

「っ……この、私は、まだ戦えるわよっ……」

　魅神を無視し、福ふく音いんの到とう来らいを待ち望むかのように、『絶対正義』は迫り来る『終わり』を見上げる。そんな彼へと、魅神が足を踏ふみ出し、拳を揮おうとした、その時。

「…………あっ」

　ぱり、ぱり、と断続的に弾けた電撃が、徐々に生身の腕へと戻もどりつつある。腕だけではない、両りよう脚あしもまた、電撃が弱まっているのが理解できた。

　魅神の最終奥おう義ぎ『雷らい神じん』が、解けつつあるのだ。そして解けてしまえば、もう立て直すことは出来ない。本当の意味で、『絶対正義』への対たい抗こうは不可能になるだろう。

　そうなれば、おしまいだ。けれど魅神には、もうどうすることも出来なかった。

（……そんな……私達、ここまでやって……もう、終わりなの……？　どうしようも、無いの……？　全部、全部……終わっちゃう、の……？）

　電撃が弱まるのを、止められない。『終わり』が、迫ってくる。『彼』がいなければ、自分は立つことも出来ないのかと、魅神の目め尻じりに涙が滲む。

「ごめん……バカ隆良……私、わた……しっ……う、あっ」

　ふらり、魅神の体が、後ろへと倒たおれそうになった瞬間──

「────えっ？」

　とっ、と何かに、後ろから抱だき支えられる。いいや、何か、ではない。魅神は自分を支えている存在を、誰だれよりも良く知っていた。

「え……な、なんで……な、なんでっ……!?」

　信じられない、と言わんばかりに、魅神が目を丸くする。そして『絶対正義ジヤガー・ノート』も、背を向けて天を仰あおいだまま、声を発した。

「なぜだ……もう、キミに出来るコトなど、何も無いのに……なぜ、立つ？　なぜ、立ち上がる？　最さい期ごの時を迎むかえるまで……話し相手にでも、なってくれるのか？」

「………………」

「なあ──下野根、隆良くん──」

　いつの間にか立ち上がり、魅神を支えていたのは、隆良──先ほど確かに胸を撃うたれたはずの彼は、血を流し、どう見ても力の籠こもっていない足で、それでも立っている。

「……なるほど、そうか……私の弾丸が当たる直前、ゲルで防ぼう御ぎよし、衝しよう撃げきを緩かん和わしたのか……その抜ぬけ目の無さ、恐おそれ入る。さすが、私の信しん奉ぽう者──……？」

「ば、バカ隆良！　無事だったのっ……よかっ、たぁ……えっ？」

　しかしそこで、『絶対正義』と魅神は同時に気付く。隆良の目は、焦しよう点てんが合っていない。二人の言葉も聞こえていないようで、まるで反応を示さない。

　そう、今の隆良には──意識など、ありはしないのだ。

「……何という……何という、執しゆう念ねんだ……下野根隆良くん。本当に……恐れ入る」

　一体何が、彼を突き動かすのか──けれど、それが無駄な行こう為いであることは誰の目にも明らかだ。彼は既すでに限界を超こえ、ゲルを放出することも叶かなわないのだから。

　だからこそ──何も起こらない、と確信していた。

　だからこそ──今から起こる出来事に、『絶対正義』は大いに戸と惑まどうこととなる。

「ば、バカ隆良っ!?　無理しないで、寝ねてなさいよっ！　大だい丈じよう夫ぶだからっ……アンタが無事なら、私、まだ戦えるから！　だからっ………んえっ？」

　強がりを口走っていた魅神を、大いに驚おどろかせる事態が発生する。何と意識の無いはずの隆良が──彼女を背後から、思い切り抱きしめたのだ。

「は……ふえっ!?　な、なに、なんなの!?　え、ちょ、そんないきなり……ば、ばか……って、あれ？　……なに、このエグい……どっかで感じた、気持ち悪い、感かん触しよく……ぅ？」

　魅神に纏まとわりつくのは感触だけでなく、ぬめっ、ねちゃっ、ぐにゅにゅ、という音。一瞬、魅神は何が起こっているか分からなかった。理解は、悲鳴と同時にやってくる。

「これ、これ……げげげ、げるーっ!?　ちょ、腕うでと……ふやぁっ!?　ふともも！　ふとももは、いーやーっ!?　あ、あああ……へ？　え、あれ……電でん撃げきが、あれ？」

　気持ち悪さにもだが、更さらに魅神は驚く。今にも解けかけていたはずの『雷神』が、なぜか再び安定を取り戻したのだ。一体なぜ、と魅神は混乱した頭で思考を奔はしらせる。

（え、え……なに、これ……げ、ゲルが、まるで制せい御ぎよ装置みたいに……えっ？　まさか、『不導体』の性質？　とかで、電撃のコントロールを、手伝って？　……で、でもっ）

　そもそも隆良は、もう、ゲルが出ないはずでは無かったのか。それなのに、なぜ再び、ゲルを発射できたのか。『絶対正義』でさえ、訳が分からず首を捻ひねる。

「……どうなっている？　下野根隆良くん……キミは、限界では……む？」

『絶対正義』の言葉は、隆良の行動によって止められる。彼は意識の無いまま、魅神に抱き着いた状態で、右腕を向けてきているのだ。それは戦う意志か、『絶対正義』も思わず感かん嘆たんするが──その感情は、すぐさま別の色に塗ぬり替かえられることとなる。

「……？　……え……な──なに!?」

　それは『絶対正義』にとって、何年かぶりの驚きよう愕がく──もはや限界を迎えているはずの隆良が。もはや意識も無く、立っていることしか出来ないはずの、隆良が。

　右手の周囲から、ごぷり──ゲルを発生させたのだ──！

「え……え、え……えええ!?　な、何で……え、バカ隆良!?　ナニコレ、ちょっとー!?」

　その光景に、魅神も思わず驚く。粘ねばり気けたっぷりのゲルが、しかもかつてない勢いで、濁だく流りゆうの如ごとく波打っているのだ。驚くなかれ、というには無理がある。

「……!?　なんだ、これは……どうなっている？　……くっ！」

『絶対正義』は反射的に、右みぎ腕うでを振ふり上げた。何が起こっているのかは分からない、しかし本能が危険の警けい鐘しようを鳴らしている。『絶対断だん裂れつ』で、全すべてを断ちきるしかない。

　けれど、彼は次の瞬間、再び驚かされてしまう。

「……なっ……なにっ!?　これは、どうなっている……どういうコトなのだ……!?」

　隆良の右手から発生したゲルが、ぐねぐねと蠢うごめいたかと思いきや──ぞぬんっ、と質量を増し、触しよく手しゆでも伸のびるかのように『絶対正義』の振り上げた腕に巻きついたのだ。

「!?　ぬあっ……う、ぐっ!?　この感触……うっ……はあああっ！」
















『絶対断裂』と共にゲルを振り払はらおうとし、いつもより明らかに威い力りよくの無い大気の刃やいばと共に、べちゃりとエグい音を立てて地面へ撒まき散らされる。

　粘ねん度どの高いゲルに阻はばまれたために、大気の刃が阻そ害がいされたのか──いや、そんなことよりも、おかしい。隆良は、もうゲルを出せないはずではないか。それなのに、なぜあんな大量のゲルを発生させられたのか。

（下野根隆良くんの『異能』は……体の水分を、粘度の高い白はく濁だくとした液体に変える……そういう能力だ、そのはずだ。……？　そのはず……？　絶対に、ではない……？）

　それはあくまで、情報として得ている事じ項こう──いや、隆良自身も同じ認にん識しきだろう。

　けれど、だけど──その認識が、間ま違ちがっているとしたら、どうか。いや、隆良の能力は確かに『己おのれの水分をゲルに変える』ことだが、それだけではない、としたら。

「何だ、これは……下野根隆良くんを中心に、大気が乾かん燥そうしている……なぜ、私は気付かなかった……気付けなかった？　これは……こんな、馬ば鹿かなコトが……」

　今、隆良は間違いなく──己の水分だけをゲルに変えているワケでは、無い。

　隆良は──そう、隆良は、今──！

「大気中の水分をっ……ゲルに、変えている、だと……!?　そんなコトが……そんなコトが、有り得るのか……有り得て、良いのか……!?」

「な、あっ……え、えええ!?　うそ……え、ちょ、待ちなさいよ、それって……つまり」

　思わず魅神も、絶句する。理論上は、世界に水分が存在する限り、どこでも自在にゲルを発生させることも可能ということ。つまり──つまり、それは。

「下手したら……世界全部、『ゲル化』できるってコト──!?　じょ……冗じよう談だんでしょ!?」

　そんな世界、イヤすぎる。隆良なら『絶対白色粘着世界ゲル・オブ・ザ・ワールド』とでも名付けるだろうか。

　そんな世界を想像すると──ゲルに埋うめ尽つくされた、エグイ以外に形容できない世界を思うと、ほとんど感情を失ったはずの『絶対正義』に、ざわり、妙みような胸むな騒さわぎが奔る。

「……？　何だ、今のは……今のは、一体……──！　はあっ！」

　胸騒ぎの正体に疑問を抱いだきながらも、考える暇ひまは無い。隆良が無意識に発生させているゲルが、更に勢いを増している。左右、上下、四方、八方──虚こ空くうから生まれては次々と迫せまり来るゲルを、『絶対断裂』を乱れ撃って斬きり落とそうとするが。

「ぬっ……ぬうんっ！　ぐっ……何という勢いだ、キリが無、い……っ、おおおっ!?　う、後ろからっ……この感触、何だ……むうう、どうなっている……!?」

「う、うわあ……エグイ、キモイ……とんでもない光景ね、あれ……」

　いくら斬っても落としても、ゲルは無む尽じん蔵ぞうに迫りくる。敵対する魅神にさえ同情される、常人ならば卒そつ倒とうしかねない光景に、正気ならざる『絶対正義』は果か敢かんに立ち向かうが──それでもついに、後退を余よ儀ぎなくされた。

「っ──『絶対防ぼう壁へき』ッ！　く……はあっ……」

　息切れしながら『絶対正義』は無む双そうの盾たての内側で、自らも気付かぬ安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。ゲルは『絶対防壁』の周囲を取り囲んではいるが、さすがに内側までは入れない。

　理論上は、地表から大たい気き圏けんまで覆おおい尽くすような爆ばく発はつでも無い限り、破れぬ防壁──最終奥義を使った魅神でさえ、針ほどの穴を空けることも出来なかったのだ。

　けれど──『絶対正義』は、これもいつ以来の感情か、ふと不安を覚える。

　本当に、大丈夫なのか。目の前に広がる異常な光景は、ここで止まってくれるのか。つい先ほどまで、完全に勝っていたはずなのに、なぜ追い詰つめられているのか。

　久方ぶりにさざ波立つ感情が何なのか、『絶対正義』には未いまだに判別できない状じよう況きよう下かで、更に不快な感触が彼の右腕を襲おそった。

「……な……な!?　馬鹿な……いつの間に、こんなっ……」

　振り落としきれていなかったのか、それとも『絶対防壁』を張る前に入り込んでいたのか。そんなことを考える暇もなく、答えは一いつ瞬しゆんでもたらされる。

「はあっ、はあっ…………え？」

『絶対正義』は、己の目の異常を疑った。『絶対防壁』の内側にまで、ゲルは、発生している。状況を簡潔に表現すれば──ゲル、侵しん食しよく中である。

「馬鹿な……う、あ、あ……うおお!?　こんな……こんなっ……!?」

　恐らく、大気を次々と巻き上げては入れ替えていく『絶対防壁』も、外側から隙すき間まなく覆われ、大気中の水分をそのままゲルに変えられてしまえば、無む為いと化すのだ。

　が、『絶対正義』にはそんな思考をする余よ裕ゆうもなく──更には、ここへ来てもまだ、自身に湧わき上がる感情が何なのか理解できなかった。ただ、続々と侵食してくるゲルに晒さらされ、その感触に身み震ぶるいしながらも、抵てい抗こうしようと足あ搔がき続ける。

「む、むうっ！　おのれ、不届きなるゲルめ！　ここから、追い出して、くれよ、う……ぬ、ぬわ───っ!?　ゲルが、ゲルが迫せまっ、てっ……むぐ!?　『絶対防壁』が……！」

　ゲルを振り落とそうとしているのか、もはや侵食されて白濁に包まれている『絶対防壁』を、ぶるぶると振しん動どうさせる。すると、なぜか『絶対防壁』は、逆に収縮し始めた。

　その光景を見つめていた魅神が、はっ、と直感的に『絶対防壁』の弱点に思い至る。

（！　まさか……今までどんなに攻こう撃げきしても貫つらぬけなかった『絶対防壁』は、内側からの攻撃には脆もろいの!?　そうよ、考えてみれば……攻撃を受け止める外側には無尽蔵の大気があるけど、内側の大気は限られてる……これなら、『絶対防壁』は破れるっ……！）

　文字通り『絶対』の防御力を持ち、誰にも破られたことが無いからこそ、今まで誰も気付けなかった。とはいえ、世界を侵食してゲル化させるようなデタラメさでも無い限り、『絶対防壁』の内側へ潜もぐり込むのは難しいだろうが。

　今の『絶対正義ジヤガー・ノート』には、冷静な狂きよう気きは無い。『絶対断裂』や『絶対絶無』などでゲルを払おうという考えも浮うかばないほど、その圧あつ倒とう的てきな気持ち悪さによって混乱していた。

　もはや『絶対正義』の目の前は、現実にゲル一色に染まっている。『絶対正義』、啞あ然ぜんとして絶句。哀あい愁しゆう、やるかたなし。

「──────」

　ゲル化していく、世界の中で──『絶対正義』は、ただ一言。




「あ、キモイ」




　それは彼の、素す直なおな感想──ザッツ、素の感情。

　ほとんど失い、自覚できなくなっていたはずの、『感情』が──彼の中にまた生まれたのだ。まあ、それが彼にとって幸か不幸か、そんなことは分からない。

　だが、『絶対防壁』の内側に忍しのび込んだゲルは、トドメと言わんばかりに、ぶるぶると振動を始めた。正直その光景にも耐たえがたい何かはあったが、次の瞬間に起こるであろう出来事に、『絶対正義』は焦あせりを見せる。

「！　なっ……ま、待て、待つのだ──」

　手を伸ばすも、意味は無い──侵しん入にゆうしたゲルが弾はじけるような勢いで、ついに『絶対防壁』を、内側から破り去ったのだ──！

　まるで風船のように呆あつ気けなく解かれた『絶対防壁』と、同時に力を失ったかのように周囲へ飛び散るゲル──そして、『絶対正義』が目にしたのは、

「………な、に？」

　自身を取り囲んでいる──電撃のビットだった。

　隆良に抱だき支えられたまま、魅神は立ち尽くしていた。ゲルの……鎧よろいとも言える『それ』を身に纏まとい、『雷らい神じん』状態で、ぶつぶつと何か呟つぶやいている。

「何が起こってるのか、理解できないけど……バカ隆良は、やったってワケね……ふふ、最後の最後まで、驚おどろかせてくれちゃって……ふふ、ふふふ……ふふふふふ」

「！　しまっ……や、やめっ──！」

　世界がゲル化する光景は、確かに魅神にとって、目が覚めるほどに衝しよう撃げき的だった。『雷神』を解かないでいられるのも、隆良が自分にゲルを纏まとわせているからだ。

　けれど今、魅神が立てるのは、それらが理由ではない。隆良に後ろから抱き支えられ、その体を通して伝わる温もりが──魅神の力を、沸ふつ々ふつと湧き立たせているのだ。

「これで終わりよ、『絶対正義』──さあ、行くわよ、バカ隆良！」

　待ったなしの電撃の弓を構え、矢を番つがえながら隆良の言葉を思い出す。

『《その時》は、必ず来る──俺を信じて、待ってろ』

「信じてたわよっ……信じてたに──決まってんでしょぉぉぉっ!?」

　はっ、と己を取り戻もどした『絶対正義』が、『絶対防壁』を張り直そうとするも──魅神の雷らい速そくの一撃に、間に合うはずもない。




「黙だまって、滅めつせ───『雷らい陣じん×雷らい矧じん』───！」




　雷いかずちの矢は電でん撃げきのビットに着ちやく弾だんし──かと思いきや、まるで反射板のように別のビットへと跳はね返り、また跳ね返り──跳ね返り、跳ね返り、跳ね返り、跳ね返り──！

「な、あ──あば──あああばばばばぁぁぁ!?」

『絶対正義』の周囲限定、オーバーキルの電撃嵐あらしを巻き起こす──！

　縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐる雷らい撃げきが、ようやくその炸さく裂れつ音を止めた時──隆良と同じく限界を超こえた魅神が、その場へ再び倒れ込んだ。

「……ふ、ふふっ……ざまー、みなさい、よっ……ん、ぅ」

　今度という今度こそ、眠ねむりにつくかのように、魅神は意識を失った。

　過か剰じような雷撃の奥おう義ぎをその身に受けた『絶対正義』も、ついに倒れた──のだが。

「う、ぐっ……私は、まだ……終わら、ない……終わるワケには、いかないっ……」

　既すんでのところで意識を繫つなぎ止める『絶対正義』──彼の執しゆう念ねんは、終わっていない。倒れたまま、最も大きな危険因子である隆良へと手を伸ばし、大気の弾だん丸がんを形成する。

「これで……私の、勝ちだっ……私のっ……私のっ──！」

　無防備な隆良へと、大気の弾丸を発射した『絶対正義』だが──そんな彼の目の前に、すう、とライトで照らすような白い薄はつ光こうがよぎり、

「あ……な、に……っ!?」

　隆良へ発射されたはずの弾丸は──『運悪く』逸それて、何も無い場所へ着弾した。

　一体どうして──もはや首を動かすことさえままならない『絶対正義』は、辛かろうじて目を薄光の発生源へと向け、その正体を確かく認にんする。

　そこに居たのは──倒れたままの体勢で、手の平を向けてくる──ルーネだった。

「ルーネ、くん……？　まさか、キミは……キミ、が……」

「…………」

「そんな……そんな、バカな……ぐっ……………」

　そこで今度こそ限界を迎むかえたのか、『絶対正義』の意識が途と絶だえる。

「……タカラ……助け、れた……ワタシ……でき、た……」

　ルーネの言葉が示すのは、己おのれの意思で隆良を助けたという──つまり、今までコントロールできなかった能力を、初めてコントロールしたという事実。

　彼女もまた、向けていた手の平を伏ふせ、薄うす目めでぼんやりと隆良を見つめながら──

「……よかった、タカラ……えへ。……すう……」

　ぽつり、消え入るような声を漏もらしてから、安らかな寝ね息いきを立てる。

　結局、この常識はずれに高い電子タワーの頂上──広い円形の屋上で繰くり広げられた、激戦のその跡あとには、立っている者など一人もおらず。

　ただ、『絶対正義』の野望が潰ついえ──隆良達が勝利した、という事実が残るのみだった。







　隆良と魅神が『絶対正義』を倒してから、それほどの時を置かず──横向きに倒れていた一人の少女が、浅い眠りから覚かく醒せいしたかのように、がばっ、と顔を上げる。

「……ふ、にゃっ!?　げ、ゲルが、ゲルが襲ってくっ……る？　あれ……」

　目を覚ましたのは、夜侘──まだ意識がぼんやりしているのか、片手で目を擦こすりながら周囲を見回し、現状を確認しようとする。アリアや沙さ凪なぎ、氷莉こおり、ルーネが、近くに倒れている。そして夜侘達の位置から、かなり離はなれた所に倒れていたのは。

「え……あ、あれ、『絶対正義』!?　えっ……倒れてる、ってコトは……勝った、の？」

　遠目に映る『絶対正義』は、ぷすぷすと煙けむりを上げながら、倒れたまま微び動どうだにしない。二度、三度と目を擦った夜侘が、ぎゅっ、と自身の頰ほおを抓つねると、痛みが奔はしることから夢ではないと分かった。

「や、やったっ……隆良と魅神が、やったんだっ……！　あ……隆良、魅神っ！」

『絶対正義』からは少し離れた場所で、重なるように倒れている隆良と魅神も見つける。疲ひ弊へいした体に鞭むち打うち、足を引きずって、二人に駆け寄ろうとした夜侘だが、

「ふ、二人とも、大だい丈じよう夫ぶっ──ちょっと待って、何でそんな密着して寝ねてるの!?　ず、ずる……いっ？　……え……ていうか、何でそんなに……ゲル塗まみれなの？」

　重なるように倒れる二人は、何やら大量のゲルに塗れていた。夜侘も人のことは言えないが、とはいえその光景、ちょっとした事件現場の如ごとくエグいものがある。

　さて、そこでアリアも少し遅おくれて目を覚まし、ぼんやりと身を起こしてきた。

「うぅ、あぅん……ゲルで、びっしょり……服の中まで……ん？　……はっ!?　わ、私はどれくらい眠って……お、おおっ!?　あ、あれは『絶対正義』っ!?」

　アリアもまた、倒れている『絶対正義』を視認する。そんな彼女へ向け、重なり合って倒れている隆良と魅神の傍そばに立っていた夜侘が、確認するように声を掛かけてくる。

「あ、アリアおねえさまっ……隆良達、やったんですよね!?　『絶対正義』を倒して、えっと、隕いん石せきの通り道？　とか言うのも消えてっ……世界を、救ったんですよね!?」

「！　あ、ああ……そうだ、そのはずだ！　少し待っていてくれ、ヱリコちゃんと連れん絡らくを取り、状況を確認して……ん？　通信が、繫がらない……？」

　そういえば、とアリアが、ヱリコのほうから連絡が無いことを気にする。ノイズの大きさからして、通信機の故障かもしれない。アリアが手元の通信機を調節しようとするも、やはり通信は復旧しなかった。

　一体どういうことか、と首を傾かしげるアリアの耳に、沙凪の寝ぼけ気味の声が届く。

「んあ～……？　なんか、お空が光ってますの……？　まだ夢の中ですの～……？」

「ん？　沙凪ちゃん……光ってるって、何のコト……──！」

　仰あお向むけに寝転んでいる沙凪に釣つられ、アリアも天を仰あおぐと──遥はるか遠くの空から、流れ星のような何かが迫せまっているのが見て取れた。

　まだ遥か彼方かなたにも拘かかわらず、強く発光しながら迫ってくる流星。アリアの予測が外れていなければ、それは間ま違ちがいなく──『超ちよう大型隕石』だ。

　ぞくり、アリアの全身が粟あわ立だつ。通信が不調なのは、あの隕石が原因か。まさか、自分達は間に合わなかったのか。その答えは、不意に屋上の出入り口からもたらされた。

「安心して──キミ達は、確かに世界を、救ったよ」

「え？　キミ、は……『[image: α]アルフア』!?　なぜキミまで、こんな所に……ん？」

　円形の台座に乗って屋上に現れたのは、間違いなく『[image: α]』だ。しかしアリアは、『[image: α]』の乗る円形の台座に乗せられた小こ瓶びんを見つめ、軽く首を傾げて問いかける。

「……？　『[image: α]』……一体、何を乗せてるのだ？　その……妙みような、瓶？」

「何って、タカくんが落としていったんでしょ、この空き瓶……マムシドリンクの」

「マムッ……お、おおぅ……そっか、隆良くん、それで補給を……そっか……」

「そうだろうけど……困るんだよね、この電子タワー、ボクの別べつ荘そうみたいなモノだし……こういう、何て言うかちょっぴり卑ひ猥わいなの、ポイ捨てされるとさ。……でもまあ、コレを辿たどってきたおかげで……間に合った、かな」

　やや不満そうな表情をしていた『[image: α]』だが、気を取り直して現状を説明してきた。

「『絶対正義』が倒れたことで、大気の状態は正常に戻ったことが観測できた。正常化した大たい気き圏けんによる《断熱圧縮》の影えい響きようで、《超大型隕石》の質量も、大きく削けずられてる……この調子なら、世界全体に影響を及およぼすほどでは無くなるね」

「……し、しかし、あの隕石は、どういうコトだ!?　質量が削られているといっても……ここへ到とう達たつするまでに、燃え尽つきるほどでは無いのではっ……」

「ん……ご名答だよ、アリアさん。タワー内でまだ生きてるコンピューターの予測計算では、一キロトン以上の破は壊かい力を持つコトは確実だね。被ひ害がい半径は一キロメートル以上、電子タワーは、跡あと形かたも無く消え去るだろうね」

「なっ……それなら、早く逃にげないと……っ、いや、それは……」

　さすがに不可能だ、とアリアは思い直す。自分達の体は思った以上に、疲ひ労ろうに蝕むしばまれている。隕石は、恐おそらく数分後に到達するだろう。最短の避ひ難なんルートは、この塔とうへやって来た時の戦せん闘とう機だろうが──そこへ辿り着くのでさえ、かなりの時間を要するはずだ。

「……ウソ……もう、どうしようも無いの？　……そん、な……」

　現状を把は握あくした夜侘が、膝ひざを突ついてしまう。絶望的な状じよう況きよう下かに置かれ、空気が明らかに沈しずむ中──『[image: α]』だけは、落ち着いた声を響ひびかせてきた。

「大丈夫だよ、ヨワちゃん──安心して、って言ったでしょ？」

「……ふ、えっ？　あ、『[image: α]』さん？」

　首を傾げて疑問を示す夜侘だが、『[image: α]』は柔やわらかな微笑ほほえみを返し、屋上庭園の一角──今では完全に荒あれ果ててしまった花か壇だんへと踏ふみ込んでいく。

「……ボクのお庭さん、予想はしてたけど、ちょっと悲しくなるくらい荒れちゃってるな……まあ、それどころじゃないか。この下が生きてるだけでも──万ばん々ばん歳ざいだ」

　ぱちり、『電子操作異能』を行使したのと同時に、花壇が機械的な音を立てて左右へと開いていく。『[image: α]』は準備が整うまでの間、呟くように声を発した。

「タカくん達が『絶対正義ジヤガー・ノート』を倒たおしたとしても、ね……引き寄せられていた『超大型隕石』は、ある程度の質量を保ったまま墜つい落らくしてくるコトは、予測してたんだ。だからこそ、ボクは『その時』のために……準備だけは、しておいた」

「じゅ、準備？　準備って、何の……え？　こ、これ……!?」

　夜侘の疑問に答えるかの如く、開いた花壇から姿を見せたのは、一基の巨きよ大だいなロケット──『[image: α]』はそれを眺ながめながら、落ち着いた口調で続ける。

「このロケットは『絶対正義』の計画が動き出す以前から、造り始めていた。『絶対正義』には気付かれないよう、搭とう載さい限げん度ど一いつ杯ぱいまで爆ばく薬やくを積みむのは骨が折れたけど。……計算上、これを直撃させれば、今の隕石の質量なら、ギリギリで破壊できるはずさ」

「！　『[image: α]』さん……まさか、アナタは最初から、そのつもりで……？」

「……いいや、それは違うよ。だって、あの隕石が元の『超大型隕石』の質量を保っていたら、この程度じゃ焼け石に水だもの。これはあくまで、『絶対正義』の敗北という前提があって、使えるモノさ……タカくんが『絶対正義』を超えた時、初めて、ね」

　つまり、『絶対正義』の野望が潰えた時、初めて『[image: α]』はこれを使うつもりだったのだろう。『世界に忘れ得ぬ傷を残す』ことが不可能になった場合、ただ無意味な被害を出すだけの隕石をリセットするため、前もって対策は打っていたのだ。

　ならば、これで皆みんなは助かるのか──そう思いかけた夜侘は、しかし続く『[image: α]』の言葉に、我が耳を疑うことになる。

「あとは、このロケットにボクが乗り込んで、操縦して──あの隕石を破壊すれば、全すべては終わりだ。だから……安心して、皆」

「………えっ？　あ、『[image: α]』、さん？　……今、何て？」

　聞き違いか、と目を白黒させる夜侘だが、『[image: α]』は答えずロケットへ乗り込もうとする。けれど、夜侘はそんな『[image: α]』へ向けて、身み振ぶりを交えながら詰きつ問もんした。

「ま、待ってよ……おかしいよ！　だって、『[image: α]』さんが乗り込む必要なんて無いでしょ!?　ロケットだけ発射すれば……それでイイんじゃないの!?」

「それは……このロケットは、有人式なんだ。誰だれかが乗り込まないと、発射は出来ない。隕石までのルートは前もってインプット済みだから、後は中で簡単な誤差修正をするだけ……ヨワちゃんの言う通り、本当は遠えん隔かく操作で稼か働どうするべきなんだろうけど……」

「！　そ、そうだよっ……そうすれば──！」

「それを可能とする、直属の操作媒ばい体たい──このタワーのコントロール・ルームは、ボクのワガママのせいで……現状では操作不能なほどに、破壊されてしまっている」

「……あっ……」

　それは『[image: α]』と戦った、あの大部屋のこと──コンピューター・ルームが健在でない現状では、直接的にロケットに乗り込み、稼働させなければならないのだ。

　一転して顔が青ざめる夜侘に、対する『[image: α]』は安心させるように微笑む。

「でも、大丈夫だよ、ヨワちゃん。元はと言えば、これはボクのワガママが生んだ事態だもん。その責任を取れるなら、ボクは本望だ。悔くいなんて、無いから──」

「──勝手に話を進めて貰もらっては、困るな。……なあ、『[image: α]』？」

「！　……アリアさん？」

　いきなり話に割り込まれた『[image: α]』が訝いぶかしげな顔をすると、アリアはいつもと明らかに違う、威い圧あつ的な語調で話し始めた。

「悪いが、己を犠ぎ牲せいにして贖しよく罪ざいなど、そんな楽な道を選ばせる気は無い。それが、どれほど愚おろかな道なのか──私は痛いほどに知っている。責任を取りたいのなら、生きろ。私の命も背負って……な」

「！　それは、つまり……アリアさんが犠牲になる、っていうの？　それこそバカな話だよ。タカくん達には、キミが必要なのに。皆を見捨てるなんて、正気とは思えないね」

「……言ってくれる。だが、年長者の言うコトは聞くモノだ。責任を取るというなら、その役目は譲ゆずれん……キミからは唯ゆい一いつ『さん』付けで呼ばれている身だしな、ふんっ」

「……まさかそれ、根に持ってる？　それに年長者って、一つしか違わないし……ていうか、それを言うなら、このロケットの所有者はボクだよ。誰が使うのか、それを決める権利は、ボクにあるはずだ……違う？　アリア、さん……ちゃん？」

「ほう、ならばその権利、力ちから尽ずくで奪うばうのも悪くないな。そのほうが、話も早いだろう」

「そんな簡単には、いかないさ。ボクだって、譲るつもりは無いから」

「待ってよっ……二人ともっ！」

「「！　…………」」

　互たがいに一歩も譲らず、ついには衝しよう突とつしそうになる二人だが──それを大声で止めたのは、夜侘だった。二人の顔を眺めてから、夜侘はゆっくりと語り始める。

「あの……アタシ、正直に言うと……死ぬの、怖こわいよ。考えるだけでも、身み震ぶるいしちゃうくらいに……怖くて、怖くて……堪たまらない」

「……ヨワちゃん……そう、でしょ？　だから、ボクが──」

「でもそれは、『[image: α]』さんも同じだよね。声、少し震ふるえてるもん。……そうでしょ？」

「！　……それ、はっ……」

　それは図星だったのか、『[image: α]』は口ごもり──更さらに夜侘は、アリアに語りかけた。

「アリアお姉さまだって……絶対に、そう。アタシ達と一いつ緒しよに生きるって、そう決めてくれたのに……死ぬのが怖くないなんて、ありえない。アリアお姉さまって強がる時、何だか高圧的なフリしようとするんだもん。……すぐ分かっちゃうよ」

「！　え、あ……それは、その……」

　自分より年上の二人を言い破り、夜侘は彼女達の心情に寄り添そいながら、言葉を紡つむぐ。

「だからっ……諦あきらめないで、考えようよ！　皆で助かる道、絶対、あるはずだからっ！　じゃないと……アタシ、ヤダよ……皆と一緒に……帰りたい、よぅ……！」

「……夜侘ちゃん……」「ヨワちゃん……」

　夜侘の言い分は、間違っていない。彼女の言うとおりに出来れば、それがベストだ。

　けれどアリアと『[image: α]』は空を見ながら、同時に思う。

　時間が無い。考える時間も、対策を講じる時間も、圧あつ倒とう的てきに足りない。今はまだ距きよ離りのある隕いん石せきは、それでも数分後には墜落し、この一帯を無に帰すだろう。

　しかし、それでも誰かを犠牲にしたくないのは──後から目を覚ましてきた氷莉と沙凪も、同じだった。

「わ、わたしの『だらだら・スウィート・ルーム』で……ムリ、かな、さすがに……」

「な、何枚も積み重ねれば、もしかしますのよ！　わたくしも『氷結精霊フラウ・スノウ』でサポートしますしっ……やってみないと、分からんですの！」

「！　氷莉ちゃん、沙凪ちゃん……キミ達まで……っ」

　アリアには、それが一か八かにも満たないことが分かる。それこそ焼け石に水の行こう為いだ。こうなれば恨うらまれてでも、強引にロケットへ乗り込むか。けれど、今の疲ひ弊へいしきった体では、この場に居る全員を振ふり切れるとは思えない。

　どうすれば、どうすれば──刻一刻と迫せまる隕石を、それぞれが焦しよう燥そうに囚とらわれて見上げていた。今にも墜ちてきそうな巨大な隕石に、その場の視線は全て釘くぎ付づけだった。

　だからこそ──彼が『そこにいる』のに、声を掛かけられるまで、誰も気付けなかった。

「夜侘の、言う通りだぜ……ちゃんと皆で帰らねぇと、な？」

「「「…………えっ？」」」

　その声は、隆良。いつの間にか起き上がっていた彼は、なぜだろう──ロケットの側面、開かれていた搭とう乗じよう口の前に、佇たたずんでいた。

　隆良が何をしているのか、一いつ瞬しゆん、誰にも分からなかった。呆あつ気けに取られる面々を見て、けれど隆良は、にっ、と歯を見せて笑顔を投げかける。

「だからよ、俺───ちょっくら、行ってくるわ！」

「……──!?　なっ……待って、隆良っ……待って──！」

　金かな縛しばりが解けたかのように、ようやく夜侘が駆かけ出すも──搭乗口の扉とびらは閉じられ、内側からロックが掛けられる。「待って」と、何度も呼ばわる夜侘の声は無情に響き──恐らく内部で操作したのだろう、ロケットは噴ふん射しやを始め、徐じよ々じよに上じよう昇しようしていく。

「！　あ、うっ……よ、夜侘ちゃん！　危険だっ……下がって、早くっ!?」

「やあっ……離はなして、アリアおねえさまあっ！　隆良がっ……隆良がぁ！」

「っ……あ、あ……隆良くん……なぜだ……どうしてっ……？」

　夜侘を両りよう腕うでで抱だきとめるアリアの声も、悲痛な響きが滲にじむのは隠かくせない。

　発射しようとするロケットは、誰にも止められない。エンジン音をかき鳴らし、炎ほのおを噴ふき上げるロケットが、ついに飛び立ってしまう。

　それを、ただ見送ることしか出来なかった夜侘は、両の目から大おお粒つぶの涙なみだを流し、

「なんでっ……皆と一緒にって、言ったじゃない……隆良だって、皆で帰らないとって、言ったじゃない……隆良が居なくちゃ……皆じゃ、無いじゃないっ……！」

　空の彼方かなた、全てを破は壊かいせんと迫り来る隕石へ、立ち向かっていくロケットへと──




「隆良のっ………ばかあぁぁぁぁっ！」




　夜侘はアリアに抱きしめられたまま──悲痛な声を送るのだった。

「……隆良、様……冗じよう談だん、ですのよね……？　そんなのって……無い、ですの……」

　ずしゃっ、とその場に膝を突いた沙凪が、力無くうなだれる。

「こんなの、最悪ですの……勝手すぎますのっ！　魅神に、何て説明すれ……ば？」

　言いながら魅神のほうを見た沙凪が、ふと違い和わ感かんを覚える。戦い疲つかれ、限界を超こえた魅神は、いまだに気を失っていた。ルーネも、まだ目を覚ます様子は無い。

　けれど、もう一人──倒たおれていたはずの姿が、どこにも見当たらない。空へ飛び立った隆良と同時に消えてしまった、とある存在の名を、沙凪がぽつりと呟つぶやいた。

「『絶対正義』は───どこ、ですの？」







　空へ飛び立ち、揺ゆれる機内の操縦室で、隆良はロケットを操あやつっていた。とはいえ、『[image: α]』が言っていた通りルートはコンピューターに記録されており、やる事と言えば発射のスイッチを押すのと、簡単な誤差の修正くらいだ。

「へへっ……機械の操作、アリアからちょっとでも教えてもらっといて、良かったな……こればっかりは、さすがに妄もう想そうじゃ補えねーしな……」

　手元のレーダーが示す自機と隕石の反応を見ながら、隆良は独り言を漏もらす。

「夜侘のヤツ……怒おこってっかな。……そりゃ、怒るよなぁ……アイツ泣き虫だし、心配っつーか……ま、皆も居るし、大だい丈じよう夫ぶか。……大丈夫、だよな」

　薄うっすらと笑う隆良の手は、少しだけ震えていた。それを誤ご魔ま化かすかのように、忙せわしなく手元を動かしながら、立て続けに言葉を紡ぐ。

「あーあ、まあ、仕方ねーよな──『ヒーロー』として、仲間を犠牲にするワケにもいかねーし……ああでもしねーと、力尽くで止めてきそうだもんなぁ。そうだよ……コレで、良かったんだよ……間ま違ちがって、ねーよ。そうだろ……なあ……」

　誰が聞くでも無い──聞いているのは、自分だけだ。自分に言い聞かせるための言葉を並べ立て、けれど強がるようなその声に、ふと乱れが生じ、

「……これで、良かった……良か……ッ！」

　ただ一人、取り繕つくろう必要も、強がる意味も無くなった空間で──ついに、堰せきが切れる。

「う、うあっ……うああっ！　ナニやってんだ、俺……バッカじゃねーのかっ!?　死ぬぞ……マジで死んじまうぞッ……！　くそっ、くそっ……こんな、バカみてーにビビってるクセにっ……ナニ、カッコつけてんだよ、くそっ！」

　本当は今すぐ、逃にげ出したかった。けれど隆良は、どれほど恐おそれても、みっともなく取り乱しても、絶対に退きはしない。

「ああ、くそっ……それでも……アイツらに、死んでほしくなんて、無かったんだっ……誰が犠牲になっても、ヤだったんだよっ……じゃあ、こうするしか無いじゃねぇかっ……他ほかに、無かったじゃねーか！　ちくしょう……ちくしょうっ……！」

　感情を包み隠さず吐はき出しながら、それでも機器を操作する手は止めない。大切な者のために、彼女達の未来のために、その身を犠牲にすることも厭いとわない。

　恐れながらも立ち向かう、そんな彼の背中に──ありえないはずの声が、響ひびく。

「……下野根、隆良……くん……」

「………───!?　なっ……その声はっ……『絶対正義ジヤガー・ノート』!?」

　そんなバカな、いつの間に乗り込んだのか、と隆良が振り返ると──何も無いはずの空間が不意に歪ゆがみ、『絶対正義』がその姿を現した。

　まさか、まだやるつもりか、と隆良が身構えるも、しかし『絶対正義』は、

「……っ、くっ……う、あ」

　どっ、と壁かべに背を預け、ずるずると座り込んでしまった。

　今の彼に戦う力は、もう無い。それを確信しても警けい戒かいは解かない隆良に、『絶対正義』はマスクの模様を蠢うごめかせながら、いつものようにぼんやりとした口調で語りかける。

「下野根、隆良くん……なぜだ……？　キミは、そんなに恐れていながら……なぜ、己おのれを犠牲に出来るのだ？　なぜ、仲間を……救おうとするのだ？」

「！　…………」

「教えてくれ……なぜだ？　何がキミを……そこまで、突つき動かすというのだ？」

　問いかけてくる『絶対正義』には、戦いの意志も、もはや無い──隆良は彼に背を向け、機器を操作しながら、口を開く。

「それが、俺の──『ヒーロー』としての、道だからだ」

「！　……キミの……『ヒーロー』として、の？」

「……俺は、さ……俺の、『ヒーロー』への道ってヤツはさ……アイツらがいねーと、ダメなんだ……アイツらが居るから成り立つんだって、気付いちまったんだ」

『絶対正義』に問われ、答えている間に──隆良の手の震えは、いつしか消えていた。己を『ヒーロー』にしてくれた仲間達の姿を思い浮うかべながら、隆良は語る。

「アイツらは、きっとさ……俺がこうして、みっともなく喚わめいて、愚ぐ痴ちを零こぼしたとしても……こんなにビビってても……呆あきれながら、それでも俺を『ヒーロー』って呼んでくれる。俺を支えてくれるのは……アイツらなんだ」

「………………」

「アイツらが居るから……俺は、立っていられる。アイツらが信じてくれるから……俺は『ヒーロー』になれる。そんなアイツらを、護まもる方法があるって……そう思ったらよ」

　刻一刻と、確実に近づいていくロケットと隕石との距離を、レーダーで確かく認にんしながらも──隆良は笑って、言い放つ。

「いつの間にか──勝手に体、動いちまってたんだよ」

　ただ、それだけさ──と、隆良は言った。

　暫しばし二人の間に、無言の時が流れる。時間にして、ほんの数秒程度。終わりの時を迎むかえるまでの間に、隆良は『絶対正義』へ声を掛けた。

「けど、それってさ……アンタから、始まったんだぜ？　アンタも知ってるだろうけど、俺はアンタに憧あこがれたから……『ヒーロー』を、目指し始めたんだ」

「！　……それは……」

「誰だれも忘れてねーよ──俺やトーヤが、って意味じゃねぇ。世界に傷なんて、残す必要、無いんだよ。世界はアンタを……『ヒーロー』を、忘れたりなんか、しないんだ」

　言いながら、隆良は少しだけ照れ臭くさそうに、鼻の頭を人差し指の腹で擦こすりながら──最後に一つだけ、言い切る。




「アンタから受け取った『ヒーロー』は──ここに、ちゃんと──続いてたんだぜ」

「─────！」




　それっきり黙だまって、今度こそ機器の操作に没ぼつ頭とうする隆良の背中を──『絶対正義』は、静かに見つめていた。

（私は、どうして……分からなかったのだろう。私を、覚えていてくれた人は……ちゃんと、いたのに。それを……知っていたのに）

　感情の揺らめきと同調し、仮面の中で蛇へびのように蠢く模様が──少しずつ小さくなる。

（世界が、私を忘れたのではない。世界から目を逸そらし、認めようとせず、忘れようとしていたのは……私のほうではないか）

　フルフェイスのマスクから、黒い模様が追い出されていき──左眼側に縦へと走る大きな傷も、徐々に、徐々に、小さくなっていく。

（私は、間違っていたのだな……それでも、こんな私に憧れてくれた少年が……今、こうして私を……止めてくれたのだな。下野根、隆良くん……キミは……キミは）

　心が澄すみ渡わたっていくのを、『絶対正義』は感じていた。ずっと抱かかえていた心の闇やみに、光が差していると思うのは、大げさでも何でもない。

　隆良の背中が、『絶対正義』には大きく見えた──一体彼は、何者なのか。『絶対正義』の中に浮かぶ答えは、もはや一つしか無い。

「下野根、隆良くん──」

　その名を呼ぶ、『絶対正義』のマスクからは、いつしか傷は全て消え、真っ白に澄み渡り──振ふり返った少年へと、たった一つの言葉を贈おくる。




「キミこそが───本当の、『ヒーロー』だ───」




　その言葉を受けて、少年も、ただ一言。

「────そいつは、どうも────」

　それだけ言って──にやりと、笑って見せた。







　電子タワーの屋上は、喧けん騒そうに包まれていた。騒さわがしい声が響く中、魅神がぼんやりと意識を覚かく醒せいさせていくと、まずはアリアの声を認識する。

「っ……破は片へんが来るぞっ……氷莉ちゃん、頼たのむ！　氷の壁を創って、皆みんなを守ってくれ！」

「……え、あ……う、うん。えっと……わ、わかった……」

（……？　アリア、焦あせってる……ううん、分かりにくいけど……落ち込んでる？　氷莉ちゃんも……いつにも増して、反応が鈍にぶいっていうか……）

　また、だらけているのかしら、仕方ないわね──そんなことを考えていた魅神が、再び落ちてしまいそうになる意識を必死で繫つなぎとめていると、

「ぐ、にゅにゅうっ……爆ばく発はつしますのっ……耳、塞ふさぎますのっ！」

「……？　え……きゃ、きゃあっ──!?」

　寝ねぼけていた頭を叩たたき起こすような轟ごう音おんが、頭上で響き──魅神も思わず飛び起きる。

「な、何よ、今のっ……何なの!?　ちょっとっ……え？　み、皆、どうしたの？」

　思わず魅神が問いかけてしまうのも、無理からぬこと。アリアも、沙凪も、氷莉も……魅神にしてみればいつの間にか来ていた『[image: α]アルフア』も、誰もが一様に沈しずんだ顔をしている。

　首を傾かしげる魅神が、更さらに一人──両手で顔を覆おおい、泣きじゃくる少女の姿を見つけた。

「ひ、ひぐっ……ばかぁ……隆良の、ばか、ばかっ……ふぇ、えぇん……」

「？　夜侘ちゃん……どうしたの？　何で、泣いてるの……バカ隆良が、またゲルでもぶっかけてきたの？　……？　ねえちょっと、バカ隆良、夜侘ちゃんに何を……えっ？」

　尋たずねながら周囲を見回すも──隆良の姿は、どこにも無い。庭園のどこかに隠かくれているのかと、氷の屋根に包まれた屋上を眺ながめながら、ふと思う。

　なぜ皆は、こんなにも沈んだ顔をしているのか。夜侘はなぜ、泣いているのか。先ほどの爆発は──一体、何だったのか。

　おもむろに、魅神は空を見上げる。先ほどの爆発の原因だろうか、何かがもくもくと煙けむりを上げ、そこから粉々になった大小の破片が周囲へ墜つい落らくしている。

　不意に魅神は、胸むな騒さわぎに襲おそわれた──いや、違ちがう。それは確信だ。けれど魅神は無意識の内に、それを否定していた。本当は察していたはずなのに、認めなかった。

　それでも、ただ一言、魅神は空を見上げながら、とうとう呟いてしまう。

「────バカ隆良？」

　その声は空しく──虚こ空くうへと、吸い込まれていくのみだった。







　目め一いつ杯ぱいの爆ばく薬やくを詰つめ込んだロケットと激げき突とつした『超ちよう大型隕いん石せき』は、互たがいに砕くだけ散ちり──今、塔とうの周囲には無残にも変わり果てたそれぞれの破片が、乱雑に散らばっていた。

　ロケットに乗り込んでいた隆良は、どうなったのか。彼を捜さがすため塔から降りていたアリアへ、上空からヘリで捜そう索さくしていた黒服の一人が、通信機越ごしに報告してくる。

『……アリア総責任者、下野根隆良くんの捜索状じよう況きようですが……現在、捜索開始から三時間が経過したものの、何の発展も見せておらず……』

「……そう、か。分かった。では、引き続き捜索を頼む」

『は、いえ……捜索は我々が責任を持って続けますので、皆みな様さまは帰き還かんして休まれた方が、よろしいのでは？　……その、言いにくいのですが……ロケットの破損状況と、爆発の規模から鑑かんがみるに……生存は、ほぼ絶望的──』

「───そんなワケが無いだろうが、愚おろか者！　いいから早く彼を捜し出せ！」

『ッ!?　はっ……し、失礼いたしました!?』

　突とつ然ぜんに声を荒あららげたアリアの怒ど鳴なり声に、黒服は慌あわてて返事する。アリアは通信を切った後も、いつもの冷静さが微み塵じんも窺うかがえぬ様子で、隆良の捜索を続けた。

「そんなはず……そんなはず、あってたまるかっ……私が生きていて、彼が居ないなんて……あって良いはずが、無いっ……！　彼は……隆良くんは……無事なんだっ……！」

　常人ならざる身体能力を駆く使しし、瓦が礫れきをひっくり返していくアリア──疲ひ弊へいしきった身体からだを押して、塔の周囲で隆良を捜しているのは、彼女だけではなかった。

「たからパパ……どこ、どこ……ねえ、ヘンジしてよー……たからパパー……」

　いつもならだらけっぱなしの氷莉が、迷子のように隆良を呼ばわる。けれど返事はなく、今にも泣き出しそうな彼女の横で、沙凪が翠すい緑りよく色の蝶ちようを操あやつりながら叫さけんだ。

「『風来神使ルフ・シルフ』──邪じや魔まな瓦礫を蹴け散ちらしながら、隆良様を捜しますの！　ヱリコ、『風来神使ルフ・シルフ』に取りつけたカメラの映像、届いてますのっ!?」

『は、はいっ！　でもまだ、下野根くんの姿は見つかってませんっ……次の捜索範はん囲いに移ってください！　下野根くんを、早く助けてあげないとっ……』

　休みなく捜索範囲を広げていく彼女達に──協力する影かげが、更に多数。

「『RYDEEN』っ……『氷ひよう神しん』『炎えん神しん』『風ふう神じん』と連れん携けいして、タカくんを捜して！　見つかったら、ボクに連れん絡らくするんだよっ……どんな状態でも、必ず助けてみせるから！」

『イエス・マム──《RYDEEN》が、必ず隆良氏を見つけます！　──《Rapid》！』

　少し前には交戦までした『[image: α]』と、『RYDEEN』を始めとする四体の『特とく殊しゆ異能装そう甲こう機兵』も、全力を投じて隆良の姿を捜す。

　そして、今から少し前に目覚めたルーネも、また。

「タカラ……どこ、タカラ……助けてくれた、お礼……ワタシ、まだ、言ってない。絶対、見つける。……くん、くん。タカラの、ニオイ……ない。……うー」

　無表情は相変わらずだが、真しん剣けんな様子で『匂におい』を辿たどろうとし、見つからなくて悔くやしそうな声を漏もらす。それでも、絶対に諦あきらめようとしないのは、誰もが同じだった。

「ん、んんっ……！　ん、にゃうっ……！」

　一ひと際きわ大きな瓦礫を、夜侘が全体重を掛かけて押そうとする。その小さな身体では明らかに困難な作業でも、夜侘は歯を食いしばってやり遂とげた。

「はあ、はあっ……ここにも、いない……なら、次っ……」

　よろよろと、ふらつく足を止めもせず、次の瓦礫をどかしにいく。

「絶対、絶対……隆良は、大だい丈じよう夫ぶなんだからっ……ん、んん～～～っ……！」

　今にも涙なみだで滲にじんでしまいそうな瞳ひとみが、大切な者を見つけ出すまで──彼女は決して、止まれはしないのだろう。




　隆良の無事を祈いのり、疲つかれも忘れ、必死で捜索を続ける少女達の上空で──電でん撃げきを[image: 迸]ほとばしらせながら滑かつ空くうする、隆良を捜す金色の乙女おとめが一人。

「バカ隆良……バカ隆良、どこよっ……どこにいるのよぉっ！」

　冷静さを欠いていながらも、その眼はつぶさに大地を見定める。どんなに小さな違い和わ感かんでも見過ごさぬよう、目を皿のようにして、彼の姿だけを捜した。

「バカ隆良っ……アンタが、いなくなっちゃうなんてっ……私、信じないっ……信じて、ないんだからっ……バカ隆良ぁ！　どこに───あっ」

　尋ね人の名を叫んでいた魅神の瞳に、とうとう──彼の『手て掛がかり』が発見される。

「これ……バカ隆良、の……制服……？」

　たっ、と地面に降り立った魅神が拾い上げたのは、紛まぎれもなく隆良の制服の……ほんの切れ端はしだった。爆発の影えい響きようか見る影も無くボロボロで、その有様に思わず胸が痛む。

「っ……バカ隆良ぁ……あっ」

　感情が抑おさえきれず、ぎゅっ、と制服の切れ端を抱だく、そんな魅神のつま先に──こつん、マムシドリンクの空き瓶びんがぶつかり、転がっていく。

「……バカ隆良のヤツ、こんなモノまで使って、無理して戦い続けて……バカよ、ホント……こんなのが、形見にでも、なったら……っ、ああ、もうっ！」

『形見』などと口走ってしまった魅神が、ぱんっ、と自分の顔を両手で挟はさむように叩く。そんなはずがないと、馬ば鹿かな考えだと、首をぶるぶると振った魅神が、ふと視線の先──瓦礫の向こう側に、『何か』を見つける。

「！　……あっ……あっ！」

　誰だれかが倒たおれている。瓦礫に隠れて全体は見えないが、間違いない──そこに、いる。

　どくん、魅神の心臓が強く脈打った。ずっと捜し続けていた彼を、無事を祈り続けていた彼を、ようやく見つけた──それなのに、魅神は今、怖おじ気けづいている。

　彼の安否の是ぜ非ひを思えば、むしろ無事である可能性のほうが圧あつ倒とう的てきに低い。それでも悪い想像は無理やり押し込めて、逡しゆん巡じゆんしながらも、ついに──彼の下もとへ駆かけ出した。

「バカ隆良、大丈夫──ッ!?　……ひっ」

　瓦礫の向こうを確かく認にんした魅神が、片手で口元を押さえながら後ずさる。そんな彼女の耳に、通信機を通してアリアが声を送ってきた。

『魅神、どうした……隆良くんを見つけたのか!?　彼は、今っ……どうなっている!?』

「あ……アリ、ア？　あ、う……えと、えっと……な、何て言ったらいいか、そのっ」

『！　魅神、落ち着け……今、通信は皆と繫がっている。まずは落ち着いて、現状を……伝えて、くれっ……！』

　魅神の狼ろう狽ばいを声で感じ取り、アリアが状況を察して歯は嚙がみする。アリア達とて、魅神と同じだ──最悪の事態を想像しながらも、それを考えないようにするため、必死で体を動かしていた。けれど、その現実を、今から突つき付けられてしまう。

「バカ隆良は……バカ隆良、は……」

『……っ、ああっ……』

　ごくり、魅神からの通信を受ける面々は、誰もが緊きん張ちように喉のどを鳴らす。そして、暫しばしの逡巡を経へてから、魅神は──彼の現状を、とうとう口にした。

「無事……なんだ、けど……」

『そうか、分かった魅神、だが諦めるな！　急ぎ救護隊を送り、医い療りよう施し設せつへ搬はん送そうするぞ！　現代医術の粋すいを以もつて彼を救い──すまない魅神、もう一回言ってくれるか？』

「え、っと。バカ隆良……生きて、ます。ゲル塗まみれだけど……ぶ、無事、っぽい？」

『そっか、よし、落ち着けよ……うむ、うむ……つまり、うむ……うむ。……うむ』

　果たして『落ち着け』とは誰に向けて言ったのか──魅神の報告を受けたアリアは、幾いく度どとなく頷うなずき、その報告を頭の中で反はん芻すうしてから、ようやく一言。

『…………はい？』

　通信を受けた全員の心境を代弁するかのような、気の抜ぬけた言葉を漏らした。とはいえ、それは実際に隆良を発見した魅神も、全く同じだ。

　隆良の現状は先ほど魅神が報告した通り、ゲル塗れではあるが、重篤な傷は見当たらない。倒れている隆良へと、魅神は恐おそる恐る近づき、ゆっくりとその胸むな板いたに耳を当てた。

　べちゃり、ゲル塗れの体に触ふれると、いつもの気持ち悪い感かん触しよくが伝わってくる。それが顔に付着しているにも拘かかわらず、魅神の目め尻じりに嬉うれし涙が滲んだ。

「心臓……動いてる。息……してる。……生きてる……生きてるっ……!?」

　信じられない──驚おどろきと喜び、そして疑問がない交ぜになり、魅神は目を白黒させる。

「な、何で、あんな爆ばく発はつで……って、あっ!?　アリア、隆良、無事だけどっ……『絶対正義ジヤガー・ノート』と戦って、怪け我がはしてるから！　早く救護隊をっ！」

『ああ、聞こえている！　すぐそちらへ向かうから──隆良くんの介かい抱ほうを、頼たのむ！』

「え、あ、うん!?　え、えと、どうしよ……と、とりあえず、うん……うんっ」

　何やら数度ほど頷いた魅神が、硬かたい地面で倒れっ放しなのは可哀かわい想そうだ、と自分の中で言い訳する。ゲル塗れの彼の頭を、緊張気味に太ふと股ももの上に乗せると、ヌメヌメとエグい感触が再び襲ってきて──ほぼ同時に、隆良は閉じていた目を、うっすらと開いた。

「……？　……あ……みか、ん……？」

「うう、膝ひざ枕まくらするとか、初めて……でも感触、キモイ……でも初めて……あ、え？」

　隆良が目を覚ましたことに、かなり遅おくれて気付いた魅神が、思い切り慌てふためく。

「ば、バカ隆良、おお起きたの!?　ていうか起きれるの!?　……あ、や、これは……違っ、勘かん違ちがいしないでよ!?　私はただ、そう……ふ、太股で漬つけ物ものをっ……そう！　いつか太股で、漬物を漬つけようと思って！　予行演習でアンタの頭を重おも石し代わりに借りてるだけなんだからぁ！　……き、聞いてんの!?　ちょっと──」

「……俺は……生きてんの、か……」

「！　そ、そうよ……何でアンタ、無事なワケ!?　あんな大爆発の、それもド真ん中に居たはずなのにっ──……？　ね、ねえ、バカ隆良……ホントに、大丈夫？」

「………………」

　魅神が思わず心配して尋たずねてしまうほど、今の隆良は、心ここにあらずと言った様子で──そんな彼が、魅神に膝枕をされたまま、すっ、と右手を空へ向けて伸のばす。

「……バカ隆良……？」

　いつもと違い、慎つつましい小声で呼んでくる幼おさな馴な染じみの声に、けれど隆良は答えぬまま──ぽつり、たった一言、

「……『絶対正義』……さん……」

　その名を呼ぶと同時に、すう、と一筋の涙を流した。







　エピローグ







　隆たか良ら達の住む街で、最大の病びよう床しよう数を誇ほこる国立病院にて──急ぎ搬送された隆良は、命に別状は無いと診しん断だんを受けたが、大事を取って入院することになった。

　そんな彼は今、神しん妙みような表情の仲間達に取り囲まれている。更さらに、ルーネと『[image: α]アルフア』と『RYDEEN』、後から合流したヱリコと玲れ愛あも交え、彼女達に対する説明義務の遂すい行こうを余よ儀ぎなくされていた。なぜ、隆良が無事だったのか、その説明を。

「つっても……俺も、全部が全部、分かってるワケじゃねーから……分かってるコトだけ、言わせてもらうぜ？　そうだな……あれは──」

　その時のことを思い出しながら、隆良はゆっくりと語り始めた。




　隆良の乗り込んだロケットと隕いん石せきが、激げき突とつする直前──隆良は状じよう況きようが絶望的だと理解しながらも、『悪あがき』に転じた。最後のマムシドリンクを飲み干し、ゲルを出して、身を守ろうとしたのだ。ルーネを救った直後には出せなくなっていたゲルだが、火事場の馬ば鹿か力ぢからか、それとも時間が空いていたからか、その時には何とか放出することが出来た。

　もちろん、ゲルだけで身を守れるとは思っていなかった。それでも、最後の最後まで諦めず、出来ることは全すべてやろうと思った。そして、ついに『その時』は来て──爆発の轟ごう音おん、閃せん光こうと衝しよう撃げきを、ほんの一いつ瞬しゆんだけ感じたかと思いきや、そこで記き憶おくは途と切ぎれる。

　次に目を覚ました時には、温かな液体の中で揺蕩たゆたうような、安らかな感覚に包まれていた。死後の世界というヤツか、と当初は思った隆良だが、そうではない。

　自身を包んでいた液体は、隆良本人が出したゲル。更に、その周囲には──

『……なっ……これは、あの人の……《絶対正義ジヤガー・ノート》さんの……《絶対防ぼう壁へき》……!?』

　その直後には再び意識を失い、次に目が覚めた時は魅み神かんに介抱されていた隆良だが、あれは夢でも見み間ま違ちがいでも無かった、と言い切れる。

　隆良を救ってくれたのは──確かに、『絶対正義』だったのだ。




「……と、まあ、俺が生きてんのは、そういうワケだよ」

「……………」

　隆良の話を聞いた魅神達だが、すぐには納なつ得とくできないらしい。『絶対正義』にとっての隆良は、己おのれの野望を挫くじいた憎にくむべき相手のはず。それを助ける道理が、どこにあるのか。

　一様に沈ちん黙もくする面々の中から──不意に『[image: α]』が口を開いた。

「ねえ、タカくん……『絶対正義』は……なぜキミを、助けてくれたの？　世界に絶望して、誰かを救うコトなんて考えられなくなったはずの、あの人が……どうして？」

「……さーな、俺は『絶対正義』さんじゃねーから、あの人が何を考えてんのかなんて、分かんねーよ。……だから、これは俺の想像だ……きっと、あの人は」

　そこで一つ言葉を区切った隆良が、『[image: α]』を真まっ直すぐ見つめ、口を開いた。

「最後の最後に……『絶対正義』のファンである俺を助けてくれた、あの人は……その最後の瞬間──確かに、『ヒーロー』に戻もどったんだ。……俺は、そう思うよ」

「！　……タカ、くん……」

　世界の全てに絶望して牙きばを剝むき、狂くるってしまったはずの『絶対正義』が──最後の最後で、『ヒーロー』としての己を取り戻した。その事実が示すのは、単純な答え。

『絶対正義』の心は、最後の最後に──確かに、救われたのだ。

「っ……タカくん、ありが、とう……あの人を、救って、くれて……本当、にっ……」

「お、おいおい……俺は何にもしてねぇって。あの人が、俺を助けてくれたんだ。そうして最後に『ヒーロー』に戻れたのは……あの人自身の、力だったんだよ。だから……ああもう、そんな泣くなっつの。うりうり」

「そ、それでも、タカくんの、おかげで……あ、あぐあぐ。……うう、ん」

　ぽろぽろと涙なみだを流す『[image: α]アルフア』の頭を、がしがしと乱暴に撫なでる隆良。前後に揺ゆさぶられ、『[image: α]』は少しだけ困った顔をしたあと──憑つき物が落ちたような顔で、微笑ほほえんだ。

　しかし隆良は、苦く笑しようしつつ『[image: α]』の頭を撫でながらも、別のことを考えていた。

　それは、『絶対正義』の行方ゆくえについて。当然、彼も捜そう索さくの手配はされているが、アリアが言うには、まだ見つかっていないとのことだ。あるいは原形を留とどめていないという可能性もあるが、隆良が無事だったという事実がある今、別の可能性も浮ふ上じようしてくる。

　隆良を『絶対防壁』で守れるなら、『絶対正義』本人が、自分自身を守れない道理は無い。『絶対正義』も無事だとすれば、また世界に牙を剝く可能性も──

（……いや、それは無いな……絶対に、ありえねぇ）

　隆良には、もう分かっていた。たとえ『絶対正義』が無事だったとしても、彼は二度と、世界に牙を剝かないと。『絶対正義』を良く知る隆良だからこそ、確信できた。

　そもそも、どちらにせよ実際の安否は不明だし、この話はこれで終わりだ。今はそれよりも、『[image: α]』とはまた別に、決着をつけなければならない人物がいる。

「ま、アイツのコトだから、外で盗ぬすみ聞きでもしてんだろ……さーて、と」

「？　タカくん……どうしたの？　あっ……急に立ち上がったら、危ないよ？」

『[image: α]』が心配してくるも、おもむろにベッドから降りた隆良は歩みを止めず、なぜか病室の出入り口へ歩み寄る。すう、と一度だけ深呼吸してから、扉とびらを開け放ち──

「──おう、トーヤ！　逃にげてんじゃねーぞぉ!?」

「きゃっ!?　バカ隆良、病院で大声……は!?　え、王おう真ま燈とう矢や？　……あっ、ルリも!?」

　病室の扉を開け放った隆良に続き、魅神も身を乗り出して廊ろう下かを確かく認にんする。そこには確かにトーヤの後姿と、その腕うでを引き留めるように引っ張るルリの姿があった。

「と、トーヤ、何でいきなり帰ろうとするの!?　隆良さんが呼んで……と、トーヤ？」

「………下しも野の根ね、隆良………」

　しかしトーヤはルリに言われるまでもなく立ち止まり、背中を向けたまま言葉を返す。

「……どうか、答えて欲しい。……教えて、くれないか」

「……おう、何だ？」

「彼は……『絶対正義』は、最後にまた、『ヒーロー』に……本当に、戻れたんだね？」

　トーヤは病室の外から、隆良達の話を聞いていたのだろう。その上で、隆良に──同じ『憧あこがれ』を追い求めた彼に、問いかけた。

　隆良は、答える。ただ真っ直ぐに、偽いつわりの無い言葉で。

「ああ──俺達の『ヒーロー』は──最後の最後に、本当の──『ヒーロー』だったぜ」

「……そう……そう、かい」

　トーヤの背中が、小刻みに震ふるえる。隣となりに居るルリは、何も言わず、ただ傍そばにいた。

　やがてトーヤは顔を上げ、隆良へと、もう一つだけ問いかける。




「僕にも、なれるだろうか──また、なれるだろうか」

「なれるさ──何度だって、な」




　隆良の揺るぎない答えに、ふっ、とトーヤは珍めずらしく苦笑し、ゆっくりと歩いていく。そのまま立ち去ろうとするトーヤの代わりに、ルリが声を送ってきた。

「……たーからさんっ！　えへへー……また、会いに来るからねぇーっ！　ルリのコト、忘れちゃイヤですよーっ？　この笑顔、ちゃんと覚えててくださいねっ。キラッ☆」

「お、おお!?　……へっ、忘れたくても忘れられるキャラしてねーだろ！」

「えっへへー、分かってて言ってます！　今度はトーヤ共々、よろしくですよー！　……またねっ、隆良さんっ……トーヤと同じくらい、愛してますよーっ！　……えへっ」

　トーヤはともかく、すっかりいつもの調子のルリに、隆良も思わず苦笑いする。去りゆく二人の背中を見送る隆良に、玲愛が目を細めて語りかけた。

「ルリっちは……強いですよね。ルリっちが居れば、王真っちはきっと平気ですよ。……隆良っちは心配しなくても、大だい丈じよう夫ぶですっ」

「……へへっ、別に心配してねーよ。ナマイキ言いやがって……うりうり」

「あ、はうはうっ……えへ、えへへー……」

　わしゃわしゃと隆良に撫で回され、髪かみが少しばかり乱れるが、玲愛はどうも嬉しそうだ。さて、そんなやり取りをしながら病室に戻った隆良へと、魅神が神妙に語りかける。

「……ねえ、バカ隆良……これで、ホントに……終わったのよね？」

「……おう。ケリは着いたよ。俺にも、トーヤにも……『絶対正義』とも、な」

「そう。……そっか、そうね……」

「……何だよ、急にしんみりしやがって……らしくねーぞ、魅神？」

「別に、しんみりなんて……でも、まあ……アンタも頑がん張ばったし……お、おつかれ──」

　何やら良い雰ふん囲い気きだが──そんな二人に割り込み、銀ぎん髪ぱつの少女が隆良に抱だき着く。

「タカラっ、ルーネも……ワタシも、言いたいコト……あるーっ」

「え──うおぉんっ!?　腹に飛び込んでくんなよ!?　俺、怪け我が人ですよ、怪我人!?」

「ふやっ!?　ちょ、ルーネちゃん……い、いきなりナニよっ!?」

　抗こう議ぎする隆良と魅神だが、ルーネは無表情のまま、彼の腹部にすりすりと顔を擦こすりつけて華か麗れいにスルー。しかしそんな彼女の蛮ばん行こうに気付いた夜よ侘わびが、窘たしなめようと躍やつ起きになる。

「る、ルーネさん!?　そういうの、ダメだよ！　おすわりっ……まてっ、だよっ──」

「ワタシ、言いたい──ヨワビや、ミンナにも、言いたい」

「───う、にゃっ？」

　ルーネが言いたいのは、隆良に向けてだけでは無いらしい。不意打ちのようにもたらされた言葉に戸と惑まどう夜侘だが、ルーネは相変わらずのマイペースで続ける。

「ワタシ……ミンナに、助けて、もらえた。ワタシ、諦あきらめてた、なのに……ミンナ、諦めないで、くれた。救って、くれた。……ワタシ、すごく、嬉うれしかった……だから」

　すう、とルーネが一つ深呼吸し、目を閉じて微かすかに俯うつむく。胸の前に手を当てて、何やら沈黙し、不意に顔を上げたかと思いきや──




「ミンナ───ありがとっ！」




　何とルーネは、その言葉と同時に──輝かがやくような笑顔を浮うかべて見せた。

「「「えっ……え、え……ええええ!?」」」

　皆みんなして驚おどろくのも失礼な話だが、それも無理からぬこと。何しろ初めて見た笑顔なのだ。思わず興奮した魅神、夜侘、沙さ凪なぎが、一いつ斉せいにルーネへと詰つめ寄る。
















「ちょ……待って、ルーネちゃん！　笑ったわよね、今っ……ね、ねえっ!?」

「も、もう一回……お願い、もう一回見せて！　ほら、にこーっ、って！　にこーっ！」

「おらおら、ケチケチしてねーで出しますのォ！　ネタは上がってンですのよー!?」

「？　笑う？　……良く、分からない……ワタシ、お礼、言っただけ。ミンナ、変」

「「「も、もう完全に元の調子だー!?」」ですのー!?」

　完全に魅神達は振ふり回されているが、ルーネは本当に分かっていないようで、くりっ、といつもの無表情で首を傾かしげる。すると、その拍ひよう子しに。

「ン？　え……あっ、白ウサギっ。……ワタシのっ」

　ルーネの目が、いつの間にか窓まど際ぎわに佇たたずんでいた、白ウサギのキーホルダーを見つける。慌あわてて窓際に駆かけ寄ったルーネが、手に取った白ウサギを宝物のように、ぎゅっ、と抱きしめる。そんな彼女を見て、アリアは首を傾げて呟つぶやいた。

「？　いつから、こんな所に……ルーネちゃんのモノか？　一体……──！」

　瞬間、アリアが何者かの気配を察知し、窓の外へと目を向ける。四階にあるこの病室の窓から身を乗り出すも、そこには何もおらず──けれどアリアは、直感的に理解した。

（……リーザ、キミなのか？　キミは……ルーネちゃんのために、あの白ウサギを届けてくれたのか？　そうなのか……そう、なのだな？）

『？　アリア氏……どうしました？　外には、誰だれもいませんよ。《RYDEEN》のセンサーにも、反応はありませんでしたし』

「……ああ、そうだな。ふふっ……なに、気のせいだったようだっ」

　その返事は不思議と明るく、『RYDEEN』は首を傾げるが、アリアも多くは語らない。

　さて、ルーネが初めて見せた笑顔から転じて、一気に騒さわがしくなっている室内で──仲間達、一人一人の顔を、隆良はぼんやりと眺ながめる。

（ルーネのヤツ、驚かせてくれやがって……皆も、一気にいつもの調子に戻っちまったみてーだな。ホント、なんつーかなあ……）

　誰も彼もが賑にぎやかしく、そんな彼女達に囲まれながら、隆良は心の底から思う。

（ああ……やっぱ、そうだな。コイツらが居るから……俺は『ヒーロー』になれるんだ。改めて認めんの、スゲー恥はずかしいけどよ……コイツらがいねーと、ダメなんだな）

　あのロケットの中で『絶対正義ジヤガー・ノート』に言ったことは、間ま違ちがいではない。自分を『ヒーロー』にしてくれる彼女達の顔を、改めて一人ずつ眺めてから、隆良はぽつりと呟いた。

「へへっ……ま、なんだな。憧れた『ヒーロー』とは、全然違うけど……俺は俺で、ようやく俺なりに、『ヒーロー』になれたんだな──」

「「「…………はい？」」」

「………あり？」

　しかし隆良に、思わぬ展開──つい先ほどまで和なごやかなムードを醸かもしていた少女達が、一転して反感の意を示す。さすがに焦あせる隆良へ、魅神と夜侘が不満顔で詰め寄る。

「ナニ言ってんのよ、バカ隆良……アンタ、私が倒たおれてる間に勝手なコトしといて、何が『ヒーロー』よ。私達の気持ちも全く考えず、ふざけた真似まねしちゃってさ！」

「そうだよっ……アタシ、本気で怒おこってるんだからっ！　言っとくけど、ぜんっぜん、許してなんか無いんだからねっ!?　『ヒーロー』失格だよ、失格！」

「え、ちょ、待っ……いやだって、アレはお前らのためにさ!?」

「誰も頼たのんでないわよ、バッカじゃないの!?」「反省しなさぁいっ！　にゃーっ！」

　取りつく島も無い二人に慌てふためく隆良だが、残念ながら助け舟ぶねは出ない。むしろ更さらなる追い討うちをかけるように、アリアと氷莉こおりがタッグを組んで責め立ててきた。

「皆の言う通りだ。自分を犠ぎ牲せいにして、それで皆を悲しませるなど、本ほん末まつ転てん倒とうだ。私のコトなど言えないではないか。同じ轍てつを踏ふんでどうするのだ！」

「そうだそうだーっ。アリアおねーさんの、いうとおりだーっ」

「全く……そんなキミを、誰が『ヒーロー』などと呼べるものか！　そうだな、精々キミには……私の旦だん那な程度がお似合いだぞ！　ふんっ！」

「そうだそうだ……ちがう、そうじゃない。ドサクサにナニいってんの？」

「さて隆良くん、許されたいと願うなら……ここにちょっとした魔ま法ほうの紙があるのだが。署名と捺なつ印いんを済ませるだけで、少なくとも私は、キミの全すべてを許すと確約するぞ？　なに、ちょっと同じ姓せいになるだけという副賞がついてるけど、大したコトじゃないヨ？」

「アリアおねーさん、それカンゼンにサギのテグチだよ。きいてる？　ちょいちょい」

　しかも弱っている所を見計らっている辺り、かなり悪質である。『婚こん姻いんなんとか』と書いてある気のする用紙を手に、アリアが色気たっぷりに密着してくるが、

「お、おお!?　いや待てアリア、意味分かんねーよ！　そんなに怒ってんのかっ──」

「──そぉーいっ!?　させませんよ、アリアっち!?　ウチ、物申しますーっ！」

「タカラ……今度はワタシ、タカラ、助ける番……だから、安心して……ね？」

「ん……おっふ!?　玲愛、ルーネ……アリアがナニ言ってんのか良く分からんけど、お前らは俺に味方してくれるのか？　っ……お、お前らぁ……」

　玲愛とルーネの介かい入にゆうに、ちっ、とアリアは舌打ちする。何やら庇かばわれたのだと察した隆良が、思わず感極きわまると──ルーネと玲愛が急接近。

「しかし褒ほう美びもらう。すんすん……すんっ、ふんすっ……やっぱり、タカラのニオイ、格別。病やみ付き……くんかっ。んん……好き」

「はっ……ルーネっちズルイ！　ウチだって我が慢まんしてたんにー！　もう、もうっ……耐たえられませんっ！　ぺろっ……ぺろぺろっ。わふ……落ち着きますー♪」

「ちょ……ウワアアア!?　またニオイフェチとペロリストが!?　何なのお前ら、その趣しゆ味みは健在なの!?　ていうか何だ、このカオス!?」

　アリアのみならず、ルーネと玲愛にまで密着され、ほとほと居た堪たまれなくなる隆良だが、そんな彼へと『[image: α]アルフア』が和やかに微笑ほほえみながら語りかける。

「タカくん、ボクだってタカくんの味方だからね。何しろタカくんは……ボクのご主人様だしね。味方するのは、少しも変な話じゃないよね？」

「すこぶる変な話が出ちゃったよ。何それ、いつの間に俺はお前を引き取ったワケ!?」

「『RYDEEN』を引き取ってくれる方には、ボクという終身サポートが付いてきます。メンテナンスは雇こ用よう主ぬしも対象だから、安心してね？　タカくん」

「それ何て抱き合わせ販はん売ばい!?　つーか俺のナニをメンテナンスしてくれんの!?」

『Hmm……この状じよう況きよう、《RYDEEN》のデータによれば、オヤコドン、というお料理の隠いん喩ゆが当てはまります……隆良氏はアブノーマルですね。必要な学習と判断しました』

「どんな判断だぁぁぁ！　すぐさまアンインストールしなさいよホントもう！」

　人聞きの悪い『RYDEEN』と『[image: α]』の発言に、なぜか微び妙みようにカマっぽくなる隆良。やれやれ、と首を横に振る沙凪と、恐おそる恐るといった様子のヱリコも、声を掛かけてきた。

「全く、誰も彼も、ここぞとばかりに攻せめて、優ゆう雅がさが足りませんの。……まあ、自分を犠牲にしようとした隆良様に怒ってるのは、わたくしも同じ……ですケド、ね？」

「はいっ。下野根くんが『ヒーローじゃない』なんて、ホントは誰も思ってませんよっ。少なくとも、下野根くんはわたしにとって……ずっと『ヒーロー』ですからっ」

「！　沙凪……ヱリコも。へ、へへっ、そっか。そうだよな──」

　二人の言葉に、思わず目め頭がしらが熱くなる隆良だが──沙凪の言葉は更に続いた。

「まあ……『ゲルヒーロー』改め、『マムシドリンク・ヒーロー』って気がしてきましたケド……ホント隆良様は、どんどん新境地を開いていきますのね」

「お前のそれが一番キツイわ！　『ゲルヒーロー』のほうがよっぽどマシだっつの！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですっ……どんな『ヒーロー』でも、下野根くんは下野根くんですっ！」

「受け入れる方向で話進めないでくんね!?　イヤだっつってんだろォォォ！」

　とんでもない異名が定着しそうになり、さすがの隆良も全力で嫌いやがる。だがそこで、どうにも黙だまっていられない、金色の乙女おとめが声を上げる。

「み、皆、ナニしてんのよっ……バカ隆良なんて『ヒーロー』じゃないって、怒ってたのに……有う耶や無む耶やになってんじゃない！　ねえ夜侘ちゃん、こんなのおかしい──」

「……す、『宿星急直下スター・ダーイブ』ッ！　アタシもまーぜてっ♥」

「よ、夜侘ちゃんの裏切り者ぉー!?　何よ……何よコレ、皆……皆さぁ……！」

　結局、皆して隆良を取り囲む中、素す直なおでない魅神だけが取り残される。ぷるぷると震ふるえ、拳こぶしを握にぎり締しめた魅神が、ついにフラストレーションを爆ばく発はつさせるかのように──

「皆っ……ずるい、ずるいっ！　──ずるーいっ！」

「「「………へ？」」」

　──ちょっぴり、予想外の言葉を口走った。一様に呆あつ気けに取られる面々だが、魅神はお構いなしに、ずんずんと隆良に歩み寄り、彼の顔面を両手で摑つかんだ。

「へ？　み、魅神……な、ナニすんだ？　……おい、何で顔、近づけて……」

「私だって……私だってぇ……皆みたいにっ……！」

　今の魅神の様子に、夜侘の中で電流が奔はしる──まさか魅神は、素直じゃないのが巡めぐりに巡り、一周まわって隆良への想おもいを爆発させてしまったのではないか。『ずるい』と、『皆みたいに』と言いながら、その熱っぽい唇くちびるを突つき付けようとしているのではないか。

「ちょ……魅神、ダメ！　魅神こそズルイよ!?　そもそも魅神、電子タワーで既すでにやらかしてたでしょ!?　いや未み遂すいかもだけど……二度目とか、絶対に許さな──」

「──ば、バカ隆良を、責めてやるんだからぁー！　らっ……『雷らい塵じん』──!?」

「え、なんっ……あ、あばばばばぁーっ!?」

「そそそっちかぁー！　そういえば魅神、最近ちょくちょく言ってたもんね！　安心した……アタシ今、すっごい安心したぁー！」

　胸むねを撫なで下ろす夜侘だが、隆良に対する女子陣じんの対応を責め苦と判断している魅神は、失礼というか、意外と的確というか。とはいえ、電でん撃げきを喰くらった隆良は堪ったものではない。彼の中で、ぷつん、と何かがキレる音がして──口の端はしから笑い声を漏もらす。

「ふ、ふへへ……なるほどな……こんの電動ミカン、そんなに俺を『あばば』らせたかったのかよ……分かった、よ～く分かったぜ……」

「……な、ナニよ、バカ隆良……わ、悪いのはアンタでしょ!?　皆みんなにばっかり、そうやって構って……わ、私……いや、だからその……ッ、少しは察せって言って──」

「意味分からんっつーんじゃーい！　だったらまとめて……喰らいやがれぇぇぇ!?」

「は？　え、ちょ……きゃ、きゃあああっ!?」

　退たい避ひの暇ひまも無い、刹せつ那なの間に──隆良が大量のゲルを全身から噴ふき出す。逃にげ場ばのない病室内に放たれたゲルは、その場に居る少女達を真っ白に染め上げた。

　何とも言えない惨さん状じようの中、ぽつり、夜侘が小さく呟いた。

「……なんか、ね……このゲルに、慣れてきてるアタシが……怖こわいよ、うん」

　その表情には、言いようの無い哀あい愁しゆうが漂ただよっていたという。まあ、それはさておき、ぬめぬめとしたゲルを真正面から浴びた魅神は、逆ギレ気味に隆良を糾きゆう弾だんしようと詰つめ寄る。

「ほ、ほらっ……ほるぁ！（巻き舌）　『ヒーロー』じゃないでしょ……こんなの違うでしょ！　『ヒーロー』が女の子に、こんなえげつないの、ぶっかける!?」

「あ、あのな……お前が俺に『雷塵』かましてきたからだろ！　自業自得だっつの！」

「あう。……ち、違うもんっ！　ば、バカ隆良が……バカ隆良が悪いんだからっ！　認めないっ……私は絶対、アンタが『ヒーロー』だなんて認めないんだからあっ！」

「……へっ、もう関係ねーよ、そんなん。聞こえねーぜ」

「!?　な……何よ、それ……ッ、アンタ、私のコトなんて、どうでもイイわけ──」

　少しだけ涙なみだ目めになった魅神の感情が昂たかぶり、ぱりっ、と電撃を[image: 迸]ほとばしらせた──その瞬しゆん間かん、びしっ、と隆良がカウンター気味に、人差し指を魅神の鼻先に突き付ける。




「たとえお前が認めなくても──俺はお前の、『ヒーロー』だからな！」

「えっ。……え？　………えっ!?」




　隆良の発言に、魅神、大いに困こん惑わくし──そのまま、フリーズしてしまう。

「お？　……魅神、どうした？　何だ何だ……動かなくなっちまったぞ？　おーい」

　完全に固まった魅神に、ともすれば大だい胆たんな発言を繰くり出した隆良は首を傾かしげる。しかしそこで、黙っていられぬ『宿星の片割れスター・パートナー』が、取り乱しながら詰め寄った。

「ちょ……たた隆良!?　ナニ今の、どういう意味!?　た、隆良は、魅神の『ヒーロー』って……え!?　そ、それ、つまり……隆良は、魅神が──」

「お、夜侘……おう、もちろんお前の『ヒーロー』でもあるぜ？」

「へ？　……え、あ……ふえ？」

「それに……アリアのでもあるし、沙凪も、氷莉も、ヱリコも……ルーネも、玲愛も、な。イヤじゃなかったら……『[image: α]』と『RYDEEN』もだ」

　呆気に取られる夜侘に続き、急に名前を挙げられた面々も、思わず戸と惑まどう。

　けれど、そう言った隆良にだけは──揺ゆらぎや迷いは、もはや微み塵じんも無い。

　何度も傷つき、何度も倒たおれた。けれどそのたびに、隆良は立ち上がってきた。

　それは、ここに居る皆のおかげだ。彼女達が居るから、隆良は『ヒーロー』になれた。だからこそ、隆良は言う──自分を形作ってくれる、何よりも大切な人達へ向けて。




「誰だれが何と言おうと、俺は、お前らの──『ヒーロー』なんだからよっ！」

「「「────！」」」




　真まっ直すぐすぎる隆良の言葉に、女子一同、ぼんっ、と顔を紅あかくしてしまう。飾かざり立てられた愛の囁ささやきより、よほど率直に心に響ひびいたらしい。普ふ段だんは冷静なアリアも、常に無表情なルーネも、機械のはずの『RYDEEN』でさえ、思わずニヤけてしまっている。

　そんな少女達の表情の意味は、鈍どん感かんな隆良には全く分からない。けれど彼女達を見て、下野根隆良は素直に思う──皆の笑顔を守りたい、と。

　そのためになら、隆良は彼女達の『ヒーロー』として、何でもする。巨きよ大だいな脅きよう威いに晒さらされても、その身を挺ていしてでも……白はく濁だくとしたゲルをぶっかけることになっても。

　そのたびに、きっと彼女達は怒おこるだろうし、泣くかもしれない。そんな無茶で無む謀ぼうで、時には酷ひどくエゲツなく、ゲル妖よう怪かいな少年が、本当に彼女達の笑顔を守れるのか。

　その答えは、もしかすると──

「……わ、私の『ヒーロー』……え、えへ……ば、ばっかじゃないの……♥」

　人一倍、素直でない魅神が浮うかべる──柔やわらかな笑顔が、示しているのかもしれない。

















あとがき









　今日も明日あしたも明後日あさつても、読者の皆みな様さまに『ありがとう』を伝えたい、初はつ美み陽よう一いちです。

　何と九巻にまで到とう達たつできた『ライジン×ライジン』。こんなにも皆様にお付き合い頂けているという喜びに、思わず咽むせび泣なかずにはいられませんっ……毎度、本当に芸が無いのは重々承知しているのですが、今回も感謝を叫さけばせてくださいぃぃぃ！




　そんな感謝の波が押し寄せている第九巻、ついに憧あこがれた『ヒーロー』に別れを告げた、下しも野の根ね隆たか良らは──彼なりの『ヒーロー』の道を見出します。けれど『ゲル』という能力に見み初そめられてしまった彼の道は、決して平へい坦たんではない、峻しゆん厳げんなる道でしょう。

　けれど、覚えていて欲しい──きっと彼の傍そばには、魅み神かんと夜よ侘わび、沙さ凪なぎやアリア、氷莉こおりにヱリコ……ルーネ、玲れ愛あ、『[image: α]アルフア』と、彼に関わってきた様々な人の笑顔があるのだと。

　そして、時々でいいから、思い出して欲しい──その笑顔は、笑顔はっ……基本的に、白はく濁だくとしたえっぐいゲルをぶっかけられた結果、生まれたモノなのだと──！

　[image: 迸]ほとばしる台無し感……！　これが、これこそが……『ゲルヒーロー』の力だァァァ！




　どこまでいってもエグさが付きまとう『ライジン×ライジン』を、いつも素晴らしいイラストで支えてくださる、パルプピロシ先生。そして毎回、見事なセンスでデザインを手て掛がけてくださる、越お阪さか部べワタル様。お二方のおかげで『ライジン×ライジン』の世界は彩いろどり豊かになり、生き生きとした命を吹ふき込まれました。

　更さらにはコミカライズしてくださっている福ふく原はら蓮れん士じ先生のおかげで、躍やく動どう感に満みち溢あふれた『ライジン×ライジン』の世界を描えがいて頂けました。

　そして担当Ｋ様を始めとした、出版に携たずさわってくださっている皆様のおかげで……この『ライジン×ライジン』は、ここまで突つっ走ぱしってくることが出来ました。

　そんな『ライジン×ライジン』を、読者の皆様に、ほんの少しでも愛され、近しく感じて頂けたのであれば……本当に、本当に、幸せな限りでございます──！

　とはいえ、まだまだ潰えぬフェティシズムの野望（何だそれ）……未熟なる作者ではございますが、今後とも、どうか見捨てないで頂ければ幸いでございますーっ！





初美陽一



























　ストレンジャー──それは『異能』と呼ばれし、尋じん常じようならざる力を操あやつる存在。

　ある者は手の平から炎ほのおを発生させ、ある者は触ふれただけで水を凍こおらせ、またある者は手をかざしただけで怪け我が人を癒いやす──そんな不思議な力を持った彼らは、しかし他のストレンジャーとは折り合わず、ほとんどが単独で行動する者ばかりだった。

　しかし今──そんなストレンジャー達が、下しも野の根ね隆たか良らという一人の少年を中心として、政府の名の下もとにチームを組むに至った。

　これはそんな彼らの──どこか珍ちん妙みようで奇き天て烈れつな物語である──




　組織の一角に設けられた訓練用の大部屋に、一人の少年と、三人の少女が集められた。

「諸君、ご苦労──本日集まってもらったのは他ほかでもない、大切な用件があるからだ」

　集まった少年少女と向き合うのは、黒くろ髪がみ長身で深海を思わせる碧へき眼がんを持った、モデルのごときスタイルの美女、アリア。この中では唯ゆい一いつストレンジャーではない彼女だが、持っている権限は誰だれよりも大きく──いわば司令官的な立ち位置の存在である。

　知的な赤フレームの眼鏡を軽く持ち上げつつ、アリアが用件を述べ始めた。

「さて、晴れてチームを組むことになったキミ達だが──魅み神かん以外のメンバーは、はっきり言って経験不足は否いなめない。ゆえにこれから、模も擬ぎ戦せん闘とうによる訓練を行う！」

　今しがた話題に上がった魅神──金色の長髪をなびかせる目の覚めるような美少女は、さも当然と言わんばかりに頷うなずいた。

「まあ、妥だ当とうな判断ね。実戦で足を引っ張られちゃ、溜たまったものじゃないし」

　自信に溢あふれたその言葉に、しかし室内で唯一の男である下野根隆良が嚙かみ付く。

「なに偉えらそうな口きいてんだ、電動ミカン。自分勝手なお前こそ、俺の足引っ張りそうで心配だっつーの」

「……何言ってんのよ。私はアンタ達なんかより、実力も経験もよっぽど上なのよ。アンタ達が足を引っ張るコトは有り得ても、私が足を引っ張るコトなんて有り得ないわ」

「……はぁぁぁ!?　喧けん嘩か売ってんのかっ！」

「私は事実を言っただけよ。一人一人じゃ、誰一人として私の足元にも及およばないんだから。断言するわ。ふんっ！」

　腕うでを組んでそっぽを向く魅神に、隆良は軽く歯嚙みした。

　雷らい轟ごう魅神──ＡランクからＥランクまで格付けされるストレンジャーにおいて、最高位のＡランクに座し、四し肢しを電気に変えて戦う様から『雷神』という異名で恐おそれられている少女。高校一年生という若さにも拘かかわらず、その戦闘力は本人の自信を裏付けて尚なお、お釣つりがくるほど高次元だ。

　さてそんな魅神に──ふむ、とアリアが頷きながら人差し指を立てた。

「なるほど、よし……それなら今回の模擬戦闘、魅神とのタイマン戦にしてみるか」

「……は、はあ？　アリア、何言ってるのよ……一人一人じゃ私の足元にも及ばないって、私が今言ったばかりじゃない」

「だからこそ、さ。確かに魅神の実力は突とつ出しゆつしている。しかしそんなキミと模擬戦闘を行えば、必然的に相手のレベルも上がるというモノだ。違ちがうか？」

「ん……それは、まあ」

「……面おも白しろそうじゃねーか」

　魅神が答えるより先に、隆良が肯こう定ていの意を示し、そのまま続ける。

「そもそも、この自信過か剰じよう女の鼻っ柱、一回くらい個人的に叩たたき折ってやらねーと、って思ってたんだよ。好都合だぜ」

「……ふん、無む謀ぼうが服着て歩くようなモノね。大体、自信過剰とかアンタに言われたくないわよ。妄もう想そうばかり突つっ走って、実力の伴ともなわないバカ隆良のくせに」

「なんだと!?　こんの電動ミカン……今すぐここで勝負してやろうか!?」

「だから今から勝負するんでしょ。分かってないの？　バカ隆良なだけに、バカなのね」

　またも口喧嘩が始まる。この二人は幼い頃から面識があり、つまり幼馴な染じみの間あいだ柄がらなのだが──互たがいに素す直なおでないところがあって、口を開けば衝しよう突とつが絶えない。

　しかしそんな二人を、アリアはあくまで微笑ほほえましげに諫いさめる。

「おいおい二人とも、喧嘩するほど仲が良いのは結構だが、ほどほどにしておけよ？」

「誰と誰の仲が良いのよっ！」

「そぉだっ！　冗じよう談だんじゃねーっての！」

　ピタリと合った息で反論してくる二人に、アリアも思わず失しつ笑しようするしかなかった。




　魅神との模擬戦を行うことが決まり、室内の面々がそれぞれ準備運動を始める。

「「……ふんっ！」」

　目が合うたび火花を散らす隆良と魅神──そんなやり取りの最さ中なか、隆良の服の裾すそをおずおずと引っ張る者がいた。

「ね、ねえ、隆良ぁ……魅神と一対一なんて、アタシたち大だい丈じよう夫ぶなの……？」

　弱気な声と共に上うわ目め遣づかいで見てくるのは、桃もも色いろの髪の少女、焔ほむら熾おこし夜よ侘わび──小学生に見えてしまいそうなほど小柄だが、れっきとした中学二年生だ。

　明らかに自信なさげな夜侘に、対する隆良は根こん拠きよもないのに余よ裕ゆうの表情である。

「大丈夫に決まってんだろ。魅神なんざ、たかだか『雷神』とか呼ばれていい気になってるだけのビリビリ女だっての」

「で、でも、最強クラスのストレンジャーなんだよ？　アタシ、自信ないよ〜……」

「──ふう、全く弱気なことですのっ」

　夜侘の弱音を糾きゆう弾だんするように割り込んできた声──水仙花沙凪だ。緑髪を揺ゆらして自信に溢れた笑えみを浮うかべる彼女も、夜侘と同年代のストレンジャー──だがしかし。

「ふふんっ、まあお嬢じよう様さまたるわたくしにかかれば、Ａランクでもなんでも関係ありませんのっ。任せるですのっ！」

　偉そうに胸を張ると、中学生にしては発育過剰なバストが更さらに際きわ立だつ。そう──同年代の夜侘の、オブラートに包んで言うと慎つつましい胸では、並んで立つのは拷ごう問もんに近い……いや、止よそう。小さくとも大きくとも、それぞれにそれぞれの価値があるのだから。

　さてそれより、自分自身をお嬢様と自じ称しようする沙凪に、隆良が横から茶々を入れる。

「自分でお嬢様とか言うなっつーの。しかもお嬢様って言っても、中の中程度だろが」

「む、むがっ!?　ちょっと隆良様っ、中の中とは聞き捨てなりませんのっ！」

「いやホントのコトだろ。そんな大層なお嬢様でもないのに、無理すんなって」

「む、無理なんてしてませんのっ……わたくし、これが自然体なんですのっ！」

「……おりゃっ」

「にょっふうっ」

　唐とう突とつに沙凪の左右のほっぺたを隆良が摘つまみ、うにうにと弄もてあそび始める。

「ほ、ほみほみ……た、隆良しゃま、やめるですにょ〜……ほへほへ」

「おーおー、柔やわらけー。良く伸のびるし。ほれほれどうだ？　無理すんの止やめるって言ったら離はなしてやんぞ？」

「わ、わたくし無理なんてしてもにょっ……も、もっ……いい加減にするですのーっ！」

　ふんがー、と隆良の手から逃のがれる沙凪。傍はたから見ていた夜侘も呆あきれ顔だ。

「も、もぉ〜……ケンカなんてしてる場合じゃないでしょ？　アタシ達、今からあの魅神と一対一で戦わないといけないのに……って、あれっ？」

　そこで夜侘が何かに気付き、人差し指を口元に当てて考え込む。

「良く考えたら模擬戦って、どうやったら勝ちなの……？　気絶させたりっていうのなら、アタシ達に勝ち目ってないんじゃ……」

「ふむ、夜侘ちゃんの言う通りだな」

「にゃっ……あ、アリアお姉さまっ？」

　いつの間にか背後に立たれて驚おどろく夜侘だが、アリアは気にせず続けた。

「そもそも隆良くん達と魅神とでは、実力差がありすぎるのだからな。普ふ通つうに戦っても勝負にはならないだろう。ふむ……ここは一つ、ハンデを設けるべきだな。魅神、それで構わないか？」

　アリアの問いかけに、やや離れたところで準備運動していた魅神が、手をヒラヒラさせながら答える。

「別に構わないわよ。まあ、そんなハンデがあったって、バカ隆良達に負ける気は微み塵じんもしないけどね」

「ふふっ、さすが魅神、頼たのもしいな。さて、それじゃ隆良くん達の勝利条件は……」

　少しだけ考え込んだアリアが、よし、と手を叩きながら述べる。

「じゃあ隆良くん達は、魅神のスカートをずり下ろすことができたら勝ちってことで」

「──は、はぁ!?　ちょっ、何よそれっ！」

　アリアのとんでもない提案に、当然ながら魅神も憤いきどおりを隠かくせない。

「ふざけないでよっ！　別に肩かたに触さわるとか、それくらいでもいいじゃない！　ひ、人のスカートを何だと思って……！」

「しかしそれだと、魅神のほうに緊きん張ちよう感が出ないだろう？　手を抜ぬかれても困るしな。ははは、そうイヤそうな顔をするな。負けなければいいだけなのだから」

「で、でも……だからってねぇっ」

　なおも抗こう議ぎしようとする魅神に──横から隆良が口を挟はさんできた。

「お？　なんスか、なんスか？　雷神さん、あんだけ自信満々だったクセに、もしかして負けるのが怖こわいんですかぁ〜？」

「……は？　何言ってんの？　誰も怖いなんて言ってないでしょ。勘かん違ちがいしてんじゃないわよ。相変わらず見当違いの妄想が激しいのね。恥はずかしいったらないわ」

「ほほ〜？　だったらその条件でいいんだな？　負けねぇんだもんな〜？　文句なんてあるはずないよなぁ？」

「ふんっ、上等よ。どうせ負けないし、関係ないんだからっ！」

　ツン、とそっぽを向く魅神──しめたもの、とほくそ笑む隆良。

　根拠なく自信満々だった隆良だが──しかし相手は最強と名高い『雷神』魅神。普通にやれば勝ち目が薄うすいのは明白だったし、アリアが『ハンデ戦』を提案したことで、正直なところ内心でホッとしていた。

　しかしまあ、『スカートをずり下ろしたら勝ち』というのは意外だったが──

（大丈夫。それはそれで見てェ）

　何が大丈夫なのか不明だが、全面的に異議はない──！

　さて、そんな欲望まみれのアフタヌーン、隆良も尚なお更さらやる気が出てきたようだ。

「さあ、さっさと始めようぜ！　完かん膚ぷ無きまでに負かして、俺のほうが上って証明してやるよ！　そしてパンツ……いや、とにかく電動ミカンの鼻っ柱、叩き折ってやらぁ！」

「……ふむ、そうだな」

　昂たかぶる隆良に、アリアは頷き──

「それじゃ、隆良くんと魅神の勝負は最後ってことで」

「オイちょっと待てぇぇぇ！　完全に今、俺が行く流れだったじゃーん!?　空気読んでくれよ毎度毎度さぁ！　アンタいつもそうだ！　そうやって空気ぶち壊こわして──」

「黙だまれスケベ。キミの煩ぼん悩のう、私が見抜けんとでも思ったか。ばか」

「…………」

　見み透すかされていた隆良──あえなく沈ちん黙もく。しかし何やら不ふ機き嫌げんなアリアは容よう赦しやしない。

「ふんっ。大体さっきから変に興奮しすぎだ。そんなんで魅神と勝負できるか、少しは落ち着け。むしろ時間を与あたえてやるのだから感謝しろと……おい、聞いているのか？」

「……ばか、て……スケベて……」

「……はあ、全く」

　落ち込む隆良に、アリアも少し言い過ぎたか、と肩に手を置いて──なぜか、蟲こ惑わく的な笑みを浮かべた。

「……どうしてもキミが、見たいというのなら……私が特別に、見せてやろうか？」

「……へ？　ア、アリア……何を？」

「分かっているのだろう……？　ほれ」

「……!?」

　言いながら、タイトのミニスカートの端はしを軽く摘むアリア。中身まで見えてはいないものの、あまりに際どいその有様は──けしからん。全くもってけしからん。

「どうだ？　私も意外と捨てたモノではないだろう？　キミが望むなら、この手をもう少し上に上げても構わんのだぞ……？」

「お、おお……おうおう、おうおう」

「オットセイみたいになっとるぞ。まあしかし……ふふっ、私ならいつでもウェルカムだからな。遠えん慮りよなく──おっと」

「おうお……へ？……あばばばば!?」

　アリアがいきなり離れたと同時に、隆良を突とつ如じよ襲おそう電でん撃げき──それを放ったのは何を隠そう、『雷神』と呼ばれる魅神その人だった。

「……遊んでるんじゃないわよ、アリア。訓練するんでしょ？　さっさとやるわよ！」

「はは、すまんすまん、おふざけが過ぎたか。まあ魅神の言う通り、いい加減始めるか……そうそう、念のため言っておくが、互いに命に関かかわるような攻こう撃げきは禁止だからな」

　不機嫌な魅神と、なぜかスッキリした様子のアリア──電撃を喰くらった隆良は、

「────」

　特に誰にも心配されず、ぶっ倒たおれているだけであった。




　大部屋の中央に立つ魅神が、両手足にそれぞれ身に着けていた長手て袋ぶくろとニーソックスを脱ぬぎ捨てる。直後、露あらわになった白魚のような手足に、電撃が奔はしり出した。

　その長手袋とニーソックスは、魅神の能力を抑おさえるリミッターのようなモノ──それを外したということは、魅神も本気なのだ。

　そんな彼女と壁かべ際ぎわで向き合う隆良達──ついに勝負の時を迎むかえた彼らに、間に立っているアリアがゆっくり口を開く。

「さて──それじゃ、模擬戦闘を開始するか。最初は、そうだな……」

　一つ区切り、アリアが一番手を指名する。

「夜侘ちゃん、キミから行ってみようか」

「はい。……は、ええっ!?」

　思わず返事してしまった夜侘だが、ピンクの髪を振ふり乱して辞退しようとする。

「むむむ、無理ですっ！　な、なんでアタシからなんですかぁ……？　い、一番手なんて、プレッシャーで死んじゃうよぉっ！」

「まあまあ、そうは言っても、いつかは順番も回ってくるんだし、遅おそかれ早かれ同じだろう？　そう嫌いやがらず、腹を括くくってだな……」

「む、無理ですぅ……こ、怖いよぅ……」

「……ふむ」

　軽く息を吐ついたアリアが、夜侘を諭さとすようにして説得する。

「夜侘ちゃん、臆おくして足あし踏ぶみするのはキミの悪い癖くせだぞ。本番では、相手は待ってくれないのだからな。せっかくの訓練なのだから、これを機に克こく服ふくに挑いどんでみようではないか」

「そ、そんなぁ……うう、隆良ぁ……」

　助けを求めてくる夜侘を──しかし隆良は景気良く送り出そうとする。

「おし、夜侘。こうなったら俺の代わりに、あの高こう慢まん女の鼻っ柱を叩き折ってこい！」

「にゃうっ!?　む、無理だよぉ……ていうか助けてよぉ〜……」

「まあいいから、とにかく頑がん張ばってみろって。アイツに勝てたら撫なでてやるからよ」

「……えっ？　ほ、ホントに？」

　隆良の口から漏もれた何気ない一言に、夜侘が瞳ひとみを輝かがやかせて飛びつく。

「隆良、ウソついてないよね？　魅神に勝ったら、ホントに撫でてくれるんだよね？」

「おお、ホントだっての。つか、そんなくらいでウソとか吐つかないって」

「も、もしウソだったら、鼻の頭を炙あぶり続けて真っ黒こげにしちゃうよっ？」

「ペナルティ思った以上にでけぇ!?　だからウソじゃねぇっての！　早く行ってこいよ！」

「え、えへへ……うんっ、いってくる♪」

　先ほどまで尻しり込ごみしていた姿はどこへやら、軽くスキップしながら出て行く夜侘──だが。

「……ひっ!?」

　目の前の魅神が、明らかに不機嫌な様子で佇たたずんでいたため──再び物怖おじてしてしまうことになる。

　しかし魅神は構わず、不機嫌さをそのまま声こわ色いろに変えて夜侘に叩きつけた。

「ねえ、夜侘ちゃん。あんなバカ隆良なんかと人目を憚はばからず馴なれ合うの、控ひかえたほうがいいんじゃないかしら？　弱い者同士の慰なぐさめあいなんて、見ていて滑こつ稽けいだから」

「……にゃっ!?　な、なによぅ……！」

　唐突な悪態に戸と惑まどう夜侘だが、すぐ何かに気付いたように人差し指を立てる。

「あ、なるほどぉ……雷神さん、アタシと隆良が仲良いの、うらやましいんだぁ？」

「は？　誰だれもそんなコト言ってないわよ。妙みような憶おく測そくでモノを言うのは止めてくれない？」

「じゃあアタシ達が仲良くしてても、別にイイでしょっ。ふんだっ、自分が素直になれないからって、アタシに当たらないでよっ」

「……素直になれない？　何を言ってるのか相変わらず意味不明ね……けど、アナタが意外と命知らずなのは理解できたわ。私にそんな口をきいたコト、後こう悔かいさせてあげる」

「ふにゃっ……の、望むところよっ。隆良の幼馴染だからって、どんな理り不ふ尽じんでも通るわけじゃないってコト、教えてあげるっ」

　譲ゆずれぬ女の戦いに、二人の気合も昂ぶってきた──臨戦態勢が整った両者に、アリアもついつい手に汗あせ握にぎる。

「おお……二人とも、なんか知らんがすごいやる気だな。よし、このテンションが萎なえない内に……勝負、開始だっ！」

　ついに模擬戦の幕が切って落とされた、その第一回目──直立不動の魅神が、挑ちよう発はつするように夜侘へと言葉を投げつける。

「ふんっ、どこからでもかかってきなさい。決して埋うまらない実力差、思い知らせてあげるわっ！」

「にゃうっ……ふ、ふんだっ。調子に乗ってられるのも、今だけなんだからっ……！」

　少しばかり怯おびえてはいるが、夜侘も気持ちは負けていない──とはいえ実力差があるのも確か。隙すきを突つかねば勝負にならない。

「よぉしっ……いくよぉ！」

　掛かけ声を合図に、夜侘が軽かろやかなフットワークで魅神の周囲を旋せん回かいする──！

　──と、言いたいところだが、

「はっ、はっ……はぁ、はぁ」

　ぽてぽてと、魅神の周りをゆっくり走り回っているようにしか見えない。しかも勝手に疲つかれて息切れし始めている。

「…………」

　直立不動の魅神も、微び妙みような表情を隠せないが──それを隙と見たのか、夜侘が叫さけぶ。

「！　ここよっ！」

　どこよ、と問いたくなるが、夜侘が片手で銃じゆうの形を作り──

「喰らってっ、アタシの異能──『気になる火になるライク・ド・フレア』──！」

　その指先から、炎ほのおを吹ふき出した──！

　──ライター程度の、か細い炎である。ちなみにコレ、割と全力だ。

　しかしとにかく、その小さな炎で気を引いたつもりなのか──夜侘の目が鋭するどく輝いた。

「い、今だぁ……！　えぇ〜い！」

　満を持して、ついに飛び掛かる夜侘──！

「と、取ったぁ〜！」

「……よっ、と」

「う、うにっ!?」

　しかし飛び掛かってきた夜侘の頭を、魅神は冷静に片手で制し、つっかえ棒のようにしてそれ以上の接近を許さなかった。

「ふにゃうっ……う、うう〜……！」

「…………」

「もうちょっと……もうちょっとぉ……！」

　それでもなおスカートへ手を伸のばす夜侘の根性は見上げたモノだが──しかし現実は非情、魅神の身体からだからバチリと電気が逬ほとばしる。

「……全くこれっぽっちも、もうちょっとじゃないってのっ！　ナメてんのっ!?」

「ひゃあぁぁん!?　こ、怖い〜！」

　魅神が威い嚇かくするように放った電撃に、夜侘は耳を押さえて涙なみだながらに逃にげ出す。

　──もはや夜侘の戦闘続行は困難、と判断したアリアが、決着を言い渡わたす。

「……え、えーと、じゃあ、魅神の勝ちということで……」

　あまりにも不ふ甲が斐いない幕切れに、さすがのアリアも微妙そうな表情を隠せなかった。

　勝負にさえなっていなかった気もするが、勝者たる魅神は、敗者の夜侘に勝ち誇ほこる。

「ふんっ、これが実力差よ、分かった？　これに懲こりたら、バカ隆良となんて馴れ合ってないで、精々自分を磨みがく努力でも──」

　と、言い終える直前──魅神が目にしたのは、隆良に泣きつく夜侘の姿。

「ふぇぇぇん……隆良ぁ……ひぐっ、こ、怖かったよぉ〜……」

「おいおい、情けねーなー。ほれ、そんな泣かず、落ち着けって」

「うう……だってぇぇぇ……」

「分かった分かった。ほれ、撫でてやるから。ホントは勝ったらって約束だったけど、サービスだぜ？」

「ふぎゅう……え、えへへ」

　そんな二人を眺ながめ、勝負に勝ったはずの魅神も──ついつい拳こぶしに力が入る。

　さて、それはともかくと、夜侘の不甲斐なさに沙凪も嘆たん息そくを隠せない。

「全く、情けないことですのっ。せめて一いつ矢し報むくいるくらいはすべきですの！」

「う、うう、だってぇ、沙凪ちゃん〜……」

「ふ〜、やれやれですの……まあ、仕方ないですの。ここは高貴なるお嬢じよう様さまとして──わたくしが仇かたきを討うってあげますのっ！」

「！　さ、沙凪ちゃん〜！」

　頼もしい言葉に、思わず夜侘も感動だ。続けて沙凪は、チラッ、と隆良のほうを向く。

「というわけで、わたくしも勝負が終わったら、ナデナデしてほしいですのっ」

「お前もかよ……ああ、分かったよ。何がそんなに嬉うれしいのかは知らんけども……」

「にゅふふ、約束ですのっ♪　この戦いが終わったら、隆良様に撫でてもらうですの」

　明確な死亡フラグをおっ立てつつ上機嫌に前へ出た沙凪が、そのまま魅神と対たい峙じする。

「さあ魅神っ。次はわたくしが相手ですのっ。精々負ける覚かく悟ごでもして──」

「…………は？」

「…………」

　何やら魅神は──先ほどの隆良と夜侘のやり取りを見てか、圧あつ倒とう的な怒ど気きを湛たたえており──それを象しよう徴ちようするように、彼女の周りでバチバチと電気が逬っていた。

　尋じん常じようでない様子に、沙凪も思わず呟つぶやく。

「どうしてこうなったですの」

　とんだとばっちりである。可か哀わい想そうな話だが──しかしアリアは空気を読まない。

「うむうむ、皆みんなやる気満々で素す晴ばらしいことだ。よーし、では次の勝負……開始だっ！」

　哀あい愁しゆう漂ただよう沙凪には気付かず、始まってしまう勝負──が、しかし魅神は先ほどの勝負と同様、直立不動の姿勢を崩くずさなかった。

「……ふん、どこからでもかかってきなさい。私から攻せめるまでもないわ」

「！　な、ナメてますのねっ……!?」

　ぐぬぬ、と憤る沙凪──しかし次の瞬しゆん間かんには、何やら含ふくみ笑いを浮うかべてみせた。

「にゅふふっ……後悔させてやりますのっ」

「おおっ……沙凪のヤツ、何か考えでもあんのかっ……？」

　自信ありげなその様子に、観戦している隆良の期待も高まる。

　笑えみを浮かべたままの沙凪が、肩から下げていた珍ちん獣じゆうのような柄がらのショルダーポーチに手を突っ込み、一つの瓶びんを取り出す。

　蓋ふたを開き、そこから出てきたのは──一匹ぴきの大きな蜂はちだった。

「……！」

　その攻撃的な様相に、対峙する魅神も少しばかり表情が陰かげる。大きな蜂は沙凪の視線により、操あやつられているようだった。

　そう、これこそ沙凪の異能──！

「『女王蜂の蜜月ローヤルゼリー』──どんな虫でも、わたくしの意のままですの！」

　──ちなみに同時に操れるのは一匹までなのだが、「一匹でもスゴイものはスゴイんですのーっ！」とは沙凪本人の弁である。

　しかしそのスピード──捉とらえるのは魅神といえど容易でない。沙凪の視線によって操られる蜂は、彼女の視線と共に動き回り──

「……あ」

　魅神は気付いた──確かにスピードはあるが、しかし蜂は沙凪の視線の先に必ずいる。だからつまり、別に蜂を見ずとも、沙凪の視線を追っていればいいだけではないか。

　ちなみに沙凪は、まだ気付いていない。蜂を旋回させ、焦じらすように勿もつ体たいつけた後──ついに魅神へと視線を向けた。

「にゅふふっ、喰らうんですのっ！　これぞお嬢様の持つ歪ゆがみねぇ実力──！」

「──はぁっ！」

　魅神の一声と同時に──魅神の放った電撃が、蜂を一瞬にして消し炭にしてしまった。

「……お、おお……」

　あっさりとした結末に、観戦中の隆良も呻うめくしかない──が、そこで夜侘が声を上げる。

「待って、隆良……沙凪ちゃん、まだ何かありそうだよっ？」

「！　マジでか!?」

　夜侘の言う通り、この状じよう況きようにあって──沙凪は依い然ぜんとして笑みを崩していない。まだ、何か手があるのか──！

　沙凪は、軽く目を閉じた。そして微笑ほほえんでいた口を開き──呟いた。

「どうすりゃいいんですの」

「て、手て詰づまりだ──！」

　これには隆良もショックである。対する魅神も、付き合っていられないと電撃を放った。

「アホかぁっ！」

「きゃ、きゃあぁぁ！　ですのぉーっ！」

　妙な悲鳴を上げつつ、逃げ出す沙凪──

「……じゃあ、また魅神の勝ちってことで」

　アリアの判定も、今さら改めて述べるほどではなさそうだが。




　夜侘と沙凪、立て続けに連敗を喫きつし──いよいよ隆良の出番、と言いたいところだが。

「──異議ありっ！」

　どうも、何やら文句があるようだ。

「大体よ、あんなチート能力女に、真っ向から勝てるかよ！　最初から無理があったんだっつーの！」

　模も擬ぎ戦の開始前は余よ裕ゆうぶっていた癖に、今さら怖おじ気けづいたのか情けない文句を繰くり出す隆良。しかしアリアは、冷静に応じる。

「それを考慮しての『スカートをずり下ろす』という勝利条件だろう？　真っ向から勝負しても魅神に敵かなわないのは知れているから、こういう条件を設定したわけで……」

「それでも無理があるっての！　今の戦い、見ただろ？　近寄っても電撃喰らうだけだし、どう考えても無理じゃん！」

「……ふう、やれやれ、仕方ないな」

　全く──と溜ため息を吐ついたアリアが、おもむろに魅神の前に立った。予期せぬ行動に、隆良もつい狼ろう狽ばいしてしまう。

「お、おい、アリア……何する気だ？」

「……良く見ておくがいい、隆良くん。魅神は確かに強い──しかしその彼ひ我がの差は、決して埋まらないモノではないぞ。それを今から証明してやろう」

「なっ……お、お前がやる気か!?」

　アリアはストレンジャーではないのに──と言い掛けた隆良に、しかしアリアと対峙する魅神の表情は、真しん剣けんそのものだった。

「……アリア相手じゃ、気は抜ぬけないわね。それじゃ……始めましょうか」

　身構える魅神──合図も無しに、模擬戦せん闘とうの開始を互たがいに察知したらしい。いや、その緊きん張ちよう感──もはや模擬戦闘とは呼べない。

　しかしそんな張り詰めた状況で、アリアが不意に笑みを浮かべた。

「ふふっ、胸を貸してもらうさ。どうぞお手て柔やわらかに、ってトコか──」

　スッ、とアリアが前かがみになった瞬間、

「──なっ！」

　アリアの右手から、親指で弾はじかれたコインが猛もう烈れつな勢いで魅神の顔面に迫せまる──！

「！　くぅっ──！」

　コインと激げき突とつする寸前、魅神は咄とつ嗟さに右腕うでを電気に変えてガードするも──しかしその一瞬に、アリアは魅神の懐ふところに潜もぐり込んでいた。

「魅神──もらったぞ！」

「アリアッ──させないんだからっ！」

　スカートを摑つかまれる魅神、眼前に左腕を突きつけられるアリア──

　時が止まったような静せい寂じやくがその場を支配した後、まずはアリアが口を開く。

「……引き分け、ってところかな？」

「……さすがアリアね、危なかったわ」

　互いに伸ばしていた手を同時に引き、そのまま固い握あく手しゆを交かわす二人──合図もなく始まり、しかし瞬またたく間もなく終わった戦いは、二人の間に爽さわやかな涼りよう風ふうを運んでいた。

　満足げに魅神から背を向けたアリアに、夜侘と沙凪が声を掛ける。

「アリアお姉さま、スゴいっ……『異能』ナシで、あの魅神と引き分けちゃうなんてっ」

「ま、まあ、なかなかやるですの……わたくしお嬢様として、褒ほめてさしあげますのっ」

「ふふっ、ありがとう、二人とも……さて」

　夜侘と沙凪に笑顔で応対しつつ、アリアは隆良に声を掛けた。

「隆良くん、理解したか？　たとえ絶対的な力量差があっても、工く夫ふう次し第だいでその差を埋めることはできるのだ。無理だ無理だと諦あきらめる前に、まずは戦い方を考えてだな……おい、隆良くん、聞いているのか？」

　尋たずねるも──しかし隆良はどことなく上の空で、腕を組んだまま黙もくしている。アリアが声を掛けていたことに気付いたのも、今ようやくのようだ。

「ああ、アリア……早く始めようぜ」

「？　え、ああ……しょ、勝負のことか？」

「ああ、任せろ、早く始めようぜ」

「ふ、ふむ？　隆良くん？」

　機械のように「早く始めようぜ」と繰り返す隆良に、アリアは怪け訝げんな表情を浮かべるが、もしやと思い一つ尋ねる。

「……隆良くん、先ほどの戦いを見て、何か妙案が浮かんだのか？」

　すぐに返事は来ず、無言の隆良に──アリアは再度確かく認にんした。

「……そうなのだな？」

「…………」

　再び無言──が、しかしついに隆良は、ニヤリと笑みを浮かべて答えた。

「おう──任せろ！　早く始めようぜ！」

　グッ、と親指を天に向けて突き出す様は、なかなかに頼たのもしげであったという。




　魅神の前に立った隆良──しかし彼の様子はいつもと違ちがい、完全に落ち着き払はらっている。対峙する魅神も、その雰ふん囲い気きの違いは肌はだで感じ取っていた。

「……バカ隆良、何だか潔いさぎよいじゃない。私に負ける覚悟でもできた？」

「ふっ……さて、どうかな」

　魅神の挑発も、軽く流す隆良──やはり、いつもとは違う。何やら秘ひめるモノを孕はらんでいる風ふ情ぜいに、思わず魅神の気も引き締しまった。

　観戦している夜侘だけは心配そうに、アリアにおずおずと語りかける。

「アリアお姉さまぁ……隆良、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　何か策があるっていっても……」

「……心配ないさ、夜侘ちゃん」

　にや、と笑ったアリアが──自信ありげに言い放つ。

「隆良くんは、いざという時はやる男さ──これからきっと、何かが起こるぞ……！」

　そんな期待に満ちた目で、アリアがついに勝負の開始を告げようとする。

「さあ、二人とも──準備はいいな？これが最後の模擬戦だ。勝負……開始っ！」

　腕を振り下ろすアリア──身構える魅神。

「どこからでも──かかってきなさい！」

　隙の見当たらないその様子に、しかし隆良は余裕の表情でほくそ笑む。

「ふっ、それじゃ、お言葉に甘えて──」

　ニヒルぶったことを呟いた直後──隆良の眼光が、鋭く輝かがやいた。

「──喰くらえっ！」

　瞬間、隆良が繰くり出したのは──！

　……右手の親指で弾いた、コインだった。

「…………」

　ヒョイ、と魅神は無言で首を傾かたむけ、それをかわす──と、駆かけ出してきた隆良が、魅神の懐へ潜り込もうと迫ってくる。

「もらったぁぁぁ！　喰らいやがれ、世紀のストレンジャーたる俺様の『異能』──」

「何のつもりよ、バカ隆良」

「あばばばばばば!?」

　夜侘や沙凪の時と違い、威嚇ではなくバッチリ電でん撃げきを浴びせてくる魅神──世紀のストレンジャーとやらの異能は、発動前にあっさりと潰つぶされた。

　もんどり打って倒たおれる隆良。魅神は呆あきれたような口調で、彼に尋ねる。

「……ねえ、私さっきアリアと戦った時、それ見てるわよね？　なんでそんなやり方を選んじゃったの？　通じるとでも思ったの？」

「…………」

　尤もつとも──尤も過ぎる問いかけだ。隆良はそんな、当たり前の質問を受けて、切々と語り始める。

「カッコ良かったんや……コイン弾いて戦うの、ごっつカッコ良かったんや……」

　どうやら、先ほどのアリアの戦い方が目に焼きついて離はなれず、真ま似ねしたくなったということらしい。何とも短たん絡らく的な動機に、魅神も思わず溜め息を吐く。

「アンタ……バカ？　バカなの？　あ、そうよね、バカ隆良だもんね……」

　更さらには夜侘とアリアの間でも、少しばかり気まずい空気が流れる。

「……え、えと、アリアお姉さま……」

「……うん、いや？　私は信じているぞ？　隆良くんはやる時はやるってな？　ただ……今はやる時じゃなかったっていうかな？」

　フォローするアリアの言葉も、微妙に言い訳っぽくしか聞こえなかったという。




　魅神一人に、隆良達は全敗──それだけならまだしも、勝負にさえならなかった体ていたらく。これにはさすがに、アリアも呆れる。

「全く、揃そろいも揃って不甲斐ないぞ、キミ達……特に隆良くん！」

「……うっ！」

「キミな、私のやり方を真似していただけだったではないか。それに自分で言うのもなんだが、アレは私のちょっとした身体能力と体術があってこそ成り立つものだ。悪いが、今のキミでは実力不足だぞ」

　ちなみに『ちょっとした』などと本人は述べているが、それは謙けん遜そん──アリアは、身体能力も体術もメチャクチャなレベルだ。

　比べて未熟な隆良では、正直なところコインもノロかったし、懐に潜り込む動作ですら遅おそすぎた。

「う、ううっ……俺じゃ、俺じゃあんな戦い方はできないのか……チクショウ！」

「うん。……あ、いや、まあその、向いていないのは確かだがな、問題はやり方だよ。大体キミ達、ほとんどが力ずくのゴリ押しだったではないか。もっと工夫を凝こらせ、というコトさ」

　はあ、と溜め息を吐いたアリアが、人差し指を立てて講こう釈しやくを続ける。

「全く……力押しで勝てないのは分かっていただろうに。良く言うだろう？押してダメなら、引いてみろ、と──」

「……んっ？」

「まあこれも一つの例えだが──ん？　どうした、隆良くん？」

　ハッ、と顔を上げた隆良──そのまま何か考え込むような素そ振ぶりに転じ、ブツブツと呟き始める。

「押してダメなら、引いてみる……なるほど、そんなら……もしかして」

「お、おい、隆良くーん？　今日はなんか、良くキミに呼びかける日だな……まあこういうのも悪くないが、私としてはもう少し応じてくれると嬉しいというかだな……」

「……おい、アリアっ！」

「お、おお？　なんだ、急にどうした？」

　いきなり名指しされて戸と惑まどうアリアに、しかし隆良は構うことなく続ける。

「……頼む、もう一回、魅神と勝負させてくれ！　求む、リベンジマーッチ！」

「む、むう？　本当にどうしたんだ、急に。なんでまたそんな……」

「頼む……このままじゃ、不ふ甲が斐いなさすぎて終われねーよ！　もう一回だけチャンスが欲ほしいんだ、一回だけでいいから！」

「……ふむ、どうやら本気のようだな」

　珍めずらしく真しん摯しな隆良に当てられてか、アリアも魅神に尋ねてみる。

「魅神……どうする？　連戦でキミもさすがに疲つかれているだろう。キミが拒きよ否ひするなら、応じる必要はないが……」

「…………」

　選せん択たくを迫られた魅神が、一瞬隆良を見て、しかしすぐさま目を逸そらし──答えた。

「いいわよ、別に。決して覆くつがえらない実力の差、何度だって分からせてあげるわ」

　受け入れた魅神に──隆良の表情も、思わず明るくなる。

「おお、マジでか!?　へへっ、助かるぜ……ありがとよ、魅神！」

「！　な、あっ……か、勘かん違ちがいしないでよ！　わ、私は改めて実力の差を思い知らせてやろうってだけで……べ、別にアンタのためじゃないんだからねっ！」

「なんだその千回くらい使い古されてそうなテンプレ。ツンデレか」

「う、うっさいわね！　変なコト言うなら、勝負してあげないわよっ!?」

「うおお!?　ジョーク、イッツァジョーク！　頼んますよ、魅神さぁーん！」

「……ふん、バカっ！」

　赤らんだ頰ほおを隠かくすように、そっぽを向く魅神──何はともあれ、こうして再戦は確約されたのだった。




　大部屋の真ん中で、再び対峙する隆良と魅神。視線を交こう錯さくさせる二人に、アリアがおもむろに声を掛かける。

「さあ、これが正真正しよう銘めい、最後の模擬戦闘だ──準備はいいか、二人とも？」

「ああ、いつでも行けるぜ」

「ふん、準備なんて必要ないくらいよ」

　二人の気勢が上がっているのを確認し、アリアも頷うなずきながら片手を振り上げた。

「それでは、ラストバトル──」

　少し間をおいて──決戦の火ひ蓋ぶたが、切って落とされる。

「──スタートッ！」

　アリアの手が振り下ろされると同時に──魅神はすぐさま、行動を開始した。

「悪いけど、時間なんてかけてあげない……からっ！」

　これまでずっと先手を譲ゆずっていた魅神が、足を電気に変えて瞬時に隆良へと詰め寄る。

『雷らい迅じん』──超ちようスピードでの移動を可能とする、魅神の技わざの一つだ。

　ここへ来て飛び出した大技に、隆良も反応できないか──と思いきや。

「……ひっひっひ」

「!?　な、なによ、変な笑い方してっ……気持ち悪いのよっ！」

　何か罠わなでもあるのか、警けい戒かいする魅神──しかしここまで来て退けず、覚悟を決めて電撃を放つ──と。

「ひひ……あーばばばばば!?」

　まるで抵てい抗こうせず、隆良は電撃を喰らい──そのまま倒れてしまった。

「……えっ？　な、なんなの……えっ？」

　これで終わり？　と呆あつ気けに取られる魅神。

　情勢を見守っていたアリアも、あっさりとした結末に、思わず嘆たん息そくする。

「本気の魅神相手では、こんなモノか……この勝負、魅神の──」

「！　アリアお姉さま、待って……あれ！」

「ん、夜侘ちゃん？　どうし……!?」

　夜侘の指差した先には、なんと立ち上がる隆良の姿──いや、それだけではない。今しがた電撃を浴びておきながら、なおも魅神へ向かっていこうとするではないか。

　対たい峙じする魅神も戸惑いを隠せないが、更に電撃を放ってけん制する。

「くっ……ナメないでよねっ！」

「あばばばば！……へ、へへへ……」

「なっ……なによ、ちょっとぉ!?」

　電撃を浴びながらも、歩みを止めない隆良──効いていないのか、そんなはずは、どうして──対峙する魅神だけでなく、観戦している面々にも動どう揺ようが走る。

「た、隆良様、どういうことですの……？」

　思わず呻うめいた沙凪の声を合図とするように──隆良はどことなく切なげに、陰かげのある表情で独白を始めた。

「へへっ……なんつーか、気付いちまったんだよな……とんでもねーコトにさ」

「気付いた？　まさか……魅神の弱点に、ということか？」

　問いかけるアリアに、しかし隆良は首を横に振ふった。

「いいや……でも弱点っていうなら、そうかもな。ただしこの場合、俺の弱点、かな？」

「？　??」

　まるで要領を得ない面々──その中で向かい合う魅神が、苛いら立だたしげに問いかける。

「どういう意味よ……ハッキリしなさい！」

「……気付いちまったんだよ、俺。ずっとお前の電撃喰らっててな。そう、俺の──趣しゆ味みってヤツにさ」

「──は、はあ？　趣味、って」

　尚なお更さら分からない、という顔をした魅神に、隆良が──決定的な一言を突つきつける。




「実は俺──ドＭだったんだよ──」




「──えっ──」




　衝しよう撃げきの告白──凍こおりつく魅神に続き、絶句する一同──

「──あ、ちょ、じょ、冗じよう談だんよね？　バカ隆良が、またバカ言ってるだけで……」

　狼狽し始める魅神に、しかし隆良はヘラヘラと笑えみを浮うかべつつ迫る。

「うへへ……お前の電撃喰らってて、ホントはずっと気持ち良かったんだなぁ……さあ、もっとやってくれよぉ」

「ちょ、この……き、気持ち悪いのよっ！」

「あばばばばば！」

　いつもより出力高めの電撃を放ち──しかし隆良はよろめきつつ、まだ向かってくる。

「げ、げふっ……う、うへへ……」

「ひっ!?　ちょっ……う、ウソでしょ!?」

「もっとくれよぉ……どんどん放ほうり込んでくれよぉ！　お前の熱いパトスで、俺に電撃責めというご褒ほう美びくださいよぉ!?」

「ひっ……や、やぁ〜〜〜ん!?」

　何度電撃を浴びせても向かってくる隆良に、もはや精神的に臨界点を迎むかえてしまった魅神が、悲鳴を上げて逃にげ始める。

「うへへ……待てよぉ〜！　俺はまだまだ満足してないぜぇ〜!?」

「や、やだっ、近寄らないでよ、ばかっ、ばかぁ〜〜〜っ！」

　嫌いやがる魅神を、執しつ拗ように追いかける隆良──そんな隆良を見て、アリアは穏おだやかに微笑ほほえみ、

「ふふっ、隆良くん……押してダメなら引いてみろとは言ったが、誰だれもドン引きさせろとは言ってないぞ……」

　何やら遠い目をして呟つぶやいた。

　が、魅神は電撃を使うことも忘れ、逃げ惑まどうばかり──結果として魅神の武器を封ふうじたのだから、それは褒め、褒め……いや、どう考えても無理だ。

　しかし追い掛け回した挙句──隆良はついに、魅神を壁かべ際ぎわに追い詰つめた。

「ひっ……止やめて……寄らないでぇ……」

　ふるふると震ふるえる魅神は、既すでに混乱の極きわみにあるが──ダメ押しとばかりに、隆良は近づきながら声を掛ける。

「うへへ……ん？　お前、良く見ると……意外にカワイイんだなぁ〜？」

「えっ……え、ええっ!?　なな、きゅ、急に何言ってんのよ、バカ隆良!?」

　隆良は変態的な意味で言ったのだろうが、魅神は何やら別の意味で捉とらえているらしい。

　しかし隆良は魅神の混こん迷めいの度が深まっているのだけは感じ取り、更に顔を近づけた。

「なあ、ええやんけ嬢じようちゃん……悪いようにはせんから、な、ええやんけ、ええやんけ」

「な、何その変な喋しやべり方……って、ちょ、顔近いっ……近いってば！」

「おいおい、俺は本気だぜぇ？　ほれ……お前も覚かく悟ご、決めろよ……？」

「う、ウソでしょ？　じょ、冗談よね、こんな、皆みんな見てるし、あの、ちょっ……やっ！」

　顔と顔が、まさに触ふれ合わんとしたその直前──魅神が思わず、きゅっ、と目を閉じてしまった。……その瞬しゆん間かん！

「──えっ？」

　ずり下ろされる、魅神のスカート──！

「取った……取ったどぉぉぉぉぉ！」

「え、なっ……きゃぁぁぁっ!?」
















　ずり下ろすだけで勝ちのはずが、隆良はスカートをそのまま剝はぎ取ってしまった。

「は、あっ……ふ、ふやぁうぅ……」

　顔を真っ赤にした魅神が両手で前を隠しながら、足をＭの字にした女の子座りで、ペタン、とその場にへたり込んでしまう。

　その結果を見て──アリアは苦く笑しようした。

「やれやれ……まあやり方はアレだったが、今回は隆良くんの──勝利だな」

「へへっ……よっしゃぁぁぁ！」

　腕うでを振り上げ、勝利の雄お叫たけびを上げる隆良に、沙凪と夜侘が駆かけ寄る。

「さすが隆良様、やりましたの！　あの『雷神』魅神に、一いつ矢し報むくいましたの！」

「やったね、隆っ……え、えっと」

　しかし夜侘は途と中ちゆうで祝福を止め、おずおずと隆良に質問する。

「隆良って……そ、その、さっき言った通り……ほ、ホントにドＭなの？」

「……あん？　おいおい、バッカ……」

　はあ、と溜ため息を吐ついて──隆良が笑う。

「んなワケねーだろ？　演技だっつーの！　ったく、やせ我が慢まんすんのにも苦労したぜ……ぎゃっはっはっは！」

「！　そ、そうだよね……良かったぁ」

　ホッ、と安心して胸を撫なで下ろす夜侘──と、そこでアリアが何かに気付いたのか、咳せき払ばらいしながら隆良に声を掛ける。

「コホンッ……隆良くん、その……スカート、早く魅神に返してあげなさい」

「ん？　あ……そういや」

　そのスカートの持ち主は、どうなったのか──と、魅神のほうを向くと。

「ふ、ふぇぇん……バカ隆良ぁ……スカート返してよ、ばか、ばかぁ……」

　なんと、弱々しく泣き出したではないか。

　いつもの強気な様子からは想像し得ない、か弱い姿──しかしそんな魅神に対し、隆良は何とも大人気なく──

「……あん？　返してください、だろぉ〜？　ほれ、もう一度、大きな声でぇ〜？」

　何やら、調子に乗ったことをほざいている。が、そんな隆良の言葉を受けて──

「──バカ──」

　弱々しく泣いていたはずの魅神が、すくっ、と無言で立ち上がる……前さえ隠さずに。

「!?　え、あ……お、おいおい、魅神？」

　下着丸出しの姿に、さすがの隆良も顔を赤くして慌あわてるが、魅神の様子を見る限り──それどころでなさそうだ。

「バカ……バカ隆良の、バカ……！」

　ぶつぶつと漏もれ出る言葉と同時に、魅神の周囲に電でん撃げきが奔はしる。何やら尋じん常じようでない雰ふん囲い気きに、隆良も思わず焦しよう燥そうするが──

「え、いや魅神？　魅神さ〜ん？　勝負はもう終わりっすよ？　き、聞いてますか〜？」

「アンタなんて、バカ隆良なんてぇ……！」

「わ、分かった！　スカート返すから！　ゴメン、謝るからぁぁぁ！　だから落ち着──」

　慌てて宥なだめるも、時既すでに遅おそし──魅神の全力の電撃が、今まさに放たれる。

「死んじゃえぇぇぇ！」

「ちょ、これなんかデジャヴ──あ……あばばばばばぁー!?」

　最後の最後で調子に乗ってしまった隆良は、はっきり言って自業自得な叫さけびを響ひびかせるしかないのだった──










「ふぐぉう……い、いでででっ！」

　模擬戦闘が終わり──魅神の全力の電撃を浴びた隆良は、その場でアリアの手当てを受けていた。ちなみに魅神は、残念だが既にスカートを履はき直している。

「──そういえば」

　手当てをしながら、アリアが思い出したように呟く。

「隆良くん、今回は『異能』を使ってなかったな。……いや、使おうとしていたが、使う前に潰つぶされたというか」

「うう……お？　ああ、そういやそうだな。ちぇっ、残念だぜ、この世紀のストレンジャー様の『異能』を見せられなくてな」

　やや自信過か剰じような隆良の呟きに、しかし魅神は不ふ機き嫌げんな様子で否定する。

「何が世紀のストレンジャーよ、バッカじゃないの。アンタの『残念異能』なんて、そんな大層なモノじゃないでしょうが」

「ああん？　さっき俺に負けて泣いてた雷神さんが何を偉えらそうなコト言ってんだぁ〜？」

「……ふん、あんなやり方で、勝ったなんて思わないでよね。大体、アンタだって私に負けてるじゃない。勝ち越こしてるワケでもないんだから、偉そうにしないでよね」

「……ほおぉ〜ぉ？　上等だぜ……」

　何やら肩かたを鳴らした隆良が──おもむろに立ち上がり、魅神に手のひらを向けた。

「だったら今すぐケリつけてやらぁ！この世紀のストレンジャー様の『究極異能』でな……！　喰くらいやがれ、必殺──」

「──させるかってのよっ！」

「そ──あばばばば!?」

　隆良の行動は予測されていたのか、魅神の電撃により、またも『異能』を発動する前に潰されてしまう。

　傍はたから見守っていた夜侘と沙凪も、慌てて隆良に駆け寄った。

「た、隆良っ……大だい丈じよう夫ぶ!?」

「隆良様、しっかりするんですの！　どうせ気絶するなら、最後に隆良様の『すんばらしい異能』を見せてからにしますのー！」

　なかなか酷ひどい沙凪の要よう請せいに、しかし白目を剝むく隆良は答えられない。

「……ふんっ、これで私の勝ち越しね。力量の差、少しは思い知りなさい、バカ隆良っ」

　ツン、と顔を背そむけた魅神だが──少しは溜飲りゆういんも下がったようだ。

「ふむ……よしっ」

　と、そこでアリアがおもむろに口を開く。

「世紀のストレンジャー、下野根隆良。だが、今回その『異能』をお披ひ露ろ目めすることは叶かなわなかった。しかしキミの『異能』が必要とされる日は、必ずやってくる。負けるな、隆良。戦え、世紀のストレンジャー。キミのチカラが日の目を見る、その日まで──！」

「……あ、アリア、いきなりどうしたの？」

「ああ、魅神。ふふっ、なに……私だって、こういうコト言ってみたかったのだよ」

「そ、そうなの……良く分かんないけど」

　首を傾かしげる魅神とは対照的に、アリアだけは満足そうだった。
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